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佐野真一；東電OL殺人事件
東電OL殺人事件　佐野真一著　を先日から読み始めています。
イカを見てスルメがわかるか　養老猛著　も(三国志2巻目　吉川英治著も･･)並行して枕もとに置いてあるので読んでいるが、ドキュメントはスイスイと進むので早い。
佐野さんは、宮本常一を書いたモノを読んで以来です。
ドキュメント作家というか、小説ふうのドキュメントに近いね。
刑事モノの社会派推理作品を松本清張さんはたくさん書いてきたけど、アレよりははるかにドキュメントですけど、鎌田慧さんと比べたらアカンわね。
でも読み物として、作者自身の弱さのようなものが出ていて面白い。
 
 
佐野さんはいつからこんな小説のようなモノを書くようになったのだろうか。 
元々はルポライターだったのでしょうけれど。 
宮本常一を書いてたころまでですか。。。
 
この作品も(小説とは呼べない、ましてルポとは書きたくない)随分と娯楽要素と興味本位を取り入れたモノになっています。
読み物としては、最後まで読ませてくれますし、「事実」に基づいて書かれているとは思いますが、作り話風味の(ときには詩情もまじえた)テレビの二流推理モノの原作のような感じ。映像文化が大手を振って歩き、エロをブレンドすれば売れるだろう(発行部数や視聴率)という気持ちも分からないではないが、ルポと呼ぶには少し…ルポを書く人に失礼です。
| 2006-07-31 15:55 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま(2)　東電OL殺人事件(佐野眞一)
 
東電OL殺人事件を読んだ。1997年、東京・渋谷の繁華街から外れた裏通りで、慶応義塾大学出身で東京電力のキャリアの社員だった女性が殺害された事件のその公判を題材にしている佐野眞一さんのルポです。この談話室ができた頃にちょうど夢中で読んでいたのですよ。
私のクラスメートに伊藤君という奴が居て、彼は高校時代に進学先の話をすると、「慶応大学に行きたい、だって壇ふみって素敵じゃないか」とよく言った。結局、奴は早稲田文学部に進むが、慶応は高嶺の花だった。後に私も都心に通い慶応との品格の差を体感した。(渡邊泰子と同い年なので似た時代に学生をしていたことになりますので余計に)
その慶応義塾を母校とする渡邊泰子は、売春婦として渋谷の街を徘徊し、一晩に何名もの客を取り、それも数千円という格安での商売をしていた。ホテル代をケチって、路地裏の駐車場などでやっているところを目撃されていたりする。どうして年収が1千万円もあろうかというキャリアな人がそんなことをしなければいけないのか。
1997年3月、彼女は殺害されて、渋谷のアパートで発見された。マスコミはこの学歴と意外な事実を過剰なまでに報道した。
記憶にある人もあろう。
ひとりの容疑者があがり、後に逮捕され、最初の公判で無罪になる。その過程を、渡邊泰子が側からの情報はまったくないまま、容疑者を調べ、事件を調べ、公判を佐野眞一はくまなく傍聴した。
----
個人的には、例えば鎌田慧や本多勝一のルポとは正反対のルポですが、佐野さんの書き方の問題だから許すとして、まあまあ、面白かった。少し歯がゆいところもあるが。
でも、佐野さんって、宮本常一のことをその前に書いていてすごく気に入っていたのに、ちょっと、小説っぽく、やや減点気味かなというのが総合的な感想です。
坂口安吾の堕落論が引用されています。この引用は刺激的で、私は堕落論を読み返し、考える日が続きました。坂口安吾ときたら、壇一雄・・・・というわけで、私の手が伸びるところは果てしなく拡散して行くのです。(若い世代の人にも堕落論を読んで欲しいな、と思いながら)
こういうときに、ドロンと断ち切らせてくれるのが宮本輝さんで、9月末から「森の中の海」(上・下)を読み始め、台風のさなかに読み終わりました。そのお話はまた別に。
| 2004-10-09 23:58 | 読書系セレクション |
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佐野眞一が引用した「堕落論」(坂口安吾)
 
東電OL殺人事件(新潮社・文庫・佐野眞一著)のなかで坂口安吾の堕落論を佐野さんは引用します。さらにその部分を引用すると、
「堕落自体は悪いことに決まっているが、モトデをかけずにホンモノをつかみだすことはできない。表面の奇麗ごとで真実の代償を求めることは無理であり、血を賭け、肉を賭け、真実の悲鳴を賭けねばならぬ。堕落すべき時には、まっとうに、まっさかさまに堕ちねばならぬ。」　(プロローグから・11p)
うーんと唸るばかりです。
「まっとうに」というのにシビレますねぇ。
坂口安吾を卒業研究のテーマにした友人が居て、その話を聞いたとき、私は、「ふーん、そう」で済ませたが、あれは軽率だった。
出身地である新津市に行ってみたい、と切に思う。これまで何度も旅の途中に通過しながら、知らないために通過してきた。出会いとはこんなものだろうけど、自分体内で自己発生した好奇心だからこそ、面白い。
| 2004-10-10 08:42 | 読書系セレクション |
 
2004年9月 2日 (木曜日) 【読書室】（銀マド）
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坂口安吾；続堕落論　から
坂口安吾；続堕落論　　から
天皇制だの、武士道だの、耐乏の精神だの、五十銭を三十銭にねぎる美徳だの、かかる諸々のニセの着物をはぎとり、裸となり、ともかく人間となって出発し直す必要がある。さもなければ、我々は再び昔日の欺瞞の国へ逆戻りするばかりではないか。先ず裸となり、とらわれたるタブーをすて、己れの真実の声をもとめよ。未亡人は恋愛し地獄へ堕ちよ。復員軍人は闇屋となれ。堕落自体は悪いことにきまっているが、モトデをかけずにホンモノをつかみだすことはできない。表面の綺麗ごとで真実の代償を求めることは無理であり、血を賭け、肉を賭け、真実の悲鳴を賭けねばならぬ。堕落すべき時には、まっとうに、まっさかさまに堕ちねばならぬ。道義頽廃、混乱せよ。血を流し、毒にまみれよ。先ず地獄の門をくぐって天国へよじ登らねばならない。手と足の二十本の爪を血ににじませ、はぎ落して、じりじりと天国へ近づく以外に道があろうか。
堕落自体は常につまらぬものであり、悪であるにすぎないけれども、堕落のもつ性格の一つには孤独という偉大なる人間の実相が厳として存している。即ち堕落は常に孤独なものであり、他の人々に見すてられ、父母にまで見すてられ、ただ自らに頼る以外に術のない宿命を帯びている。
善人は気楽なもので、父母兄弟、人間共の虚しい義理や約束の上に安眠し、社会制度というものに全身を投げかけて平然として死んで行く。だが堕落者は常にそこからハミだして、ただ一人曠野を歩いて行くのである。悪徳はつまらぬものであるけれども、孤独という通路は神に通じる道であり、善人なおもて往生をとぐ、いわんや悪人をや、とはこの道だ。
 
 
2012年1月 2日 (月曜日) 【語録選】
2
[image: ]
堀江謙一；太平洋ひとりぼっち
太平洋ひとりぼっち　堀江謙一
堀江謙一さん。きのうも元気だ。
平成17年（2005年）
> 2月10日(木) 
> 日本時間　　18時 　現在
> 南緯　43度44分
> 東経　0度46分
> 天候　晴れ　南西の風12m
> 気温　12度
> 日本時間午前11時35分に東経に入りました。
> やれやれです。
> 堀江謙一
参照HPはこちら
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IMFというメーリングリストに、猫柳という名前で, 2001.6.4に載せたものです。(私の本棚シリーズ)
第9回「太平洋ひとりぼっち」
1962(昭和37)年5月4日、小型ヨット「マーメイド号」で兵庫県西宮市からサンフランシスコへと堀江謙一さんは出帆します.パスポートも持たずに太平洋に飛び出した無謀とも思えるその行為には、したたかな裏づけがあって、94日間の末に太平洋横断の航海を成し遂げます。この時の日本の新聞は、違法出国行為であったとか、無謀であったということを並べ立てて、ひとりの若者の冒険をいけないことと報じ、一方でアメリカ合衆国(合州国)のジャーナリズムはその快挙を称えたといいます。私はまだ小学生になる前でしたので、そのようなニュースを全く理解できずにいたと思います。ところがおよそ20年後、ふとしたことで講演会に行き、堀江さんのこの作品に出会い、ひとりの冒険家の生の声を聞きます。話が先だったか、本を読んだのが先だったかはもう覚えがありません。
18歳までの私は「井の中の蛙」だったかも知れない。ただひたすらコツコツと勉強をして、道を踏み外すことなく人並みに就学を終えて、恥ずかしくない社会人になろう。まあ、いわゆる立派で安定したサラリーマンになればいいと考えていました。そのことは決して誤りでも何でもないのですが、世の中には様々な人がいて、それぞれが情熱を胸に抱き苦難の壁に挑んでいるのだということや、人間には一人ひとりにかけがえの無い個性があって、それを活かしてお互いが社会という中で切磋琢磨し合っているのだから、勉強や知識などのひとつの尺度で人間を評価することやテストの点数だけで人に優劣をつけるのはとっても偏っていることなんだと気が付くわけです。大雑把に言えば、受験時代という森を走り切ったら荒野に辿り着いて、そこでは学だけでなく枯れ木を集めて火を起こし、水の流れを変えて草木の生きる土壌を創る技が必要なんだ、ということに気が付くのです。集まった少しの人が社会を形成し、お互いを尊びあいながら何千年という歴史が出来てきたんだ……という壮大なことを感じ始めていたのかな。
大学に入って重症の五月病から立ち直れずにいた私。同年代の人間は百数十万人でそのうち大学に進学したのが数十万人、その一人ひとりを大地に並べて色分けしたら絶対に同じ色は無いのだと断言できるのに、どうして私は友人たちと同じような服を着て、同じような話題に夢中になっているのか、と考え込んでいる日がありました。
結局、冒険家にも登山家にもなれなかったけど、自信と勇気を持って未知へと挑む人たちの姿を書いた本にたくさん出会って私は随分と心を打たれました。私が専門としていた電気通信工学の分野でもその考えが刺激になって、全く新しい向学意識を私に授けてくれました。
この記事を書くにあたってもう一度本棚から引き出してみました。また太平洋に挑戦する堀江さんの「モルツマーメイド」が新聞記事に載っていたので、もう一度初回作品を見てみようと思い立ったわけです。事実をそのまま記述しているが故に、いつまでも内容が風化しない。だから読み手に感動を与え続けることができる。21世紀になった今になってこの作品を読んでみればわかります。そこには情報や役立つお話はこれっぽちも無く、作者があの時に伝えたかったことや冒険心が凝縮されていました。この本と出会って書物というものに対するイメージと人生哲学のようなものを私は修正しました。
今、注目の冒険家といえば、P2P[*1]の石川直樹さんでしょうか。がんばれ。
堀江謙一の勇気と快挙は、20歳代の私に夢を与えてくれたと思います。私の本棚の中の大事な一冊です。
| 2005-02-11 14:35 | 読書系セレクション |
 
2005年2月11日 (金曜日) 【読書室】（銀マド）
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齋藤孝；質問力　筑摩書房
質問力　　齋藤孝 筑摩書房
 
 
やはり、こういうことは理屈で書くと面白くない。
 
長い時間をかけて書物と接して、あるいは人と接して身に付けてくることで、人それぞれが熟成させながら体得するものであると考える。
促成栽培的にものの考え方を教えることも大切だろうが、そんなことをしたために大学の講座の質が低下し、職人学校化され、研究センスを失ってきたのだと思うと、やはり、この書物は、いい本ではあるのだが、あらすじ本の一種なのかもしれない。
齋藤先生ファンは、先生のほかの良い書物を読んで、この書物のスピリッツを感じ取ればいいのかもしれない。
急ぐ人は、ノートと鉛筆を持って前半を読むべし。
\504
 
| 2006-09-23 12:00 | 読書系セレクション |
 
2006年9月23日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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東野圭吾；手紙
手紙　東野圭吾
随分と話題になった小説らしいですね。映画にもなって人気爆発で、東野ファンも急上昇のようです。
 
同じように人気沸騰の重松清とはペンのタッチがまったく違います。表現や文章作法に気を配っているのはどちらの作家も同じでしょうが、東野さんの作品には気障さとか洒落っ気というのはあまり無いように思えて、淡々と無駄なく綴っているような気がする。
作品も、相当に思案して構成を考え、バランス感覚に非常に気を配った、読んでいてわかりやすく、戸惑いも起らない。優良な作品だと思うのですが…
そういう意味では、ちょっと読み味が足りなかったかもしれない。
 
お話の内容は読者を惹きつける物語なんですが、映画になってしまってから(見てませんけど)読んだこともあってか、先入観も働くのでしょうが、小説を読みながらその醍醐味に浸ることもなく、感動して必ず泣きますというウワサもさることながら、この上ない泣き虫の私がほとんど泣かずに読み終わってしまった。
きっと映画だったら号泣だっただろうと想像すると、小説家というよりも劇作家、映画作家で将来は大成されるのかもしれないなあ、などと頭の片隅で考えつづけながら読み終わってしまった。
直木賞作家で1回前に読んだのが高村薫で、文章というもののインパクトが対照的なだけに、東野さんのサラサラ感の小説は少し物足りないかな。
| 2007-06-16 09:38 | 読書系セレクション |
 
2007年6月16日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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川端康成；伊豆の踊子
伊豆の踊子　川端康成
 
「美しい」とはこんな作品を読み終わったときに使うのが相応しい。
 
「道がつづら折りになって、いよいよ天城峠に近づいたと思うころ、雨足が杉の密林を白く染めながら、すさまじい早さで麓から私を追って来た。」
有名な冒頭です。
作者はそれまでに無数の情景を思い浮かべ、考えに考え抜いてこの一行を書き始めたのではないか、と思うのですが、いいえ、天才川端康成のことだからスラスラと、なのでしょうか。
天城峠を越えて女と出会い、心が変化して、現代風で言えば青臭いドラマに過ぎないのかも知れないが、時代背景にマッチした作者の純粋で若々しい感性が、このような歴史的作品を作り上げることになった。
現代であれば流行作品(ベストセラーで、ハイおしまい)的な面もあるのだろう。しかし、素晴らしく流れるような「美しい」文章と、登場人物の透明で「美しい」心が読者を惹きつけ、後世にも受け継がれてきたのでしょう。
何歳のときに読んでも、いや、何歳になって読もうとも若き時代へと、感動と共に私たち読者をいざなってくれる。
| 2008-08-11 13:57 | 読書系セレクション |
 
2008年8月11日 (月曜日) 【読書室】（銀マド）
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宮部みゆき；理由
宮部みゆき　理由
 
「火車」を書いたので、勢いで「理由」も書いてみようと思ったけど。 
あんまし、細かいところまでは思い出せない。
 
状況や心理を割と細かく、かといって、高村薫のようではなく、サラリと書いています。そういうところを読んで、ドキュメントタッチで、などという人がいるのかもしれない。
こういう作品を読むと、直木賞はいいなあ、と思う。 
(逆の作品もあるのも事実だが)
---- 
理由 (新潮文庫) 
宮部 みゆき 
新潮社 
\900
直木賞だからということで「火車」と「理由」を候補に早くからあげていた。しかし、宮部さんの穏やかで優しそうなプロフィール写真をみると、どうも推理小説作家としての強引さがこちらまで届かず、ついつい後回しにしていた。
しかし、なかなか。
読み始めると、あらら松本清張を30年ほど前に読み始めたときに感じたもの、それは身体の震えのようなもの、を感じて、この人は単なる物語を作る書き手ではなく、細かい表現手法や構成までも十分に吟味をしているぞ、と私なりに嬉しくなったのです。
話の筋が追えればそれで結構という作家ならば、極端なことを言えば、映画のプロモーション映像を見るように小説の解説を読めばいい。でも、作品そのものを愉しめるようなものを書いている人の場合は、一字一句をしっかりと読んで行くこと自体が快感なのだ。
読みながら、清張さんの再来だ!とブツブツ言ってしまったのを思い出す。一冊の文庫本がそう思えると、引き締まった感触を与えてくれ、どっしりと重く、一枚一枚が磨かれた高級紙に印刷されているようにも思えてくる。
物権の話なのでまずまず身近な話題である。殺人は決して身近ではないけども、よもや自分に降りかかることが無いとも言い切れない。宮部みゆきは、「火車」やこの「理由」で扱うテーマの非現実的な部分を、首筋を擽るように現実めいてドラマにして、上手に読者を引き入れてくれる。
法律の話は(工学部の私には)難しいこともあるけれど、彼女が自分の年齢で知り得ている以上に、これも上手に人の心を描いているから不思議だ。やはり、人物の目に見えないものを読者に伝えるのは天性の才能でしょう。「火車」と並べたら、出版順に読んだほうがいいかもしれない。
--
| 2008-10-22 14:34 | 読書系セレクション |
 
 
宮部みゆき　火車
 
 
虚像。
 
ネットワークシステムやデバイスの技術革新により社会の構造そのものが大きく変化している。人々はいとも簡単に大容量の情報を、あたかも自由な感触で操作できる。その裏には「あたかも」と書いたように「嘘」かもしれないことが数多く潜む。
虚像という言葉から連想されるものが段々と現実化されているともいえる。
誰もがストレス社会の中に晒され、人が安易に楽で快適な方へと流されていってしまうことや、麻薬中毒のようになるまで快楽、快適の中を連れ回されているのを、第三者としては咎めることはできない。そこには最もな理由もあるし、その乱れた姿は実はやがて常識化されてしまう正当な姿なのかもしれないから。しかし、真っ当な哲学と倫理観を持ち合わせていれば、必ずどこかで立ち止まるとも思う。いい加減なところで振り返る。そして自分が見ているモノが虚像だと分かるはずだ。
 
ブログやHPが身近にありケータイから簡単に扱え、自由に出入りできる時代だ。ある種の自分の理想像をブログなどに築き上げることもできる。バーチャルな夢の自分をそこに作れる。強くなりたい、格好よく振る舞い、お金持ちになりたい。そんな願望を叶えてくれるような錯覚に酔わせてくれるのがネット社会の一面でもある。
この一面を、正確かつ冷静に把握していなければ、ネット社会では大きな錯誤が発生する。もちろん起こらないことも有り得るわけだが、あらゆる事象がデジタル的に二者択一のデシジョンテーブルの上で判別されて、事件が起こることもあれば、平和が継続することもある。
-----
 
 
 
2008年10月22日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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宮部みゆき；火車
宮部みゆき
火車(新潮文庫)
新潮社
\900
火車という作品はこのようなネット社会が広がる以前に書かれた話で、人々の心の中に願望としてあった虚像がまだまだ夢の段階であったころの作品だ。虚像の中で腐ってゆく人の心の果てを予測していたともいえるが、小説とは現実と非現実との境目にほんの少しだけ踏み込んで読み耽る妄想を愉しみながら伴走してくれるようなものだとすると、火車という作品は読者を捉える駆引きを非常に心得ていると思う。
ストーリーのバランス感覚が吟味されて、一部分が特別に拘って長くなっていたり、何処かが分かりにくかったりするようなこともない。これは作者が天性の才能とセンスとして持ち合わせているからかもしれない。
二人の女性が登場するがそれは実像としてではない。人物の実態よりもその背後に潜んだものを手繰り寄せることでサスペンスとしての面白さを出す。一方、現実社会の事実や判例としてのできごとを、私たちの決して他人事ではない裏の日常として、読ませてくれる。有り得ない話でありながら有ってもおかしくないかもしれない話ともいえる。有って欲しいような期待に似たものもある。
そこで虚像という言葉を私は思い浮かべたのだ。
いい子で居たい。自分の弱いところや醜いところは隠しておきたい。そういう願いが人の心の中にはある。どれほど昔からあるのか不明だが、人はそういう願いを追いながら永遠の幸せを掴もうとしている。もしかしたら五千年前のエジプト人や中国大陸の民族にもあったかもしれない。
幸せになりたい、豊かに暮らしたいという夢を描くことで、ひとつずつステップを踏み、実像と虚像という二つの姿を睨みながら現実の幸せを追っていた。
姿の見えない主人公は果たして幸せを掴めるのか。たとえ一瞬であっても「ああ幸せだ」と思うことがあったか。そして未来に有るのか。複雑な余韻を投げかけてくれる。
-----
しかし、虚…という言葉が心に引っかかる。人間として目に見えぬものは信じられないし、地に足が着かないものは不安なのだ。そんな潜在心理が働くので、虚像、虚空、仮想という概念には心を許せないものがあるのだ。
複素数という概念では虚数という言葉がある。複素平面という我々が日常では出会うことのない座標軸の上では、ほんの少し時間や位相をずらしてやることで無限大に数理空間が広がってゆく。
実は私たちはそういう自在空間の中で生きているのではないかと思うと、時間軸の歪みに押しつぶされそうな苦痛が襲いかかってくる反面、孤独にそっと生きていれば永遠の幸せを手中にできそうな気もする。そう、誰の目にも触れずネット社会の中で慎ましやかに引き篭もり人生のようなものを送る…みたいな。だから、運命のサイコロをもう一度振り直すって、もしかしたら、容易いことなのかもしれない。そう思える人がいてもおかしくない。
火車という題名は「逃亡者」でもなければ「失踪」とか「偽りの姿」というようなものでもない。私たちが毎日、紙一重で背中合わせになっている一瞬のようなもの、それは負債による地獄だけではなく、人間と人間で責め立てあいながら孤独と闘わねばならない人たちが、実像と虚像、そして更なるもうひとつの虚像とを擦り合わせながら暮らしている状況と似ているよう気もしてくる。
| 2008-10-22 10:34 | 読書系セレクション |
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ベルンハルト・シュリンク著；朗読者
「コタツで読書」シリーズで書いたもの。
 
ベルンハルト シュリンク著 
朗読者(新潮文庫) 
これは去年の今ごろ(2005年ころ)、あるコミュの方から教わった本です。
目からうろこでした。 
若いうちに読むといいですね。
2005年12月12日のメモから。
--
車のダッシュボードに入れてあります。 
人を待ったりするときに、読んでしまう。
待ち人、来なくてもいいよん、そんな気になります。
 
映画になったそうですね。 
そうか、映画のほうが伝わるかもな。
(読書部Ⅱにアップするにあたって少し追記。)
| 2009-06-11 10:13 | 読書系セレクション |
 
2009年6月11日 (木曜日) 【読書室】（銀マド）
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倉本聰；優しい時間
倉本聰　優しい時間
 
倉本聰を読み終わりました。
テレビでみた人もあるのでしょうね。
たぶん、全然別モノになってるんだろうな。
 
 
優しい時間
倉本 聰
理論社
\1,575
11話までじっくりと読みました。
私の中で私なりの映像を作りながら読み進みました。
ドラマ全体にとても素晴らしい印象が残ります。
六介と勇吉が対面するところで
|六介　「おやじが倅を--許さないのか」
|間。
|六介　「そんじゃああいつはどうすりゃいいンだい」
という会話がある。ここなんぞええモチーフやなーとか思いながら読む。
「人間はデジタル化することによって速い方へ思考が廻るけど、ゆっくりという方向へはもはや思考が回転しなくなっちまった、ということでしょうかね」(6話)
というセリフもある。
倉本さんは「澄んだ作品が書きたかった」とあとがきで書いてます。澄んだ目で日常を見つめていると、何気ない私たちの感情や行動のなかに無数のヒントが隠れているのでしょう。それを絶対に逃さない。
寺尾聡、大竹しのぶ、の二人は知ってるけど、二宮和也、長澤まさみ、は全然知らんので、ドラマの出来が少し気に掛かる。でも全然、調べたくないか。
ちょうど、向田邦子さんを思い出していたところだったので、彼女のドラマと対比して倉本さんのドラマを考えてしまいます。好き嫌いの話ではないですが、向田さんは、人間の社会的な側面に切り込んでくる快感を持ってい、一方で、倉本さんは、私たちの呼吸の波長に同期させて心に迫るという感じです。
 
シナリオ作品ですが、それがいい味を出す。映画でなくドラマだからこそいい。さらにシナリオで読むから、深みが出る。
「若いカップルは、互いをいつも見つめ合ってるけど熟成したカップルは、見つめ合うより、おんなじものを見るようになるって」
「同じ物を見て、--同じ物をきいて、同じ物を感じて、--同じ物に感動して--そういう歳取ったカップルはすてきだって」
最後にそんなセリフも言わせている。そんなのあったりまえだろうが!ってことでも、澄んだドラマの中では輝くのだ。
| 2009-06-21 22:36 | 読書系セレクション |
 
2009年6月21日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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司馬遼太郎；坂の上の雲
(第1巻から第8巻)
坂の上の雲(文春文庫) 
司馬 遼太郎
を読んだときにかいたと思っていたレビューが無いので
よっぽど、面白くなくて書きたくなかったんだろうな、
とか思ってみたりしてます。(笑)
 
---
坂の上の雲 (文春文庫)​
司馬 遼太郎​
文藝春秋​
\670
​
司馬さんの小説は、エッセイのような小説であり、教養の講座の講義のようでもある。​
これほどまでに人物を興味深く書ける人は少ないなあ。​
第1巻を読了。
続きは、全部読んだら書きます。
---​
(ここから加筆)
そんなことを書きながら、読了しても感想を書かなかった。​
というか、忘れていたのだ。
2008年の春ころに読み始めて、​
7月に第4巻、​
8月に第5巻、​
11月中ごろに7巻、​
12月日本海海戦​
と、​
ブログの日記には残っている。
星は★★★ほどかなーとどこかで書いていたので、司馬作品としてはそれほど高く評価しなかったのでしょう。
第1巻を読み始めたころには、★★★★としていた。
世の中の読書人が高く評価する傾向があるようですし、ドラマ化で一層拍車も掛かってゆくのでしょう。
ドラマのほうが面白いかも。​
二百三高地の作戦あたりは、司馬さんのこだわりと意地のあらわれでしょうか。
そういう意味では、司馬さんの人間味に触れられるのかもしれません。
司馬作品は、時代を遡るほど、文学味が出て、面白い。
…ということで、感想は1巻で書くのみ。​
| 2009-07-08 10:02 | 読書系セレクション |
 
2009年7月 8日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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石川達三；私ひとりの私
石川達三　私ひとりの私
 
夜中にザザザと降った雨もあがって 
静かに迎えた朝に
ふとしたことで
この本のことを思い出した。 
そしたら
スルスルとセピアな色の青春時代が
甦ったのだ
​
私ひとりの私 (講談社文庫)​
石川 達三​
講談社
セピアという色は、曖昧な表現だ。しかし、私ひとりの私という本を手にすると、青春時代がセピア色に甦る、と言ってみたくなる。 
私と石川達三との出会いはこの本から始まったのだ。そのあと、生きている兵隊を読んで、青春の蹉跌へと進んだ。 
未熟な学生時代に、作家の赤裸々な自伝と出会い、美文か駄文かさえ判別できない自分がその人と四つに組む。 
文学との出会いのチャンスは、作家の数だけあって、人それぞれだろうが、ある時期に石川達三という人物に夢中になれたことや、事実埋没していたことの誇り高き自信のようなものは、この本との出会いから始まったのだった。 
「ひとり」であった「私」は、理由もなくタイトルに魅了されただけなのに。 
考えてみれば、出会いとはすべてそんな偶然の集まりであるのかもしれない。
​
誰が薦めてくれたんだったっけなあ、この本。一般教養の文学の斉藤先生だろうな。(ひとりごと)​
| 2009-07-22 09:40 | 読書系セレクション |
 
2009年7月22日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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石田衣良；4TEEN
石田衣良　4TEEN
 
通勤列車の中でこの作品を読む。
 
14歳の中学生の物語だ。 ​
自転車で東京の月島界隈を走り回る。 ​
月並みな言い方だが、爽やかで普通にスケベエな中学生の話。 
私の乗る通勤車両には、大人のオヤジやオネエサンが数人いる以外は、全部女子高生だ。 
そう! 
短いスカートのまま、私が肘を置こうとしている肘掛に座る子どもたち。 ​
パンツで直に座っとるやんけ! ​
と、いつも言いたくてウズウズしているのだが 
この小説を読みながらその子たちを見ていると、勘弁してやろうかな、とも思えてくる。
​
---​
4TEEN​
(新潮文庫) ​
石田 衣良
歯の浮くような形容詞で気障に言葉を飾ってゆく文章に、「何だコノヤロー生意気過ぎるぜ、読むものか!」と思いそうだが、私はするりと引き込まれていってしまった。​
悔しいな、ボクもこんな気障を言ってみたいな、などと羨みながら読む。​
反発する心は、石田衣良の天才的な才能に宥められている。​
石田衣良の顔が思い浮かぶ。​
そういえばテレビに出てたなあ。クイズ番組で漢字を全然知らないことがバレてしまっても飄々とニコニコしていた細い眼が印象的だ。​
いかにも、という小説。いや、これは小説というよりも、僕たちの心の日常を切り取ってドラマふうにして、石田衣良が日記に綴ったような作品だった。中学 生ってこんなにも正直で清清しかったのかなあ。ちょっぴりエロくいのだが、爽やかなエロで、そういうところに私も戻りたくなってくる。​
石田衣良はこの作品を書きながら、きっと気持ち良い夢を見ていたに違いない。​
こういう直木賞があっても、許してしまう。そんな作品。​
| 2009-09-03 07:47 | 読書系セレクション |
 
2009年9月 3日 (木曜日) 【読書室】（銀マド） 
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中島みゆき；愛が好きです
中島みゆき　愛が好きです
 
中島みゆき　「愛が好きです」から「おもいで河」
中島みゆきは詩集「愛が好きです」のなかに「おもいで河」を載せている。
 
--♪​
涙の国から 吹く風は​
ひとつ覚えのサヨナラを 繰り返す​
おもいで河には 砂の船​
もう 心はどこへも 流れない​
----
​
この世に生きていれば様々な悲しみが私を襲う。それを運命と呼んで諦めることもあれば、ひとときの何かの誤りとして、その悲しみは過去に置いて忘れようとしたこともある。
悲しみは、それで消えてしまっても、思い出は、どんなときでも、忘れることはできなかった。自分の意思とは無関係に、心の中に、否、脳裏の深くに焼き付いている。どんなに涙を流しても、それを消してしまうことはできかった。
中島みゆきはその悲しみの刻まれたところからおもいで河というものが流れ出ていて、そこを浮遊しながらどこか遠くへ流されていってしまいたいと考えたのかもしれない。
でもそれは、儚く虚しい夢物語。私の悲しみは私とともに、死ぬときに消えて終わりだとも思ったのか。
​
--♪​
季節のさそいに さそわれて​
流れてゆく 木の葉よりも 軽やかに​
あなたの心は 消えてゆく​
もう 私の愛では とまらない​
----
​
あなたを忘れることは、―どんな魔術や薬でもってしても、それを可能にはしてくれない。​
虚しい抵抗をひとりで続け、行き着くところは「おもいで河」のほとりだったのだろう。
​
ほら、勇気を出して。
たとえ砂の舟であったとしても​
私の涙が魔法に変わることだってことだってあるかもしれない。
| 2009-09-05 00:19 | 読書系セレクション |
2009年9月 5日 (土曜日) 【読書室】（銀マド） 
[image: ]
中島みゆき　「愛が好きです」から​
「おもいで河」から
続き
--
恋はいつだって悲しいもので、人生は儚いものだと思ってしまう。
しかし、中島みゆきは、そのなかに愛を見出し、自分に力強さを授けようとした。
愛が好きです。
愛とはなんだろうと問いかけることはしない。
人は愛を問い詰めることが宿命だと思ったのだろうか。​
| 2009-09-05 22:29 | 読書系セレクション |
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内田百閒；ノラや
内田百閒　ノラや
 
中公文庫のほうが安いのだけど
中公文庫のほうではなく​
ちくま文庫のほうの​
ノラやにしました。
ここが大事なのだ。
[image: ]
ノラや―内田百けん集成〈9〉ちくま文庫
 [image: ]
 [image: ]
内田百閒との出会いは、ちくま日本文学全集であった。
私は夏目漱石をそれほど面白いと思わない、冷めた人間です。川端康成や井上靖のほうに、魅力を感じるというか、引き込まれるような文章を感じるのです。ですから、内田百閒は、全集の文庫を読んでも、どうしてみんなこれほどまでに夢中になれるのだろうと思うのですが。
(前置き長くてゴメンなさい)
しかし、どの作品を取り上げても格があるというか、その持ち味で知らない間に読み耽っていて、読みながらも今度は別の人を買おうかなと思っていても、ついつい内田百閒を買ってしまう。
ノラや、にいたっては、猫の話であり、誰もが薦めるし、私の名前もねこというので、読むしかないか、といういきさつであった。まあ、そんな単純な読みはじめだ。
経緯はどうでもよいか。
なるほど、面白い。面白いというだけでなく、やはり、文学である。​
文芸色はあまり無い。文章も全然美的でもないし、刺激も受けない。​
けれども、、やっぱし文学なのだ。
その文学というステージで、猫をこれほどまで愛することが出来て、読み手も一緒に泣かせてしまう作品は他には無いだろうな。​
さらに、誰も真似のできないものであることも事実だ。
確かに、私は猫好きで、だからこそ最後まで、よくもまあこのつまらない日記や随想を読めたものだと思うが、猫の行動をここまできちんと書き残している人も少ないかもしれないと思いながら、後半は加速するように楽しく読める。​
写真も挿絵も無い、文学の世界である。
私は猫好きであると自称しているが、自信を持って猫好きを通せるようになった。​
飼いたい。飼えない状況なのが辛いが。 ​
| 2009-11-07 21:34 | 読書系セレクション |
 
2009年11月 7日 (土曜日) 【読書室】（銀マド） 
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福永武彦；死の島（再読前）　その1
この素晴らしい作品が、絶版だなんて。​
儲かるとか儲からないとかいうまえに、出版業界の使命として、国民に提供するべき作品でしょ。
[image: ]​
すべてがそんな状態だから、何ごとを選ぶにしても、薄っぺらな判断力しか活かせなくなってきているわけでしょ。
世の中の人たちが、正札と能書き書と、あてにならないオススメ評をたよりに、モノを選んでゆくと、きっとどこかで歯車の合わない事態がやってくる。
耐久消費財でも​
イデオロギーでも​
政治でも​
何でもかんでも。
-- 
読み終わるのは、随分と先になるでしょう。​
<その2>は忘れたころに、あっちのブログで。
 
2009年11月14日 (土曜日) 【読書室】（銀マド） 
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安野光雅；ちくま文庫手帳　2010
安野光雅　ちくま文庫手帳　2010
 
 
明日忘れずに買いに行こう。​
そう日記に書いていた、あくる日、買いました。
毎年買おうと思いながら、​
そのときは既に高橋の手帳を買っているので​
また来年にしようと思い、その年は見送る。
今年は、思いきって買ったみた。
少し物足りない感じがするのは、​
ポンと手のひらを叩いたときに、重みが乏しいからだろうか。
機能的には問題なし。​
二十四節季が載っていれば、もっと良かったのにな。​
| 2009-11-18 18:37 | 読書系セレクション |
[image: ]
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2009年11月18日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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風間完；エンピツ画のすすめ
風間完　エンピツ画のすすめ
 
1987​
朝日新聞社​
風間 完
 
死んだ父が晩年に何作かの絵を残し、それが知り合いの家などに飾られているのを後で知ると、なんとも、申し訳ないと思う。そんな絵を受けて取ってくださったみなさまには心より感謝します。
父は絵を描くと戴いてくださる方々に差し上げていたようで、私の性格からすると想像して納得は出来ても、いざ私がとなると私にはマネはできないことだと思う。
私は欲張りで自分の書いた絵はおそらく必ず自分の手元に保管したがると思うものの、私がみなさまに差し上げるというか、お見せできるような絵さえも描けない奴なので、無駄な想像ではありますが。
そんな私ですが、絵を描きたいと思ったことがあって、ふとした切っ掛けでこの本を読み始めた。そしたら、この本がとんだ見当違いで、技術のことも書 いてあるものの、そうではない話が割とたくさん書いてある。かなり前に買ったのだが中味はいつまでも陳腐化していないので、今読んでもとても面白く再読で きる。
絵が描けない私のような人に、心構えのことやら絵を描く以前の理屈の話、絵描きの心理の話などを紐解いてくださっている。解説書というモノが、何も 解説をしないまま終了したり、読書感想文が本の内容についての感想を書かずに、大ハズレな随想で終わっているのを見かけると、私の読書レビューみたいで私 自身も嬉しくなる。
この本は、鉛筆で絵を描くということとはどういうことかなどの話しもあるが、絵を描きながら人生や自分の生き方や哲学のことを、どんな視点で見ているのかというとても楽しいお話が満載だった。
凝っていた肩が、あるいは固まっている脳みそが、とても簡単にほぐれてくる。絵を描く方々の魔術は素晴らしい。 
| 2009-11-21 15:41 | 読書系セレクション |
 
2009年11月21日 (土曜日) 【読書室】（銀マド） 
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林田慎之助；司馬遷―起死回生を期す
林田慎之助著　司馬遷―起死回生を期す　集英社文庫
起死回生。
[image: ]
一冊の本を手にした。
去年の「災」を払拭し、​
私自身も立ち上がらねばなるまい。
司馬遷のこの本を読み、​
心震えあがらせた時期を​
自らが思い出さねばならない。
2005年は日の出から始まるのではない。​
今、この気概を抱いたときから始まるのだ。
| 2005-01-03 21:33 | 読書系セレクション |
 
 
 
2010年1月 3日 (日曜日) 【読書室】（銀マド） 
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井上靖著；風林火山 井上靖著　風林火山
 
だいたい、大河ドラマに取り上げられてしまうと、ちょこっと寂しいような気がするのは私だけですかね。
 
去年の「功名が辻」も例外ではなく、大学時代に進級試験が迫っておいそれと読書などしている暇のない時に、読書願望が沸沸とこみ上げ教科書を脇に置いて読書をしたというのが司馬遼太郎だった。
勇気を頂けて、あれはあれでよかった。十分に試験からも逃避できたし。(結果は聞いてはならない)
​
そういうわけで、この「風林火山」も大河ドラマの原作となってしまった。最後の部分は川中島の霧が晴れてくるところだったと記憶しますが、30年ほど前に読んだので記憶は当てにならない。
井上靖といえば、「あすなろ物語」「しろばんば」「夏草冬濤」「北の海」など自伝的作品が数多く、どれも文学として秀作ですね。
時代物として、「敦煌」が有名で、私はこの作品が最も好きです。
風林火山も時代物で、彼の書く歴史小説は、飾り気のない不器用なペンが味を出している、、、、と思いながら次へ次へと急いだものです。
※　学生さんにもオススメですね。特に「敦煌」を。​
[image: ]
| 2007-01-13 09:10 | 読書系セレクション |
 
2010年1月13日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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バイオマスは地球環境を救えるか
バイオマスは地球環境を救えるか (岩波ジュニア新書)
 
バイオマスという言葉は、実はすごく奥が深くて難しい言葉ですが、この本の中では簡単に説明をしています。
これからの地球上で暮らすためには、どのようにエネルギーと向き合って行かねばならないのかということを、バイオマスの話を中心に書いています。
環境に限らずですが、知ったかぶりの専門的な本は、やたら数字を前面に出し、後楽園何杯分の・・・などというような表現をします。​
それはそれで、勝手にやってもらって構いませんが、知りたいのは我々です。
ジュニア新書は、定期的に環境問題を考えることができるような書籍を出していますので、二十歳以下の皆さんならなおさらのこと、こういう本を入門書にされると良いと思います。
この本の中で記述されている内容は、十分に大学教養課程で使用できるものですし、言葉で書いた箇所を数式やグラフ化すれば専門家もビックリするような内容が多かったです。
地球温暖化を騒ぐだけの時代は過去のことにしてしまい、すぐにでも、新しいライフスタイルを実践するには何をするべきかを考え、実践しなければならない。​
その参考資料としても、また環境問題の常識としても、この本をお役立てください。​
| 2008-01-14 12:38 | 読書系セレクション |
 
2010年1月14日 (木曜日) 【読書室】（銀マド） 
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村山由佳；天使の卵
天使の卵　村山由
 
大いなる泣き虫の私が、不思議にも泣きませんでしたね。
悲しくなかった、というか宮本輝や重松清の持つようなドラマチックな面を持っていないのかもしれません。
 
けっこう、自分の学生時代の暮らしそのものと、さらに、その学生時代に大学ノートの隅っこへ、講義の合間を見ながら散文ストーリーを書き連ねていたあのころの自分を呼び起こしてくれて。
村山由佳さんは、私より7歳ほど若いのですが、何となく似たような時代感覚を出していて、生活文化が幾つかのシーンに嗅ぎ取れます。恋愛感覚というか、あの時代の若者感覚のようなものかな。
現代の大学生たちがどんな友達感覚や恋愛作法を持っているのか、それはぜひ若者が読んでいたら聞かせていただきたいものですが、私はこの小説の中の 二人が (或いは三人が)、少し背伸びをしながらお互いを優しく包みあおうとしたり反発したりする様子やそのときの心が、村山さんの目で上手に物語にして書き綴ら れていると思います。
物語としては何処にでもあるような設定ですけど、恋愛小説とはこういうのをいうのか、と、ふと考えさせられるような短編でした。もっと短くコンパクトでも良かったかもしれないですね。
今までに「恋愛小説」ってのを、たぶん無意識に読んでいると思います。​
みんなが言っているのはこのような作品を指していたのか…としみじみ思います。
恋人が欲しい。優しくキスをしてくれるような人…。そんな人がそばに居て欲しい。 そういう感情が沸々と心に満ちてくる。​
知人にメールを書きました。​
---​
えっ?​
今の僕ですか?​
恋をしてます​
何もいわないで​
優しくキスをして…​
ああ​
眠れないなあ​
---​
でも、ほんとうはスッキリと眠れました。​
泣かずに本を閉じましたから。
| 2006-01-28 10:13 | 読書系セレクション |
 
2010年1月28日 (木曜日) 【読書室】（銀マド） 
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街道をゆく─白河・会津のみち(03)
街道をゆく　白河・会津のみち(03)
 
 
街道をゆくのなかで「なんといっても、東北は偉大なのである。たとえば江戸・明治期以降、政治・軍事・科学・人文科学・芸術の面で巨人を輩出してきたが、 そういう頭脳の輩出地にしてなお距離論という単純なことから、自己の哀歓をきわめねばならないのだろう」と司馬遼太郎さんは書いています。
 
そうそう、蒲生氏郷も会津の生まれでした。今、大河ドラマでも藤原氏の話が出てくるのでしょうけど、日本という国のことを多角的に見ていると、この東北の凄さがじわっとわかってくるのです。
​
信州の向こうにどえらい大きな区域があって、そこを東北という。一度、そこを旅したいと思って10年以上も昔、バイクに跨り旅に出た。広すぎてコテンパンにやられて帰ってきた。もう一度といわず、何度でも行きたいと思った。
その後、4700キロ近くを2週間ほどで走り、19箇所の温泉を巡る旅もした。途轍もない魅力が東北にはあるのです。歴史もそうです。人にも、自然にも、言葉にも、文学にも魅力がある。
そう、東北が輩出した文学の話もしたいですね。
| 2005-02-02 09:04 | 読書系セレクション |
 
2010年2月 2日 (火曜日) 【読書室】（銀マド） 
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吉川英治著；宮本武蔵
吉川英治著　宮本武蔵
 
宮本武蔵は全部で8冊。
きれいな装丁。
 
真ん中へんで、武蔵が江戸に行ってしまったあたりは、物語自体が面白みを持たないので、少しテンポが落ちるものの、全体的に引き込まれっぱなしになることは間違いない。
一気読みのできる人は、お気をつけください。​
眠れない夜をすごすことになります。
​
吉川英治著​
宮本武蔵 
---​
吉川英治という人のことを何度も自分の読後感想文の中に書いておきながら、その代表作である宮本武蔵についての感想に触れていないことに気がついた。
もうかれこれ十年ほど昔に毎日昼休みの僅かな時間に読み続けたのを思い出す。ほかにも寝床などで別の本を読むので、そちらが先にどんどんと読了してゆき、宮本武蔵は一年ほどかかって読了したのではなかったか。
司馬遼太郎と吉川英治を並べて見ると、司馬遼太郎は落語のように語り、吉川英治は講談を聞くように流れてゆく。
両者を比べることはまったく意味のないことだが、司馬遼太郎も宮本武蔵についての本を一冊書いていて、それは薄っぺらいもので、私はこの人物にはそれほど魅力を感じていないんだけど、みたいな構えで書かれていた印象がある。
​
吉川英治の宮本武蔵は八冊ある。司馬の竜馬がゆくに相当することになろうか。
面白さでは司馬遼太郎よりも面白いかもしれない。さすが戦前に多くの庶民までもが夢中になって読み、そのあらすじだけでも延々と語り継がれてきた物語だと思う。
吉川の文章を読み始めると、最初は面白くないと思う人が多いかもしれない。紋切り型で味がない。旨みも甘みもない。しかし、時を刻むリズムは一定で、場面の変化も安定している。面白さがじわりと出てくる作品が多いのもこのせいだろう。
長編が多いので今の時代には人気も然程ないかもしれないが、馬鹿げた売りとテンポだけを狙ったあらすじに毛を生やしたような作品が多い昨今、確かに 次々と出版される面白そうな作品に目を奪われるものの、映画もテレビもない時代に書かれた吉川英治のような作品をじっくり読んでみるのは面白い。
余談だが、お正月に伊勢神宮に行ったときに、武蔵が伊勢へと来る一節を思い出す。猿田彦の前で立ち止まると感慨深いものがあるのだ。​
そんな話はいくらでもあり、木曽路を旅すれば男滝、女滝の前に佇んでしまう。
武蔵という人物が、小説どおりの人間であったのかどうかは吉川英治に尋ねなければわからないが、歴史上の人物を小説の上で読むということにおいて は、司馬遼太郎の「風神の門」「梟の城」、阿川弘之の「山本五十六」の素晴らしさでさえ、吉川英治の「宮本武蔵」を追い抜けなかった。やはりこれが一番か もしれない。
| 2010-02-11 13:08 | 読書系セレクション |
 
2010年2月11日 (木曜日) 【読書室】（銀マド） 
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池澤夏樹；カデナ
池澤夏樹　カデナ
 
あらゆるところで​
さまざまな書評が飛び交っています。
 
全然当てにならない、切って貼ったような感想。​
それじゃ、カデナは語れない。
ごめん。​
私も、たいした感想は書けない。
詩人の書く小説は好きだな。​
親子、ともども。 
.
池澤夏樹　カデナ
 
.
1968年という時代は今や確実に過去のものになっているし、多く人の心のなかには、もはや幾許の痕跡も残していないかも知れない。しかし、歴史が絶対に変化することはなく、そのあとに生まれた人たちは弛まなく成長を続けている。 
カデナに存在した基地やそこから戦略爆撃機が飛び立っていったという事実は毅然と存在し、その歴史は止まったままだ。
この小説のバックグラウンドに流れる激しい歴史を振り返らずして物語の面白さも凄みも、小説としての味わいも深みも得ることはできない。
マルコムXが暗殺され、その3年後である1968年という時代にささやかに生き、登場人物たちは人を愛し、自分たちを愛した。そんな温かくも少し切ない物語だ。
作者の池澤夏樹と福永武彦は親子だ。ちょうど数ヶ月前からこの福永武彦の「死の島」に取っ掛かりきりでありながら、その親子という強烈な関係に引き込まれて、私は池澤夏樹を読み始めることにした。
この親子のそれぞれの放つ持ち味はまったく違うものの、底流にある共通のDNAをひしひしと感じながら、選択に誤りがまったくなかったことを確信したのでした​
| 2010-02-19 21:37 | 読書系セレクション |
 
2010年2月19日 (金曜日) 【読書室】（銀マド） 
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中沢けい；海を感じるとき
海を感じるとき　中沢けい
 
大学生になって受験から解放され自由に読書を楽しめる時間を得たことの歓びがあったのだろうか。いいえ、歓びを歓びと気付かず野放しにしていたかもしれない。
 
ふと立ち寄った本屋で、私にはいっこうに相応しくない群像という雑誌を手に取ったのだった。それがイカガワシイ本であったとしてもまたその逆であったとしても決しておかしくない状況だったのだが、幸運にもそれが私と中沢けいとの出会いだった。
「海を感じるとき」という題名は後からじわっとやってきた。
話の内容をどこまで理解できたのかまったくわからないままであるものの、一時的に身体を拘束されたような圧迫感が残った。あれは…後に気が付くのだが、読後の感動だったといえようか。感動とはそういう新鮮なもので、残念ながら今となっては呼び戻すこともできないものである。
| 2009-02-27 18:48 | 読書系セレクション |
 
2010年2月27日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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絲山秋子；沖で待つ
沖で待つ　絲山秋子
 
中沢けいの「海を感じるとき」を読んだあのころのことを思い出しながらこの本を読んだ。絲山秋子さんの漂わす文章がそうなのか、芥川賞というラベルがそう思わせるのか、それとも、芥川賞というステータスがこのような気流を呼び起こさせるのか。
 
賞は面白いだけでは成り立たない。この作品の場合、文章がとりわけ美しいわけではない。むしろ面白さと美しさのどちらも二の次にしているような作品であるだけに、不思議である。いったい何処からこの作品の魅惑がやってくるのだろうか。新鮮なタッチなのか、そんなことを考えると中沢けいの「海を感じるとき」を思い出すのだ。
沖で待つには、しかしながら、なるほどと思わせる側面がある。
この作者が次々とヒット作を生むとか長編を量産するとも思えないけど、多くの人を掴むことは間違いない。
そして、そういう作家が優良であるとも限らないのだが、ものすごく未知なものを秘めている雰囲気を持っているとも思う。
海を感じるときに書いた
「一時的に身体を拘束されたような圧迫感が残った。あれは…後に気が付くのだが、読後の感動だったといえようか。感動とはそういう新鮮なもので、」
という想いがここで甦っている。
| 2009-02-27 18:49 | 読書系セレクション |
 
2010年2月27日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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ドミノ；恩田陸
恩田陸　　ドミノ
 
 
始まりでは、何だコリャ、と思い
もう読むのをやめたいな、面白くないし
こんなタッチは嫌いだし
騒々しいし、
 
とか、いい訳を並べてましたが
面白く読み終わりました。
ただ、テレビのドラマコメディみたいで、、、
(って私はテレビをほとんど見ないのでいえたモノでもないのですが)
こういうのが好きな人は病みつきなんだろうな。
ってことで、買ってきてくれた娘にはオススメしています。
(父が先に読んでゴメンよ)
それより、恩田陸さんは、こんな作品が多いの?
もう一個くらい代表作を読んでみてもいいな。
ああ、宮本輝が恋しい。
| 2006-03-20 09:37 | 読書系セレクション |
 
2010年3月20日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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井上ひさし；モッキンポット師の後始末
モッキンポット師の後始末 (講談社文庫)
* 井上 ひさし
* 講談社
昭和49年発行、昭和54年2月28日第17版、280円。
[image: ]
この本を多分、まっさらな状態で買ったと思う。明治大学の本館を下ったあたりのいつもの古本屋さんの筆跡で150円。割合を計算してもそんなに安くはない。
なぜ、井上ひさしを読もうと思ったのだろうか、はわからない。このときは吉里吉里人の作品は出ていなかったと思うが、出ていたのかな。出るのが遅れていて騒動になっていたかもしれない。
そんな井上ひさしという人物に惹かれて、ふらっと手に取ったのがモッキンポット師の登場するこの本だった。
井上ひさしという人の、まあ言ってみれば若きころの自伝であるが、こういうのを同年代くらいに読むことは、非常に幸運であった、と今思う。
北壮夫を読むような感覚で、お気楽に手に取った本であった。しかし、井上ひさしを読んでゆくなら、これを読まずに他を読んではイケナイ。
そして、これを読むと、ペーソスという意味が少しわかるような気がすると思う。
(現代の若者は、そうでもないか…、だとしたら、お気の毒さま) 
| 2009-03-21 10:10 | 読書系セレクション |
 
2010年3月21日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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福岡 伸一；生物と無生物のあいだ
生物と無生物のあいだ (講談社現代新書) 
福岡 伸一
講談社
\777
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随分と売れているそうで、買わずに借りてきました。
まず、読む前の印象は、難しそうかーなっていう感じですね。
ところが、最初のページを読み始めると、なによ、これ、理系の本ですか、って感じです。
先生、自分が作家になった気分で、気持ちよく書いていらっしゃいます。
しかし、分子生物学(専門外なので、そう呼んでいいのかさえも、ワカランのですが)の本です。キッパリ。
難しい所はちゃんとありますし、文の裏に隠れているところを読み取る(物理学の本みたいな)ところもあります。
けれども、読み物としてさらりと読めば、生物学の道に行きたくなる。
毎度、本を読んでそう感じてたら、私は賢くなっていけたかも知れないのに。
中学生とか高校生に読んでもらってもいいですね。
ただ、新書、これでいいのか。っていう気持ちはあります。
(借りた本でも、読後に気に入ると買いますが、これは、買いません。読みたくなったらまた借ります。)
| 2008-03-21 13:57 | 読書系セレクション |
 
2010年3月21日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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北杜夫；どくとるマンボウ航海記・青春記
どくとるマンボウ航海記　北杜夫
もう50年ほど昔のことになるが、そのころの子供たちのなかには、大人になったら船乗りになりたいと夢見る子が多かった。
私もそのひとりで、太平洋の静かな海原を真っ白な大型船でゆっくりと航海するのだ。
そんな見果てぬ夢が脳裏に残っていたこともあって、北壮夫の作品を読み始めようとしたときにこれを一番に手にしたのかもしれない。
 
ほら吹き遠藤(周作)と北壮夫と阿川弘之が織り成すスーパーはちゃめちゃ対談の影響もあって、この三氏の作品は文学というよりも、もう少し身近に感じながら拝読した。
若者が読まなくては意味がない。そして、おじさんになってから、若いときに読み耽ったこの作品を、ふたたび懐かしみながら読み返すのだ。そのためにも、若いときに読破しておかねばならない。
いつの時代も若者は、未熟で、情熱的で、楽天的で、夢を見る。
私はこの航海記のなかで、マンボウ氏が大のウイスキー党で、とてもウマそうにウイスキーを飲む(なめる)ところがあるが、あそこばかりが伝染してしまい、今日、私がウイスキー党なのはこの作品のおかげなのだ。
--
| 2009-03-28 09:59 | 読書系セレクション |
 
 
どくとるマンボウ青春記　北壮夫
 
 
どくとるマンボウ青春記 (1968年)
 
この本を本棚から取り出してパラパラとめくると、やはり漏れなく、茶色く変色していた。 
活字も小さい。
驚いたのは、最後のページに私の妻の旧姓の名前と住所と電話番号、1979年11月1日という日付が書いてあったことだ。つまり、この文庫本は、私が結婚する前に彼女が読んだ本だということです。読み返すと私もしっかりと下宿で寝転んで読んだ記憶が残っているので、私たちは同じころに同じ本を読んでいたということになる。
結婚して25年になるけど、読み終えた本のことを話題に話したことは1度もないので、実はそれがすごい驚きだ。はて、私の文庫はどこに行ったんだろう・・・。誰かにあげたのかな。
--
どくとるマンボウ青春記 (1968年)
北 杜夫
中央公論社
現代小説に読みなれてくると、チャタレイ夫人の恋人であれこれと世間を騒がせていたようなことが今やあたり前になってしまっていて、それを時代の変化と呼んでいいものか、美的感覚の退廃と考えるべきか。
文学とはどんなモノで何のためにあるかなどということを論じるつもりはないが、ちょうど谷崎潤一郎を読んだあとに、なるほどこれが文学かと頷きながら、思い上がった現代小説ファンなら、これを文学と呼ぶことを露骨に反対をするかもしれないとさえ思った。
しかし、私は、どくとるマンボウの青春を谷崎の延長路線として文学として読むことをオススメしたい。
 
青春とは、明るい、華やかな、生気に満ちたものであろうか。 (冒頭)
北壮夫は40歳になる直前にこう書き出した。いつの時代でも青春を謳歌する者たちは必死で無我夢中でなくてはならない。いや、そのほうが、いかにも青春であるらしいからというだけではなく、そんな馬鹿げた時間や無駄な労力や遊び、若者らしい哲学と戦いながら(これを悩むと昔は言ったかも知れないが)、自分の身体の中に刻み込むのだ。
そのおかげで、北壮夫、遠藤周作、阿川弘之の超面白トリオの対談が生まれたのだし、彼らの作品と出会えて、こっちは読書人生まで変わってしまった。
若者たちに、ぜひ、夏目漱石よりも強くオススメしたい。どくとるマンボウ。
昔若かった方々は再読すると必ずその後、足取りが軽くなります。
北壮夫さん。元気で家族と写真に写っている記事を平成21年のお正月に載せた毎日新聞に拍手を送りたい。
| 2009-01-24 18:16 | 読書系セレクション |
 
2010年3月29日 (月曜日) 【読書室】（銀マド）
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藤沢周平；一茶
一茶　藤沢周平著
人にはそれぞれの生き様がある。歴史に名を残した偉大な人にも、それなりに事情があるのですね。一茶の生き方。
 
私が抱いている藤沢周平さんのイメージとちょっと違っている?作品だったかもしれません。
流暢につづられているので、思わぬ速さで一茶の生涯に引きづり込まれてゆきますねぇ。
人にはふたつの顔があるのかな。読み進むと少し暗くなってくるものの、人物伝としては面白いと思います。
芭蕉や蕪村を解説した本は割とポピュラーですから生き方に接する機会も多い。一方、一茶に関しては少ないのか、小説という形でこの作品で触れただけです。どこまでが事実なのかは分かりませんけど、読んでいると自分の考え方に少し厚みが出てくるような気がします。高校生や大学生にも読んで欲しい1冊ですね。
2万の作品を残したという一茶。この数字はスゴイです。川柳の時実新子さんは、1日に何句も、それも無理をして頑張って創ることが大事なこともある、と言ってられたと思います。毎日続けることのチカラが疎かにされ気味な現代、逞しさとしたたかさをいただけるような気がしてくる。 
| 2005-04-01 18:15 | 読書系セレクション |
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藤沢周平　一茶
芭蕉、蕪村、一茶。
名前だけなら私でも知っているのですけど、なかなかその人柄には触れられません。
芭蕉や蕪村については割りと数多くのかたがたが書いてられるので知ってる面もありますが、一茶を私は知りませんでした。
優しい人。そんなイメージだけしかなかった。
人間・一茶を書いています。
泥臭いところや意地っ張りなところ。
そして欲望に満ちていること。
事実に加えて、幼少時代は少し周平さんの味付けもあるようですが、なかなか読み応えのある素晴らしい作品です。
俳句。いいですねぇ。
| 2007-01-20 09:30 | 読書系セレクション |
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2010年4月 1日 (木曜日) 【読書室】（銀マド）
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谷川浩司；復活
「何度も何度も負けたとしても、自分の道をひたすら歩き続ければ、やがてそこに一本の道が拓けてくる」
これは谷川浩司さんが「復活」という本の中で書いている一節です。
---
第30期棋王戦五番勝負(共同通信社主催)の報道を読んだ人もあろうかと思います。挑戦者の羽生善治さんが谷川浩司さんを破って、ニュースでは「羽生4冠復帰」を大きく報じていましたね。
 
私は人生訓として書物を読むことは少ないです。生き方を示唆してくれるようなモノを求めての読書をほとんどしない。なぜなら、私自身=人生の図書、だからです(大嘘)
ジョーダンはさておき、「光速流」が負けちゃったんですが、きっと再び、復活してくることを期待したい。※どちらが贔屓というわけではありません。
「復活」というこの本の中に残した言葉。
大学受験に失敗したみんなにも捧げよう。
| 2005-02-26 10:00 | 読書系セレクション |
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羽生善治；決断力
2005年11月5日のメモから。
こんどは角川oneテーマ21という新書でいってみよう。 
羽生さんは、他にもいろいろ出してますが、タイトルの件ではこの本が簡単に書かれていると思います。 
勝負士の頭の中ってのは「なるほどね、そうなのか」っていう話もあれば「なんだ普通じゃないですか」って話もある。 
本屋に行って時間を潰すときは、この本でも立ち読みしてみるといい。 
買うか、図書館で借りて済ますかでアナタの性格判断ができる…かも。
| 2006-04-06 15:51 | 読書系セレクション |
 
2010年4月 6日 (火曜日) 【読書室】（銀マド）
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俵万智；かぜのてのひら
俵万智著　かぜのてのひら(河出文庫)
>散るという飛翔のかたち花びらはふと微笑んで枝を離れる　俵万智
 
万智さんがよむと気品がありますね。
どこの花を見て詠んだのでしょうかね。
神田川、面影橋あたりかな。
 
>愛してる愛していない花びらの数だけ愛があればいいのに
〔俵万智さん、サラダ記念日から〕
>花の色はうつりにけりないたづらにわが身世にふるながめせし間に　小野小町
花のうたにはどことなく哀しみが潜んでいそうで、苦い。
ほら、散り始めました、ソメイヨシノ　(ねこ)
| 2005-04-13 18:00 | 読書系セレクション |
 
2010年4月13日 (火曜日) 【読書室】（銀マド）
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万城目学；鴨川ホルモー
万城目学　鴨川ホルモー
 
連休初日。
雨降り。
鴨川ホルモーを読み終わる。
青春時代に戻りたい。
 
鴨川ホルモー (角川文庫)
万城目 学
[image: ]
面白かったで済ませてはいけないかな。
ある種の現代版青春ドラマですね。
京都の街を知っているとより一層その雰囲気がわかります。
私も9年弱の間、暮らしましたから、懐かしさもありました。
小説としてはまったく娯楽系のものですが、映画になるそうですね。
(もうなってるのか・・・・)
この作品って映画に向いているのかな。
でも、この作者には、何か別の作品で、面白いシナリオを書いて欲しいなと思いましたね。
| 2009-04-25 17:02 | 読書系セレクション |
 
2010年4月25日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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瀬戸内寂聴；手毬
手毬　瀬戸内寂聴著
◆　手毬
◆　新潮社
◆　瀬戸内 寂聴
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夫と死別したひとりの女、貞心尼が、良寛さまを師匠と仰ぎ、40歳も年齢が違うのですが、尽くす。その様子を瀬戸内さんは、いともさりげなく綴ってしまう。
山を越えて会いに行く女の心。人を好きになる女の心を寂聴さんならではの文章で、或いは彼女の人生がそうさせているのか、綴ってくれます。
晩年の良寛さまに寄り添う貞心の姿。それは小説のもつ奥深い味わいによって私の心を刺激しました。
魂が奮えます。心に沁み通る作品とはこういうのを言うのだと思います。
ちなみに、私はこの本を読んで、新潟の閻魔堂など、数々の足跡を旅しました。行きたくなる1冊です。
| 2006-04-26 15:00 | 読書系セレクション |
 
2010年4月26日 (月曜日) 【読書室】（銀マド）
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巨人軍論―組織とは、人間とは、伝統とは 
◆　巨人軍論 ――組織とは、人間とは、伝統とは
◆　角川書店
◆　野村 克也
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野村克也の現役を知る人も少なくなった。
そのほうが、こういう本を読むには良いのかもしれない。彼の実力を知っての上で、この分析を読むと、先入観が混じる恐れもある。
野村の視点は、話で聞いても、書物で読んでも、いつも冷静でフラットだと思う。
彼の分析力や手法を、出し惜しみ無く披露している。
ホンモノを見て分別して選択する力を無くした社会において、それは野球に及ばず、政治、経済などにおいても、見習うべき視点がある。
| 2006-04-26 14:57 | 読書系セレクション |
 
2010年4月26日 (月曜日) 【読書室】（銀マド）
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辰濃和男；四国遍路
四国遍路　辰濃和男著　岩波新書
[image: ]
遍路道寂寥癒す著莪の花
 
「ひよいと四国へ晴れきつてゐる」と種田山頭火が詠むように、私もむかし四国を旅した。
四国はブルーアイランドとも言われるものの、旅で巡ればその大部分を険しい山道が占める。
今頃はきっとシャガの花が山の斜面に咲き誇っていることだろう。
自生の藤の紫に甘い香りを楽しませていただき、峠道を越え、滔滔と流れる清水に咽喉を潤す。
ふと眼差しを上げると遍路道にシャガ(著莪)の花が恥ずかしそうに咲いていた。
----
さっきジュニアにこんな遊びの句をアップして、そのあと手元に「四国遍路」(辰濃和男)を出してきた。
四国を何日もかけて旅をした人にしか分からない独特の旅情を、辰濃さんは天声人語の筆のままで書き綴ってくれています。
真っ白い装束に杖をつき、中には正装の笠を被った人も居ます。踏み固められた歴史の道を一歩一歩ゆく。足音がサクサクと余韻を残さない。
平家が落ち延びたのであろう山の斜面には点々と民家が散らばっています。四国特有の感動的な風景です。
辰濃さんも歩いた道。空海の踏んだ道です。
 
GWには旅をしていたむかし、「私、地図を見ていて行ったことがない道を見つけると行ってみたくなるの、地図を辿ってずっと…」と話した人のその言葉どおりに私も四国を旅した。
そんな記憶が淡い。
------
辰濃和男(著)　四国遍路　(岩波新書)　ベストセラーでしたね。価値ある1冊。
| 2005-05-01 09:23 | 読書系セレクション |
 
2010年5月 1日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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道頓堀の雨に別れて以来なり
道頓堀の雨に別れて以来なり―川柳作家・岸本水府とその時代(上・下)
 
いつの間にか川柳ファンになっていた。様々方々の刺激もあろうが、時実新子さんの著作のおかげだろう。
コミュで前に、川柳の大先生、新子さんを取り上げたことがありますが、その記事を書き始める段ではこちらを紹介しようと思ってたんです。
タイトルにまず魅了されますよ。
素敵な句だ。
道頓堀に行ってみたくなるでしょ。
別れたひとが恋しくなるでしょ。
もう一度、夢でもいいから逢いたい人がいますが、そういう人と別れたあの場所を思い出すでしょ。
(私だけかな・・・)
そんなタイトルの本なんだもの。
読むしかないわけです。
(平成２２年５月９日レビュー改訂)
| 2009-05-09 08:17 | 読書系セレクション |
（文庫が出てます）
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2010年5月 9日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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江戸川乱歩傑作選
江戸川乱歩傑作選 (新潮文庫)1960新潮社
一行レビューを書いたところです。
*
先日、子どもの下宿を訪ねて、時間に余裕があったので書棚をごそごそと探したら、懐かしい本が出てきた。
他にも、私の本棚から持ち出している本が多数見つかり、30年の年月を経ても、書物の伝えるものの重さを知るのだった。
その一冊が乱歩だった。
これは、私が高校時代に買った本ではないか。
短編集も面白い。
ちょうど、時間の合い間に、思い切り夢中になれる。
*
というわけで、乱歩も面白いです。
そんなに怖くないですから心配なく。
時代の古さを感じます。
文学性も高いです。
| 2008-06-11 14:17 | 読書系セレクション |
 
2010年6月11日 (金曜日) 【読書室】（銀マド）
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山本一力；あかね空
本日の午後に、誰も傍にいないところで、ひっそりと読み終えました。 
静かに読み終わるのがふさわしい作品ですね。 
ナルホド、みんなが薦めるだけある。
 
人物像もしっかりしているし、情景もきちんと描かれています。 
人の気持ちも緻密に伝わってきます。 
伝わる必要の無いときは、読者に上手に委ねられています。
こういう筆致は、天性のものなのか、作者の繊細さなのか。 
そう簡単には乱れないでしょうね。
--
時代モノというジャンルは初めてでした。
邂逅の森(熊谷達也)、長崎ぶらぶら節(なかにし礼)、ビタミンF(重松清) 
と、最近読んだ直木賞にハズレはない。
| 2005-06-15 15:35 | 読書系セレクション |
 
2010年6月15日 (火曜日) 【読書室】（銀マド）
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川崎徹；石を置き、花を添える
♪雨降りお月さん雲の蔭
 
そんなマイナーな歌がふっと頭に浮かんだ。​
雨がしとしとと降っている印象もあるし、ぎらぎらと太陽が照り付けていた記憶もある。
六月は複雑な思い出をたくさん持っている。
終わってゆく六月を振り返ると、​
こんな本のレビューを書きたくなる。
--
石を置き、花を添える​
川崎 徹​
講談社​
\1,680
​
とても、川崎徹さんが書いたとは思えないのだが、文章の節々に雰囲気は出ている。
題名に惹かれます。​
だから手に取る。
ぼんやりと読み続けて、何気ない話が次々と移ろうだけで、とりわけ強烈な印象も残らずページは繰られてゆく。
シンプルな装丁で、味わいのある作品。
ぽかーんとしたものが残った。私にしたら異色だった。
-----
そうだ!​
司馬遼太郎記念館で「坂の上の雲」の企画展示やってるらしい。(未確認)
行ってみようかな。​
| 2009-06-28 10:00 | 読書系セレクション |
 
2010年6月28日 (月曜日) 【読書室】（銀マド） 
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冷静と情熱のあいだ
冷静と情熱のあいだ―Blu　　辻仁成
 
私には
「5年先の今夜、どこかの街であなたとこうして夜空を見上げていたいわ」
と言って、約束を交わそうとした女がいた。
その期限が過ぎてしまったあとで、私はこの小説を読むことになる。
[image: ]
読み始めたそのことを、友だちに伝えようとするたびに、何度もタイトルを間違えた。「愛と情熱のあいだ」と言ってしまうのだ。
辻仁成という人に先入観は持っていなかった。しかし、女性がちやほやするのを耳にするたびに、その作品はおそらく甘ったるく、翻訳文のような独り善がりのモノではないかと想像した。だが、私は、これを先入観と言わないから意地っ張りか。
読み始めると、中断してしまうキッカケを探した。面白く無かったよ、といえるだけの理由を探しながら、、、となった。
「約束は未来だわ。思い出は過去。思い出と約束では随分と意味が違ってくるわね」というセリフを盛り込み、自分に何かを言い聞かせているのか。
彼自身がどんな人なのかを知りたいと思わないものの、この言葉の源流はどんな感性から生まれてきたのだろうか。
幾分気取って、詩的にも見える文章の流れに、私の感性を重ね合わせ、作者の普通の顔を想像しながら、変わりゆく小説のなかのシーンに自分をさらけ出すことのできる作品だった。
泣き虫の私が一滴の涙も流さないで読み終えたんだ。中断しなかったんだ。
何度も間違えたけど、読み終えたときには「情熱と…」としっかりと間違わずにいえるようになっている。その意味が爽やかだったからだろうな。​
| 2006-02-15 23:48 | 読書系セレクション |
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レビューの解説篇　冷静と情熱のあいだ―Blu
 
コメントも戴きましたし、5分か10分ですらすらと感想を書いてしまったレビューだったので、ちょっと不出来となっていそうです。いいんだ。国語は大の苦手科目だったんだから。
 
で、解説篇。
作品としては面白かったけど、引き潮が海に飲まれてゆくように、感動が静まってくるのです。それはある意味で現実めいた作品だったからかもしれな い。もっとドラマティックなものだったら、ありえない夢のような舞台に自分を置いて、いつまでもいつまでも余韻に浸っているのだろうと思うのです。例えば 宮本輝作品の読後のように…ね。
​
> 「5年先の今夜、どこかの街であなたとこうして夜空を見上げていたいわ」​
> と言って、約束を交わそうとした女がいた。​
> その期限が過ぎてしまったあとで、私はこの小説を読むことになる。
と書きましたが、これはのちほど、たぶん「鳥のひろちゃん」シリーズで書くことになるのだろうと思います。
あまりにも私の心に深い傷を残している事件なだけに、私には他人事とは思えないのだ。悲しい話なんです。​
だって小説は巡り逢えて、私は会えないのだから。。。
​
> 何度も間違えたけど、読み終えたときには「情熱と…」としっかりと​
> 間違わずにいえるようになっている。​
> その意味が爽やかだったからだろうな。
「爽やか」という表現が適切かどうかわからない。でもね、二人がどうなろうと構わないと思いながら、きっと心は満たされるのだろうと、決め付けてしまっていました。
作者にとって、何でもかんでも「愛」がなければいけないなんていう月並みな表現を避けて、それでいて彼なりに気障じゃなくてはならなかったのかも…。だから、作者のことを、斜めに構えたような気障な野郎だな、と私に思わせておきたかったのか。
それでいて実は大して気障でもなかったし、文章もとろけるように私をめろめろにさせてくれるものでもなかったから、「冷静と…」というようところでテンションが当たってくれるのかもしれない。
仁成。いつか、読もう。そう思っています。今度は一番の自信作を読ませてくださいね。>辻さん
さて、​
江國さんの小説は、まだ1冊も読んだことが無い。どんな理由をつけて中座しようか…と微かに思ったりしてる。理由はあるんだ。 
| 2006-02-16 19:00 | 読書系セレクション |
 
2010年7月 1日 (木曜日) 【読書室】（銀マド） 
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星野道夫 ；森へ-たくさんのふしぎ傑作集
　森へ　- たくさんのふしぎ傑作集 -
　星野道夫　文・写真
[image: ]
	星野 道夫​
* 福音館書店​
* \1,365
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この本をパラパラとめくると、たくさんの「ふしぎ」に出会う。​
星野道夫の視線は、私たちを森へと誘いこんでゆく。
巨木の合間を縫って森の奥へと踏み込めば、想像もしていない景色が次々と飛び込んでくる。
果てしない時間が過ぎた足跡を目前にして出会った不思議は、呼吸をしているような森の自然の姿であり、揺るぎない生命力だった。
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ぼくらの町を流れる川を​
ずーっと遡ってゆけば​
きっと源流に辿り着ける
いくつもの森を通り抜け​
いくつもの森のふしぎに​
出会いながら​
もっと奥へと​
探検にゆく
森の奥には​
お宝がザクザク​
鳥が啼いて​
風が吹いて​
水が湧いて​
花が咲いている
清水が​
せせらぎに変わり​
川になって​
滝になる
生命の始まりが​
見つかるかもしれない
自然を知ろう​
源流を見つけよう
ふしぎワクワク​
自然ドキドキ​
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| 2007-08-25 21:15 | 読書系セレクション |
2010年7月 4日 (日曜日) 【読書室】（銀マド） 
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武田百合子；富士日記
ふとしたコトで、この本に出会う。
一気に最後までは、読まないだろうし、読めないと思うが、ぼちぼち読もうと思う。
    
とても面白い。​
いい本だ。
さすが、武田泰淳の奥さんや。
字が見えないので、メガネが欲しい。
 
トラックバックをたくさん貼ってますので飛んで行ってみてくださいね。
[image: ][image: ][image: ]
 
2010年7月21日 (水曜日) 【余録】ねこさん通信, 【読書室】（銀マド） 
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武田百合子；富士日記(上巻)
武田泰淳の奥さんである武田百合子の書いた富士日記(上巻)を読む。​
​
ネットでこの本の存在を知り、武田泰淳の奥さんというだけで興味がわき、どんなことが書いてあるのか野次馬的に読んでみようとしたのが始まりだった。​
日記であるから、日々の出来事が書いてあるに過ぎず、書いている人(作者)もそこにドラマを作り出そうとか、後になってから本にして売り出そうと考えているわけではなかろう。まして武田泰淳が逝ってしまうまでを綴るものとなるなどとは考えていないのではないか。​
​
読み手のほうが、書いてはいけないような禁句や個人的なことまで書き過ぎていないか心配してしまうほどに、赤裸々で素朴で正直で気まぐれな日記だ。​
文庫本には武田百合子の写真がある。だが、日記の中身はこのお顔から想像するような綺麗で上品、上流さはなく、突っ張ったような面さえも微塵もない。昭和39年から40年代を必死で生きている文人の奥さんの叫びと呟きである。​
​
日記には、大岡昇平や梅崎春生、椎名麟三、野間宏の名前がたびたび出てくる。読んでいて嬉しくなって来る。みんな、文学の熱さを感じる。そして、この人もその仲間たちと渦中を必死に生きているのだ。
泰淳を乗せた車を運転して東京と富士桜高原の別荘とを行き来する。雪が降ったらチェーンをまき、故障をすれば修理の段取りをする。何度も何度も車は パンクをする(この当時は当たり前)のだが、全然弱音を吐かずに修理を繰り返す。あるときには、オカマを掘られるという交通事故にも遭遇してる。​
そんなことで何一つ弱音も吐かず、泰淳(主人)を愛しているというような表現を別に何処かに書くというわけでもなく、泰淳のために一生懸命に生きていく。暮らしているのが伝わってくる。​
​
毎日、記述されている買い物リストが面白い。東京オリンピックで社会が一気に景気よくなってきたといえども、現代から見るとひとつの歴史的な壁を越え戻ったほどの昔を感じさせる。​
​
物価はおそらく現代の10分の1ほどであろう。大卒20万の初任給時代の今よりも10分の1ほどの2万ほどのお給料の社会を想像してみれば、さまざまな暮 らしの様子を読んでいて頷けるところがいくつもある。秋刀魚、野菜、ビールにタバコ、大きな箱で買うマッチ、別荘周辺の工事の費用などなど。百円札が使わ れていた時代だから、お年玉だって百円札で1枚とか2枚の時代だった。有名人や有名俳優が事故や病気で死に、生活のなかにはデジタル式の時計(そういう言 葉は使っていない)が登場する。きっと、冷蔵庫とかテレビというものが台所や居間に置かれていても、それは今の時代の私たちが想像するものではなく、四本 の足の付いた小さな白黒のブラウン管テレビであり、氷もロクに作れないドアに鍵の付いている小さな1ドアの冷蔵庫であるのだろう。​
そういうところを思い描きながら読み進んでゆくので、話に物語りは何もなくても止めることもないし、飽きない。急いで読む気にもならないので、ほんと座右に置くのに適しているかもしれない。ゆるい文学なのだろう。​
​
富士五湖周辺の様子もところどころ書かれている。​
東京への交通事情も書いてある。高速道路のない時代に、普通に道路を走って行って東京からそんなに近いところに富士はあったのだ。昔はこんな感じだったのだ。​
​
列車便や電報で原稿や用件を伝える。電話や車という文明の生んだ機械がどれほどまでに庶民の間にあったのかは不明だが、武田泰淳の日常には車があり別荘が あるので、これはそれなりに上流であったのだろう。しかし、そんな彼らとなんら区別なく付き合う近所の村民の姿も日記には書かれている。そんな上流階級で あっても、普段の食事は極めて質素で、おかず一品に味噌汁があるくらいで、漬物やサラダなどが書き添えられていることもある。しかし、作者は料理が嫌いと いうわけではなく、楽しいとは書かないものの、苦痛とも一切言わずに忙しく動き回っている。​
​
そんな生活の中で武田泰淳は何をしているのか。と思うことがある。気をつけて読んでいると、ときどき日記のなかに登場し、この奥さんのどのあたりに居て何 をしているかが書かれている。そしてそれは決まって缶ビールを飲んでいるか、椅子に座って怒ることなく何かの事件が解決するのを待っている泰淳である。車 の事故のときもパンクのときも、チェーンを巻くときも買い物に行くときも泰淳はじっとしている。​
​
毎日が同じことの繰り返しである、と考えがちだが、何ひとつくどくどしいことも詰まらないことも書かずに、武田泰淳と百合子は別荘での暮らしを続ける。激しく怒ることもなければ、悲しむこともない。幸せなのだ、それが。
 
 
2010年8月10日 (火曜日) 【読書室】（銀マド） 
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富士日記の読後日記(追)
日記には、つまらないメモを残す。​
そのメモが生きてくる日を待つ。
---
立秋が過ぎて ​
少し涼しい日が続いたか。 
福永武彦の ​
風土 ​
を読みながら、武田百合子の富士日記も読む。 
やってごらんなさい。 ​
文学というものに目覚めるから。 
大嘘 
 
 
2010年8月11日 (水曜日) 【余録】ねこさん通信, 【読書室】（銀マド） 
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富士日記(中巻)まだ、読んでる
富士日記(中巻)　まだ、読んでる
富士日記
8月10日のブログにも上巻レビューを書いた。 (追記分) 
あれから、まだ中巻を読んでいる。 ​
全然焦らない。 
休んだらまた歩き出せばいい。 ​
そんなスタンスは大事だ。 
武田百合子は、必死だ。 ​
一生懸命に生きている。 ​
自分ではそう思っていない。 ​
だから、惹かれるのかもれない。
--
(富士日記・上巻の感想)
 
 
2010年8月29日 (日曜日) 【読書室】（銀マド） 
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白露も過ぎて
 
白露、ということで少し昔を回想したら、なんだか苦々しい思い出の作文が出てきた。
あらし去り白露がきゅんとすまし顔　ねこ作
先日から、書きかけていた残暑見舞いを兼ねた巻頭言の下書きを貼っておこう。(改訂のことあり)
---
残暑お見舞い申し上げます。​
​
今年の夏は記録的な暑さということもあり、ビールなどの「のどごし」を刺激する飲みものがたくさん売れたそうです。​
​
武田泰淳の奥さんの武田百合子著「富士日記」(中央公論新社)を読むと、泰淳はいつもビールを飲んでいます。​
​
「かんビールをポンとぬいて…」と泰淳がねだる様子が昭和51年9月の日記にも書かれ、この月を最後に日記は終わり、泰淳は10月5日に胃がんと肝臓がんで逝ってしまいます。​
​
富士日記には、家計簿的な日常も書かれていて、昭和39年ころから泰淳が亡くなる昭和51年までの様子や、そのころの人々の暮らしが随所に出てきます。​
​
昭和39年のころは大卒初任給が2万円あまりの時代でした。武田泰淳ほどの人物でありながら、メザシであるとかもやしのあえ物などという非常に質素な暮らしをしていることも伺えます。​
​
およそ10倍になった現代、豊かさとその満足度を環境的な視点で振り返るだけでも面白く読めます。
(断筆)
 
 
2010年9月10日 (金曜日) 【随想帖 I】 
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かんビールをポンとぬいて…
かんビールをポンとぬいて…　─　9月号
いよいよ秋らしくなりました。お月様も日に日に名月に近づきます。
今年の夏は記録的な暑さということもあり、ビールなどの「のどごし」を刺激する飲みものがたくさん売れたのではないでしょうか。
武田泰淳の奥さんの武田百合子著「富士日記」(中央公論新社)を読むと、泰淳はいつもビールを飲んでいます。
「かんビールをポンとぬいて…」と泰淳がねだる様子が昭和51年9月の日記にも書かれ、この月を最後に日記は終わり、泰淳は10月5日に胃がんと肝臓がんで逝ってしまいます。
富士日記には、家計簿的な日常も書かれていて、昭和39年ころから泰淳が亡くなる昭和51年までの様子や、そのころの人々の暮らしが随所に出てきます。
昭和39年のころは大卒初任給が2万円あまりの時代でした。武田泰淳ほどの人物でありながら、メザシであるとかもやしのあえ物などという非常に質素な暮らしをしていることも伺えます。
およそ10倍になった現代、豊かさとその満足度を環境的な視点で振り返るだけでも面白く読めます。
*
このメルマガを書き始めた初旬のころ、巻頭で「残暑お見舞い申し上げます」と書き出したのですが、一日一日と過ぎるうちにさすがに猛暑は衰え始め、ツクツクボウシも上手に啼くようになり、夜半には虫の声も聞こえてくるようになりました。
暑さ寒さも彼岸までといいますが、まさにその通りであることに驚きます。そして彼岸といえば彼岸花です。この花も毎年、この時期に間違いなく咲きます。自然の生き物は、不思議をたくさん含んでいて驚かされるばかりです。
　秋きぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる
暑かった夏を忘れて、しばらくの間、感性を刺激してくれる秋をお楽しみください。​

 
 
2010年9月15日 (水曜日) 【裏窓から】 
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読書系巻頭言
こんな巻頭言を考えてみた。発表は9月1日です。​
-----​
いつもそばに本が･･･読書系。何よ、それ？
・毎週の新聞記事の読書欄が楽しみな人​
・今月の新刊…っていう新聞広告が待ち遠しい人​
・私は読書の虫よ。。。​
そんな人ばかりを待っているわけではないのです。
国語の試験で出題された文章に感動してしまって、涙が止まらなくて試験問題が解けなかった…​
っていう人の話を耳にしたとき、ああ今の世の中でも棄てたもんじゃないな、って思いました。​
試験ができることも大事だけど、感動することも大事でしょ？​
それが漢詩だったのか、俳句だったのか、小説だったのか、わかりませんけど​
私たちの心には、活字を読んで何かを感じるという素晴らしいチカラがあります。
喜・怒・哀・楽、を表す言葉、例えば、「楽しむ」とか「感動する」っていう言葉には、​
命令形が存在しないんですよ。​
そりゃあ文法上は存在しますけど、「感動しろ」って命令されて感動できますか？
どれだけ科学技術が進化しても、人の心は動かせない。​
あなたの「言葉」が、別のあなたの「心」を刺激するところから始まります。​
そこには、共感や感動があるのでしょう。
読書系の会議室？ちょっと堅苦しい名前だったかな。​
私たちのまわりにある様々な読書から受ける喜怒哀楽をここで綴ってみようと思います。​
会議室というよりは、談話室。
だから​
いつもそばに本がある。​
やすらぎの時間を共に過ごすのです。
お気軽に、何でもお書きください。​
(不精な私は、いつもレスを書くとは限りませんけど･･･)
--------------​
第2稿目
はじめまして。ねこさん、と申します。​
このたび、県民発・読書系会議室を始めました。​
お気軽に書き込みをお願いしますね。
一体何をするの？​
↓　こんな人、そうじゃない人に、喜怒哀楽、意見、感想など、何でも書いて欲しいな、と思ってます。​
(挙げればキリがないのですが、思いつくまま･･･)
・新聞の読書欄、新刊広告欄が待ち遠しい人 ​
・本屋さんをぶらぶらして一日中過ごせる人​
・古本屋さんをこよなく愛する人​
・図書館に久し振りに行くと読みたい本がたくさんあり過ぎて困ってしまう人​
・必ず３冊以上借りてしまう人​
・電車に乗ると、カバンの中に本が無いと落ち着かない人​
・ケータイを忘れても大丈夫。本を忘れると大丈夫じゃない人。(注：私はケータイを持ってません)​
・しばらく無人島に行くとしたら、この本を持っていくんだ！と書名を即答できる人​
・旅に出るとき、必ず本を持って行く人​
・テレビはなくてもいい。本が無いとソワソワする人​
・愛読書がある人。それを10回以上読んだことのある人​
・国語の授業は嫌いだった人​
・漢字の苦手な人、でも、漢詩の好きな人​
・詩や俳句もいいなあと思う人​
・小説を読むと必ず泣く人​
・小説の舞台に必ず旅に出る人​
・文筆業になりたい人、既に文筆業の人​
・近頃、ペンを持つことが少なくなったなと思う人、特に万年筆​
・観る映画は原作も必ず読む人​
・ベストセラーは読まないぞ、と意地を張る人。でもこっそり読むこともある人​
・読書感想文を書くのは苦手だった人​
・アツクなって語ってしまう人​
・好きな作家が何人もいる人。会いに行ったことのある人​
・積読(つんどく)という言葉が好きな人​
・ちくま文庫を贔屓にする人​
・夜更かしをして本を読み切って感動して眠れなくなってそのまま会社(学校)に出かけたことのある人​
・とろけるような恋がしてみたい人​
・苦い恋の思い出がある人​
・短気なくせに、遅れてくる待ち合わせ人を1時間でも2時間でも待てる人​
・砂浜を駆けると青春してしまう人​
・ここまで熱心に読んでくれた人​
・該当する項目がほとんど(まったく)無かった人​
・読書のキライな人
2004年8月29日 (日曜日) 【随想帖 I】 
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思いつくまま･･･こんな人、そんな人
| 2004-09-02 06:15 | 読書系セレクション |
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みなさま、ココをクリックしてくださってありがとう。​
また、各方面からのお祝いメッセージもありがとう​
(こんなところで不精な返事を書いてます)
---
このたび、県民発・読書系会議室を始めました。​
お気軽に書き込みをお願いしますね。
一体何をするの？
↓　こんな人、そうじゃない人に、喜怒哀楽、意見、感想など、何でも書いて欲しいな、と思ってます。​
(挙げればキリがないのですが、思いつくまま･･･)
・新聞の読書欄、新刊広告欄が待ち遠しい人​
・本屋さんをぶらぶらして一日中過ごせる人​
・古本屋さんをこよなく愛する人​
・図書館に久し振りに行くと読みたい本がたくさんあり過ぎて困ってしまう人​
・必ず３冊以上借りてしまう人​
・電車に乗ると、カバンの中に本が無いと落ち着かない人​
・ケータイを忘れても大丈夫。本を忘れると大丈夫じゃない人。(注：私はケータイを持ってません)​
・しばらく無人島に行くとしたら、この本を持っていくんだ！と書名を即答できる人​
・旅に出るとき、必ず本を持って行く人​
・テレビはなくてもいい。本が無いとソワソワする人​
・愛読書がある人。それを10回以上読んだことのある人​
・国語の授業は嫌いだった人​
・漢字の苦手な人、でも、漢詩の好きな人​
・詩や俳句もいいなあと思う人​
・小説を読むと必ず泣く人​
・小説の舞台に必ず旅に出る人​
・文筆業になりたい人、既に文筆業の人​
・近頃、ペンを持つことが少なくなったなと思う人、特に万年筆​
・観る映画は原作も必ず読む人​
・ベストセラーは読まないぞ、と意地を張る人。でもこっそり読むこともある人​
・読書感想文を書くのは苦手だった人​
・アツクなって語ってしまう人​
・好きな作家が何人もいる人。会いに行ったことのある人​
・積読(つんどく)という言葉が好きな人​
・ちくま文庫を贔屓にする人​
・夜更かしをして本を読み切って感動して眠れなくなってそのまま会社(学校)に出かけたことのある人​
・とろけるような恋がしてみたい人​
・苦い恋の思い出がある人​
・短気なくせに、遅れてくる待ち合わせ人を1時間でも2時間でも待てる人​
・砂浜を駆けると青春してしまう人​
・ここまで熱心に読んでくれた人​
・該当する項目がほとんど(まったく)無かった人​
・読書のキライな人
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なかにし礼セレクション
2010年7月28日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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なかにし礼；長崎ぶらぶら節
長崎ぶらぶら節　 (なかにし礼著)
eデモジュニアに「長崎ぶらぶら節」を紹介したのはずいぶんと前のような気がします。
--------
林扶美子の「放浪記」を読み終わったときと似た感動がありました。中身やジャンルはまったく違いますが、時々、朗読をしてしまいたくなるような小説です。​
しっかりしたモチーフと主題のもとで、どうしたら読み手がのめり込んで自分の文章に酔いしれてくれるだろうかと、思案をしながら書いている。いやそれが天性でできている小説でしょうか。現代風の作品を何冊か読んだ後には、夢の中で彷徨うような快感があります。
--------
こんなことを書いたんですね。感想を書くのが下手なので、ジュニアでの200字というのは手ごろです。結構、毎回200字に限りなく近くするのに楽しみも出始めてますが。
行ってきました。そうです。長崎へ。(11月14日)
この小説の舞台になっている丸山という地区を散策してきました。(写真はありません、すみません)
花街の名残はほとんどありませんけど、昔ながらの路地や坂道や石段があります。古そうな料亭のおかみさんが出てきてわざわざ向こうから声をかけてく れて道を教えてくれたり、今日はおいらん道中の日だ、と言って引き止められたりして、そこで長い立ち話をして楽しんできました。
身代わり天満宮とも言われている梅園天満宮というところで神輿が出てました。ちょうどそれが年に一度のお祭りで、ラッキーなものに出会えました。全国でも珍しいという女みこしです。(これも写真はありません)
長崎ぶらぶら節の映画は見てませんけど、今調べたら、市川森一さんが脚本を書いたんだって！映画もさぞかし面白かったことでしょう。
長崎ぶらぶら節​
| 2004-11-16 13:10 | 読書系セレクション | 
▼なかにし礼著　長崎ぶらぶら節
朝日新聞に「愛の旅人」という連載をしているのをご存知の方も多いでしょう。
HPからでしたら、​
asahi.comのhome > be > entertainment​
で辿ることができます。
2月3日土曜日の「be」では​
▼　愛八と古賀十二郎​
▼　なかにし礼「長崎ぶらぶら節」​
という題名で、長崎を訪れています。
なかにし礼の小説は、「赤い月」を代表として、清水が湧き出て山肌を絹の如く艶やかに流れるような文章で綴ってゆく傍ら、激しくあるときは狂気のような展開が続くのです。素晴らしい文学だと私は思います。
行きましたよ。長崎へ。何年か前、出張仕事の帰りに少し個人的に休暇を戴き散策しました。
ご存知のように坂道の多い街です。路地裏を縫うように歩きました。枝道があると一歩踏み出してしまっている。
長崎ゆかりの文学作品は多いですね。
▼　遠藤周作　女の一生(一部・二部)
長崎の街を知って作品を読めば、いっそう、味わえて、読後には必ずもう一度行きたくなります。行きたくならないなんて…考えられない。
| 2007-02-04 11:05 | 読書系セレクション | 
 
なかにし礼 長崎ぶらぶら節 　のこと
遠藤周作と宮本輝のコミュに入っている以外は、​
読書系のコミュには参加していない。​
その遠藤周作のコミュを読んでいると、​
純真な読者が多いので驚く。
長崎に行きたい。​
そう思う。​
こんな陽光うららかな日に、​
小説の舞台を散策したい。
---
本はたくさん読めばいいと一切思わないし​
たくさん読んでいる人や物知りの人が素敵だとも思わない。
むしろ読書に対して貧しいほどに知識もなく欲望もない人が​
ちょっとしたきっかけで掛け替えのない「作品｣に巡り会ってくれる過程​
(数学でいう変化率のようなもの)を見ているのが嬉しい。
そういうチャンスをひとりでも多くの人に与えてあげたい。​
読書部はそういうつもりで始めた。
恋はいつまでも実らないほうが輝かしく​
夢は叶わないほうがパワーを秘めることが出来る。
ああ、旅に出たいなあ。
-- ​
メモ​
なかにし礼　長崎ぶらぶら節​
読書部Ⅱのブックレビューにアップ。
| 2010-05-02 10:47 | 日記系セレクション |
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なかにし礼；兄弟
なかにし礼の「兄弟」を読み終えました。
「赤い月」を読んで、しばらく間をおいてました。別の人の作品などを読んだりしてましたが、長崎ぶらぶら節→赤い月→兄弟と読んできたけど、いい作品ばかりですね。
| 2005-08-14 22:21 | 読書系セレクション | 
 
セクション 3
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なかにし礼；赤い月
人の心を深く感動させたり勇気付けたりするチカラというものは、どんなに作者が意気込んでも、また拳に力を込めて闘志を見せても発揮できるものではない。もちろん文才があればよいわけでもない。​
何だろうか。
もちろん天性の文才や努力による表現手法なども必要なのだろうがそれ以前に、作者自身がどれだけ眼前の事象について問題意識を抱き、苦労を重ね大波 と戦ったかということ、さらにそのときに常に前を見て事実をしっかり記憶し、如何に生きるべきなのかと自問をしたかどうかなども大事なのだろう。
日本という国が辿った鮮やかで醜い足跡の中を生きた作者が単なる自伝ではなくさりげなく文学として書き残したこの作品にことさら美学を感じながら読ませていただいた。
胸に迫るドキドキ・ワクワクと感涙を抑えながら、赤ペンを片手にページをめくり、夜はあっという間に更けてゆくのでした。
一節を紹介します。声に出して読んでみてください。
赤い月(上巻)313Pから
日本の夕日は色濃やかで陰影に富み、しみじみとした美しさをたたえているが、満州のは違う。空に舞う黄塵が紗幕の役目を果たしているのだ ろうか。ひときわ大きく見える太陽がまだ中天にあるうちから赤々と色を帯び始める。それが金粉をまき散らしながら回転して落下していく。ゴォーッという音 が聞こえるようだ。地平線に触れる時には、あたりの空は黄金色になり、台地の水分のすべてを蒸発させてしまいそうな勢いだ。川があったら干上がるだろう。 海があったら涸れるだろう。そんな燃えるような夕日だった。​

| 2004-09-05 08:54 | 読書系セレクション | 
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なかにし礼；戦場のニーナ
 
図書館で本を2冊借りても、2週間では読みきらない。​
それは、読むのが遅いこともあるが、急いで読むと身体に染みこまないのだ。
早回しのビデオ映画を見るようなものなのかなと思う。​
(もっとも実際には、映画やドラマをというか、ビデオ録画というモノを見たことが殆んどないので、ようワカランのですけど)
そういうわけで​
普段からゆっくり読んで、本を借りたときは、延長することが多いのですが。
戦場のニーナは、久し振りにPCを放り出して読んでいました。
大いなる泣き虫の私は、こういう作品のときは全然泣かないなあ。​
人間が冷酷なんかな。
「赤い月」を小説で読んでからのほうが、牡丹紅の惨劇はよくわかるかな。
---
なかにし礼​
戦場のニーナ​
講談社
旧満州の牡丹江は、なかにし礼が「赤い月」で既に書いたあの場所だ。
あの場所から始まったひとりの人間の人生の激動を、自分が書かねば誰が書くのか。そんな勢いが作者にはあったのではないか。作品の始まりには、そういった気持ちがひしひしと表れている。牡丹工の戦渦を書かせたら前に出る人は恐らく他に居ないだろう。
ただ、全体としては、事実をもとにしたものの小説としての色合いが強い箇所もあり、恋人との詳細な出来事に及んでは、むしろ作品の質を下げてしまった感も否めない。​
しかしながら、物語としては不可欠だったし、なかにし礼という人の作風を確かにするためにも必要だったかもしれない。また、赤い月で綴って読ませてくれた、縷縷として輝きながら読み手を痺れさせる文章も少し減ってしまったことを残念がる人があるかも知れない。
1945 年、中国大陸での戦争が終わった。その8月15日、天皇陛下が無条件降伏を宣言したにもかかわらず、ソビエトは尚、中国大陸の関東軍を攻め続け、軍の陣地 はことごとく凄惨に焼き払われ、ひとり残らずというか、人物を特定できないほどまでに全てを粉々にし灰にしてしまっていた。これ以上の悲惨は長い歴史の上 でも絶対にないだろう。
戦後もこの国家は、計り知れない弾圧と差別と統制を強行し、近代では相当明白になってきたものの、その数倍もの語りつくせない悲しみを大陸に住む人民の心に残し、悔しさや怒りを地中に埋めた。
なかにし礼の頭の中からは、何の責任も問われない弱小な市民をあれほどまでに痛めつけた戦争というモノが許せなかったのだろう。そして、牡丹江で発 見されたひとりの孤児として彼女が背負った大きな傷を、自分のペンでひとつの記録作品にしておきたかった。この動機に揺り起こされ、この物語は出来上がっ た。ひとりの女性の激情を、詩的に、ときには、劇的に綴っている。
あの終戦の戦闘の中でソ連兵に拾われたひとりの少女の名はニーナといった。その子は、中国人として戦後のソ連で育てられ、数々の弾圧と差別の中で 50余年という歳月を送る。自分は日本人だと信じながら生きてきた。激しく生きた生涯を、なかにし礼は静かに静かに作品に仕上げた。重い社会背景や時代背 景を厭うことなく読んで欲しい1冊である。
| 2009-09-12 08:10 | 読書系セレクション | 
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てるてる坊主の照子さん
 
てるてる坊主の照子さん（上・中・下)
(上)
なかにし礼という人は、「赤い月」という文学作品を残しているが、この作品はあのときの顔とはまったく違ったタッチで書かれていて、ずいぶんと砕けた話の内容になっている。
実は、これが本物のなかにし礼の姿で、赤い月や兄弟を書いていた彼は、一時的に鬼になっていたのではないか。秘められた才能(ポテンシャル)を別の形で文芸にすると、このようになるのだろう。
作詞家というのはこのような才能も持ち合わせているのだ。といいながら、阿久悠は小説を書いてもぜんぜん面白くなかったし、詩集でさえ私にとってはつまらなかったが、あの人は音楽があってそれに詞を載せたら誰にも負けない美を作り出すというすごい才能の持ち主だった。
昭和32年の年始から物語が始まる。ちょうど向田邦子の「父の詫び状」と同時進行で読み始めたので、なおさら面白い。
笑いながら、私たちの子どものころを思い出す。失ってきたものの歴史は、すなわち社会が痛々しく損失したものでもあるのに、豊かさボケの現代社会はさらさらそのことに気がつかない。総理だってその一人だ。
なかにし礼は、本当はもう少しセンチでなく、冷めてみていると思うが、ドラマの原作だけあって、そのような片鱗をなかなか出さない。
もちろん、ドラマは見ていないので、小説としか捉えていない。ちょっと中身が軽すぎるので損しているような気分にさせられるが、古本屋で3冊300円だったので許すことにした。
-------------
(中)
いかにも、普通の家族の展開ではある。
リアルな面では、フィギアのスケート業界というものがちょっと庶民からかけ離れているのですが、昭和30年前後というモノが忠実に書かれていて、自動車の登場やテレビの普及などは、面白おかしくドラマチックに書かれている。
しかし、​
現実は、もっと生きようとする人々の必死の状況であったとも思う。
ただ​
今のように人々はせせこましく生きてはおらず、大らかであったというところを作者は伝えたかったのであろうな。
お父さんの浮気事件も、おおらかな対処であるので、こんなことで許されるのかという感じもする。
当たり前の時代だったのだろうかね。
-------------
(下)
なかにし礼は、あとがきで​
「この一年間、お前たちは不幸にも、見なくてもいい人間の醜いところを見過ぎてきたわ。でも人間の素晴らしいところや神々しいところも時々は見たじゃないの。それだけで十分、人間には夢をたくす価値があるわ」​
という、赤い月の中での一節を引用している。
なるほど、そこにあったのか、と私は感動に包まれた。
そんなにのっぺらぼうな物語でもないと感じていたが、彼の身体のなかには脈々とあの壮絶な物語が生きていて、ひとときたりとも忘れることなく、彼の頭にあったのだろう。
長崎ぶらぶら節にしても、人の生きている営みのなかに或る真剣味とその勝負の姿勢を、彼の筆は書き逃していない。
ただ何となく、面白おかしく、愉しく、成功ストーリーとして描くドラマの中にも、持って生まれたある種の悲愴的ななかにし礼の視線があったのだ。
下巻の総括的な感想は、テンポが速くて中味が薄くなって行く感が否めないが、ハッピーエンドの分だけ物語としては面白かったのかもしれない。
この物語の一番の要は、時代背景であり、あの時代に生まれたものや築き上げたモノを、次の世代に引き継げなかった人たちの哀しみであるのかもしれない。
なかにし礼は「進化する魂の物語」と表現した。どこまでも詩人だな。
| 2009-06-30 21:53 | 読書系セレクション | 
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ちょっと立ち寄った古本屋にて
ちょっと立ち寄った古本屋にて　(昔に書いた向田邦子)
(昔に書いた向田邦子)​
| 2009-05-19 22:48 | 読書系セレクション |
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先日、時間調整で立ち寄った古本屋にて
◎父の詫び状　　向田邦子​
◎てるてる坊主の照子さん(上・中・下)　　なかにし礼​
◎谷川俊太郎詩集Ⅰ　空の青さをみつめていると
が各冊100円で売っていたので、
買ってしまったんですが、
細雪が下巻の妊娠発覚のところあたりで、とまっていて​
次々と追い越されていってしまう状態で、焦ってます。
「父の詫び状」がなかなか味がある話でいいですね。​
向田さんの文章はそれほど痺れるものでもないのですが、人間味があります。
寝る前に寝床で読む本にしたのが、ちょっと、あかなんだ。
 
 
2010年7月28日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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向田邦子；父の詫び状
向田邦子　父の詫び状　　(昔に書いた向田邦子)
(昔に書いた向田邦子)​
| 2009-06-12 21:04 | 読書系セレクション |
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父の詫び状​
文藝春秋​
向田邦子
[image: ]
決して​
忘れかけた昭和、などという安易な言葉で済ませて欲しくない、そういう時代を邦子さんは生きていた。
戦争がもらした国民全体の不幸。それを大きく引きずりながら、多くの人が貧乏を共にしていた時代に生きて来た人だ。
私の母が昭和六年生まれで、私が昭和三十二年生まれだから、向田さんのこのエッセイは、まさに私の母が私に対して言い残した説教であり呟きであるのだ。
人間味が溢れる数々のひとときに、私は自分の子どものころを思い出し、母から聞かされた戦後の想像の景色や暮らしを思い浮かべている。
特に、地球環境のことを仕事にしていますので、現代人の「豊かさと満足度」についての考察が何年も続いているのですが、「鉛筆を削る音」に関する思いや「よそ行きの服」の話題が出ていると、現代人の意識改革も或る意味では必要ではないかと言いたくなる。
向田さんの文章は着飾ったものでもなんでもなく、文学的なものでもないのですが、男っぽいカラリとしたなかに歌舞伎でいう見得を切ったような、うしろ姿を見てくれ！みたいなところがあって、好きです。
ああ
この方が、私が青春時代に、欠かさず見た連続ドラマなどのシナリオを書いていたんだ。知っていましたし、私もシナリオ書きになれるような才能があったらなあというような憧れを抱かせてくれた人だったと思う、
こうしてエッセイを、何と今頃になって読んでいる私が、懺悔のしようもない出遅れ者のように思えて恥ずかしいです。
昭和30年代のあらゆる出来事を、疎かにしてはいけないのだと、自信を持って言って良いのだ！と向田さんが仰っているような気持ちになります。
父をなくした五十歳ほどのオヤジにオススメします。​
泣かないように読んで下さい。
 
先日から通勤列車の中で読んでいました。
列車が揺れるので、ペンを持ってメモを書き出すのに苦労しました。​
じっくりと読むことオススメします。
少しお歳をお召しの方々に。
 
 
2010年7月28日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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向田 邦子；思い出トランプ
 
思い出トランプ​
向田 邦子​
新潮社1983
2010年07月28日 10:17
詩人ではない。だが、初めて読む詩人に出会い、ぐぐぐっと惹きつけられて行ったときのような引力じみたものを感じる。いや、引力とは違うぞ、呪ないのような優しさを持った不思議な力。昔、寺田寅彦を教科書で読んだときのような不思議な感触にも似ている。
感触。そうだ、小説でありながら質素な包装紙に纏われて、式台に置かれたお土産の中身に触るような、日常という息遣いの中にあるひっそりとしたおこない。そう、そういうものに「触る」ようなタッチが、文章そのものにも、話の中身にもある。
だから、詩ではない。もしかしたら小説でもない。文学でもないかもしれない。そうか、この人のことだから、シナリオ的芸術で、文学的作品ということにしておこうか。
直木賞にだってハズレはあるだろうけど、この作品を読んだ人はまた一歩直木賞が好きになる。直木三十五が南国太平記を書いたころ、後年になって私たちが胸 を躍らせながら南国太平記を読んだときと同じように、今は、テレビでも映画でもない、向田邦子の文芸を読んでみて、コレダと思った。
今、直木賞なんて意識しないままで、作品の賞なんてのはどうでもいいよ、と思いながら、一方で、どこか脈々と文と芸と狭間を彷徨う作品に酔いしれている自分がいる。
膝を叩いても口笛を鳴らしてもいい。素敵な小説に出会えて本当にウレシイ。今の私の年で逝っちゃったというのが悲しいけど、足音はいつまでも響く。 
 
 
2010年7月28日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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谷崎潤一郎；細雪上中下
細雪　上中下　　谷崎潤一郎　　
読書に関わる日記を書き写しながら読んでいる。
向田邦子さんの作品を読みながら「細雪」を読んでいたことがわかる。​
細雪は、娘が大学の講義関連で、たまたま読んでいて、私も手に取ったのがきっかけだった。
娘は文学部だが、私は工学部だ。、工学部でよかった。気楽に作品が読める。​
(平成22年7月28日記)
| 2009-01-17 16:00 | 読書系セレクション |
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細雪　上　　谷崎潤一郎
このような文学作品は、二十歳の頃に読み逃がすとそのままズルズルと読まないままで過ごしてしまい、時々読みたくなってきても、本屋の棚積みの本の ほうを先に手に取ってしまいがちなのだが、たまたま娘(文学部3年)が夏休みころに読んでいてその感想を断片的に聞かせてくれていたし、またそれが面白い ということだったので、読みたい本が何も無くて迷ったときなど、いつの日か必ず私も読もうと考えていた。
舞台は関西で、言葉も馴染みの或るものばかりであったことが、始まりの部分で投げ出さなかった大きな理由かもしれない。何故ならば、噂ほどでもな く、思ったほど面白くなく、谷崎の文章ってのは何てわかりにくくて、一体この文章のどこが美文で何が文学なんだと怒りすら湧いてくるほどの始まりだったの だが、途中で投げ出す前に次の段落まで読んでみてから…の連続で少しずつ先に読み進む。
通勤列車の30分だけで読むのだからほとんど進まないし、昨日の内容は尻切れトンボで終わっていたりするともう一度数ページを戻って読んだりの連続だったが、1ヶ月ほどでとりあえず上巻を読み終わることとなった。
この作品がなぜ今の時代になっても読み継がれてきている訳は、文学に詳しくない私にはよくわかならない不思議なことだが、話の内容が内面的な感情を あれこれというものばかりではなく、映画の原作のようにストーリーがしっかりしておりきちんと凸凹もあるからだろう。テレビの無い時代に小説を愉しむとい う人には、現代の連続テレビドラマのような物語であれば、さぞかし新鮮であり文学であった。相当なベストセラーにもなれただろう。
昭和10年頃の時代背景で物語が進む。東京に転居した鶴子が、空気が綺麗なのでワイシャツの洗濯は三日から四日になったという話を手紙に書いてよこ していることやお見合いの時のひとつひとつのシーンやエピソード、さらには、着ている服、(蒸気機関車の)特急に乗って関東と関西を行き来する話など、果 たして現代の学生さんが読んでわかるんだろうか…外套ってどんなものか見たこともなかろうに(私は子どものころにありましたから)などと思い、また、こう いう作品を受け継ぐことは大事だなと考えたりしながら騙されたように上巻を読み終わってしまった。先にも書いたように急いで読まなくても連続ドラマのよう にだらだらと続くので、中古の文学作品を現代訳文で読むような調子に慣れれば、なかなか面白く読める。
(そう書きながら中下巻と読みきるかどうかも不安な作品で、また読まなかったとしても惜しくも無いような感じである)
そんなところが上巻までの感想です。
| 2009-05-25 15:30 | 読書系セレクション |
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(中巻での感想はなし)
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下巻読了後感想
この物語のようなものを文学というのだろうか。​
そんな反問がいつも頭の中をよぎりながら、ダラダラと終わりの無い文章を読んでゆく。
面白いか、面白くないかといえば、面白いほうかもしれない。しかし、ピーキーな事件が溢れている現代で、こんなのんべんだらりとした結論もあってないような物語は、果たして受け入れられるのか。
活字中毒と言われる(自称する人もあるが)人たちが、ニコチンやアルコールの中毒の人たちがそれらを求めるのと同じように活字を追い続けるとすれば、面白くて適しているのかもしれないが、少なくとも私には「文学」を味わうほどの才器はないみたい。
​
作品としては上巻でも書いたように、大阪京都と東京を舞台に4人の姉妹が織り成す物語として面白く、例えば映画やドラマのように自分の頭の中で思いをめぐらせながら読むといいかも。
5ヶ月くらいかかって、通勤列車の中で読み続けたのだが、その間に別の文庫が何冊も追い越していった。そういうふうに道を譲れるような作品だ。日常 の中に溶け込んで、読んでも読まなくても構わないようなもので、終わりも知りたいとも思わないし、知らなきゃ損するものでもなかった。
褒めなかったけど、薦めないかというとそうではない。読書好きならお読みなさい。昭和の初期の世の中のこともようく見えてくるし、人々の生き様など がきちんと物語化されていて、小説から何を得るのかというようなことを考えるなら、ぜひとも読んで谷崎潤一郎は何を書きたかったのかを考えるのもいいだろ う。
ひとつだけ自分用のメモとして書き残して置くならば、3番目の妹の雪子ちゃん。こんな寡黙で大人しくて、しかも綺麗な子がいたら、私はすぐにお嫁にもらいに行きます。
2010年7月28日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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島尾敏雄；出発は遂に訪れず
島尾敏雄という作家を私は知りませんでした。しかし、この人に出会ってから私は梅崎春生、原民喜、武田泰淳・・・と読み継ぐようになります。
戦後文学というのかね。結構、没頭しましたね。
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「出発は遂に訪れず」という作品は、自分の命と爆弾を一緒にして相手の戦艦めがけて激突するという、実際にあった日本軍の作戦に参加した島尾敏雄と いう人の記録なんです。短い作品ですが細かい気持ちなどが綴られています。名作です。教科書にも取り上げても良いレベルのものであることは間違いなけど、 内容が内容だけに厳しいのかもしれません。
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先日、石川達三さんの語りを再放送でNHKでやってました。
私が学生時代を過ごしたころは、石川達三や福永武彦、伊藤整、坂口安吾などを、見てくださいといわんばかりにブックバンドに縛って持っていた人がいましたね。​
社会派というのは「学の象徴」のようなプライドというか信仰というかね、そういうのが学生の間にもあったのですよ。
これは歴史的に見ても必要なことで、現代学生に立派に要求してもしてもかまわないことではないかと私は思っています。
今の学生さんがそういうものを(そういう文学を)あまり好まないとしたら、----いえ、そんなことは決してないと思いますものの----、何かの機会に無理をしてでも読まれたほうがいいと思います。平家物語や百人一首も大事ではありますが。
そんな意味合いも込めて、私は読書系で、この会議室が消滅するまでに必ずこういう時代の皆さんの作品をいくつか紹介しておきたいと思っています。
「あさどく」のスレッドで紹介して少しでも多くの人に読んでもらいたいです。​
何冊か紹介してゆきたいと思います。​
| 2005-03-24 22:04 | 読書系セレクション |
2010年8月 4日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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井伏鱒二；黒い雨
島尾敏雄、椎名麟三、原民喜と読み進んでくると、戦争というものが少し分かったような気になってくる。
 
学生時代に読んでおくべき本、という話を子どもとしていたときに目にとまった。 
私は大学の1年の夏休みに読んだ記憶がある。 ​
暑い夏。 ​
どこの家にもクーラーがあった時代ではなかった。 ​
終戦からちょうど30年の夏だった。 
帰省した実家の畳に寝転がって、受験時代に抑制された読書というものを一気に爆発させようとした。その取っ掛かりに手にとった本だった。 
あれから、さらに30年。 
今年進学した学生さん(うちの娘も含む)。出会いは大事です。読み始める前に良書と出会って欲しいものです。ぜひ。
| 2006-07-15 16:02 | 読書系セレクション |
2010年8月 6日 (金曜日) 【読書室】（銀マド） 
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原民喜；遺書　ふたたび
このブログのなかに、原民喜の遺書の一節があったので、もう一回書いておこう。
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ながい間、いろいろ親切にして頂いたことを嬉しく思います。僕はいま誰とも、さりげなく別れてゆきたいのです。妻と死に別れてから後の僕の作品は、その殆どすべてが、それぞれ遺書だったような気がします。
<原民喜>
| 2005-06-23 11:26 | 読書系セレクション |
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これは、読書感想を連載していたころに書いたもので、やはり8月になったらどうしても取り上げたいものですね。
このごろは、本屋に行っても棚に積み上げた売れ筋本ばかりが目立つ。​
売れなくても取り上げる、というような気骨のある本屋が少ないこともあろうし、味のわからない人が増えたということでもあろう。
TVのドラマにも映画にも似たようなことが言える時代に変化してきた。​
変化することは大いに良いことと言えるものの、危機感も募る。
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こんな一説もあった。 
♡ 
「もし妻と死別したら1年間だけ生き残ろう。悲しく美しい1冊の詩集を書き残すために」 ​
と原民喜は言った。 
40歳で被爆し、戦争をする愚かな社会に失望し、6年後に鉄道に身を投げる。 
原爆の被災を書かねばならないと彼は強く思った。 
「崩れ堕つ天地のまなか一輪の花の幻」
[image: ]
2010年8月14日 (土曜日) 【語録選】 , 【読書室】（銀マド） 
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烈日サイパン島・東京新聞出版局
暑い夏になると思い出します。
 
今は、リゾート地で有名になっている南の小さな島です。 
サイパン島。 
数々の歴史の中で、もしかしたら一番悲惨な哀しみが、ここにあるのかもしれない。
[image: ]--
烈日サイパン島 (1979年)​
東京新聞出版局
​
昭和19年(1944年)の夏、青空は今と何も変わらなかったはずだが、南の国の小さな島では死闘が始まっていた。 
中部を中心にした第43師団135連隊の日記が発見されたのを切っ掛けに、昭和53年7月7日から半年にわたり中日新聞、東京新聞に連載されたルポルタージュを本に纏めている。 
編者は、当時中日新聞社会部長、後に取締役会長、中日ドラゴンズのオーナーとなった白井文吾氏です。 
小さな字でびっしりと、いかにも新聞の連載記事というレポートが詰まっている。自分の書いている文章に踊ったりしない、淡々とした筆致で、軍隊というモノが如何にして滅びてゆくのかを綴る。それは、日本の国家というモノの暴走の愚かさでもある。 
司馬遼太郎が「坂の上の雲」で、必死に二百三高地を書いたのと同じほど、むしろそれ以上に壮絶な記録がこの小さな本に凝縮されている。 
かもめの水兵さん♪ ​
と子どもの頃から歌ったような優しく明るい水兵さんたちの姿がどれほどこのサイパンに残っていたのだろうか。 
暑い夏。 ​
水が欲しい…と切々と思いながら、私たちが重要な拠点を預かっていると責任を感じて玉砕をしてゆくまでの過程。 
わたしの伯父が(父の上の兄)が二十歳前に志願して水兵さんになり、すぐに南の海へと出陣したという。1ヶ月も満たない間に玉砕という形で最期を迎える。
役場から1枚の通知がある。色が褪せて、尚且つ虫食いと皺だらけなこともあって殆んど読めないのだが、私の母がいうには、ここに7月7日サイパン島で戦死と書いてあるのだという。 
とにかく、歴史を、単なる歴史の物語にしてしまわないために、物証や書物は語り続けねばならないと痛切に思う。
(昭和54年3月購入,1979)
| 2009-07-11 07:24 | 読書系セレクション |
2010年8月15日 (日曜日) 【読書室】（銀マド） 
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読書系よもやま
読書系　よもやま
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読書系…のこと
コミュの話。
[image: ]
【俳句部】という名前にしたし、「読書部」という名前が良いのかなとも悩んでみたが、やはり「読書系」でゆこうと思う。
いつもそばに本が・・・読書系
この名前の放つ柔らかそうな雰囲気を大事にし、これから読書を始める人たちとも、よもやまは話をしたい。そう思っています。
幽霊会員募集中(笑)
ちょっと驚く話があった。その読書系のフリートークのところにも書いたのだが…​
GREEに「文庫本が好きです」というコミュを作りましたら、すごい勢いの参加者増加となって、いつの間にかコチラの本家本元を追い越してしまいました。​
…という次第です。​
ミクシーよりもひっそりしてて、淀んでいそうな雰囲気のGREEの方が、このコミュでは活発だったという驚き。​
わからないものですねぇ。
さて、皆様、何か読んでます。私は今「星宿海への道」(宮本輝)を半分ほど来ましたよ。
読書の秋なんて誰が最初に言い出したんでしょうね。あまりにも暇だから仕方なく読み始めた1冊の本が人生を大きく変えてしまうこともあるんだからね。
私の人生を変えた人。誰だろうね。遠藤周作かな。
ミクシー日記から
| 2005-09-29 18:35 | 読書系セレクション |​
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読書系、その2
二冊の文庫が即座に出てきました。​
昭和51年9月6日第15刷　280円​
昭和57年4月28日第30刷　360円​
(第1刷は、昭和47年12月15日で、現在は何刷版かは不明ですが、520円です)​
[image: ]
さて、その第15刷の88ページから89ページに、えぽさんの仰るシーンと言葉があります。
(でも。)とミツは一生懸命、その声に抗う。(でも、あたしは毎晩、働いたんだもん。一生懸命、働いたんだもん)​
(わかっているよ。)と悲しそうに言う。(わかっている。わたしはお前がどんなにカーディガンをほしいか、どんなに働いたのかもみんな知っているよ。だか らお前にたのむのだ。カーディガンのかわりに、あの子と母親とにお前がその千円を使ってくれるようにたのむのだよ。)(イヤだなア。だってこれは田口さん の責任でしょ。)(責任なんかより、もっと大切なことがあるよ。この人生で必要なのはお前の悲しみを他人の悲しみに結びあわすことなのだ。そして私の十字 架はそのためにある。)
最初に買った「わたしが・棄てた・女」には赤鉛筆で何箇所も線を引きながら読んでいます。記憶では環七を渡る横断歩道を歩きながらも読み続けていた自分の姿を記憶しています。
遠藤周作は、この時点(昭和38年連載)に既にこのように書いているのですね。様々な小説でよく似たフレーズを書き、それが次第に別の表現になってゆくのですが、一貫して彼の小説は、この悲しみを共有するということを語り続けてゆきます。
武田友寿さんの解説がすばらしいです。​
もしも読む本が無くて街角で困ってしまったらこの本を買う。だから何冊もこの本が本棚に溜まるのですが、何刷あっても惜しくない本です。​
| 2005-10-01 10:17 | 読書系セレクション |
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読書系、その3
「横切る」ってのは不思議なことですね。
・雨宿りをしてた人に傘を差し掛けること。​
・交通事故で、車とバイクがぶつかって、お知り合いになっちゃう。​
・間違い電話をかけてきたのが、何度も何度もかけてきて友達になって代々木公園でデートをしてしまう・・・ってこともあったぞ。​
・京都の街の疎水の縁の、柳の蔭にいるキミと視線があってしまったのも出会いだった​
・転校生。どんな子だろうって覗きに行って友だちになってしまって。。。​
・初めて訪ねた下宿屋の、ご主人が留守で、代わりに出てきた娘さん。
まあ、最後の娘さんはうちのんですが。
そういうさり気ないことの中にある物語のネタを、遠藤周作という人は、面白おかしく、ときにはもっともらしくマジメに脚色したんですね。
照れ屋でね。ウンコの話が好きだった。決まって照れているときですね。裏にはマジメなテーマが隠れている。
わたしが・棄てた・女。​
何処の一行を取っても無駄がない。
| 2005-10-01 22:07 | 読書系セレクション |
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再読するたびに、自分の成長を確認できる小説
 
錦繍
再読するたびに、自分の成長を確認できる小説かもしれない。
主人公の男性のように、私も似たようなことで(身体には傷は残らなかったが)心に傷を持ち、妻も命を取り留めたりしたコトがあって、ある意味で連想的に心当たりのようなものがある。
いや、そういうことって、似たようなことを思い浮かべさせるというならば、誰にだってあるんじゃないか。。。
人間は自分には嘘をつけないのだから、時間が過ぎると再読したくなり、再読して傷を見つめるというセンチなことを繰り返しているんです。
うまく書けないけど、考えてても纏まらないから、変なコメントでゴメンナサイ。​
----　----​
chica さんのBLOGを読んで。
| 2006-08-17 08:56 | 読書系セレクション |
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安部公房と村上龍
安部公房って、私らが大学生やってた30年ほど前には、ブックバンドの陰にひっそりと見えるように持って歩いてたりして・・・・​
まあ、それは、石川達三などもそうで、学生のステータスみたいな作家だったよなー。​
今でいうと東野圭吾や恩田陸のようなものであったのかね。​
父からすると、何をコイツら流行りもんばかり読みよって・・・・みたいな感じだったのでしょうかねぇ。​
しかしながら、時代を超えて眺めてみると、十羽一絡げで考えてもそれは間違いで、いいモノは普遍性を持って生きていますね。​
若者にそういうのを、自信をもって薦めてあげられるよう、みなさまのご意見、ドシドシ、お待ちしまーす。
 
村上龍が、コインロッカーベイビーズを出したときは、書店の棚にも積み上げられていて、その日に買ったのを覚えています。貧乏な学生で、普段は古本 しか買わないのに、相当、惹きつけるものがあったんだろうな。限りなく透明に近いブルーが時代をまさに表すのですが、現代学生では想像できないような、不 安感や不満足感に満ちていて、そのくせ不自由はそれほどしていなかった。貧乏をそれほど恥ずかしいとも思っていなかったなあ。あの頃。​
| 2007-12-02 08:17 | 読書系セレクション |
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若きウェルテルの悩み
高校時代。
いつも、放課後の坂道で駆寄ってきて駅までいっしょに帰ってくれる女の子が、小椋佳の唄を貸してくれたことがあったなあ。​
その子は、若きウェルテルの悩みも貸してくれたことがあったよ。​
本なんて読まない奴だった僕は、最初の行を読んで振られたんだと思ったね。 
| 2007-06-20 08:55 | 読書系セレクション |
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また、鎧駅のこと
駅には人の姿など無くてね、寂しかったけど、ひとり占めできてよかったなあ。​
ディーゼルが入ってきて、人がぱらぱらと動いて、また、ゴーっという音ともにトンネルに消えてゆく。
 
排気ガスが少し煙たい中に、静けさがじわっとやって来るのよね。​
| 2007-06-18 21:34 | 読書系セレクション |
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夏休み…近し、か
 
■　明治時代の文学を読んでレポートを書く​
いやあ、先日、娘の下宿に遊びに行ったら、明治文学史という本があって、これがオモシロイ。文学史というのは結構ためにもなります。
 
それで、何故、そんな本が部屋にあるのかを問うたら、夏の課題が明治文学を読んでレポートを書くことだそうです。粋な先生ですね。
明治、大正、昭和(戦前、戦中)の文学を読むことは、文学を使命としている人には欠かせないのでしょう、というより、読みたくならねば文学部の要件を欠く可能性もあるぞよ。
私は電気通信工学科(今は学科名が変わってしまったよ、悲しい)ですので、文学であれこれいえるモノではないのですが、私らが科学技術史概論学んだのと同じだろう、そう思っていますが。
と言うわけで​
◆　たけくらべ　にごりえ​
を買ってレポートを書いたらしい。
レポートといえば、近頃はPCで書きますが、私はあくまで「手書き」を要求します。鉛筆を舐めて書いてこそ価値がある。(思考する脳が働く)
実は、私は​
■泉鏡花　歌行燈・高野聖​
を薦めたのだが。。。
試験が28日の終わるそうですから、そしたら、江國香織と重松清(どちらも新潮文庫の100冊)に取り掛かるのだろう。それもいいですね。
----
こんなことをコミュに書いたその次の日あたり、試験の終了日を幾日も前にして「前期お疲れ様会」というのを友だち6人でやったそうです。
その娘、もうすぐmixiに来るそうです。
※娘の友だちの皆さん。足跡つけて???と思わせただろうな。気づいてない子も多かろうが。ゴメンナサイ。
| 2006-07-25 21:58 | 読書系セレクション |
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吉野山散りはて果てに西行庵 
 
吉野の山はブナ科の広葉樹林とヒノキの針葉樹林でまだら模様になっている。​
山桜は散りはてて、新葉を噴出し小楢とその黄緑を競っている。​
標高が500メートル近い水分神社付近の展望台から蔵王堂を見下ろしながらいったん小休止をした。​
そのあと金峰神社を抜けて15分余り、立派な登山道を歩くと西行庵がある。​
奥千本の最後の花びらが谷をキラキラと舞い散る。​
| 2005-04-27 17:23 | 読書系セレクション |
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七重八重花は咲けども山吹の　みのひとつだになきぞかなしき
 
みのひとつ・・・実のひとつ　ですね。
 
今頃の季節になって山吹の花が綺麗に咲いているのを見ながら、母がよく話してくれました。
　七重八重花は咲けども山吹の　みのひとつだになきぞかなしき
という歌があってな。​
これは、太田道灌の話でな。​
どこぞの山の中でにわか雨におうて、ある民家に雨宿りに寄ったのさ。
「急な雨にあいました、すみませんが、蓑を貸してくださいな」
と玄関で言ったのよ。​
そしたらソコにあるオナゴシが出てきて、山吹の花を出したんや。
道灌は、ワカランわけや。​
そのときに
　七重八重花は咲けども山吹の　みのひとつだになきぞかなしき
と詠んだのかな、このオナゴシは・・・
山吹には、八重にさくものがあってな。​
その花は実を結ばんのよ。​
太田道灌は、その晩、家でじっくり考えて「ああなるほど」と思うたそうや。
※母はこのように私に話してくれまして​
何度も何度も子供の頃から聞き教えられてきましたので、この「山吹」のうたは耳に焼きついております。
後になって詳しいことを調べますと、後拾遺集に醍醐天皇の皇子、中務卿兼明親王の詠んだうたであるいうことで、その場のオナゴシが詠んだうたではなかったのですが、この話は、親から頂きました大きな遺産ですね。
思いは、必然的に後醍醐天皇にも広がります。​
そうすると、当然、今の季節、吉野山の桜は今が満開でしょうし、思いをそちらに馳せることになります。小楢の新芽と山桜が山を覆いつくすでしょう吉野山。後醍醐天皇の無念を感じに県境を越えたくなりますね。​
| 2005-04-20 12:17 | 読書系セレクション |
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この杯を受けてくれ・・・・ 
 
勧酒
 
勧君金屈巵​
満酌不須辞​
花発多風雨​
人生別離足
この杯を受けてくれ​
どうぞなみなみ注がしておくれ​
花に嵐のたとへもあるぞ​
さよならだけが人生だ​
【井伏鱒二訳】
----
別れといえば、毎年、春になるとこの一節を思い出しますねぇ。​
そういう人も多いでしょう、きっと。
私も遠い昔、皇居の近くの北の丸公園の桜の花びらに入学を祝っていただき、硬い蕾をつまみあげながら卒業を迎えたのを思い出します。​
| 2005-03-31 09:53 | 読書系セレクション |
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「山崎方代」という人
 
一度だけ本当の恋がありまして南天の実が知っております 山崎方代
 
いつまでも転んでいるといつまでもそのまま転んで暮らしたくなる 山崎方代
どんなきっかけで出会ったのか忘れてしまった、どこに住んでいるどんな人かさえもわからない人で、その人のブログがRSSリーダーで僕の元へと届けられて来るようになって幾日も過ぎました。
その人のブログで僕はこの山崎方代のうたと出会いました。​
| 2005-02-25 18:29 | 読書系セレクション |
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ソクラテスの弁明・クリトン　プラトン著　(岩波文庫) (02/10 10:00 )
 
中高生のときは、少し背伸びをしたい時期だと思う。哲学って何だろうか…と自分なりに考えてみる。こんなことを専攻してみるのも面白いんじゃないかと思ったりする。
 
学園モノのライトなタッチの青春小説もいい。でも、深夜に、受験勉強からの逃避の一刻などが多かったが、パラパラとめくって朗読してみるのもいい。
記憶に残っていることは、「サッパリわからなかった」ということだけであるが、不思議にも二十歳を過ぎてから再び手にする。あのときに理解できなかった悔しさなど無い。手元においておきたい一冊にしてしまう人もあるに違いない、と思う。​
| 2005-02-10 10:00 | 読書系セレクション |
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アラビアンナイト
 
去年に国立民族学博物館に行ってアラビアンナイト展をみた話を書いた。娘も連れて行った。
着々と娘は感化されている。
先日、学校の図書館でアラビアンナイトの本を借りたといって私の机の上に置いていったので少しずつ読もうかと思う。​
| 2005-02-09 23:14 | 読書系セレクション |
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ないたあかおに　浜田廣介著
 
鬼さんこちら、手のなるほうへ・・・と外で駆け回る子どもたちの姿も見かけなくなりました。
 
人々が「怯える」という気持ちを持たなくなったのは、科学が進化したことによって、「鬼」さんなど作り話よ、と思うようになったからでしょうか。
見えざるものに恥ざるは己の心が真(まこと)なりけり…
そう、なんでも手に入る世の中。夢までもお金で買えるのかも知れない。​
なに不自由なく暮らせて、裕福であることは、少しマイナスも生んだんじゃないの、っていいたいときもある。
4年5ヶ月ぶりに島に戻った三宅島の人たち。​
少々不自由でもソコで暮らせることが幸せだという。​
今夜は豆まきをしているのでしょうかね。
>心のやさしいおにのうちです。​
>どなたでもおいでください。​
>おいしいおかしもございます。​
>おちゃもわかしてございます。
人は、心から鬼を失ってはいけないんだよね。
-----​
TB:そらいろのドア​
読書系にもお越しください。​
| 2005-02-03 17:53 | 読書系セレクション |
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モモ　&　はてしない物語　ミヒャエル・エンデ
 
eデモへの2つの投稿をこちらにも書いておきます。​
--------------------
 
◆　モモ　ミヒャエル・エンデ作 (01/13 23:08 ) ​
モモ かな。そのように娘(高2)は話していました。​
ミヒャエル・エンデ作　大島　かおり訳　ミヒャエル・エンデ絵​
岩波から出てますね。​
相当に読書人生を変えたみたいですよ。文学部に行くって言い出しているんですから。
◆　はてしない物語　ミヒャエル・エンデ (01/18 18:15 ) ​
こんにちは、読書系ファンのみなさん。​
言いだしっぺののじまさんが図書館に陣取って書いてくれるそうなので、私はとりあえず家にある本から掘り出しますね。すぐ品切れになると思うけど。というわけで今日もエンデさんです。​
タイトルの本は、ウチのぐうたら娘が大事にしている本です。ずいぶんと深く影響を受けたみたいです。​
これからの1年は受験だろう、TVもやめて、本もやめるか、と聞いたら、息抜きに本は絶対必要だと開き直られました。まあ、一理あるか。​
父も時間かけて机に向かってる割には全然勉強しなかったからな、仕方ないだろう…。(父の母校のように古本屋街が近いと大変なことになるだろうから、そういう所は薦めないようにしなくては>自分)
| 2005-01-18 18:15 | 読書系セレクション |
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「ちくま」と「岩波」
 
mixi、読書部Ⅰ　「ちくま」と「岩波」のトピックから​
--
 
私が「ちくま」と「岩波」が好きなのは、​
何故かわかったようで、わからないようで。
本屋に行くと、​
そっちのコーナーで​
くつろいでしまう。
向田邦子の関連であったり​
山頭火の句集であったり​
(ちくま)文学全集の文庫のぞれぞれであったり​
(岩波)文芸文庫であったり。
部屋に帰ると​
広辞苑がブックエンド代わりに机にドンとある。​
第四版だ。​
その横に「山頭火句集」がある。
広辞苑は就職して最初の給料で買ったのです。​
こういうのを、家宝というのだろう。
私が死んだら棄てられるんだろうな。​
この二冊。​
それでいいよ。 ​
| 2009-11-27 10:50 | 読書系セレクション |
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お好みランチを偶然に
 
遠藤周作が多くの人々を惹きつけてしまう大きな理由は、「心のやさしさ」であるのだと書いた。
 
心のやさしさ。​
それだけでは小説にはならないから、物語としてどのように纏めるかというのも大きな鍵となる。
安岡章太郎の「舌出し天使」のなかの一節　―　人の結婚の動機や切掛けは、ひとりの男とひとりの女がデパートの食堂でお好みランチを偶然に食べてい たようなことで決まってしまう、ありふれていて如何にもというような偶然で満ちている　―　を、何かの解説で取り上げている方があったが、まさに共感でき る話だと思う。
人物をスパイラルに交錯させて、物語を熟成してゆく手法は、なかなか真似が出来ないのではないかな。
それでもって、時に熱情に満ちて、とろけるようにリリカルな流れで綴られると、魔術に掛かったように身体中が融け込んで行きます。
「お好みランチ」を食べていた偶然。​
これは、素晴らしい言い方だと思う。​
私の人生は、この言葉で変わりましたよ。
(mixiへのアップから)​
| 2009-11-27 10:06 | 読書系セレクション |
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これまでの人生経験の分も
 
(mixiで、錦繍の読了に触れて)​
---​
私もオススメしましたよ、この作品。
 
数多くの作品に当てはまることですが​
やはり、学生のころにも読んでおく​
(挫折でもいいのでチャレンジしておく)​
などと言うのは意味のあることと思います。
大人になって​
さらに​
もうちょっと大きくなってから​
もう一回読んだときに
1回目の感動と​
2回目の感動と​
これまでの人生経験の分も​
感動を味わえますから。
いい作品に巡り会えることは幸せですね。
コミュがお役に立ちますように(祈)​
| 2009-02-04 07:53 | 読書系セレクション |
[image: ]
筑紫哲也さん逝く 
 
真っ先に、「アメリカン・マラソン」を思い出す。 
 
次に、朝日ジャーナルの編集長時代か。 ​
売れずに苦心していた。 ​
国民の意識の根底から、不満とか改革の文字が消えていった時代だろう。 
人生後半は随分と丸くなってしまったようにも思う。 ​
みんな、そうなるのだろう。 
わたしが影響を受けた人たちが人が逝くたびに、そういう時代がやってきたことを知り、刻々とわたしにも順番が近づいていると感じる。 
[image: ]
アメリカン・マラソン―米大統領選挙 (角川文庫 (5772))​
筑紫 哲也​
角川書店​
\398
新聞から雑誌、テレビまで垣根を超えて縦横に走り続けた筑紫哲也さん(73)が亡くなった。数少なくなった、戦争を知るジャーナリストの一人。ほぼ半世紀の間、メディアの世界に身を置き、戦後日本の姿を追い続けた。病を背負ってからも、その意欲は最期まで尽きなかった。 
朝日はこのようにネットで配信している。 
大統領選挙が6年ごとに行われるので、30年前、5回前の大統領選挙のときにアメリカ合州国を駆け回って取材したのがこの本だった。 
当時、わたしは学生。 ​
大学の図書館に購入依頼を書いてこの本を買ってもらったのをはっきりと記憶している。(実際には単行本だった) 
あの頃のわたしは、「若き血に燃ゆる」進取の気性を持っていた。思い出深い1冊だ。(合掌)​
| 2008-11-08 11:58 | 読書系セレクション |
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サラサラと乾いた風を感じたら「読書の秋よ」とメールする
 
すっかり秋めいてきました。 
読書の秋。 ​
その言葉はそんなに好きでもないけど 
「おーい、今何読んでるの?」 
と友だちにメールをしてみたくなる。 
昔なら ​
♪秋の日の図書館のノートとインクのにおい ​
…だったんだよな。 ​
メールじゃなくて、万年筆で書く手紙だったんだよな。 
いい本、みつけたら、一筆下さい。 ​
(ロングセラーでも、ベストセラーでも、何でも) 
| 2008-10-01 08:30 | 読書系セレクション |
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他人を見下す若者たち　講談社　速水 敏彦
 
私の仕事がらみの分野にもニセモノの先生方はたくさんいてまして、こんな教授に教わる学生は気の毒だと嘆きながらも、そんなにいい先生が大半を占めるわけ でもないのだから、良いか悪いかを判断する勉強のために、まあ大学には行ってくればいいかな、と覚悟を決めたほうがいい時代なのかもしれません。 
 
そんなニセの先生たちを奉り上げて、政治や経済会やマスコミがはしゃぎ回っていると思うと、もう茶番劇はやめて欲しいと思う。 
怒りを起こす気力もないわ。 
そんな先生方にしがみついて、コバンザメのように日常を過ごしている人たちの崇高な姿よ。 ​
しかし、私に真似ができるものではなく、誰もがコバンザメになれるわけでもない。 ​
彼らは素晴らしい能力の持ち主だと、ほんとうに尊敬する。 
世の中、悪を悪の色、善を善の色に塗ってしまったり、偽って見せている色をむやみやたらに塗り替えてはいけないのだ。 
斜めに構えて生きてゆかねば、生きてられないでしょ。 
速水敏彦;他人を見下す若者たち (講談社現代新書)を読んでみた。 ​
皆さんも、どうぞ。　初めての、★ひとつじゃ可哀相なので、もうひとつポン★! 
近頃、新書というものが随分と身近になってきて、ホンモノの読書家の人が増えたのかと思っていたものの、新書には疑いを持ち続けていた。 
中身からピントをずらして連想的に読者を惹き付けけるようなタイトルをつけて、ある意味騙しのような手段、暗示のような手法で、買わなければ手遅れになるような心理に追い込んで、深層にある心理の知的な触覚を擽っていると、感じていた。 
長いタイトル。 ​
ベストセラーになりそうなタイトル。 ​
何れも中身は、引き付けられる割には、すっからかんで、漫才のネタかバラエティの話題にしかならない程度のものもあったりした。 
新書とはこういうモノではなかったはずだ。岩波のシリアル番号の若いのを引っ張り出してみれば歴然としているじゃないか…。 
けれども、根拠もないし、私にそんな論評をする能力もないから、 
何となく、新書が軽いモノに変化しつつある。岩波だけが頑張っている、 
としか言えなかった。 
この本は、いい本です。 
私が言いたいことがこの本を読めば分かります。 ​
嘘は書いてありませんでしょう。 ​
分析も正しいと思います。 ​
これで、新書が本屋に積まれる理由も分かるような気がします。 
時代は変わったのですね。時代が変われば、昔の時代の人の価値観が適用できなくなり、今の価値観の人は昔をどうしても理解できない状態になります。 
私の心の中でモヤモヤとしていたものを理解してもらうには、バッチリです。
(作成日時2008年06月16日)​
| 2008-06-20 08:48 | 読書系セレクション |
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生態系ってなに?―生きものたちの意外な連鎖
 
高校を卒業したのち、工学の道を選んだのですが、そこでは数学や物理を基礎学問としていて、高校時代にとても面白かった生物という分野からは遠ざかってしまっていました。
 
ところが、この歳になって(数年前)理学部生物学科出身の方と仕事をするようになり、フィールドにもちょくちょくと出るようになって、生態学ってオ モシロイと思い始めたのです。ところが、生態学なんてモノは俄か勉強じゃ簡単に身に付くようなものでもなく、まあ興味を満足させる程度に留まっていたわけ です。
環境が仕事ですから、生物という未知な分野や苦手な化学の分野とも付き合う中で、環境を守ってゆくことや地球温暖化を防ぐことと生物のこととが一体どんな風に関係を持っているのか、実は100点満点ではよう答えんかもな、と不安なこともあります。
生態系って何かという基礎学問の中の「はじめの一歩」を分かりやすく教えてもらえば、後の勉強が変わる。​
興味の無かった人が読めば、進学コースは生物学系に、なんて言い出す人が出てくるかもしれない。​
| 2008-01-14 12:36 | 読書系セレクション |
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安部公房と村上龍
安部公房って、私らが大学生やってた30年ほど前には、ブックバンドの陰にひっそりと見えるように持って歩いてたりして・・・・​
まあ、それは、石川達三などもそうで、学生のステータスみたいな作家だったよなー。​
今でいうと東野圭吾や恩田陸のようなものであったのかね。​
父からすると、何をコイツら流行りもんばかり読みよって・・・・みたいな感じだったのでしょうかねぇ。​
しかしながら、時代を超えて眺めてみると、十羽一絡げで考えてもそれは間違いで、いいモノは普遍性を持って生きていますね。​
若者にそういうのを、自信をもって薦めてあげられるよう、みなさまのご意見、ドシドシ、お待ちしまーす。
 
村上龍が、コインロッカーベイビーズを出したときは、書店の棚にも積み上げられていて、その日に買ったのを覚えています。貧乏な学生で、普段は古本 しか買わないのに、相当、惹きつけるものがあったんだろうな。限りなく透明に近いブルーが時代をまさに表すのですが、現代学生では想像できないような、不 安感や不満足感に満ちていて、そのくせ不自由はそれほどしていなかった。貧乏をそれほど恥ずかしいとも思っていなかったなあ。あの頃。
| 2007-12-02 08:17 | 読書系セレクション |
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2010年9月 2日 (木曜日)
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八木沢里志；森崎書店の日々
ふと、通勤の帰りによる本屋で ​
マイナーな文庫の棚のほうに行って 
竹西 寛子 ​
詞華断章 (岩波現代文庫) 
などを見ていたら、 ​
その隣にありましたのがこの本でした。 
その場は買わずに帰ったけど、 ​
明くる日に欲しくなって ​
本屋へ走った。 
​
八木沢里志 ​
森崎書店の日々 ​
(小学館文庫 や 16-1)
---
本の表紙(帯)に神保町と言う文字があったので、すぐに飛びついた。 ​
ふーん、ここを舞台にした物語なんやな。最近、割と文学系を読んでいたので、息抜きに読んでみよか。 
神保町。 
私の学生時代のキャンパスです。きっぱり言い切れるほど通い積めた、というか、講義に行って教室に入らずとも「文庫川村」には必ず寄ったし、さくら通りとすずらん通りとそれらに交わる網の目のような狭い路地はひととおり歩き回ってから下宿に帰った。 
時間があると、錦華公園の坂道を恋人もいないのにひとりで散歩していたりしたのだ。(あのころは恋人なんてほしくなったけど) 
小説には、すずらん通りは出ないけどさくら通りが出てくるし、さぼうる(物語では「すぼうる」)も登場する。架空の話と言えども、30年前の神保町の風景を思い浮かべて読んでいました。 
物語は、何の変哲も無いドラマです。 ​
映画にしてしまうのか、映画を想定して書いたのか、その辺は知らんけど。 
本来、小説と言うものは、架空とか空想の一面を備えていて、読み手がそのロマンに満ちた夢の中に吸い込まれてゆくような愉しみを持ち合わせていたわけで、その共有の形が文学や文学的詩篇のようなものから童話的なものまで様々だったのだろうと思う。 
なんだか、読んでいる間だけでも青春時代に戻ったみたいな気持ちになれて、母校を訪ねてみたくなったなあ。
 
 
2010年9月10日 (金曜日) 【読書室】（銀マド） 
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夢の通い路(忘却の河から)
夢の通い路　　(忘却の河から)
(日記系セレクション)
私は、深い深い海の底であなたをお待ちしています。 ​
光も届かない暗いところで、静かに暮らしているのよ。 
なんちゃって。 
忘却の河。
再読中ですが、あまりにもゆっくり過ぎて。 ​
でも、この作品はゆっくり読んで、遅すぎることは全くない。 
夢の通い路。​
この章を読んでいるときなど、どれだけ多くの人たちが、一文一文に感銘し、ため息をつき、声に出して読み返してみては、本を閉じ、再び読み返すという動作を繰り返したことだろうか。 
男は、女。女は、男。 ​
その心は深いところで区別なく繋がっていて、言い訳を呟きながら、哀しみを慰めあう。 
いっそう、このまま、寄る辺のない朝もやを目指して、歩き続けるのがいいのかもしれない。難しくなんかない。そう強がってみるのもいいじゃないか。
Tags:強がり 
| 2007-11-01 23:02 | 日記系セレクション |
2010年9月15日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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福永武彦のこと
(日記系セレクションから)　2009年篇
[image: ]
さいきん･･･福永武彦「草の花」
2009年10月08日
通勤列車の中で​
ノラや　(内田百閒)​
を読んだりして​
いわゆる、​
まったり通勤をしてますが
つい先ごろ​
なんだか、​
じわっと来る​
アツク迫るような​
そう​
朗読者が口に苦いモノを挟んでしゃべり続けるような文章を​
読みたくて
寝床に​
福永武彦を​
持ち込んだ。
その本は​
草の花。
ねえ​
僕が声に出して読むから​
キミは​
黙って聞いていなさい。
(実体のないキミに語りかける)
どこに魅力があるのかわからないけど​
いや​
上手くいえないけど
抹茶色に日焼けしたこの​
「草の花」も​
僕の青春時代に​
どどどどと僕を​
この世界に引き込んだのだった。
全然違う感動で​
味わっている。
オヤジになったなと思いながら。​
若いころは何を読んでいたんだろうか、​
少し恥ずかしくなりながら。
相変わらず​
3行読んで​
2行もどる。
福永武彦。​
無条件で​
好きみたい。
| 2009-10-08 10:13 | 日記系セレクション |
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早や夏秋もいつしかに過ぎて時雨の冬近く
[image: ]
いつも、同じ季節になると同じ言葉を思い出し、どこらあたりに書いてあったかとページをめくる。
折り目がつけてあったり、印が書き入れてあるわけではないが、真っ暗闇で手探りでモノを見つけるようにぱらぱらとめくると、見つかる。
この一節との再会は、昨日であっても明日であってもならない。​
今日という秋の一日であるから、しみじみと読み返せるのだ。
(以上、mixiでの日記コメント)
[image: ]​
福永武彦、忘却の河
昭和54年7月15日第17刷280円の96ページにありました。​
過去にもこのブログで二つほど出てきます。(一つ目、二つ目)
10月の下旬ですね。
| 2009-10-27 09:05 | 日記系セレクション |
2010年9月15日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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倉本聡；優しい時間―Scenario 2005
今年もあとわずかで終わってゆく。
北の地方では雪が降っている。
あれほどまでに暑かった夏があって、​
これほどまでに寒い冬がある。
それが許せないころがあった。​
自然現象なのに、キライで許せない。
それも、今は昔のことで​
ちかごろは、​
歳のせいだろな、​
何でも許せてしまう。
​
寒いけど、ガラス越しに青空を見ている。​
なんて素晴らしい「青」だろう。
こんな色の似合う人生を、これから終焉までの間、送りたいものだ。
​
シナリオ文学っていうのかな。​
向田邦子さんとどっちが人気だろうね。
読書部Ⅱ　レビュー​
倉本聰　優しい時間
| 2009-12-19 10:51 | 日記系セレクション |
2010年9月15日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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梅棹忠夫；梅棹忠夫の京都案内
<ちゃいちゃい、入ろか​
そういう言葉も、消えてゆく。
それはそれでええのんですが。
この本は、久々のヒット。
[image: ]
梅棹忠夫の京都案内​
(角川ソフィア文庫)​
梅棹 忠夫​
角川書店
[image: ]
この本は、結構面白い。
京都の人が読むと、なおさら、面白い。​
よその地方の人は、入門書として読むことも可能ですが、オモロないかもしれない。
京都って所は、ちょっと排他的で閉鎖的。
言葉も文化も、見かけほど美しく清くもないけど、人の味がする。
梅棹先生がそんなことを上手に書くなんて、エライ先生なので、めちゃ驚き。
ポケットに一冊。持ち歩いてもいいかも。
| 2009-07-31 23:58 | 日記系セレクション |
2010年9月15日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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三浦しをん；風が強く吹いている
風が強く吹いている (読後の、その後)
三浦しをん　風が強く吹いている 　から続いてきて​
[image: ]
読んでいると駆けだしたくなることは間違いないし、ジョギングしてしまいそうになりましたね。
だから、一層間違いなく、この本を読みながら、多くの人はこの作品に★★★★★とするだろうなあと考えていた。
今の世の中の流れというか、今の人たちの読書の愉しみは、このような作品が好まれると思う。特に若者はそうでしょう。
ドラマや映画でも同じ傾向が有るのだが、夜のピクニック(恩田陸)とか、鴨川ホルモー(万城目学)などにもよく似た傾向が有るかもしれない。---作風が同じだといっているのではない
おおさっぱで辛辣な言い方をすれば、​
ちょっとした感動があって、面白くて、楽しく読めて、内容がまともで優等生で、読んでいてわかりやすくて、この作品の場合はなお更漫画チックで、素直な心には入って行きやすい。​
---しかし、坂口安吾なども人気がじわっと有るようだが、それはさておき、---また、太宰治が根強く人気なのも、さておくとする。
[image: ]
直木賞。​
これは素晴らしく、相変わらずハズレはないと思うものの、ひとつの文学に賞を与えるという意味では価値有るセレモニーと思うのだが。
何故か、​
どうしてか、​
心のなかに​
もやもやが残るのだ。
(注)「一部の直木賞の作品に」 そういう傾向があるのであって、おおかたの直木賞は、まともです。
こういう作品をちやほやしている社会に、「おい、ちょっと待て！」と言いたいような。
それは、自民党、民主党の二大政党の時代だ！という人たちに、「ちょっと待て！違うだろ。あと1つ2つの政党が出てきて、喧々囂々とやるのがいいだ ろう、その中から新しい考えを生み出すのが理想じゃないか」と私は思っているので、それに似た不満のようなモノが有るんだなあ。
時代の流れはひとつの文化のあらわれわれとも思うものの、ケータイ電話でデフォルメされるように、深くじっくりと味わうことの本当の意味をもはや「無意味」としてしまっているならば、歴史自体が大きく旋回していると、言い切っていいのかもしれない。
過去にこんな大きな変曲点があったかどうか。それは私が歴史学者じゃないからわからんけどね。
| 2009-07-31 22:14 | 日記系セレクション |
2010年9月15日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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「奥の細道」をよむ (ちくま新書)
「奥の細道」をよむ (ちくま新書)
[image: ]
	長谷川 櫂​
* 筑摩書房​
* \798
	[image: ]

月日は百代の過客にして、行きかふ年も又旅人也。
誰もが知っている「奥の細道」の冒頭です。
まったくの専門外のことでありながら、芭蕉という人物や作品、またはこの紀行文に興味を持ち、浅学ながらも少しでも読んで味わってみたいと思うことが、これまでにしばしばありました。
著者の長谷川櫂さんのことは朝日俳壇(朝日新聞)の選者であるということしか知らなかったのですが、単に名前を知っているというだけのきっかけで、 このちくま新書<「奥の細道」をよむ>に出会え、長谷川氏の人物像も少し見えてきて、「好き」がグーンと加速しそうです。
この著作は、決して生半可に読むようなものではなく、大学の教養講座で大いに利用してもいいだろうと思える、素晴らしい本でした。
数学や物理学の講座で使うテキストでよく見かける「薄っぺらいけど中味が満載」という…あのパターンの本です。物理のテキストではさり気なくひとつ の方程式が書かれているのですが、実はそれを展開すると膨大なページの解説が必要で、読み手にもしっかりとした基盤を(暗に)要求している、というアレで す。あの悪魔のようなテキストを思い出しました。
まず、第1章で「かるみの発見」の解説に入ります。「奥の細道」での芭蕉の旅日記をのほほんと読もうと考えていた私には、なかなか厚い壁でしたが、 第3章までの導入講座が、実はどうでもいい本には書かれていない素晴らしいモノだったのです。芭蕉の心を第1章、第2章、第3章で学び、旅の日記へと続い てゆきます。
涙が出ることの連続ですね。​
(この本の懐の深さをどこまで理解したかは、自信ないのですが)、​
秋の夜はこういう本をじっくりと静かな部屋で読みたいです。​
何度でも繰り返して読めます。
| 2007-09-18 07:35 | 読書系セレクション |
2010年9月18日 (土曜日) 【読書室】（銀マド） 
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銀マド：読書系─アーカイブ　(前半)
「奥の細道」をよむ (ちくま新書)
 
 
「奥の細道」をよむ (ちくま新書)
 
* 長谷川 櫂​
* 筑摩書房​
* \798
--　月日は百代の過客にして、行きかふ年も又旅人也。
誰もが知っている「奥の細道」の冒頭です。
まったくの専門外のことでありながら、芭蕉という人物や作品、またはこの紀行文に興味を持ち、浅学ながらも少しでも読んで味わってみたいと思うことが、これまでにしばしばありました。
著者の長谷川櫂さんのことは朝日俳壇(朝日新聞)の選者であるということしか知らなかったのですが、単に名前を知っているというだけのきっかけで、 このちくま新書<「奥の細道」をよむ>に出会え、長谷川氏の人物像も少し見えてきて、「好き」がグーンと加速しそうです。
この著作は、決して生半可に読むようなものではなく、大学の教養講座で大いに利用してもいいだろうと思える、素晴らしい本でした。
数学や物理学の講座で使うテキストでよく見かける「薄っぺらいけど中味が満載」という…あのパターンの本です。物理のテキストではさり気なくひとつ の方程式が書かれているのですが、実はそれを展開すると膨大なページの解説が必要で、読み手にもしっかりとした基盤を(暗に)要求している、というアレで す。あの悪魔のようなテキストを思い出しました。
まず、第1章で「かるみの発見」の解説に入ります。「奥の細道」での芭蕉の旅日記をのほほんと読もうと考えていた私には、なかなか厚い壁でしたが、 第3章までの導入講座が、実はどうでもいい本には書かれていない素晴らしいモノだったのです。芭蕉の心を第1章、第2章、第3章で学び、旅の日記へと続い てゆきます。
涙が出ることの連続ですね。​
(この本の懐の深さをどこまで理解したかは、自信ないのですが)、​
秋の夜はこういう本をじっくりと静かな部屋で読みたいです。​
何度でも繰り返して読めます。​
| 2007-09-18 07:35 | 読書系セレクション |
 
 
森へ
 
 
　森へ　- たくさんのふしぎ傑作集 -
　星野道夫　文・写真
 
* 星野 道夫​
* 福音館書店​
* \1,365
この本をパラパラとめくると、たくさんの「ふしぎ」に出会う。​
星野道夫の視線は、私たちを森へと誘いこんでゆく。
巨木の合間を縫って森の奥へと踏み込めば、想像もしていない景色が次々と飛び込んでくる。
果てしない時間が過ぎた足跡を目前にして出会った不思議は、呼吸をしているような森の自然の姿であり、揺るぎない生命力だった。
--------------------​
ぼくらの町を流れる川を​
ずーっと遡ってゆけば​
きっと源流に辿り着ける
いくつもの森を通り抜け​
いくつもの森のふしぎに​
出会いながら​
もっと奥へと​
探検にゆく
森の奥には​
お宝がザクザク​
鳥が啼いて​
風が吹いて​
水が湧いて​
花が咲いている
清水が​
せせらぎに変わり​
川になって​
滝になる
生命の始まりが​
見つかるかもしれない
自然を知ろう​
源流を見つけよう
ふしぎワクワク​
自然ドキドキ​
| 2007-08-25 21:15 | 読書系セレクション |
 
 
若きウェルテルの悩み
 
 
高校時代。
 
いつも、放課後の坂道で駆寄ってきて駅までいっしょに帰ってくれる女の子が、小椋佳の唄を貸してくれたことがあったなあ。​
その子は、若きウェルテルの悩みも貸してくれたことがあったよ。​
本なんて読まない奴だった僕は、最初の行を読んで振られたんだと思ったね。 ​
| 2007-06-20 08:55 | 読書系セレクション |
 
 
また、鎧駅のこと
 
 
駅には人の姿など無くてね、寂しかったけど、ひとり占めできてよかったなあ。
ディーゼルが入ってきて、人がぱらぱらと動いて、また、ゴーっという音ともにトンネルに消えてゆく。
 
排気ガスが少し煙たい中に、静けさがじわっとやって来るのよね。​
| 2007-06-18 21:34 | 読書系セレクション |
 
 
手紙　東野圭吾
 
 
随分と話題になった小説らしいですね。映画にもなって人気爆発で、東野ファンも急上昇のようです。
 
同じように人気沸騰の重松清とはペンのタッチがまったく違います。表現や文章作法に気を配っているのはどちらの作家も同じでしょうが、東野さんの作品には気障さとか洒落っ気というのはあまり無いように思えて、淡々と無駄なく綴っているような気がする。
作品も、相当に思案して構成を考え、バランス感覚に非常に気を配った、読んでいてわかりやすく、戸惑いも起らない。優良な作品だと思うのですが…
そういう意味では、ちょっと読み味が足りなかったかもしれない。
​
お話の内容は読者を惹きつける物語なんですが、映画になってしまってから(見てませんけど)読んだこともあってか、先入観も働くのでしょうが、小説を読み ながらその醍醐味に浸ることもなく、感動して必ず泣きますというウワサもさることながら、この上ない泣き虫の私がほとんど泣かずに読み終わってしまった。
きっと映画だったら号泣だっただろうと想像すると、小説家というよりも劇作家、映画作家で将来は大成されるのかもしれないなあ、などと頭の片隅で考えつづけながら読み終わってしまった。
直木賞作家で1回前に読んだのが高村薫で、文章というもののインパクトが対照的なだけに、東野さんのサラサラ感の小説は少し物足りないかな。​
| 2007-06-16 09:38 | 読書系セレクション |
 
 
青春の門　五木寛之著
 
 
◆青春の門　五木寛之著
 
40代50代のおじさんおばさんで、読書が好きなら、まず読んでいるかも。​
五木寛之の自伝的な小説ですね。
今の五木さんはすっかり仏教の人になっていますが、このころは​
「青春とはこうだ!、ボーっとしてたらアカン!」​
と刺激するような、熱い小説家でした。​
| 2007-04-01 14:30 | 読書系セレクション |
 
 
照柿　高村薫
 
 
刑事事件や殺人が起こるが、決してサスペンスや推理モノではないし、高村薫がそんなジャンルの人ではないと友人が教えてくれた。だが、何故に第1冊目に着 手できなかったか。この人が女流作家でありながら、性別を感じさせないほど--男性だと思わせてしまうほど--の作風だから読み切る自信がなかったのかも しれない。
 
解説は「罪と罰」と書くが「赤と黒」や「レ・ミゼラブル」でもよい。そんな作品が持つ浮き足立たない筆致がファンを惹きつけるのだろう。お笑い芸人 が観客をダシにしたネタをやったり自分自身が笑いながら演じるのに似た小説が蔓延する昨今、このように朗読家の頬が締まるようなペンは小気味よい。
そういうわけで、話は全く進展しない物語でありながら、これでもかというほど作者のアクのきいた風景や心理の描写に引きずり込まれてゆく。
ブドウのような黒目がちな女性・・・のような記述があったところで私はこのオンナに惹かれてしまう。二人の男も泥臭い。埃臭い。そして場面のひとつひとつが、セピアのように暗い。熱い。うるさい。​
もう読むのをやめよう。別の作品を読んだあとに続きを読もうと、何度も途中で考えるのだが踏みとどまる。それには私なりの理由があった。
自分の人生、それなりに心当りのある葛藤がある。なかには、醜いことも汚いことも、歓びも悲しみも。​
小説というのはあくまでもフィクションであるが、その作家の意思が私の心の性感帯のようなところを--それはエロチックなものや性的なものでは決してなく、もっと神経に近いようなものですが-擽る。
それは、麻薬のようであり、かつて恋におぼれて身体中が融けてしまいそうになった瞬間のように、もうひとつの自分の世界に堕ちてゆける。
照柿を「罪と罰」と比喩する人にも、私のような誰にも話せない過去があるのかもしれない。​
| 2007-03-28 10:50 | 読書系セレクション |
 
 
小説新子
 
 
時実新子という人は、もしかしたら私の人生を指一本で変えてしまったような・・・・なんて言ってしまいたくなるような人です。
 
◆　小説新子。　朝日新聞社
アサヒグラフ、週刊朝日に川柳新子座というのを長年連載しておられ、この作品評がこの世で一番の痛快さだったので、私はこの人に惚れてゆくのです。
なぜ惚れるのだろうか。​
何処に魅力があるのだろうか。
それは、この小説新子を読んだときに自分で解決できました。​
新子さんの川柳は、この世の中でもっとも爽快な17音。
川柳というものへの概念が根底から変わってしまった。​
しかも、こういう感性で生きていきたい。
激しい、行きかた。​
| 2007-03-06 21:42 | 読書系セレクション |
 
 
石田三成―「知の参謀」の実像　小和田 哲男
 
 
明智光秀のほかに小和田先生は、石田三成も書いてます。
 
■　小和田哲男著;石田三成―「知の参謀」の実像　PHP研究所
関が原で徳川家康と戦ったという歴史的事実があたえる印象が大きすぎるのです。
しかし、ぜひとも、徳川側の視点で石田を見たお話や記事ではなく、石田三成自身をじっくりと見てやってください。
彼は日本を十分に新しい時代へと変化させるだけの政治力と知才を持ち合わせた人でした。
いつの世でもそうですが、勝者側から(徳川の側から)歴史が残りますので、石田の魅力に触れないまま終わってしまう方も多いと思います。​
歴史に、もしも・・・はないのですが、もしも石田に、、と思うとその後の愚かな足跡が変わるのだから、ちょっとしたロマンも感じます。(まあ、夢ですけどね。)
ぜひ、歴史に隠れてしまった有能な政治家の本当の姿に触れてみてください。彼の無念を噛み締めながら、関が原を訪れたくなりますから。​
| 2007-01-28 11:15 | 読書系セレクション |
 
 
明智光秀―つくられた「謀反人」　　小和田 哲男
 
 
コミュから横流し。
 
きょうは、ちょっと異色に…。新書です。
■　小和田哲男著　明智光秀―つくられた「謀反人」　PHP新書
本能寺の変の首謀者。織田信長の暗殺者として知られている光秀ですが、私たちは彼のことを随分と悪者扱いしてきたように思います。
知らないことがたくさんあるにもかかわらず、そんなに彼を悪者にして、織田信長を美しく思っていいのか。
実は明智光秀という人は、非常に知にも技にも優れた優秀な政治家としての素質を持ち合わせていて、今で言うなら期待の新人になるべき人だったのかもしれない。
彼のファンになれるほど、感動の一冊。​
| 2007-01-28 11:00 | 読書系セレクション |
 
 
藤沢周平　一茶
 
 
芭蕉、蕪村、一茶。
 
名前だけなら私でも知っているのですけど、なかなかその人柄には触れられません。
芭蕉や蕪村については割りと数多くのかたがたが書いてられるので知ってる面もありますが、一茶を私は知りませんでした。
優しい人。そんなイメージだけしかなかった。
人間・一茶を書いています。​
泥臭いところや意地っ張りなところ。​
そして欲望に満ちていること。
事実に加えて、幼少時代は少し周平さんの味付けもあるようですが、なかなか読み応えのある素晴らしい作品です。
​
俳句。いいですねぇ。​
| 2007-01-20 09:30 | 読書系セレクション |
 
 
井上靖著　風林火山
 
 
だいたい、大河ドラマに取り上げられてしまうと、ちょこっと寂しいような気がするのは私だけですかね。
 
去年の「功名が辻」も例外ではなく、大学時代に進級試験が迫っておいそれと読書などしている暇のない時に、読書願望が沸沸とこみ上げ教科書を脇に置いて読書をしたというのが司馬遼太郎だった。
勇気を頂けて、あれはあれでよかった。十分に試験からも逃避できたし。(結果は聞いてはならない)
​
そういうわけで、この「風林火山」も大河ドラマの原作となってしまった。最後の部分は川中島の霧が晴れてくるところだったと記憶しますが、30年ほど前に読んだので記憶は当てにならない。
井上靖といえば、「あすなろ物語」「しろばんば」「夏草冬濤」「北の海」など自伝的作品が数多く、どれも文学として秀作ですね。
時代物として、「敦煌」が有名で、私はこの作品が最も好きです。
風林火山も時代物で、彼の書く歴史小説は、飾り気のない不器用なペンが味を出している、、、、と思いながら次へ次へと急いだものです。
※　学生さんにもオススメですね。特に「敦煌」を。​
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【GREE】​
| 2007-01-13 09:10 | 読書系セレクション |
 
 
重松 清　ナイフ　新潮社
 
 
短編モノには、短編モノの面白さがある。面白さというよりも、ある種の文学性を持ち合わせていると思う。
 
面白くなくてもそれで十分なのだが、それが結構なほどに私を引きずりこんで、喜怒哀楽を主人公と一緒になって感じてしまう。(そういう自分が少しアブナイくあり、可哀想でもあり、恥ずかしいのだが)
単にイジメの話ではないのかもしれない、と思いませんか。
実際にこのような日常があるのかどうかは私の世代からはわからない。しかし、大人は、いや、親はそういうような心配事を抱きかかえながら、子育てに翻弄している。
重松が見ている(訴えている)社会は、子どもの姿を通しているものの、そこには大人の私たちが決して無視できないような、ささやかでありまた些細な出来事が上手に物語になっている。
そこには大人が日常でさまざまに悩んでいることのデフォルメのようなものであったりするから、ドキッとさせられる。
つまり、大人のための小説でもあるのではないかと思うのです。
子どもたち(たとえば結婚をしていないような若者たち)のための、物語ではない。
だから、というわけでもないが…私は、難しい年頃の子どもを持った世代の母にも、ぜひとも薦めたい。
短編作品集は、詩篇のようなせつない物語が多いですね。​
重松の本質を知りたいなら短編。実力を読みたいなら、長編ではないのかなと、ふと思った。​
| 2006-10-01 14:15 | 読書系セレクション |
 
 
質問力　　齋藤孝 筑摩書房
 
 
やはり、こういうことは理屈で書くと面白くない。
 
長い時間をかけて書物と接して、あるいは人と接して身に付けてくることで、人それぞれが熟成させながら体得するものであると考える。
促成栽培的にものの考え方を教えることも大切だろうが、そんなことをしたために大学の講座の質が低下し、職人学校化され、研究センスを失ってきたのだと思うと、やはり、この書物は、いい本ではあるのだが、あらすじ本の一種なのかもしれない。
齋藤先生ファンは、先生のほかの良い書物を読んで、この書物のスピリッツを感じ取ればいいのかもしれない。
急ぐ人は、ノートと鉛筆を持って前半を読むべし。 
\504​
| 2006-09-23 12:00 | 読書系セレクション |
 
 
薬指の標本　小川洋子　新潮社　\380
 
 
私たちの日常には、おやっと思うような些細な夢のような出来事があって、そのことは無意識のうちに消えていってしまうのですけれど、小川さんはそれを上手に纏めてしまっておいて、自分の心の喜怒哀楽にのせて物語にしてしまう。
 
だから、読んでいると自分の体験したようなコトが出てきたり、よく似たことがストーリーであったりする。
言葉も巧みで、甘く、ときには気取って綺麗であったりする。
やや、曖昧なところもあって、強い熱情とか激怒とかは出て来ない。そこが気に入っているのだが、凸凹感が少ないので、それは小川さんの性格なんだろうかなと思って許してしまう。
激しく怒ったり泣いたりするような作品を立て続けに読んだ後には、麻薬のように思うんだよね。​
| 2006-08-31 12:00 | 読書系セレクション |
 
 
再読するたびに、自分の成長を確認できる小説
 
 
錦しゅう。
 
再読するたびに、自分の成長を確認できる小説かもしれない。
主人公の男性のように、私も似たようなことで(身体には傷は残らなかったが)心に傷を持ち、妻も命を取り留めたりしたコトがあって、ある意味で連想的に心当たりのようなものがある。
いや、そういうことって、似たようなことを思い浮かべさせるというならば、誰にだってあるんじゃないか。。。
人間は自分には嘘をつけないのだから、時間が過ぎると再読したくなり、再読して傷を見つめるというセンチなことを繰り返しているんです。
うまく書けないけど、考えてても纏まらないから、変なコメントでゴメンナサイ。​
----　----​
chica さんのBLOGを読んで。
| 2006-08-17 08:56 | 読書系セレクション |
 
 
東電OL殺人事件　佐野眞一
 
 
佐野さんはいつからこんな小説のようなモノを書くようになったのだろうか。 
元々はルポライターだったのでしょうけれど。 
宮本常一を書いてたころまでですか。。。
 
この作品も(小説とは呼べない、ましてルポとは書きたくない)随分と娯楽要素と興味本位を取り入れたモノになっています。 
読み物としては、最後まで読ませてくれますし、「事実」に基づいて書かれているとは思いますが、作り話風味の(ときには詩情もまじえた)テレビの二 流推理モノの原作のような感じ。映像文化が大手を振って歩き、エロをブレンドすれば売れるだろう(発行部数や視聴率)という気持ちも分からないではない が、ルポと呼ぶには少し…ルポを書く人に失礼です。​
| 2006-07-31 15:55 | 読書系セレクション |
 
 
松本清張;火の路
 
 
随分と長くかかって読んでいましたが、きのう(H20.2.9)、最後まで辿り着きました。 
新聞小説だったらしいのですが、連載中は見てません。何しろ30年ほど前に学生時代をやってたころに既に文庫であったと思います。それを友人が薦めてくれたのを記憶してます。
 
作品は、もっぱら面白くないという評判で、清張さんの失敗作か、と想像したりしてましたけど、失敗じゃないですね。 
清張さんの凄さと執念と頑固さと、ちょっと古さも感じたかな。 古いというのは、現代の流行りに対してそう思うだけで、今の流行りがノンポリな雪崩現象的、空洞現象を考えると、こういう作品のほうが小説らしい小説と言えましょうか。 
梅津は最後に亡くなってしまうのですが、このへんがそんなにドラマティックじゃないなって思ってみたりしてマス。ただ新聞連載の最後のほうなので、読み手も疲れていたと思いますから、あっさりしてて良かったとも言えるかな。 
女性にもう少しドキドキさせられたかったですね。「詩城の旅びと」みたいに。 
スゴイ考察をしてます。意地で書いた論文ですね。正直言ってコレを全部きちんとは読み切れないです。 
けれども、明日香に行きたくなります。春になったら行こうかなと思ってます。ミステリーという言葉がやたら使われているようですが、こういう作品で使って欲しい。​
| 2008-02-10 10:48 | 読書系セレクション |
 
 
バイオマスは地球環境を救えるか
 
 
(岩波ジュニア新書)
 
バイオマスという言葉は、実はすごく奥が深くて難しい言葉ですが、この本の中では簡単に説明をしています。
これからの地球上で暮らすためには、どのようにエネルギーと向き合って行かねばならないのかということを、バイオマスの話を中心に書いています。
環境に限らずですが、知ったかぶりの専門的な本は、やたら数字を前面に出し、後楽園何杯分の・・・などというような表現をします。​
それはそれで、勝手にやってもらって構いませんが、知りたいのは我々です。
ジュニア新書は、定期的に環境問題を考えることができるような書籍を出していますので、二十歳以下の皆さんならなおさらのこと、こういう本を入門書にされると良いと思います。
この本の中で記述されている内容は、十分に大学教養課程で使用できるものですし、言葉で書いた箇所を数式やグラフ化すれば専門家もビックリするような内容が多かったです。
地球温暖化を騒ぐだけの時代は過去のことにしてしまい、すぐにでも、新しいライフスタイルを実践するには何をするべきかを考え、実践しなければならない。​
その参考資料としても、また環境問題の常識としても、この本をお役立てください。​
| 2008-01-14 12:38 | 読書系セレクション |
 
 
生態系ってなに?―生きものたちの意外な連鎖
 
 
高校を卒業したのち、工学の道を選んだのですが、そこでは数学や物理を基礎学問としていて、高校時代にとても面白かった生物という分野からは遠ざかってしまっていました。
 
ところが、この歳になって(数年前)理学部生物学科出身の方と仕事をするようになり、フィールドにもちょくちょくと出るようになって、生態学ってオ モシロイと思い始めたのです。ところが、生態学なんてモノは俄か勉強じゃ簡単に身に付くようなものでもなく、まあ興味を満足させる程度に留まっていたわけ です。
環境が仕事ですから、生物という未知な分野や苦手な化学の分野とも付き合う中で、環境を守ってゆくことや地球温暖化を防ぐことと生物のこととが一体どんな風に関係を持っているのか、実は100点満点ではよう答えんかもな、と不安なこともあります。
生態系って何かという基礎学問の中の「はじめの一歩」を分かりやすく教えてもらえば、後の勉強が変わる。​
興味の無かった人が読めば、進学コースは生物学系に、なんて言い出す人が出てくるかもしれない。​
| 2008-01-14 12:36 | 読書系セレクション |
 
 
安部公房と村上龍
 
 
安部公房って、私らが大学生やってた30年ほど前には、ブックバンドの陰にひっそりと見えるように持って歩いてたりして・・・・
まあ、それは、石川達三などもそうで、学生のステータスみたいな作家だったよなー。
今でいうと東野圭吾や恩田陸のようなものであったのかね。
オヤジからすると、何をコイツら流行りもんばかり読みよって・・・・みたいな感じだったのでしょうかねぇ。
しかしながら、時代を超えて眺めてみると、十羽一絡げで考えてもそれは間違いで、いいモノは普遍性を持って生きていますね。
若者にそういうのを、自信をもって薦めてあげられるよう、みなさまのご意見、ドシドシ、お待ちしまーす。
 
村上龍が、コインロッカーベイビーズを出したときは、書店の棚にも積み上げられていて、その日に買ったのを覚えています。貧乏な学生で、普段は古本 しか買わないのに、相当、惹きつけるものがあったんだろうな。限りなく透明に近いブルーが時代をまさに表すのですが、現代学生では想像できないような、不 安感や不満足感に満ちていて、そのくせ不自由はそれほどしていなかった。貧乏をそれほど恥ずかしいとも思っていなかったなあ。あの頃。​
| 2007-12-02 08:17 | 読書系セレクション |
 
 
風神の門
 
 
「お父さん、今度来るときに司馬遼太郎の本を何か持ってきて!読んでみようと思うのよ」
という問いかけに
風神の門　を持ってきました。
 
面白さでは、このあたりがいいかも。
司馬ファンはどう思うのでしょうかね。​
| 2007-11-24 18:24 | 読書系セレクション |
 
 
「奥の細道」をよむ (ちくま新書)
 
 
「奥の細道」をよむ (ちくま新書)
 
* 長谷川 櫂​
* 筑摩書房​
* \798
--　月日は百代の過客にして、行きかふ年も又旅人也。
誰もが知っている「奥の細道」の冒頭です。
まったくの専門外のことでありながら、芭蕉という人物や作品、またはこの紀行文に興味を持ち、浅学ながらも少しでも読んで味わってみたいと思うことが、これまでにしばしばありました。
著者の長谷川櫂さんのことは朝日俳壇(朝日新聞)の選者であるということしか知らなかったのですが、単に名前を知っているというだけのきっかけで、 このちくま新書<「奥の細道」をよむ>に出会え、長谷川氏の人物像も少し見えてきて、「好き」がグーンと加速しそうです。
この著作は、決して生半可に読むようなものではなく、大学の教養講座で大いに利用してもいいだろうと思える、素晴らしい本でした。
数学や物理学の講座で使うテキストでよく見かける「薄っぺらいけど中味が満載」という…あのパターンの本です。物理のテキストではさり気なくひとつ の方程式が書かれているのですが、実はそれを展開すると膨大なページの解説が必要で、読み手にもしっかりとした基盤を(暗に)要求している、というアレで す。あの悪魔のようなテキストを思い出しました。
まず、第1章で「かるみの発見」の解説に入ります。「奥の細道」での芭蕉の旅日記をのほほんと読もうと考えていた私には、なかなか厚い壁でしたが、 第3章までの導入講座が、実はどうでもいい本には書かれていない素晴らしいモノだったのです。芭蕉の心を第1章、第2章、第3章で学び、旅の日記へと続い てゆきます。
涙が出ることの連続ですね。​
(この本の懐の深さをどこまで理解したかは、自信ないのですが)、​
秋の夜はこういう本をじっくりと静かな部屋で読みたいです。​
何度でも繰り返して読めます。​
| 2007-09-18 07:35 | 読書系セレクション |
 
 
森へ
 
 
　森へ　- たくさんのふしぎ傑作集 -
　星野道夫　文・写真
 
* 星野 道夫​
* 福音館書店​
* \1,365
この本をパラパラとめくると、たくさんの「ふしぎ」に出会う。​
星野道夫の視線は、私たちを森へと誘いこんでゆく。
巨木の合間を縫って森の奥へと踏み込めば、想像もしていない景色が次々と飛び込んでくる。
果てしない時間が過ぎた足跡を目前にして出会った不思議は、呼吸をしているような森の自然の姿であり、揺るぎない生命力だった。
--------------------​
ぼくらの町を流れる川を​
ずーっと遡ってゆけば​
きっと源流に辿り着ける
いくつもの森を通り抜け​
いくつもの森のふしぎに​
出会いながら​
もっと奥へと​
探検にゆく
森の奥には​
お宝がザクザク​
鳥が啼いて​
風が吹いて​
水が湧いて​
花が咲いている
清水が​
せせらぎに変わり​
川になって​
滝になる
生命の始まりが​
見つかるかもしれない
自然を知ろう​
源流を見つけよう
ふしぎワクワク​
自然ドキドキ​
| 2007-08-25 21:15 | 読書系セレクション |
 
 
若きウェルテルの悩み
 
 
高校時代。
 
いつも、放課後の坂道で駆寄ってきて駅までいっしょに帰ってくれる女の子が、小椋佳の唄を貸してくれたことがあったなあ。​
その子は、若きウェルテルの悩みも貸してくれたことがあったよ。​
本なんて読まない奴だった僕は、最初の行を読んで振られたんだと思ったね。 ​
| 2007-06-20 08:55 | 読書系セレクション |
 
 
また、鎧駅のこと
 
 
駅には人の姿など無くてね、寂しかったけど、ひとり占めできてよかったなあ。
ディーゼルが入ってきて、人がぱらぱらと動いて、また、ゴーっという音ともにトンネルに消えてゆく。
 
排気ガスが少し煙たい中に、静けさがじわっとやって来るのよね。​
| 2007-06-18 21:34 | 読書系セレクション |
 
 
手紙　東野圭吾
 
 
随分と話題になった小説らしいですね。映画にもなって人気爆発で、東野ファンも急上昇のようです。
 
同じように人気沸騰の重松清とはペンのタッチがまったく違います。表現や文章作法に気を配っているのはどちらの作家も同じでしょうが、東野さんの作品には気障さとか洒落っ気というのはあまり無いように思えて、淡々と無駄なく綴っているような気がする。
作品も、相当に思案して構成を考え、バランス感覚に非常に気を配った、読んでいてわかりやすく、戸惑いも起らない。優良な作品だと思うのですが…
そういう意味では、ちょっと読み味が足りなかったかもしれない。
​
お話の内容は読者を惹きつける物語なんですが、映画になってしまってから(見てませんけど)読んだこともあってか、先入観も働くのでしょうが、小説を読み ながらその醍醐味に浸ることもなく、感動して必ず泣きますというウワサもさることながら、この上ない泣き虫の私がほとんど泣かずに読み終わってしまった。
きっと映画だったら号泣だっただろうと想像すると、小説家というよりも劇作家、映画作家で将来は大成されるのかもしれないなあ、などと頭の片隅で考えつづけながら読み終わってしまった。
直木賞作家で1回前に読んだのが高村薫で、文章というもののインパクトが対照的なだけに、東野さんのサラサラ感の小説は少し物足りないかな。​
| 2007-06-16 09:38 | 読書系セレクション |
 
 
青春の門　五木寛之著
 
 
◆青春の門　五木寛之著
 
40代50代のおじさんおばさんで、読書が好きなら、まず読んでいるかも。​
五木寛之の自伝的な小説ですね。
今の五木さんはすっかり仏教の人になっていますが、このころは​
「青春とはこうだ!、ボーっとしてたらアカン!」​
と刺激するような、熱い小説家でした。​
| 2007-04-01 14:30 | 読書系セレクション |
 
 
照柿　高村薫
 
 
刑事事件や殺人が起こるが、決してサスペンスや推理モノではないし、高村薫がそんなジャンルの人ではないと友人が教えてくれた。だが、何故に第1冊目に着 手できなかったか。この人が女流作家でありながら、性別を感じさせないほど--男性だと思わせてしまうほど--の作風だから読み切る自信がなかったのかも しれない。
 
解説は「罪と罰」と書くが「赤と黒」や「レ・ミゼラブル」でもよい。そんな作品が持つ浮き足立たない筆致がファンを惹きつけるのだろう。お笑い芸人 が観客をダシにしたネタをやったり自分自身が笑いながら演じるのに似た小説が蔓延する昨今、このように朗読家の頬が締まるようなペンは小気味よい。
そういうわけで、話は全く進展しない物語でありながら、これでもかというほど作者のアクのきいた風景や心理の描写に引きずり込まれてゆく。
ブドウのような黒目がちな女性・・・のような記述があったところで私はこのオンナに惹かれてしまう。二人の男も泥臭い。埃臭い。そして場面のひとつひとつが、セピアのように暗い。熱い。うるさい。​
もう読むのをやめよう。別の作品を読んだあとに続きを読もうと、何度も途中で考えるのだが踏みとどまる。それには私なりの理由があった。
自分の人生、それなりに心当りのある葛藤がある。なかには、醜いことも汚いことも、歓びも悲しみも。​
小説というのはあくまでもフィクションであるが、その作家の意思が私の心の性感帯のようなところを--それはエロチックなものや性的なものでは決してなく、もっと神経に近いようなものですが-擽る。
それは、麻薬のようであり、かつて恋におぼれて身体中が融けてしまいそうになった瞬間のように、もうひとつの自分の世界に堕ちてゆける。
照柿を「罪と罰」と比喩する人にも、私のような誰にも話せない過去があるのかもしれない。​
| 2007-03-28 10:50 | 読書系セレクション |​

 
小説新子
 
 
時実新子という人は、もしかしたら私の人生を指一本で変えてしまったような・・・・なんて言ってしまいたくなるような人です。
 
◆　小説新子。　朝日新聞社
アサヒグラフ、週刊朝日に川柳新子座というのを長年連載しておられ、この作品評がこの世で一番の痛快さだったので、私はこの人に惚れてゆくのです。
なぜ惚れるのだろうか。​
何処に魅力があるのだろうか。
それは、この小説新子を読んだときに自分で解決できました。​
新子さんの川柳は、この世の中でもっとも爽快な17音。
川柳というものへの概念が根底から変わってしまった。​
しかも、こういう感性で生きていきたい。
激しい、行きかた。​
| 2007-03-06 21:42 | 読書系セレクション |
 
 
青春を山に賭けて　植村 直己
 
 
読書部コミュ(GREE)で紹介したので、こちらに貼ります。
---
 
植村直己を知ってますかね、今の若者たち。
1970年代から80年代、世界を冒険する男たちはそれほどたくさん居たわけではありませんでした。
山岳冒険家の使う道具も、現代のように科学技術を駆使して開発されたものではなかった。今では想像できないほど、重く、大きく、不細工だった。​
(世界のエネルギーだって現在の半分程度しか消費していなかったんだよ。)
五大陸の最高峰をあっという間に制覇し、北極圏を犬ぞりで走破してしまう。まさに本物の冒険家だった。
この本は、そのウエムラの若いころに山に賭けた情熱を綴っている。
若い時代に読めば、必ず山が好きになってしまう・・・というような魔法のような本だった。今の若者はどんな気持ちで読むか私は知らないが、ニセモノの情熱をドラマティックに仕立てたりしているのに騙されないようになるためにも、ホンモノに触れておくといいです。 ​
| 2007-02-12 23:38 | 読書系セレクション |
 
 
石田三成―「知の参謀」の実像　小和田 哲男
 
 
明智光秀のほかに小和田先生は、石田三成も書いてます。
 
■　小和田哲男著;石田三成―「知の参謀」の実像　PHP研究所
関が原で徳川家康と戦ったという歴史的事実があたえる印象が大きすぎるのです。
しかし、ぜひとも、徳川側の視点で石田を見たお話や記事ではなく、石田三成自身をじっくりと見てやってください。
彼は日本を十分に新しい時代へと変化させるだけの政治力と知才を持ち合わせた人でした。
いつの世でもそうですが、勝者側から(徳川の側から)歴史が残りますので、石田の魅力に触れないまま終わってしまう方も多いと思います。​
歴史に、もしも・・・はないのですが、もしも石田に、、と思うとその後の愚かな足跡が変わるのだから、ちょっとしたロマンも感じます。(まあ、夢ですけどね。)
ぜひ、歴史に隠れてしまった有能な政治家の本当の姿に触れてみてください。彼の無念を噛み締めながら、関が原を訪れたくなりますから。​
| 2007-01-28 11:15 | 読書系セレクション |
 
 
明智光秀―つくられた「謀反人」　　小和田 哲男
 
 
コミュから横流し。
 
きょうは、ちょっと異色に…。新書です。
■　小和田哲男著　明智光秀―つくられた「謀反人」　PHP新書
本能寺の変の首謀者。織田信長の暗殺者として知られている光秀ですが、私たちは彼のことを随分と悪者扱いしてきたように思います。
知らないことがたくさんあるにもかかわらず、そんなに彼を悪者にして、織田信長を美しく思っていいのか。
実は明智光秀という人は、非常に知にも技にも優れた優秀な政治家としての素質を持ち合わせていて、今で言うなら期待の新人になるべき人だったのかもしれない。
彼のファンになれるほど、感動の一冊。​
| 2007-01-28 11:00 | 読書系セレクション |
 
 
藤沢周平　一茶
 
 
芭蕉、蕪村、一茶。
 
名前だけなら私でも知っているのですけど、なかなかその人柄には触れられません。
芭蕉や蕪村については割りと数多くのかたがたが書いてられるので知ってる面もありますが、一茶を私は知りませんでした。
優しい人。そんなイメージだけしかなかった。
人間・一茶を書いています。​
泥臭いところや意地っ張りなところ。​
そして欲望に満ちていること。
事実に加えて、幼少時代は少し周平さんの味付けもあるようですが、なかなか読み応えのある素晴らしい作品です。
​
俳句。いいですねぇ。​
| 2007-01-20 09:30 | 読書系セレクション |
 
 
井上靖著　風林火山
 
 
だいたい、大河ドラマに取り上げられてしまうと、ちょこっと寂しいような気がするのは私だけですかね。
 
去年の「功名が辻」も例外ではなく、大学時代に進級試験が迫っておいそれと読書などしている暇のない時に、読書願望が沸沸とこみ上げ教科書を脇に置いて読書をしたというのが司馬遼太郎だった。
勇気を頂けて、あれはあれでよかった。十分に試験からも逃避できたし。(結果は聞いてはならない)
​
そういうわけで、この「風林火山」も大河ドラマの原作となってしまった。最後の部分は川中島の霧が晴れてくるところだったと記憶しますが、30年ほど前に読んだので記憶は当てにならない。
井上靖といえば、「あすなろ物語」「しろばんば」「夏草冬濤」「北の海」など自伝的作品が数多く、どれも文学として秀作ですね。
時代物として、「敦煌」が有名で、私はこの作品が最も好きです。
風林火山も時代物で、彼の書く歴史小説は、飾り気のない不器用なペンが味を出している、、、、と思いながら次へ次へと急いだものです。
※　学生さんにもオススメですね。特に「敦煌」を。​
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【GREE】​
| 2007-01-13 09:10 | 読書系セレクション |
 
 
重松 清　ナイフ　新潮社
 
 
短編モノには、短編モノの面白さがある。面白さというよりも、ある種の文学性を持ち合わせていると思う。
 
面白くなくてもそれで十分なのだが、それが結構なほどに私を引きずりこんで、喜怒哀楽を主人公と一緒になって感じてしまう。(そういう自分が少しアブナイくあり、可哀想でもあり、恥ずかしいのだが)
単にイジメの話ではないのかもしれない、と思いませんか。
実際にこのような日常があるのかどうかは私の世代からはわからない。しかし、大人は、いや、親はそういうような心配事を抱きかかえながら、子育てに翻弄している。
重松が見ている(訴えている)社会は、子どもの姿を通しているものの、そこには大人の私たちが決して無視できないような、ささやかでありまた些細な出来事が上手に物語になっている。
そこには大人が日常でさまざまに悩んでいることのデフォルメのようなものであったりするから、ドキッとさせられる。
つまり、大人のための小説でもあるのではないかと思うのです。
子どもたち(たとえば結婚をしていないような若者たち)のための、物語ではない。
だから、というわけでもないが…私は、難しい年頃の子どもを持った世代の母にも、ぜひとも薦めたい。
短編作品集は、詩篇のようなせつない物語が多いですね。​
重松の本質を知りたいなら短編。実力を読みたいなら、長編ではないのかなと、ふと思った。​
| 2006-10-01 14:15 | 読書系セレクション |
 
 
質問力　　齋藤孝 筑摩書房
 
 
やはり、こういうことは理屈で書くと面白くない。
 
長い時間をかけて書物と接して、あるいは人と接して身に付けてくることで、人それぞれが熟成させながら体得するものであると考える。
促成栽培的にものの考え方を教えることも大切だろうが、そんなことをしたために大学の講座の質が低下し、職人学校化され、研究センスを失ってきたのだと思うと、やはり、この書物は、いい本ではあるのだが、あらすじ本の一種なのかもしれない。
齋藤先生ファンは、先生のほかの良い書物を読んで、この書物のスピリッツを感じ取ればいいのかもしれない。
急ぐ人は、ノートと鉛筆を持って前半を読むべし。 
\504​
| 2006-09-23 12:00 | 読書系セレクション |
 
 
薬指の標本　小川洋子　新潮社　\380
 
 
私たちの日常には、おやっと思うような些細な夢のような出来事があって、そのことは無意識のうちに消えていってしまうのですけれど、小川さんはそれを上手に纏めてしまっておいて、自分の心の喜怒哀楽にのせて物語にしてしまう。
 
だから、読んでいると自分の体験したようなコトが出てきたり、よく似たことがストーリーであったりする。
言葉も巧みで、甘く、ときには気取って綺麗であったりする。
やや、曖昧なところもあって、強い熱情とか激怒とかは出て来ない。そこが気に入っているのだが、凸凹感が少ないので、それは小川さんの性格なんだろうかなと思って許してしまう。
激しく怒ったり泣いたりするような作品を立て続けに読んだ後には、麻薬のように思うんだよね。​
| 2006-08-31 12:00 | 読書系セレクション |
 
 
再読するたびに、自分の成長を確認できる小説
 
 
錦しゅう。
 
再読するたびに、自分の成長を確認できる小説かもしれない。
主人公の男性のように、私も似たようなことで(身体には傷は残らなかったが)心に傷を持ち、妻も命を取り留めたりしたコトがあって、ある意味で連想的に心当たりのようなものがある。
いや、そういうことって、似たようなことを思い浮かべさせるというならば、誰にだってあるんじゃないか。。。
人間は自分には嘘をつけないのだから、時間が過ぎると再読したくなり、再読して傷を見つめるというセンチなことを繰り返しているんです。
うまく書けないけど、考えてても纏まらないから、変なコメントでゴメンナサイ。​
----　----​
chica さんのBLOGを読んで。
| 2006-08-17 08:56 | 読書系セレクション |
 
 
東電OL殺人事件　佐野眞一
 
 
佐野さんはいつからこんな小説のようなモノを書くようになったのだろうか。 
元々はルポライターだったのでしょうけれど。 
宮本常一を書いてたころまでですか。。。
 
この作品も(小説とは呼べない、ましてルポとは書きたくない)随分と娯楽要素と興味本位を取り入れたモノになっています。 
読み物としては、最後まで読ませてくれますし、「事実」に基づいて書かれているとは思いますが、作り話風味の(ときには詩情もまじえた)テレビの二 流推理モノの原作のような感じ。映像文化が大手を振って歩き、エロをブレンドすれば売れるだろう(発行部数や視聴率)という気持ちも分からないではない が、ルポと呼ぶには少し…ルポを書く人に失礼です。​
| 2006-07-31 15:55 | 読書系セレクション |​

 
 
夏休み…近し、か
 
 
■　明治時代の文学を読んでレポートを書く
いやあ、先日、娘の下宿に遊びに行ったら、明治文学史という本があって、これがオモシロイ。文学史というのは結構ためにもなります。
 
それで、何故、そんな本が部屋にあるのかを問うたら、夏の課題が明治文学を読んでレポートを書くことだそうです。粋な先生ですね。
明治、大正、昭和(戦前、戦中)の文学を読むことは、文学を使命としている人には欠かせないのでしょう、というより、読みたくならねば文学部の要件を欠く可能性もあるぞよ。
私は電気通信工学科(今は学科名が変わってしまったよ、悲しい)ですので、文学であれこれいえるモノではないのですが、私らが科学技術史概論学んだのと同じだろう、そう思っていますが。
と言うわけで​
◆　たけくらべ　にごりえ​
を買ってレポートを書いたらしい。
レポートといえば、近頃はPCで書きますが、私はあくまで「手書き」を要求します。鉛筆を舐めて書いてこそ価値がある。(思考する脳が働く)
実は、私は​
■泉鏡花　歌行燈・高野聖​
を薦めたのだが。。。
試験が28日の終わるそうですから、そしたら、江國香織と重松清(どちらも新潮文庫の100冊)に取り掛かるのだろう。それもいいですね。
----
こんなことをコミュに書いたその次の日あたり、試験の終了日を幾日も前にして「前期お疲れ様会」というのを友だち6人でやったそうです。
その娘、もうすぐmixiに来るそうです。
※娘の友だちの皆さん。足跡つけて???と思わせただろうな。気づいてない子も多かろうが。ゴメンナサイ。
| 2006-07-25 21:58 | 読書系セレクション |
 
 
放浪記　林芙美子
 
 
「コタツで読書」シリーズで書いたものです。 
2005年12月12日のメモから。
 
何冊目かわからんようになってきました。 ​
林芙美子著　放浪記　新潮文庫 
小説とはこういうのをいうのだと思いましたね。何しろ文体が素晴らしい。天性の美文なのかも。 ​
読みながら声に出して読みたくなるんだから。 
彼女はよく泣きます。読み手も一緒になって泣く。 
ぐいぐいぐいと引き込まれてゆきます。こんな文学が少ないね、近頃。 
(加筆します、2006.7.15) ​
2006年の新潮文庫100冊にも入っている。名作のジャンルらしい。このなかの本は全冊を学生時代に読んでおくことをオススメするのですが、さらにこの放浪記を最初に挙げます。 
時代背景を知り、彼女の心を想いながら、読む。 ​
強くて逞しく、また女らしく、ときには哀しい彼女の自伝です。​
| 2006-07-15 16:03 | 読書系セレクション |
 
 
黒い雨　井伏鱒二
 
 
島尾敏雄、椎名麟三、原民喜と読み進んでくると、戦争というものが少し分かったような気になってくる。
 
学生時代に読んでおくべき本、という話を子どもとしていたときに目にとまった。 
私は大学の1年の夏休みに読んだ記憶がある。 ​
暑い夏。 ​
どこの家にもクーラーがあった時代ではなかった。 ​
終戦からちょうど30年の夏だった。 
帰省した実家の畳に寝転がって、受験時代に抑制された読書というものを一気に爆発させようとした。その取っ掛かりに手にとった本だった。 
あれから、さらに30年。 
今年進学した学生さん(うちの娘も含む)。出会いは大事です。読み始める前に良書と出会って欲しいものです。ぜひ。​
| 2006-07-15 16:02 | 読書系セレクション |
 
 
「ウエンカムイの爪」(熊谷達也)
 
 
きのうは、「ウエンカムイの爪」(熊谷達也) を読み終えた。彼の作品は、長くて重かった「邂逅の森」のようなものも良いが、この程度のものも読みやすい。
むしろ、長い作品は、少し力が入りすぎている感があって、いわゆる男の料理を食べるような感触がある。
よく吟味して書かれているし、書くことが好きなんだなというのが伝わってくるいい作品だと思います。
 
─ ─ ─ ─​
メモから
邂逅のの森、相剋の森、と読んで、このウェンカムイの森ときた。
物語としては、逆に辿ったことになるが、それでも楽しく、面白く読めた。順にこだわらず読んで構わない。ひとつひとつがそれぞれ持ち味のある作品だ。
作風は、この三作にあたっては、揺らぐことなく、読み手を惹き付けるのも上手だし、流れのテンポも良い。
大事に読もうと思っていたのに、例の如く通勤の車の信号待ちを使って読むだけでも、すぐに読み切れてしまった。
動物の生態をよく調査しているし、それを読み手に分かりやすく提供しているところなどからも、自然に対して持つ作者の畏敬の気持ちなども伝わってくる。​
| 2006-05-13 08:28 | 読書系セレクション |
 
 
手毬　瀬戸内寂聴著
 
 
◆　手毬
◆　新潮社
◆　瀬戸内 寂聴
 
夫と死別したひとりの女、貞心尼が、良寛さまを師匠と仰ぎ、40歳も年齢が違うのですが、尽くす。その様子を瀬戸内さんは、いともさりげなく綴ってしまう。
山を越えて会いに行く女の心。人を好きになる女の心を寂聴さんならではの文章で、或いは彼女の人生がそうさせているのか、綴ってくれます。
晩年の良寛さまに寄り添う貞心の姿。それは小説のもつ奥深い味わいによって私の心を刺激しました。
魂が奮えます。心に沁み通る作品とはこういうのを言うのだと思います。
ちなみに、私はこの本を読んで、新潟の閻魔堂など、数々の足跡を旅しました。行きたくなる1冊です。​
| 2006-04-26 15:00 | 読書系セレクション |
 
 
スローライフ―緩急自在のすすめ　筑紫哲也著
 
 
◆　スローライフ―緩急自在のすすめ
◆　岩波書店
◆　筑紫 哲也
 
​
筑紫哲也さんがアメリカ合州国にいたころから、ファンです。あのころは、あなたも時流に乗って、社会を動かさんとばかりに、走り回っていました。
多くの人は、この時期(この年齢)を迎えると、スローに回帰するものなんだろうか。そう、思います。
新書乱立で、いささか、あらすじ本的な側面もなきにしもあらずなのですが、今、やはり筑紫さんに語って戴いて、多くの人にスローな生活を知っていただけるなら、それは良いこと。
私たちの環境を真剣に、、、いやそういう風に肩に力をいれずに、お気軽に知っていただくのに最高で、いいタイミングの書籍です。
当たり前を、筑紫さんに教えてもらってください>みなさま​
| 2006-04-26 14:59 | 読書系セレクション |
 
 
巨人軍論 ――組織とは、人間とは、伝統とは
 
 
◆　巨人軍論 ――組織とは、人間とは、伝統とは
◆　角川書店
◆　野村 克也
 
野村克也の現役を知る人も少なくなった。
そのほうが、こういう本を読むには良いのかもしれない。彼の実力を知っての上で、この分析を読むと、先入観が混じる恐れもある。
野村の視点は、話で聞いても、書物で読んでも、いつも冷静でフラットだと思う。​
彼の分析力や手法を、出し惜しみ無く披露している。
ホンモノを見て分別して選択する力を無くした社会において、それは野球に及ばず、政治、経済などにおいても、見習うべき視点がある。​
| 2006-04-26 14:57 | 読書系セレクション |
 
 
決断力　羽生善治
 
 
2005年11月5日のメモから。
 
こんどは角川oneテーマ21という新書でいってみよう。 ​
羽生さんは、他にもいろいろ出してますが、タイトルの件ではこの本が簡単に書かれていると思います。 ​
勝負士の頭の中ってのは「なるほどね、そうなのか」っていう話もあれば「なんだ普通じゃないですか」って話もある。 ​
本屋に行って時間を潰すときは、この本でも立ち読みしてみるといい。 ​
買うか、図書館で借りて済ますかでアナタの性格判断ができる…かも。​
| 2006-04-06 15:51 | 読書系セレクション |
 
 
関野 吉晴　グレートジャーニー―地球を這う (2)
 
 
筑摩書房　2005
関野 吉晴
 
出るっていいながら出なかったので、待ちました。 ​
----- ​
以前、関野吉晴著 「グレートジャーニー　─ 地球を這う」という本を紹介したことがあります。 
　約400～500万年前にアフリカのタンザニア・ラエトリに人類は誕生します。その人類が、百数十万年前にアフリカを飛び出し、ユーラシア大陸を横断しベーリング海峡を渡り極北の地を越え、北米を経て、ついには南米大陸最南端のパタゴニアへと到達する。 
　東アフリカから南米大陸に至る5万キロに及ぶ大遠征の壮大でロマンに満ちた道のりを、関野吉晴さんは逆ルートで辿ります。まさに、グレートジャーニーと呼ぶに相応しい感動的な旅です。 
​
　シベリアのコルフという町にやってきて、食料・雑貨店でインスタントラーメンやスナックを買って宿で食べたとき、 ​
「みるみるうちにごみが出てくるので驚く。日本では当たり前のことなのだが、トナカイ遊牧民のキャンプから帰った直後だったために、強い印象を受けたのだ。」 ​
　「遊牧民のキャンプではほとんどごみが出ない。トナカイは余すところなく食べる。野菜などの生ごみはトナカイや犬が食べてしまう。基本的に一番無駄な『包装する』ということがない。缶詰はほとんど食べない。」・・・と書いています 
また、魚やカニなどは各家庭や親戚で分配するが、大きな鯨が獲れたときに、 ​
「分配という行動は、高等なサルのあいだでも見られない人間特有のものだ。」「ここシベリアでも、狩猟民の間では分配がごく普通に行われていた。」「この 人間を人間たらしめている行動様式は、われわれの社会ではいつの間にか影を潜めた。いい車を持っている。立派な家に住んでいる。モノを独り占めする者が、 社会的な地位を獲得するようになっているように思う」…とも書いています。 
素朴でありながら、冷静な分析ですね。いかがでしょうか。 ​
---- ​
職場で発行しているメルマガの後記で紹介したので、転載。​
| 2006-03-20 21:41 | 読書系セレクション |
 
 
関野 吉晴　グレートジャーニー―地球を這う〈1〉南米～アラスカ篇
 
 
関野 吉晴
筑摩書房　2003
 
(環境を)考えさせられる1冊でした。(プライベートで公表済) ​
------------------------- ​
▼約400～500万年前にアフリカのタンザニア・ラエトリに人類が誕生した。そして、百数十万年前にアフリカを飛び出し、私たちの祖先は、ユーラシア大 陸を横断しベーリング海峡を渡り極北の地を越え、北米を経て、ついには南米大陸最南端のパタゴニアへと到達した。東アフリカから南米大陸に至る5万キロに 及ぶ大遠征の、壮大でロマンに満ちた道のりを、一人の探検家が逆ルートで辿った。この旅をグレートジャーニーと呼び〔名付けの親はブライアン・M・フェイ ガン/英国の考古学者〕、マスコミやTVメディアが取材した。関野吉晴さんは、1993年に、南米ナバリーノ島を発ち2002年にアフリカのラエトリに到 達し冒険を終えた。関野吉晴著:ちくま新書 「グレートジャーニー -地球を這う (1)南米～アラスカ篇」 を読む。 ​
▼旅は過酷であった。にもかかわらず、最後までやり遂げられたのは、彼が旅の途上で様々な人々と出会い、その人々の生活文化を理解し打ち解けあい、また自然というもの、人間というものを素直に見つめていたからだろう。 ​
地球上には文化的な大きな段差のようなものがあるが、通じない言葉、異なる文化の壁を越えて飛び込んでゆき、彼は考え続けた。人類の心の奥深くにある神への心を見つめ、自然への畏敬を持ち続ける。 ​
「私たちの祖先はどんな世界を見てきたのだろうか? 現代人には感じることのできない形で自然と触れあっていたのではないか? 火、水、時間、森、言葉、食、数、音楽、踊り・・・」 関野さんはさまざまな「自然」とのつながりに想いを馳せる。 ​
▼日本を始め先進国に輸出されるために丸ごと伐採されてしまう森に直面する。それは、遥か昔から先祖が恩恵を受けてきた森で、この森とともに暮らしている 人々がいた。あるときは道路も通じていない村々を訪ねたことがある。決して物資が豊富でもないし便利でもない。しかし、そこには経済的にも文化的にも自立 した素晴らしい人々の姿があった。「世界の中心は大都会にあって、そこから距離的に離れるほど文化果つるところ」という意識が大きな誤りであることに気づ いたと関野さんは書いている。 ​
▼今、地球環境とか私たちの社会というものを、何もかしこまって「考える」必要などない。 ​
地球上にいるほんの一握りの人間が、膨大な軍事力や神懸り的な覇権意識を持ち、最先端の科学技術文明を良きものと信じ、豊かな経済社会の実現をして、地球 を統治している。そして、我々はこの上ない幸せな暮らしをしていると思っている。確かにその通りである。しかし・・・である。有事法案が成立した夜、再び この「グレートジャーニー」を読み返して、(極力短い言葉で表現すると)「人間は愚かだな」と思った。なぜ愚かなのか。それは、愚かなことに気づかないか らである。「考える」必要などない。気づくことから始めればよい。 ​
---- ​
職場のHPに設置している掲示板への投稿をそのまま転載します。 ​
2003/06/25 07:33​
| 2006-03-20 20:40 | 読書系セレクション |
 
 
恩田陸　　ドミノ
 
 
始まりでは、何だコリャ、と思い
もう読むのをやめたいな、面白くないし
こんなタッチは嫌いだし
騒々しいし、
 
とか、いい訳を並べてましたが​
面白く読み終わりました。
ただ、テレビのドラマコメディみたいで、、、​
(って私はテレビをほとんど見ないのでいえたモノでもないのですが)​
こういうのが好きな人は病みつきなんだろうな。
ってことで、買ってきてくれた娘にはオススメしています。​
(父が先に読んでゴメンよ)
それより、恩田陸さんは、こんな作品が多いの?​
もう一個くらい代表作を読んでみてもいいな。
ああ、宮本輝が恋しい。​
| 2006-03-20 09:37 | 読書系セレクション |
 
 
レビューの解説篇:冷静と情熱のあいだ―Blu
 
 
コメントも戴きましたし、5分か10分ですらすらと感想を書いてしまったレビューだったので、ちょっと不出来となっていそうです。いいんだ。国語は大の苦手科目だったんだから。
 
で、解説篇。
作品としては面白かったけど、引き潮が海に飲まれてゆくように、感動が静まってくるのです。それはある意味で現実めいた作品だったからかもしれな い。もっとドラマティックなものだったら、ありえない夢のような舞台に自分を置いて、いつまでもいつまでも余韻に浸っているのだろうと思うのです。例えば 宮本輝作品の読後のように…ね。
​
> 「5年先の今夜、どこかの街であなたとこうして夜空を見上げていたいわ」​
> と言って、約束を交わそうとした女がいた。​
> その期限が過ぎてしまったあとで、私はこの小説を読むことになる。
と書きましたが、これはのちほど、たぶん「鳥のひろちゃん」シリーズで書くことになるのだろうと思います。
あまりにも私の心に深い傷を残している事件なだけに、私には他人事とは思えないのだ。悲しい話なんです。​
だって小説は巡り逢えて、私は会えないのだから。。。
​
> 何度も間違えたけど、読み終えたときには「情熱と…」としっかりと​
> 間違わずにいえるようになっている。​
> その意味が爽やかだったからだろうな。
「爽やか」という表現が適切かどうかわからない。でもね、二人がどうなろうと構わないと思いながら、きっと心は満たされるのだろうと、決め付けてしまっていました。
作者にとって、何でもかんでも「愛」がなければいけないなんていう月並みな表現を避けて、それでいて彼なりに気障じゃなくてはならなかったのかも…。だから、作者のことを、斜めに構えたような気障な野郎だな、と私に思わせておきたかったのか。
それでいて実は大して気障でもなかったし、文章もとろけるように私をめろめろにさせてくれるものでもなかったから、「冷静と…」というようところでテンションが当たってくれるのかもしれない。
仁成。いつか、読もう。そう思っています。今度は一番の自信作を読ませてくださいね。>辻さん
さて、​
江國さんの小説は、まだ1冊も読んだことが無い。どんな理由をつけて中座しようか…と微かに思ったりしてる。理由はあるんだ。 ​
| 2006-02-16 19:00 | 読書系セレクション |
 
 
冷静と情熱のあいだ―Blu　　辻仁成
 
 
私には
「5年先の今夜、どこかの街であなたとこうして夜空を見上げていたいわ」
と言って、約束を交わそうとした女がいた。
その期限が過ぎてしまったあとで、私はこの小説を読むことになる。
 
読み始めたそのことを、友だちに伝えようとするたびに、何度もタイトルを間違えた。「愛と情熱のあいだ」と言ってしまうのだ。
辻仁成という人に先入観は持っていなかった。しかし、女性がちやほやするのを耳にするたびに、その作品はおそらく甘ったるく、翻訳文のような独り善がりのモノではないかと想像した。だが、私は、これを先入観と言わないから意地っ張りか。
読み始めると、中断してしまうキッカケを探した。面白く無かったよ、といえるだけの理由を探しながら、、、となった。
「約束は未来だわ。思い出は過去。思い出と約束では随分と意味が違ってくるわね」というセリフを盛り込み、自分に何かを言い聞かせているのか。
彼自身がどんな人なのかを知りたいと思わないものの、この言葉の源流はどんな感性から生まれてきたのだろうか。
幾分気取って、詩的にも見える文章の流れに、私の感性を重ね合わせ、作者の普通の顔を想像しながら、変わりゆく小説のなかのシーンに自分をさらけ出すことのできる作品だった。
泣き虫の私が一滴の涙も流さないで読み終えたんだ。中断しなかったんだ。
何度も間違えたけど、読み終えたときには「情熱と…」としっかりと間違わずにいえるようになっている。その意味が爽やかだったからだろうな。​
| 2006-02-15 23:48 | 読書系セレクション |
 
 
天使の卵　村山由佳
 
 
大いなる泣き虫の私が、不思議にも泣きませんでしたね。
悲しくなかった、というか宮本輝や重松清の持つようなドラマチックな面を持っていないのかもしれません。
 
けっこう、自分の学生時代の暮らしそのものと、さらに、その学生時代に大学ノートの隅っこへ、講義の合間を見ながら散文ストーリーを書き連ねていたあのころの自分を呼び起こしてくれて。
村山由佳さんは、私より7歳ほど若いのですが、何となく似たような時代感覚を出していて、生活文化が幾つかのシーンに嗅ぎ取れます。恋愛感覚というか、あの時代の若者感覚のようなものかな。
現代の大学生たちがどんな友達感覚や恋愛作法を持っているのか、それはぜひ若者が読んでいたら聞かせていただきたいものですが、私はこの小説の中の 二人が (或いは三人が)、少し背伸びをしながらお互いを優しく包みあおうとしたり反発したりする様子やそのときの心が、村山さんの目で上手に物語にして書き綴ら れていると思います。
物語としては何処にでもあるような設定ですけど、恋愛小説とはこういうのをいうのか、と、ふと考えさせられるような短編でした。もっと短くコンパクトでも良かったかもしれないですね。
今までに「恋愛小説」ってのを、たぶん無意識に読んでいると思います。​
みんなが言っているのはこのような作品を指していたのか…としみじみ思います。
恋人が欲しい。優しくキスをしてくれるような人…。そんな人がそばに居て欲しい。 そういう感情が沸々と心に満ちてくる。​
知人にメールを書きました。​
---​
えっ?​
今の僕ですか?​
恋をしてます​
何もいわないで​
優しくキスをして…​
ああ​
眠れないなあ​
---​
でも、ほんとうはスッキリと眠れました。​
泣かずに本を閉じましたから。​
| 2006-01-28 10:13 | 読書系セレクション |
 
 
博士の愛した数式(小川洋子)　読了!
 
 
この本を日記に書いている人を探して少し足跡をつけて歩きました。
 
■　博士の愛した数式　小川洋子
いいモノだけを少しずつってことで、やっと読み終わりました。​
まだの人、どうぞ。
苦労して書いているのか、スラスラ出てくるのかわかりませんが、書き手の筆の動きが伝わってくるような、味わい深い文章ですね。​
至るところでひとこと感想を書くんですが、「彼女の作品は文学なんです」と思いました。
ストーリーが荒削りで躍動感のあるモノや、感動の押し付けのような作品が巷には多いこのごろ、素直に小さな物語を、しかも、文学的に彼女は綴っている。​
こんな作品は次々と生み出せるようなものではなく、作者の宝物のような感性を繊細にかつ満遍なく出すのですから、きっと彼女の中でも数少ない名作になることでしょう。
今年最後に出会った「お気に入り」の作家です。​
| 2005-12-28 23:15 | 読書系セレクション |
 
 
博士の愛した数式
 
 
■　博士の愛した数式　小川洋子
 
先日から少しずつ読んでます。​
久々にまともな作品に巡り合えましたので報告します。
mixiで日記とか検索しても、コメントを書いている人が多くてまたまた驚く。​
それでたくさん足跡つけました。
文学ですよ、彼女は。
※↑コミュ投稿と同じ文章です。ごめん。
コミュで教えてもらって思い切って買いました。​
コミュのおかげですね。​
| 2005-12-22 21:51 | 読書系セレクション |
 
 
疾走　重松清著
 
 
コメント先:- Walk Don't Run -
 
【便箋1から】
都内のホテルで静かに読み終わった。それは、シュウジの終わりと同じように、(いつものうように涙をぬぐいながらではなく)、「静かに」というのがふさわしかった。
「やっとひとりになれたんだね」、というような、ねぎらってやる気持ちになっていたらもっと号泣していたかもしれない。予想をしていたのだけれども、些かのやり場のなさも感じたりもしていた。でも、すぐには泣かなかった。
女が魅力的だ。​
アカネはヤクザですれっからしで、顔も可愛くないとされながらも惹かれる優しさを持つ。​
みゆき。この子だって子どものクセに、抱きしめて連れ去って、大事にしておきたくさせるような、細々しい弱さがある。​
エリは…。私はこの子に惚れましたと正直に書きます。​
カワイクナイ。冷たい。ひとりで、孤高で、でも、スマートで、キレのある腺で姿も性格も書いてある、魅力的な子でした。一体何を考え、何を言いたいのか、明確にしない素振りばかりで、強さを失わずに、ひとりを貫く。でも、弱いんだ、ほんとうは。
ひとりで生きているのだろうか。​
二人で一緒に銃弾を浴びたらもっと幸せになれたのに…と何度も思った。話をそこでストンと終わらせても良かったにと。でも、それは、私がエリを好きだからだったのだろう。
物語はスローテンポで始まり、前半から終盤へと、起承転結を明確にした形で進む。後半の急展開も慌てていない。
そういう流れの中で、一人の人間の心の奥を、きわめて詩的に綴っている。でも、ブンガクっぽくはない。いや、ブンガクじゃないのかもしれない。風景が見えてしまいすぎるのです。
誰の人生にもある「裏のドラマ」。​
心の中にあって、上手に書けずにモヤモヤしている小さな出来事や喜怒哀楽を、わたしたちがすっかり忘れてしまっている視点から甦らせてくれた。そう思う。
​
----
【便箋2から】
何故、人は走るのだろうか。
それは自分との「闘い」ではない。人が無心になって求めるモノ、それを探し続ける人にとって、ひとりで走り続けることを「闘い」とは呼びたくないだろう。​
自分との出会い、ひとりの自分と出会えるところ。それは、果たして走っているときだけなのだろうか。
苦しいけど、苦しくない。全速力で走りきったところに何があるのか。走った人にしかわからない。
--- ねえ、エリは聖女だったんですね、遠藤さん、周作さんはどう思いますか?​
--- ねえ、エリはシュウジが好きだったんですかねえ。そんな気持ちを越えたもっと高貴な所を走っていたのでしょうかね。追いつけなかったのですか。何処に幸せがあるのですか?​
--- きっと、エリは抱かれたかったんでしょうね。でも大切なモノをなくしてしまったし、表現の方法を失ってしまったのでしょうか。
----
ちょうど今、私は都心へ仕事で来ています。すごく大勢の人がいます。​
みんながシュウジで、みんながエリなんだろうか。
読み終わってから、じわじわっと、来ました。​
都会の夜に、ひとりでホテルで泣きました。​
| 2005-11-19 00:06 | 読書系セレクション |
 
 
漂泊の牙　熊谷達也
 
 
女性がいい。 
美人で知的で行動的だ。
 
男がいい。 ​
ぶっきらぼうで、野性的で、優しさを隠し持っている。 
作品は面白い。 ​
邂逅の森、相剋の森と較べて、また、一味違う。 
詳しく丹念に調べて、じっくり考えて書いている。 
そういうところが伝わってくる作品ですね。 ​
文脈の流れが素晴らしいわけではないけど、つまり私の好みとはちょっと違うのだけれど、ぐいぐいと惹かれて一気に読んでしまいました。 
栗駒山系は色々と思い出深いし、じっくりと山の様子なども思い浮かべながら読めました。 
しばらく余韻に浸ろう。​
| 2005-10-26 15:44 | 読書系セレクション |
 
 
読書系、その3
 
 
「横切る」ってのは不思議なことですね。
 
・雨宿りをしてた人に傘を差し掛けること。​
・交通事故で、車とバイクがぶつかって、お知り合いになっちゃう。​
・間違い電話をかけてきたのが、何度も何度もかけてきて友達になって代々木公園でデートをしてしまう・・・ってこともあったぞ。​
・京都の街の疎水の縁の、柳の蔭にいるキミと視線があってしまったのも出会いだった​
・転校生。どんな子だろうって覗きに行って友だちになってしまって。。。​
・初めて訪ねた下宿屋の、ご主人が留守で、代わりに出てきた娘さん。
まあ、最後の娘さんはうちのんですが。
そういうさり気ないことの中にある物語のネタを、遠藤周作という人は、面白おかしく、ときにはもっともらしくマジメに脚色したんですね。
照れ屋でね。ウンコの話が好きだった。決まって照れているときですね。裏にはマジメなテーマが隠れている。
わたしが・棄てた・女。​
何処の一行を取っても無駄がない。​
| 2005-10-01 22:07 | 読書系セレクション |
 
 
読書系、その2
 
 
二冊の文庫が即座に出てきました。
昭和51年9月6日第15刷　280円
昭和57年4月28日第30刷　360円
(第1刷は、昭和47年12月15日で、現在は何刷版かは不明ですが、520円です)
----
さて、その第15刷の88ページから89ページに、えぽさんの仰るシーンと言葉があります。
 
(でも。)とミツは一生懸命、その声に抗う。(でも、あたしは毎晩、働いたんだもん。一生懸命、働いたんだもん)​
(わかっているよ。)と悲しそうに言う。(わかっている。わたしはお前がどんなにカーディガンをほしいか、どんなに働いたのかもみんな知っているよ。だか らお前にたのむのだ。カーディガンのかわりに、あの子と母親とにお前がその千円を使ってくれるようにたのむのだよ。)(イヤだなア。だってこれは田口さん の責任でしょ。)(責任なんかより、もっと大切なことがあるよ。この人生で必要なのはお前の悲しみを他人の悲しみに結びあわすことなのだ。そして私の十字 架はそのためにある。)
最初に買った「わたしが・棄てた・女」には赤鉛筆で何箇所も線を引きながら読んでいます。記憶では環七を渡る横断歩道を歩きながらも読み続けていた自分の姿を記憶しています。
遠藤周作は、この時点(昭和38年連載)に既にこのように書いているのですね。様々な小説でよく似たフレーズを書き、それが次第に別の表現になってゆくのですが、一貫して彼の小説は、この悲しみを共有するということを語り続けてゆきます。
武田友寿さんの解説がすばらしいです。​
もしも読む本が無くて街角で困ってしまったらこの本を買う。だから何冊もこの本が本棚に溜まるのですが、何刷あっても惜しくない本です。​
| 2005-10-01 10:17 | 読書系セレクション |
 
 
読書系…のこと
 
 
コミュの話。
 
【俳句部】という名前にしたし、「読書部」という名前が良いのかなとも悩んでみたが、やはり「読書系」でゆこうと思う。
いつもそばに本が・・・読書系
この名前の放つ柔らかそうな雰囲気を大事にし、これから読書を始める人たちとも、よもやまは話をしたい。そう思っています。
幽霊会員募集中(笑)
ちょっと驚く話があった。その読書系のフリートークのところにも書いたのだが…​
GREEに「文庫本が好きです」というコミュを作りましたら、すごい勢いの参加者増加となって、いつの間にかコチラの本家本元を追い越してしまいました。​
…という次第です。​
ミクシーよりもひっそりしてて、淀んでいそうな雰囲気のGREEの方が、このコミュでは活発だったという驚き。​
わからないものですねぇ。
さて、皆様、何か読んでます。私は今「星宿海への道」(宮本輝)を半分ほど来ましたよ。
読書の秋なんて誰が最初に言い出したんでしょうね。あまりにも暇だから仕方なく読み始めた1冊の本が人生を大きく変えてしまうこともあるんだからね。
私の人生を変えた人。誰だろうね。遠藤周作かな。
ミクシー日記から​
| 2005-09-29 18:35 | 読書系セレクション |
 
 
きよしこ　重松清
 
 
やっとのことで「きよしこ」(重松清)を読み終えました。すごく時間がかかったなー。
 
やっぱし、ラストは良かったね。
重松清という人は、どうしてこういうさりげない題材を輝くようなストーリーにしてしまえるのでしょうかね。 ​
| 2005-09-23 22:08 | 読書系セレクション |
 
 
相剋の森　熊谷達也
 
 
熊谷達也著「邂逅の森」と「相剋の森」を読みました。セットで読むのがいいですね。
 
　前者は、東北地方でマタギとして生きた青年の人生を描きます。自然と共に、熊と共に生きてゆくひとりの青年の物語です。直木賞。 
　後者は、ツキノワグマの棲む森の自然と共に生きている人間たち、そして主人公の女性ライターが、自然とはいったい何なのか、保護をするとは、共生とは何かを考え続けます。ちょっとイデオロギーな話あり、ドラマありといった素晴らしい作品です。 
　「邂逅の森」は大正時代、「相剋の森」は現代を舞台に、環境問題や自然保護、狩猟という文化と対峙する様々な人々の視点を踏まえ、私たちが直面す る環境保護という素材を取り上げた凄みのある小説です。どちらも小説ですが、自然と調和して生きるには大いなる畏敬がそこにあることを暗示している秀作で す。​
| 2005-07-24 15:41 | 読書系セレクション |
​
 ​

 
【原民喜】の遺書から
 
 
(eデモへの投稿で)
 
「戦場の村」を書いて最後にしようと思っていましたが、尻切れトンボなので「原民喜」さんに代筆をお願いしました。
---
遺書
ながい間、いろいろ親切にして頂いたことを嬉しく思います。僕はいま誰とも、さりげなく別れてゆきたいのです。妻と死に別れてから後の僕の作品は、その殆どすべてが、それぞれ遺書だったような気がします。
<原民喜>​
| 2005-06-23 11:26 | 読書系セレクション |
 
 
天の夜曲　宮本 輝
 
 
さて、先日読み終わった「天の夜曲」。ハラハラドキドキの連続ですが、大きな波がまだまだ続きますね。ドラマやなー。史実なんだろうか・・・・
 
宮本文学らしく、大きな波の中に乗せられて、ドラマが展開してゆく。 ​
数々の場面が適確に読み手に伝わって、気持ちを揺さぶってくれます。 
読後は、いつものように、心に勇気が湧いてくる。 
​
裏表紙のページメモを参考に、一部を書き出してみました。 ​
---- ​
自分はこうしたいと思うても、そうはことが運ばんことがある。ジグザグの道をぎょうさん歩いた人間のほうが、そうでない人間よりも、いざというとき強うなれる。(p20) 
自分の人生にに、目指すべき大きな目的を持っていない人間の自尊心を傷つけてはならないのだ。釈迦が、堤婆達多を人前で恥をかかせ、とりわけ強固な自尊心をあえて傷つけたのは、大目的に向かうために、堤婆達多という人間を鍛えなければならなかったからだ。(p60) 
いま俺は、自分の生命力が衰えていると感じる。気力でもない、体力でもない。生命力なのだ。(p556) 
土佐堀川で、燃える近江丸の炎が照らしだした伸仁をみつけたときの、全身が震えて粟立ったあとに襲ってきた、あの思いのなかに自分は戻らなければならぬ。 ​
「自分の自尊心よりも大切なものを持って生きにゃあいけん」とは、この俺に向かって言う言葉なのだ・・・・・。(p565)​
| 2005-06-16 15:37 | 読書系セレクション |
 
 
あかね空　山本一力
 
 
本日の午後に、誰も傍にいないところで、ひっそりと読み終えました。 
静かに読み終わるのがふさわしい作品ですね。 
ナルホド、みんなが薦めるだけある。
 
人物像もしっかりしているし、情景もきちんと描かれています。 ​
人の気持ちも緻密に伝わってきます。 ​
伝わる必要の無いときは、読者に上手に委ねられています。 
こういう筆致は、天性のものなのか、作者の繊細さなのか。 ​
そう簡単には乱れないでしょうね。 
---- ​
時代モノというジャンルは初めてでした。 ​
邂逅の森(熊谷達也)、長崎ぶらぶら節(なかにし礼)、ビタミンF(重松清) ​
と、最近読んだ直木賞にハズレはない。​
| 2005-06-15 15:35 | 読書系セレクション |
 
 
本多勝一著　戦場の村(朝日新聞社)
 
 
どうしても書いておきたい1冊を何にしようか。散々迷ってその挙句に、私はこの本を手に取りました。ここに書く最後の書物としてどの本を取り上げるか。今 まであてもなく書きながらも、そんなことを常に思い続けていました。それを探りながら何冊かを取り上げ、どうやって締めくくろうかと思っていましたが。考 えるのをやめました。
 
本多勝一の「貧困なる精神」と「極限の民族」が私の読書人生に大きな刺激を与えたことは間違いない。しかし、そんなことでセンチにもなってもおれな いですよ。私の本棚の中の、奥まった所に静かに収まっていながら、椅子に腰掛けてじっと棚を見上げると必ず目にとまる1冊ですし、この本を最後にしてしま おうかと、さっき決めました。
何を今更。​
近年の芥川賞の文学性を決して否定をするようなことはしたくないし、このルポルタージュとそれらの文学作品を比較することなどにも論理的に矛盾があるのは承知ですが、それでも書きたい。​
おい!文学(ブンガク)、それでいいのか!
私の中では、遠藤周作の重いテーマ、松本清張の描く社会、司馬遼太郎の紐解く史観、いわゆる戦後文学といわれるものの時代背景、山頭火の虚空、北山 修の視線、本多氏のルポルタージュが伝えるもの・・・などなど。それらが攪拌されて、私自身の人生に刺激を与え続けてくれました。
こうしてここで様々な本を書きなぐるために本棚を見上げる夜があったことは幸せなことでした。​
さて、過去に拘るのは決して格好悪いことではないと思いながらも、もう少し書いてもいいかも…と思います。
時々刻々。​
そうです。その言葉の通りなんですよ。過去を評価しはじめたら歩む足が止まってしまう。新しい本棚を今の本棚の前に設置する隙間を空けよう。さあ、部屋を片付け始めることにします。​
みなさん、ありがとうございました。
----​
昭和43年4月10日第1版。​
朝日新聞社から文庫本でも出版されています。​
| 2005-06-13 08:24 | 読書系セレクション |
 
 
四国遍路　辰濃和男著　岩波新書
 
 
遍路道寂寥癒す著莪の花
----
「ひよいと四国へ晴れきつてゐる」と種田山頭火が詠むように、私もむかし四国を旅した。
四国はブルーアイランドとも言われるものの、旅で巡ればその大部分を険しい山道が占める。
今頃はきっとシャガの花が山の斜面に咲き誇っていることだろう。
自生の藤の紫に甘い香りを楽しませていただき、峠道を越え、滔滔と流れる清水に咽喉を潤す。
ふと眼差しを上げると遍路道にシャガ(著莪)の花が恥ずかしそうに咲いていた。
----
 
さっきジュニアにこんな遊びの句をアップして、そのあと手元に「四国遍路」(辰濃和男)を出してきた。
四国を何日もかけて旅をした人にしか分からない独特の旅情を、辰濃さんは天声人語の筆のままで書き綴ってくれています。
真っ白い装束に杖をつき、中には正装の笠を被った人も居ます。踏み固められた歴史の道を一歩一歩ゆく。足音がサクサクと余韻を残さない。
平家が落ち延びたのであろう山の斜面には点々と民家が散らばっています。四国特有の感動的な風景です。
辰濃さんも歩いた道。空海の踏んだ道です。
​
GWには旅をしていたむかし、「私、地図を見ていて行ったことがない道を見つけると行ってみたくなるの、地図を辿ってずっと…」と話した人のその言葉どおりに私も四国を旅した。​
そんな記憶が淡い。
------​
辰濃和男(著)　四国遍路　(岩波新書)　ベストセラーでしたね。価値ある1冊。​
| 2005-05-01 09:23 | 読書系セレクション |
 
 
吉野山散りはて果てに西行庵
 
 
吉野の山はブナ科の広葉樹林とヒノキの針葉樹林でまだら模様になっている。
山桜は散りはてて、新葉を噴出し小楢とその黄緑を競っている。
標高が500メートル近い水分神社付近の展望台から蔵王堂を見下ろしながらいったん小休止をした。
そのあと金峰神社を抜けて15分余り、立派な登山道を歩くと西行庵がある。
奥千本の最後の花びらが谷をキラキラと舞い散る。
| 2005-04-27 17:23 | 読書系セレクション |
 
 
 
七重八重花は咲けども山吹の　みのひとつだになきぞかなしき
 
 
みのひとつ・・・実のひとつ　ですね。
 
今頃の季節になって山吹の花が綺麗に咲いているのを見ながら、母がよく話してくれました。
　七重八重花は咲けども山吹の　みのひとつだになきぞかなしき
という歌があってな。​
これは、太田道灌の話でな。​
どこぞの山の中でにわか雨におうて、ある民家に雨宿りに寄ったのさ。
「急な雨にあいました、すみませんが、蓑を貸してくださいな」
と玄関で言ったのよ。​
そしたらソコにあるオナゴシが出てきて、山吹の花を出したんや。
道灌は、ワカランわけや。​
そのときに
　七重八重花は咲けども山吹の　みのひとつだになきぞかなしき
と詠んだのかな、このオナゴシは・・・
山吹には、八重にさくものがあってな。​
その花は実を結ばんのよ。​
太田道灌は、その晩、家でじっくり考えて「ああなるほど」と思うたそうや。
※母はこのように私に話してくれまして​
何度も何度も子供の頃から聞き教えられてきましたので、この「山吹」のうたは耳に焼きついております。
後になって詳しいことを調べますと、後拾遺集に醍醐天皇の皇子、中務卿兼明親王の詠んだうたであるいうことで、その場のオナゴシが詠んだうたではなかったのですが、この話は、親から頂きました大きな遺産ですね。
思いは、必然的に後醍醐天皇にも広がります。​
そうすると、当然、今の季節、吉野山の桜は今が満開でしょうし、思いをそちらに馳せることになります。小楢の新芽と山桜が山を覆いつくすでしょう吉野山。後醍醐天皇の無念を感じに県境を越えたくなりますね。​
| 2005-04-20 12:17 | 読書系セレクション |
 
 
流星ワゴン　重松清　　読了!
 
 
読み終えました。
通勤の車のなかで、信号待ちごとに読んだ日もあります(そういうことはオススメしません)
 
読みながらいろんな方面の人の読後感が届いてくる。
泣きました!　とか​
子どもを持つ親になって初めてわかると思います・・・　とか。
異色なタッチの小説ですけど、素直に読めます。​
死んだオヤジの生前の言葉を思い出して、本を少し閉じて考え込んだり、受験生の子どもとたった今交わした言葉と、小説のシーンがオーバーラップしたりしながら涙もなく、淡々と読み進みました。
一体どこで泣くんだろう。泣いた人って、自分を泣かせることに快感を感じてんじゃないの・・・とか思いながら終盤まで来て納得しました。
17日、壇上の姿だけでしょうけど、重松さんにお目に掛かれますね。​
「流星ワゴン」を持っていって、裏表紙にサインが欲しいなって、マジで思うよ。
素敵なロマンをありがとう。>重松清さん、コレ、読んでます?​
肩車するシーンがいいですね。​
| 2005-04-15 16:12 | 読書系セレクション |
 
 
俵万智著　かぜのてのひら(河出文庫)
 
 
>散るという飛翔のかたち花びらはふと微笑んで枝を離れる　俵万智
 
万智さんがよむと気品がありますね。​
どこの花を見て詠んだのでしょうかね。​
神田川、面影橋あたりかな。
​
>愛してる愛していない花びらの数だけ愛があればいいのに​
〔俵万智さん、サラダ記念日から〕
>花の色はうつりにけりないたづらにわが身世にふるながめせし間に　小野小町
花のうたにはどことなく哀しみが潜んでいそうで、苦い。
ほら、散り始めました、ソメイヨシノ　(ねこ)​
| 2005-04-13 18:00 | 読書系セレクション |
 
 
死の棘　島尾敏雄著(その一)
 
 
　浅蜊汁すすりて夫の無言なる 凪子
 
このあと「あははー昨夜の我が家の風景です」と凪子さんが書いてらっしゃいます。​
普通の家族の春の風景なのでしょう。
--- 
「出発は遂に訪れず」を書いた島尾敏雄という人は、膨大な作品を残したわけではなく、数こそ少なくとも文庫となって出版されているものはどれを取っても意味深く、文章というものの重さを切々と感じさせてくれる。
「死の棘」も然り。​
凪子さんの一句を読みながら家族の普通の姿を思い浮かべたときに、島尾敏雄の経験した「死の棘」のような人生を思い浮かべた。​
こういうブンガク(文学)を映画にすることを試みた映像芸術家の心意気や感動は称えることができるものの、人の心を映像にすることは相当に困難だったのではないか。
映画の評価がいかがだったのかを、申し訳ないが、私は知りません。​
死の棘のあの忍び寄るような閉塞感を、筆者が文学作品として記録しておきたかったのだと考えるならば、やはり活字をひとつずつ読みたい。文学とはこういうものなんだと迫るモノがある。
奄美大島の加計呂麻島呑之浦の特攻基地跡に彼の文学碑が建立されたことを報じる新聞記事(1988年12月)を切り抜いてその言葉を私はメモした。
病める葦も折らず　けぶる燈心も消さない　　　島尾敏雄​
| 2005-04-07 12:11 | 読書系セレクション |
 
 
一茶　藤沢周平著
 
 
人にはそれぞれの生き様がある。歴史に名を残した偉大な人にも、それなりに事情があるのですね。一茶の生き方。
 
私が抱いている藤沢周平さんのイメージとちょっと違っている?作品だったかもしれません。​
流暢につづられているので、思わぬ速さで一茶の生涯に引きづり込まれてゆきますねぇ。
人にはふたつの顔があるのかな。読み進むと少し暗くなってくるものの、人物伝としては面白いと思います。
芭蕉や蕪村を解説した本は割とポピュラーですから生き方に接する機会も多い。一方、一茶に関しては少ないのか、小説という形でこの作品で触れただけ です。どこまでが事実なのかは分かりませんけど、読んでいると自分の考え方に少し厚みが出てくるような気がします。高校生や大学生にも読んで欲しい1冊で すね。
2万の作品を残したという一茶。この数字はスゴイです。川柳の時実新子さんは、1日に何句も、それも無理をして頑張って創ることが大事なこともあ る、と言ってられたと思います。毎日続けることのチカラが疎かにされ気味な現代、逞しさとしたたかさをいただけるような気がしてくる。 ​
| 2005-04-01 18:15 | 読書系セレクション |
 
 
この杯を受けてくれ・・・・
 
 
勧酒
 
勧君金屈巵​
満酌不須辞​
花発多風雨​
人生別離足
この杯を受けてくれ​
どうぞなみなみ注がしておくれ​
花に嵐のたとへもあるぞ​
さよならだけが人生だ​
【井伏鱒二訳】
----
別れといえば、毎年、春になるとこの一節を思い出しますねぇ。​
そういう人も多いでしょう、きっと。
私も遠い昔、皇居の近くの北の丸公園の桜の花びらに入学を祝っていただき、硬い蕾をつまみあげながら卒業を迎えたのを思い出します。​
| 2005-03-31 09:53 | 読書系セレクション |
 
 
小説新子　時実新子著(朝日文芸文庫)
 
 
私の「川柳」との出会いは、イコール時実新子さんとの出会いです。
何というか、新子さんは私の心をこれほどまでにスパッ!と書いてくれて、とっても嬉しくなります。
 
ちょっと意地悪なこともあり、ちょっと意地っ張りなこともある。​
弱い人のときもあれば、強いときもある。​
そう、淫らな雰囲気もあり、清いこともある。
女心をそっとつづる。​
男の心にズバッと迫る。
この人の半生をつづった本がありました。​
朝日新聞社(朝日文芸文庫)の「小説新子」です。
きっとアナタも川柳が好きになります。​
いかがでしょうか。​
| 2005-03-29 19:26 | 読書系セレクション |
 
 
出発は遂に訪れず　島尾敏雄著
 
 
島尾敏雄という作家を私は知りませんでした。しかし、この人に出会ってから私は梅崎春生、原民喜、武田泰淳・・・と読み継ぐようになります。
戦後文学というのかね。結構、没頭しましたね。
 
「出発は遂に訪れず」という作品は、自分の命と爆弾を一緒にして相手の戦艦めがけて激突するという、実際にあった日本軍の作戦に参加した島尾敏雄と いう人の記録なんです。短い作品ですが細かい気持ちなどが綴られています。名作です。教科書にも取り上げても良いレベルのものであることは間違いなけど、 内容が内容だけに厳しいのかもしれません。
----
先日、石川達三さんの語りを再放送でNHKでやってました。
私が学生時代を過ごしたころは、石川達三や福永武彦、伊藤整、坂口安吾などを、見てくださいといわんばかりにブックバンドに縛って持っていた人がいましたね。​
社会派というのは「学の象徴」のようなプライドというか信仰というかね、そういうのが学生の間にもあったのですよ。
これは歴史的に見ても必要なことで、現代学生に立派に要求してもしてもかまわないことではないかと私は思っています。
今の学生さんがそういうものを(そういう文学を)あまり好まないとしたら、----いえ、そんなことは決してないと思いますものの----、何かの機会に無理をしてでも読まれたほうがいいと思います。平家物語や百人一首も大事ではありますが。
そんな意味合いも込めて、私は読書系で、この会議室が消滅するまでに必ずこういう時代の皆さんの作品をいくつか紹介しておきたいと思っています。
「あさどく」のスレッドで紹介して少しでも多くの人に読んでもらいたいです。​
何冊か紹介してゆきたいと思います。​
| 2005-03-24 22:04 | 読書系セレクション |
 
 
〔続〕松井章著　環境考古学への招待
 
 
　環境と考古学。このふたつの言葉を融合させた学問がちょっと注目されています。人々の生活や文明に環境がどのように影響していたのかということを遺跡などの出土品の中から探ってゆこうという学問です。
 
　気候や地形、地理的条件の影響を受けて人類は暮らしてきました。つまり、古代人の生活や食事、暮らしを調べて、動物学や植物学、文献史学、生化 学、昆虫学、寄生虫学などを集大成させて遺跡や遺物に取り組むのです。そして、環境が文明にどのように影響を与えていたのか、ということを考古学的な視点 で考察してみようとしています。
　「縄文時代に戦争はなかった」とおっしゃった佐原真先生に深く薫陶を受けたという松原先生の本が面白いです。どうぞご一読を。
◆参考:松井章著　環境考古学への招待―発掘からわかる食・トイレ・戦争　(岩波新書)
---​
メルマガを書いてますが、その編集後記に上のようなことを書いて紹介しておきました。校正が入ってボツにならなければ配信されると思います。そのときはヨロシク。​
| 2005-03-19 17:04 | 読書系セレクション |
 
 
旧暦3月26日に竜馬は韮ヶ峠を越えたんですね
 
 
司馬遼太郎さんの「竜馬がゆく」を書棚の奥から探してきたら、まっ茶に色あせてます。もう20年近く前に、「功名が辻」を読み終えて、150℃くらいまで熱くなってしまっていた私は、次に竜馬がゆくを手にしたのだった。
 
文春文庫「竜馬がゆく」第2巻、P401あたりから声に出して読んでみると、ぐいぐいと引き込まれますね。吉田東洋の暗殺あたりです。ぜひ、この数字を憶えてから本屋を訪ねてくださいね。
脱藩のあたりは何処だったかな・・・と思い私が今手元に持ち出した本にはメモ用紙が挟んでありました。ツーリングに出る際の持ち物リストです。バン ダナ、カッパ、手袋、リップクリーム、ライター、YH会員証、手帖、コンロ、シュラフ、電池、電灯、ろうそく、箸、トレーナー、フリース・・・​
などと書いてある。
当然、このメモを挟んだ文庫本を持っていったこと疑う余地もない。
脱藩のくだりは、第2巻最終ページまで続きます。​
| 2005-03-13 08:58 | 読書系セレクション |
 
 
谷川浩司著　復活
 
 
「何度も何度も負けたとしても、自分の道をひたすら歩き続ければ、やがてそこに一本の道が拓けてくる」
 
これは谷川浩司さんが「復活」という本の中で書いている一節です。
---
第30期棋王戦五番勝負(共同通信社主催)の報道を読んだ人もあろうかと思います。挑戦者の羽生善治さんが谷川浩司さんを破って、ニュースでは「羽生4冠復帰」を大きく報じていましたね。
​
私は人生訓として書物を読むことは少ないです。生き方を示唆してくれるようなモノを求めての読書をほとんどしない。なぜなら、私自身=人生の図書、だからです(大嘘)
ジョーダンはさておき、「光速流」が負けちゃったんですが、きっと再び、復活してくることを期待したい。※どちらが贔屓というわけではありません。
「復活」というこの本の中に残した言葉。​
大学受験に失敗したみんなにも捧げよう。​
| 2005-02-26 10:00 | 読書系セレクション |
 
 
「山崎方代」という人
 
 
一度だけ本当の恋がありまして南天の実が知っております 山崎方代
 
いつまでも転んでいるといつまでもそのまま転んで暮らしたくなる 山崎方代
どんなきっかけで出会ったのか忘れてしまった、どこに住んでいるどんな人かさえもわからない人で、その人のブログがRSSリーダーで僕の元へと届けられて来るようになって幾日も過ぎました。
その人のブログで僕はこの山崎方代のうたと出会いました。​
| 2005-02-25 18:29 | 読書系セレクション |​

 
 
太平洋ひとりぼっち　堀江謙一
 
 
堀江謙一さん。きのうも元気だ。
 
> 2月10日(木) ​
> 日本時間　　18時 　現在​
> 南緯　43度44分​
> 東経　0度46分​
> 天候　晴れ　南西の風12m​
> 気温　12度​
> 日本時間午前11時35分に東経に入りました。​
> やれやれです。​
> 堀江謙一
参照HPはこちら
------------------------​
IMFというメーリングリストに、猫柳という名前で, 2001.6.4に載せたものです。(私の本棚シリーズ)
第9回「太平洋ひとりぼっち」
1962(昭和37)年5月4日、小型ヨット「マーメイド号」で兵庫県西宮市からサンフランシスコへと堀江謙一さんは出帆します.パスポートも持た ずに太平洋に飛び出した無謀とも思えるその行為には、したたかな裏づけがあって、94日間の末に太平洋横断の航海を成し遂げます。この時の日本の新聞は、 違法出国行為であったとか、無謀であったということを並べ立てて、ひとりの若者の冒険をいけないことと報じ、一方でアメリカ合衆国(合州国)のジャーナリ ズムはその快挙を称えたといいます。私はまだ小学生になる前でしたので、そのようなニュースを全く理解できずにいたと思います。ところがおよそ20年後、 ふとしたことで講演会に行き、堀江さんのこの作品に出会い、ひとりの冒険家の生の声を聞きます。話が先だったか、本を読んだのが先だったかはもう覚えがあ りません。
18歳までの私は「井の中の蛙」だったかも知れない。ただひたすらコツコツと勉強をして、道を踏み外すことなく人並みに就学を終えて、恥ずかしくな い社会人になろう。まあ、いわゆる立派で安定したサラリーマンになればいいと考えていました。そのことは決して誤りでも何でもないのですが、世の中には 様々な人がいて、それぞれが情熱を胸に抱き苦難の壁に挑んでいるのだということや、人間には一人ひとりにかけがえの無い個性があって、それを活かしてお互 いが社会という中で切磋琢磨し合っているのだから、勉強や知識などのひとつの尺度で人間を評価することやテストの点数だけで人に優劣をつけるのはとっても 偏っていることなんだと気が付くわけです。大雑把に言えば、受験時代という森を走り切ったら荒野に辿り着いて、そこでは学だけでなく枯れ木を集めて火を起 こし、水の流れを変えて草木の生きる土壌を創る技が必要なんだ、ということに気が付くのです。集まった少しの人が社会を形成し、お互いを尊びあいながら何 千年という歴史が出来てきたんだ……という壮大なことを感じ始めていたのかな。
大学に入って重症の五月病から立ち直れずにいた私。同年代の人間は百数十万人でそのうち大学に進学したのが数十万人、その一人ひとりを大地に並べて 色分けしたら絶対に同じ色は無いのだと断言できるのに、どうして私は友人たちと同じような服を着て、同じような話題に夢中になっているのか、と考え込んで いる日がありました。​
結局、冒険家にも登山家にもなれなかったけど、自信と勇気を持って未知へと挑む人たちの姿を書いた本にたくさん出会って私は随分と心を打たれました。私が専門としていた電気通信工学の分野でもその考えが刺激になって、全く新しい向学意識を私に授けてくれました。
この記事を書くにあたってもう一度本棚から引き出してみました。また太平洋に挑戦する堀江さんの「モルツマーメイド」が新聞記事に載っていたので、 もう一度初回作品を見てみようと思い立ったわけです。事実をそのまま記述しているが故に、いつまでも内容が風化しない。だから読み手に感動を与え続けるこ とができる。21世紀になった今になってこの作品を読んでみればわかります。そこには情報や役立つお話はこれっぽちも無く、作者があの時に伝えたかったこ とや冒険心が凝縮されていました。この本と出会って書物というものに対するイメージと人生哲学のようなものを私は修正しました。
今、注目の冒険家といえば、P2P[*1]の石川直樹さんでしょうか。がんばれ。​
堀江謙一の勇気と快挙は、20歳代の私に夢を与えてくれたと思います。私の本棚の中の大事な一冊です。 ​
_________________​
*1:石川さんもまたそのうち書きます。
| 2005-02-11 14:35 | 読書系セレクション |
 
 
ソクラテスの弁明・クリトン　プラトン著　(岩波文庫) (02/10 10:00 )
 
 
中高生のときは、少し背伸びをしたい時期だと思う。哲学って何だろうか…と自分なりに考えてみる。こんなことを専攻してみるのも面白いんじゃないかと思ったりする。
 
学園モノのライトなタッチの青春小説もいい。でも、深夜に、受験勉強からの逃避の一刻などが多かったが、パラパラとめくって朗読してみるのもいい。
記憶に残っていることは、「サッパリわからなかった」ということだけであるが、不思議にも二十歳を過ぎてから再び手にする。あのときに理解できなかった悔しさなど無い。手元においておきたい一冊にしてしまう人もあるに違いない、と思う。​
| 2005-02-10 10:00 | 読書系セレクション |
 
 
アラビアンナイト
 
 
​
去年に国立民族学博物館に行ってアラビアンナイト展をみた話を書いた。娘も連れて行った。
着々と娘は感化されている。
先日、学校の図書館でアラビアンナイトの本を借りたといって私の机の上に置いていったので少しずつ読もうかと思う。​
| 2005-02-09 23:14 | 読書系セレクション |
 
 
ないたあかおに　浜田廣介著
 
 
鬼さんこちら、手のなるほうへ・・・と外で駆け回る子どもたちの姿も見かけなくなりました。
 
人々が「怯える」という気持ちを持たなくなったのは、科学が進化したことによって、「鬼」さんなど作り話よ、と思うようになったからでしょうか。
見えざるものに恥ざるは己の心が真(まこと)なりけり…
そう、なんでも手に入る世の中。夢までもお金で買えるのかも知れない。​
なに不自由なく暮らせて、裕福であることは、少しマイナスも生んだんじゃないの、っていいたいときもある。
​
4年5ヶ月ぶりに島に戻った三宅島の人たち。​
少々不自由でもソコで暮らせることが幸せだという。​
今夜は豆まきをしているのでしょうかね。
>心のやさしいおにのうちです。​
>どなたでもおいでください。​
>おいしいおかしもございます。​
>おちゃもわかしてございます。
人は、心から鬼を失ってはいけないんだよね。
-----​
TB:そらいろのドア​
読書系にもお越しください。​
| 2005-02-03 17:53 | 読書系セレクション |
 
 
街道をゆく:白河・会津のみち(03)
 
 
街道をゆくのなかで「なんといっても、東北は偉大なのである。たとえば江戸・明治期以降、政治・軍事・科学・人文科学・芸術の面で巨人を輩出してきたが、 そういう頭脳の輩出地にしてなお距離論という単純なことから、自己の哀歓をきわめねばならないのだろう」と司馬遼太郎さんは書いています。
 
そうそう、蒲生氏郷も会津の生まれでした。今、大河ドラマでも藤原氏の話が出てくるのでしょうけど、日本という国のことを多角的に見ていると、この東北の凄さがじわっとわかってくるのです。
​
信州の向こうにどえらい大きな区域があって、そこを東北という。一度、そこを旅したいと思って10年以上も昔、バイクに跨り旅に出た。広すぎてコテンパンにやられて帰ってきた。もう一度といわず、何度でも行きたいと思った。
その後、4700キロ近くを2週間ほどで走り、19箇所の温泉を巡る旅もした。途轍もない魅力が東北にはあるのです。歴史もそうです。人にも、自然にも、言葉にも、文学にも魅力がある。
そう、東北が輩出した文学の話もしたいですね。​
| 2005-02-02 09:04 | 読書系セレクション |
 
 
竜馬がゆく　司馬遼太郎著　文春文庫
 
 
ひとりの青年がこの文庫を手にしていたので声を掛けた。そしたら目を潤ませて「ほんと、熱くなりますよ」と応じてくれた。こちらまで嬉しくなってしまった瞬間だった。
 
「あなたの理想の人は誰ですか」と訊ねると坂本竜馬だという若者も少なくなったかな。四国、土佐の国を旅するとそういう一本気な旅人に出会う事が多い。そういう私も「竜馬がゆく」を片手に土佐に旅立ったことがある。
司馬さんの小説には一種独特の語りがある。それが何かというと、物語の本筋から少し脱線して、しかも少し長引くところにある。ドラマではあまり許さ れる手法ではないのだろうけど、彼の小説にはそれがあるから面白い。竜馬がゆくにどれだけ脱線があったかは記憶にないが、物語にぐいぐいと引き込んでいく 魔力がある。だから、その魔力が利きすぎて四国へ旅立つ人が跡を絶たない。
かくいう私も99年の黄金週間には「坂本竜馬・脱藩の道」を辿っていた。天気は快晴。高知県、梼原村への旧街道の峠道を味わうようにトレースした。 出かけ前には「街道をゆく・27」も読み返してきた。梼原村に入って、関門旧跡の前でひと息ついて四万川から坂本川沿いへとバイクを進める。六丁なんてい う在所がある。そこを越えて韮が峠に私は立った。この峠から生まれた土佐の町を竜馬は振り返ったに違いない。そしてこれからの時代への夢と大志を抱いてこ の峠を下ったのだろう。
ひとつの歴史なんて自然の生命からしたらちっぽけなのかも知れない。しかし、そのちっぽけな歴史を多かれ少なかれ動かしたひとりの人とその精神がこ の峠で、もしかしたらある決意をさらに固くしていたのである。竜馬の脱藩は文久2年3月24日。桜は七分咲きの頃だったと「竜馬がゆく」には記載されてい る。
---------------
上の記述は私があるミニコミ誌に書いたものです。(ミス記述もそのまま)​
読書系では、竜馬がゆくをまだ紹介していなかった。​
それは大事なものを取っておくような感じにも似ているけど、出し惜しみしても仕方ないし、また何度書いてもいいものはいいだろうから、ここで書いておこう。
----​
※　読書系へもお越しくださいませ。​
| 2005-01-30 10:21 | 読書系セレクション |​

 
モモ　&　はてしない物語　ミヒャエル・エンデ
 
 
eデモへの2つの投稿をこちらにも書いておきます。
--------------------
 
◆　モモ　ミヒャエル・エンデ作 (01/13 23:08 ) ​
モモ かな。そのように娘(高2)は話していました。​
ミヒャエル・エンデ作　大島　かおり訳　ミヒャエル・エンデ絵​
岩波から出てますね。​
相当に読書人生を変えたみたいですよ。文学部に行くって言い出しているんですから。
◆　はてしない物語　ミヒャエル・エンデ (01/18 18:15 ) ​
こんにちは、読書系ファンのみなさん。​
言いだしっぺののじまさんが図書館に陣取って書いてくれるそうなので、私はとりあえず家にある本から掘り出しますね。すぐ品切れになると思うけど。というわけで今日もエンデさんです。​
タイトルの本は、ウチのぐうたら娘が大事にしている本です。ずいぶんと深く影響を受けたみたいです。​
これからの1年は受験だろう、TVもやめて、本もやめるか、と聞いたら、息抜きに本は絶対必要だと開き直られました。まあ、一理あるか。​
オヤジも時間かけて机に向かってる割には全然勉強しなかったからな、仕方ないだろう…。(父の母校のように古本屋街が近いと大変なことになるだろうから、そういう所は薦めないようにしなくては>自分)
---------------------------------------
以上は、eデモ読書系へのメッセージです。​
地域外の方でも書いてもらって結構です。よろしければレビューを書いてください。
最近出会ったブログにTBします​
まゆげさん>あなたのレビューは短くても分かりやすく、まさにその通りって感じ。井上靖もそうでした。​
| 2005-01-18 18:15 | 読書系セレクション |
 
 
林田慎之助著　司馬遷―起死回生を期す　集英社文庫
 
 
起死回生。
 
----
一冊の本を手にした。
去年の「災」を払拭し、​
私自身も立ち上がらねばなるまい。
司馬遷のこの本を読み、​
心震えあがらせた時期を​
自らが思い出さねばならない。
2005年は日の出から始まるのではない。​
今、この気概を抱いたときから始まるのだ。​
| 2005-01-03 21:33 | 読書系セレクション |
 
 
続・ケータイを持ったサル、の話
 
 
1.メル友を300人以上持つグループ​
2.ケータイを持たないグループ​
投資ゲームをします。​
5000円程度の金額で、実験だと思わないで実際に自分が今直面して取引をしていると思い答えを出すように、として実験をしていました。
押しなべていえば​
--------​
まさに、情報理論の講義で習う「囚人のジレンマ」のようなゲームです。​
2人の囚人がいて、それぞれの独房に入れられて5年の刑に。​
そしてそこで取引を持ちかけられます。
相棒の罪を証言したら、オマエは許す。相棒は、10年にする。​
ただし、相棒もオマエの罪を証言することがあるぞ。そのときは2人とも7年だ。
相棒を裏切って5年で出てこようとしますけど、よく考えると相棒も裏切るので7年になる。​
結局、相棒を暴きあうことなく、5年の刑を受ける所に落着くだろうというお話です。​
一方だけが戦略を変えれば、囚人の利得率は減少する。​
--------​
第4章で記述してますので、立ち読みの参考に。​
実験ゲームでは、いわゆる、上で書いた囚人たちが落着くような傾向を示さず、ケータイを持ちメル友のあるグループには、投資をする勇気がない傾向が顕著に 出ています。正高氏の本は、こういう点でも、面白く読めて背筋がゾクゾクする結果で、たまには小説から逃げてくるのもいいかな、と思わせますよ。​
--------​
ゲームの理論は、情報工学科に入ったら宿命です。確率理論と代数学は当然、必須。記号の嵐を浴びると体が痺れて快感となります(嘘)。​
囚人のジレンマ:わたしも25年の間に虫喰ってしまった教科書を探りながらですので、詳しいことは尋ねないでください​
| 2004-12-01 21:29 | 読書系セレクション |
 
 
お茶の花が咲き始めましたね
 
 
今日は、4句
 
茶の花のちるばかりちらしておく​
いつしか明けてゐる茶の花​
冬が来てゐる木ぎれ竹ぎれ​
こころすなほに御飯がふいた
山頭火は、昭和7年から山口県小郡町の其中庵に住みます。​
その佇まいは今でも当時の様子を再現して公開されています。
わたしは1度だけ訪ねることができました。山口は遠かった。​
四国・松山市の一草庵に寄ってから行きました。
どちらの庵も観光客の姿などほとんどなく、わたしが独り占めできました。​
何もすることなどないので、狭い庵をウロウロと歩き回るだけで贅沢な時間を過ごしました。
----​
山頭火句集　其中一人　　ちくま文庫から​
| 2004-11-30 23:55 | 読書系セレクション |
 
 
ケータイを持ったサル「人間らしさ」の崩壊 正高信男著
 
 
ケータイを持ったサル「人間らしさ」の崩壊 中公新書 正高信男著
 
現代のあたり前の風景。[下※]​
ケータイでメールを打つ姿、靴のかかとを踏み潰した高校生、電車の中での化粧…。​
正高氏は「家の中主義」という。
正高先生の研究って、文科系方面のことと先入観を持っていたが、「0歳児がことばを獲得するとき―行動学からのアプローチ 中公新書」を読んだときに、その実証の手法が科学的で、計画や要領も数学屋のすることに違いないと思った。
書物の中では、高校生などには少し馴染みの薄い実験などがあるかもしれないが、ひとつずつしっかり理解して読み進もう。>高校生のみなさん
​
思えば心当たりはあります。電車の中での化粧もそうですし、地べたに座る行為もそうだ。どうしてケータイを持つと、このように行動が変化し、仲間との間に信頼関係が築けず、自分の世界だけにいられるのでしょうかね。
モヤモヤと私は心のなかで考え続けていたの。
>「ITは、コミュニケーションに加わる者の要件である空間的近接性と​
>時間的永続性を決定的につきくずしてしまった。​
>人々は「どこからでも」「いつでも」という利便性に魅惑される。」
だから、勝手気ままに生きてゆけるわけです。
>「空間上の近接性と時間上の持続性を欠いたコミュニケーション」
は、彼ら彼女らをどんどん臆病にし、いわゆる「家の中」に閉じ込めてしまい、お互いの信頼も薄れる。
緻密な実験による実証が唸らせる。
----​
★12月の「NHKテレビ人間講座」にも登壇されるそうです。今朝見たHPにはまだ載ってませんが、娘が番組宣伝を見たと言っていの一番に教えてくれました。結構、娘も先生に惹かれているみたい。面白くなってくる。
★番組を見る前に、中公新書の「0歳児が…」なども読んでみておかれることをオススメします。
​
※この会議室(談話室)の扉ページに、ほんと偶然にもケータイを扱っている高校生の姿の写真を載せています。ある触れた風景ですが、フォトグラフとしていい視点だと私は思って、しばらく載せておこうかなと考えています。​
| 2004-11-25 09:08 | 読書系セレクション |
 
 
松本清張傑作コレクション　宮部みゆき責任編集
 
 
11月21日のよみうり堂(読売新聞)に、いい記事が載ってましたね。
 
松本清張傑作コレクション　宮部みゆき責任編集
----​
260の短編を読み込み一押しの「一年半待て」から「地方紙を買う女」「真贋の森」「共犯者」など29作品をセレクト、構成から目次まで取り仕切った。
直木賞受賞作「理由」では書き出しを清張のまねっこで書いたというほど清張ファンだが、編集しながら「文章の言い回しからリズムまで、自分が思っていた以上に清張さんの影響を受けている」ことに気付いた。「市井の人々の姿を見つめるところも影響を受けていますね」​
----
ううーーーーん。
文春文庫全3巻。各667円​
私の「年末年始の20冊」に入れることにします。
蒼穹の昴　全4巻　講談社文庫各590円(浅田次郎)、が既に入っていますので、この時点で既に7冊となってしまってます。
おっと、「邂逅の森」がたぶん未読だろうから、8冊。
早くこいこい、お正月。
※「年末年始の○○冊」みたいな特集。まもなく募集したいと思ってます。ブレーンストーミングの嵐のように、読書系文庫100冊…みたいにアップしたいですなー。​
| 2004-11-22 22:42 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま話・松本清張さん
 
 
朝日新聞の11月17日の文化総合欄に「松本清張　ドラマで脚光」という記事がありました。「冬の時代」といわれる連続TVドラマ界で、清張さんの小説を原作としたドラマが人気を集めていることを取り上げています。
宮部みゆきさんは「物語が持つ普遍性のせい」という。「お金が欲しいとか,ちやほやされたいとか、築いた地位や名声を保ちたいとか、人間には変わらない欲 望があ」り、この「黒い部分が外へ出てゆくときの根っこは共通」であるから、作品には時代を超えても残れる要素があるという。
 
「黒革の手帖」(テレビ朝日系)は、先にTBS系で成功した「砂の器」を真似ているのでしょうね。私の感想としては、シリアスに作っているように思 えるが、撮影シーンの美的度合いから比較すると砂の器のほうが遥かに高かったと思う。金もかけていると思う。米倉涼子さんなどの俳優さん人気でひきつけて るのかな…。
ちょうど黒革…が始まる少し前、我が家の階段書棚に積んであった、カバーもなくなって茶色に変色した「黒い福音」を、まだ残暑も厳しかったこともあり、風通しの良い吹き抜け階段に腰掛けて読み出したら、止まらなくなってしまった。
新聞でも書いていますが「時代が変わっても古びない」ものを私も感じる。そして、「黒」というものが意味する「悪」、それは社会悪であり、社会の裏である私たちのもうひとつの面で、これをを上手にストーリーに組み込んでいる点が吸引力なのだろう。
近頃は、ドラマのシナリオやその出来上がりの質そのものよりも、俳優であるとかストーリーの面白さなどに吊られて、人気度が先行することがある。ま あそれも時代の産物と思わねばならないでしょうが、そう言いながらも、ホンモノを見極めるチカラを持って欲しい。そのためには良い作品をたくさん見るまた は読むことではないでしょうかね。(もちろん、ホンモノとか美的上質って何よ?と問われたら主観によるものなので、これについての論理などは脆いものとも 言えるが)
やっぱし、清張さんといえば、砂の器の他には、火の路、波の塔、点と線、詩情の旅人、ゼロの焦点、あたりが真っ先に浮かびます。みなさんはいかがでしょうか?
----​
※この記事を実際に新聞でごらんになると、隣には「文芸の風　第1部　女性作家たち」の第五回、「江國香織」さんが写真入りで載ってますね。これについては、誰か書いてよ。​
----​
※朝日新聞以外は購読してないので分かりません。皆様の投稿メッセージを期待してます。教えてね。図書館に読み行くためにメモしておくから。​
| 2004-11-17 12:04 | 読書系セレクション |
 
 
仏が浦のテレホンカードがみつかりました　水上勉・飢餓海峡
 
 
飢餓海峡は、昭和22年9月、青函連絡船が台風の影響で沈没するところから始まります。
そこには、北海道で、質屋を殺して火をつけるという強盗、放火の凶悪殺人事件を起こし逃げていた犯人、3人組が乗っていました。
 
2人は身元不明の遺体であがります。しかし、1人は不明のままです。下北半島で1人の娼婦と夜を過ごし、犯人は姿を消します。娼婦は訳あってケーサツの聴取には知らないと答える。​
警察は、必死の捜査の甲斐なく犯人を見つけられず・・・・​
10年後、大金持ちになって社会に貢献している1人の男が新聞に載るところから事件はグググと展開してゆきますね。​
その写真がオンナの目に止まって・・・・
骨太な推理サスペンスです。
​
この物語を微かに覚えていながら、私は下北半島を1996年に走りました。​
テレホンカードの思い出が日記にあったので、貼り付けさせてください。​
(長いので読み跳ばしてもらって結構です)
日記にも書きましたが、気さくなお巡りさんで、道で地図を見て止まっていると交番の中に招き入れてくださった。​
記念にいただいたのが、添付写真のテレホンカードです。その人が4年後殺害されるんです。三重県でも報道されました。
​
ひとりの人間を訪ねる動機　2000年6月29日の日記
衝撃的な話。ひとりの警官が殺害された記事が新聞に載っていたのは、今朝の新聞だった。見覚えのある顔だ。96年の日記にはこう書いている。​
----------------​
(第八日:'96.8.1)​
[8/1-2](交番で朝食をご馳走になる)​
町の名前が思い出せないが、交番の前で地図を広げている​
と綺麗な女性が声を掛けてくれて中に入らないかと言う。​
そこは駐在所であったが少し休憩をさせて戴こうかと思い​
遠慮なくお世話になった。奥さんが無添加の林檎ジュース​
とまだ暖かいおからのドーナッツを出して下さった。何も​
いいことのなかったこの半島で最高の思い出である。寂れ​
た漁村ではあるが黒字経営で、立派な家が続いているのが​
交番の窓からも見える。そんな話を小一時間ほどしただろ​
うか。仏が浦の景色の話をしたら、奥さんがテレホンカー​
ドを出してきて見せてくれた。新品で、それもソゥベニア​
としてくれるという。
カワヨグリーンYH(三沢の近く)を出て下北半島に向か​
って走った。花巻の賢治の記念館で仏が浦のTシャツを着​
ていた人を見かけたこともあって地名が頭に焼き付いてい​
た。Tシャツの上にジャケットを着ているが、袖や胸や肩​
の空気取り入れのファスナーを閉じた程の涼しさである。​
「やませ」が吹くと霧になる。恐山や薬研温泉を過ぎて下​
風呂温泉付近まで霧に悩まされた。「老部」という漁村の​
交番の駐在さんが家の中に招き入れてくれて朝食をご馳走​
してくださった。(できたての)美味しいドーナツと(無​
添加の)林檎ジュース。警察官だから(先入観もあってか)​
厳しそうだが、理解のありそうな人で、奥さんも綺麗な人​
だった。漁村の話をしたりていて「仏ヶ浦」の話になった。​
テレホンカードを出してきてこんな所だと説明をしてくだ​
さる。「ぜひ、船に乗って海から見ることをお薦めします」​
と話してくださった。カードも記念にくださった。​
----------------
あの日は、少し肌寒い朝だった。交番の前で地図を見ていたら、「どうぞ」と太くて低い声で交番の中に誘ってくださった。気やすく話をして、ドーナツ やジュースをご試走してくださった。私のような旅人に優しく話しかけてくださったのが、とても嬉しかった。息子が大学生で…と、話をしてくださったのを覚 えています。
すべて状況が、新聞記事と一致するので、もう一度地図を広げてみると、新聞記事のいう「白糠交番」の位置が不明だが、こんな田舎にそんなにたくさん の交番があるとも思えないから、あの交番で間違いないのではないだろうか。白糠小学校と老部の集落は2キロほどしか離れていない。白糠交番は老部の交番の 事ではないか。(合掌)
下北にもう一度行きたい。添付ファイル名:仏が浦(下北半島・青森県)/水上勉・飢餓海峡​
| 2004-11-04 18:37 | 読書系セレクション |
 
 
旅をする木 星野道夫著　文春文庫
 
 
星野道夫さんという人を知っていますか?
 
　去年の夏に京都へ帰省したときのことです。京都・四条烏丸の大丸百貨店で開催される「星野道夫の宇宙」展の広告を地下鉄で発見して私は「お おっ!」と叫んでしまいました。すると、そばに居た娘が「この人、中3の教科書に載っとるで」と言う。そうか、有名人か・・・・というわけで、あくる日に 早速二人で星野道夫展を見に出かけました。 恥ずかしながら私は星野さんとの出会いはそのときが初めてでした。
　星野さんは「環境」に関して何かのメッセージを発信したわけではないし、無駄な電気は消そうとかゴミを減らそうなどとも、恐らくひとことも言わな かったのではないでしょうか。イデオロギーを掲げて活動したのではなく、ナチュラリストだったんです。それだけに地球の環境を考えている真剣味が伝わりま す。
　高校時代にアラスカの村を写した1枚の写真と出会い、感動し、一通の手紙だけをきっかけにして極北の地を訪れます。慶応義塾を卒業してアラスカ大 学に留学し動物学を学び、そのまま永住します。大自然や野生動物を追いかけ、クマやカリブー、クジラ、オーロラなどの写真を撮って、エッセイを書いていま す。教科書に掲載された作品は、文春文庫「旅をする木」にあります。感動的な風景や動物たちの生態など、伝えたいたくさんのことを写真とエッセイに綴りな がら、アラスカの風景を追いかけて暮らしながら、人間と自然とのかかわりに畏敬の念を抱き、いつまでも感動し続けていた人でした。 
　「ぼくたちが毎日を生きている同じ瞬間、もうひとつの時間が、確実に、ゆったりと流れている。日々の暮らしの中で、心の片隅にそのことを意識できるかどうか」という一節がエッセイにありますが、何不自由なく暮らす文明への提言なのかもしれません。 
　私たちは何でもすぐに答えを求めたがる傾向があります。「地球温暖化について教えてください」と質問を投げかける子供たちがいます。しかし、教育 をする人、学習を手助けする人たちは、簡単に答えを教えたり、あらすじを知らせてしまう前に、調べる手立てやその過程での寄り道の手法を教えてあげること が大事です。これが真のゆとりです。そうすることで、例えば星野さんの写真を見て感動できるような、あるいは、私たちが野山で知らない動植物を見つけたと きなどに「感動」できるようになる。そして、自然の姿やそれらの営みに強烈な刺激を受け心を奪われてゆくような、そんな感性を伝えてゆける。 
　環境を学ぶ人には、フィールドワーカーたる気性も必要と思います。こういう書物に刺激されて野外に興味を持つ人がひとりでも増えると嬉しいですね。何か一冊に感動できれば、答えを求める旅の切符を手にしたようなものです。 ​
------------------------​
参考:星野道夫公式サイト　http://www.michio-hoshino.com/​
| 2004-11-03 09:24 | 読書系セレクション |
 
 
進化の隣人　人とチンパンジー　松沢哲郎著　岩波新書
 
 
松沢先生。紫綬褒章おめでとうございます。
 
いちばん最近は、岩波新書の「進化の隣人　人とチンパンジー」と拝読しました。​
様々なことをいわんとしているのでしょうが、私は人の心の原点に迫るモノを感じましたね。
どうして霊長類を研究するの、っていう人もあります。​
それは、人の生きている姿が美しいからかもしれません。
正高信夫先生や松沢先生の本に触れると、科学技術が作った文明(私も工学の手先でしたが)を見直さねばならないのではないか、と切々と感じます。
この本の内容は新書版ということで簡単そうですが、実はかなり専門的な手法で論理的に実験を繰り返しているレポートでもあります。​
逆に言えば、実験屋さんのレポートを読む習慣がなくても、この辺の報告書を読みながら理学系の「読み物」に馴染むのがいいかもしれません。
面白いです。740円。岩波新書。​
| 2004-11-02 22:09 | 読書系セレクション |
 
 
花神(司馬遼太郎)
 
 
桂小五郎がめっちゃカッコいい。政治力もあり、人望もある。
単に幕末のドンチャカの劇じゃなく、人の考えや人柄までもが、細やかに書かれていると思う。
いつもながら司馬さん流の「脱線」閑話が多いけど、それが歴史物語の隙間を埋めてくれているのだ。
コレを読んでから、新撰組を扱った「燃えよ剣」を読んでほしい。
 
竜馬がゆくの坂本竜馬も、確かにカッコよくて、アツクなるけど、花神だってアツクなる。
花神　司馬遼太郎著 --------------------------------------------- ​
大村益次郎(村田蔵六)って地味な人なんです。竜馬がゆくでも、ほんの​
ちょっとだけしか登場しないし、歴史のお勉強でも桂小五郎や勝海舟が​
有名です。いまNHKの大河ドラマとなってる新撰組だって、(既にドラマ​
になってしまったけど)大村益次郎からの視点のほうが政治好きの方々​
には面白いでしょうに。​
司馬さんは確かこの書の中で聖徳太子、源頼朝、大村益次郎の3人の名前​
を挙げていたなー。人を動かす人材のような話だったか…​
| 2004-10-26 22:48 | 読書系セレクション |
 
 
南京大虐殺 (10/26 22:44 )
 
 
本多勝一の「南京への道」「中国の旅」を思い出した。この大虐殺が事実かどうかも大事であるが、虐殺とはどうして起こるのか、どんなものか。証言が事実を 報じていなかったとしても(つまり架空でも)、これらの書物によって、人間とは戦争となったらどのようなモノとなることができるかを、かなり正確に考える ことができる。
 
たった今、イラクで起こっている人権を奪い取るような虐殺や屈辱。その報道を見て、充分に進化し、良心を成長させたはずの民主大国でさえあのザマなのだから、昔にあった事実はおそらくまぎれもないものだったと思ってしまう。
そういうことを伝える書物に目をそむけずに、是非とも読んでほしい。若者たちにそう伝えたい。​
| 2004-10-26 10:44 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま話(5)
 
 
前略　読書系・談話室をご贔屓の皆様。いかがお過ごしでしょうか?
今宵、よもやま話(5)をお届けします。
 
▼神島に行ってきました。片道710円で訪れることのできる文学作品の舞台です。​
作品を読むだけではなく、実際に行って見てくるということ、これが結構、重要なんだなと痛切に感じました。他人の薦めではなく、自分の気持ちが発するラブ コールなのです。たとえ作品を読んでいなくても、船に乗ってみたいからという動機で出かけてもいいと思う。何割かが読んでみようと思うかもしれない。そう いう人や、本を読まないけど談話だけ参加する人が居てくれないと、ここの談話室のメンバーも増え続けることはないし、世の中の読書人口だって増えないこと になるもの。​
本好きじゃなかったというか、字を読むのが嫌いだった私が読書を始めたきっかけってのも、ふとした刺激があったからです。まあ、刺激をばらまいて談話室におこしいただくことが大事で、ほとんどはハズレだろうと思うけど、いつか当たってくれって願ってます。​
▼すっかり秋になりました。燃えるような秋という季節を背景に、心をグググと引き込んでくれるような作品に浸りたいなーって思います。秋ってそんな季節。​
みなさんはどんな作品を思い起こされるでしょうか。私の秋のイチオシ?　これまでに何度か書きましたが宮本輝さんの「錦繍」(新潮文庫)などはいかがでしょうか。​
手紙形式で進みます。こういう作品ってちょっと珍しくて嫌だな、って実は最初に思ったのですけど、2,3ページ読んだら、もうダメでした。夜が明けるまで一気に読んでしまった覚えがあります。決して平日には読まないでください(笑)​
外に出て行って思いっきり背伸びをして深呼吸をしたくなる衝動が読後に襲ってきます。​
▼蒼穹の昴(浅田次郎)。​
文庫本で出ましたね。590円×4冊。一気にベストセラーですもんね。私も今度本屋に立ち寄るときは必ず浮気をしないでコレを買おうと心に決めています。​
みなさんは、4冊いっぺんに買ってしまうタイプ?それともと読み進みながら買い足してゆくタイプですか?​
| 2004-10-25 00:14 | 読書系セレクション |
 
 
10月23日・神島日記 (10/24 21:55 )
 
 
神島には、豊かな自然があるだけでなく、三島由紀夫の潮騒という文学が残したひとつの誇りがあると思った。舞台になったというだけでなく、三島が知人の繋 がりを頼って神島に滞在したことや、さらにはここを舞台に作品を書こうと思い立ったことは、神島に豊かな自然があったからという単純な理由だけではないの かもしれない。
それは、1ヶ月間の滞在をしたという寺田さんのお話を聞いて、実際に路地裏を歩き、断崖から海を見下ろし、漁船を遠くに眺めてみて、さらに、神島の網の目のような坂道を歩いてみて私が感じたことだ。
三島は、この地を訪れたときに実は頭の中は真っ白だったのかもしれない。庚申さんの日に枕ほどもあるおはぎを作ってもらい、タコ漁も体感する。当時を説明 してくださった寺田さんから「庚申」という言葉を聞いて近松門左衛門の「心中宵庚申」を思い出した。かなわぬ恋の物語である。歌舞伎の世界では、という か、歴代からの恋の物語は哀しく結末を迎えるものが常であったとすれば、三島がここで悲恋を書いてもおかしくはなかった。しかしながら、都会のすれっから しの人間関係から脱却して温情豊かな人の中に住み込み、時には厳しくあるときは優しい島の自然の中で、三島はあらたな物語を着想していったのではないか。
それは現代の若者にはいかにも小説の世界の話であって、いくばくもの感動も呼ばないかもしれないにしても、島の人たちは「潮騒」という物語が持っていた極 めて純粋な心を今でも大事にしていることや、大事にするような人間性がある。それが刺激して三島作品が出来上がったのかもしれない。
 
作品に仕上げた三島の才は素晴らしいが、やはり島にはそれだけのモノがあったのではないか、というのが、行ってみた感想です。神島には、潮騒という 立派な物語があり、舞台が残り、語り継ぐ人も居る。細く曲がりくねった石段の坂道が家の合間を縫って延びてゆく。ひとつひとつに生活の証しがあるのを見届 けながら、切れる息を深呼吸で紛らわし振り返って海を見下ろし景色を確かめる。魚を入れた箱を手にぶら下げたおじいさんや白い前掛けをしたおばあちゃんが すれ違うごとにこんばんはと声を掛けてくれる。その時々にこんばんはと返事をしながら、八代神社の石段下まで辿り着いた。
真っ赤な夕日が鳥羽沖の島々をシルエットにしながら沈んでゆく。最終便の船を送り出してから1時間半が過ぎている。集落はすっかりと孤島と化し、今日の営みを終えて静まり返っている。もう一度、三島を読んでみようか、と思いながら私は宿への石段を下り始めたのでした。
​
-----​
関連: 神島に渡る​
三島由紀夫の潮騒の舞台である神島にいった。 やや風があって船は予想以上に揺れた。...more​
| 2004-10-24 21:55 | 読書系セレクション |
 
 
中年ライダーのすすめ　　賀曽利隆著　平凡社新書
 
 
バイクで旅をしていると様々な人に声をかけられます。
「ひとり旅かい、いいねえ」とか、
「いいねえ、気ままで」
というような具合です。
 
子供もうちのんも家においたままで旅をしているので、あの言葉の裏には、「家族を放り出して、暢気なもんだね」という訓戒の意もあったのかもしれません。会社からひと月以上の休みをもらって旅に出て、伊香保温泉の近くの湯に浸っているとき、湯舟の中で、​
「こうして今まで働いてこれたのもかあちゃん(奥さん)のおかげだよ」​
と沁み沁み話していたお爺さんの言葉は重かったです。
ジュニアでバイクの話題が出たので、ふと書棚の本が目に付きました。まあ、こうして私も中年ライダーをしてますが、賀曽利さんにも色々と苦労もあったことを知らされます。職業として乗ってるんだから辛いこともあっただろうけど、それを乗り越えての中年ライダーなんですね。
バイクに乗り回すことは誰でもできるけど、確かに危険な乗り物です。近年はマナーの低下、性能の向上が相乗的に効果して、事故の内容も悲惨になっています。何歳になっても、いつまでも乗り続けるためにも、そのことをきちんと理解していれば、安全な乗り物ともいえましょう。
そんなオートバイに乗る歓び、感動を伝える1冊なんですが、やっぱし、実際に乗って旅に出て、寂しい夜をひとりで過ごし、時には気の合う友達になれる人とも巡り逢い、焚火を囲んで一杯を酌み交わすものバイク旅の醍醐味ですかね。
バイク旅ってどんなもんなのかな・・・・という人が読めば、なるほどねぇって思うかな。私のようにツーリストを長年やっている人は、あまり面白くないかもしれません。​
| 2004-10-19 22:55 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま(4)　浅田次郎
 
 
みなさま、秋の夜長をいかがお過ごしでしょうか。
浅田次郎　「蒼穹の昴」が講談社文庫から出るそうですね。(12日朝日新聞、浅田次郎関連記事)
この作品は、直木賞に候補に挙がりながら落選。しかしながら97年に「鉄道員」で直木賞を受賞しています。
 
浅田次郎さんは、別スレッドでも話題になってます。(「浅田次郎」で検索してください)
「泣かせ、という言い方は好きではない。ただ、泣くも笑うも感動の表現だと思っている。泣かせようと思って書けばクサイ表現になる。」と彼は言う。「食事に例えれば、自分はフルコース型ではなくてビュッフェ型かな。興味のおもむくままに、いろんなうそをつきたい」
今日、図書館で「月のしずく」の一篇を読んできた。
「泣かせ作家」と言われる彼の作品がどういうものなのか少しわかったような気がした。長編もいいというお薦めもいただいていますが、ココはミーハーに「鉄道員」からいってみるか。​
| 2004-10-13 20:04 | 読書系セレクション |
 
 
RE:坂口安吾>白痴
 
 
読んだよー!!　白痴は1時間ほどでじっくり読めますね。
面白かったというような内容じゃないけど、終戦直後の文学ってのは、何と言うか、映像がない世界での活字文学なんですなー。セピアな内容に重みがずしんと来る。こういう文学を現代人はすっかり忘れてます。
 
冒頭を読みながら、昔読んだ記憶が微かにあるが、真似して書いたパロディ作品だったのかも、、、と思い直すくらい後半は記憶になかったけど、図書館のソファーに寝そべって最後まで読んでしまいました。短編集を近々、古本屋で探すことにします。
堕落論を検索したら貸し出し中。おっと、読者が絶えないんだなーと驚いた。
先日立ち寄った本屋の積み棚には、何故か、夏目漱石や坂口安吾が高く積まれていました。​
娘が「教科書で『こころ』が出てくるのよ」と言って文庫を買って大事に持っていましたし、学校関連で、このような作家を取り上げているのかね。
だったら、高校生諸君、ひとこと書いてよ!
-----​
※白痴を読んだ後は、浅田次郎へと場所を移動し、読書サーフィンは続きました。​
| 2004-10-13 16:44 | 読書系セレクション |
 
 
福田みどりさんが語る「梟の城」(よもやま脱線篇)
 
 
これを書いた後でもう一度9月26日の産経新聞を読みました。「梟の城」を司馬さんが書き始めた頃の事に福田さんは触れている。「街道をゆく・壱岐・対馬 の道」に書いた司馬さんの文章を引用して司馬ファンをニヤッとさせている。該当を引用するのは難しいので、ぜひ、新聞を探してください>みなさん。
司馬さんがまだまだ無名だった昭和29年頃からの話。他愛もない話が続きますが、読者のひとりとしてはこの上ないエピソードです。
 
​
>産経の読書欄もいいですね。司馬遼太郎さんの奥様・福田みどりさんが月に1回、連載を書いてらっしゃいますのを時々読みます。単行本でも出ましたよ。
と書いたのですが、単行本は10月10日に、出ていました。​
>福田みどり 著　中央公論新社　2004年10月 発行　1,500円+税
読みたくなりましたね。文庫専門の私ですが、ふらふら。
とりあえず、明日は朝から晩までオフなので、図書館に行って「坂口安吾」を読もうと思っています。(一昨日に買った重松清と川上弘美はどうなるのよ・・・)
◆読書系・・・・って「毒書系」かも(苦笑)　
| 2004-10-12 21:52 | 読書系セレクション |
 
 
佐野眞一が引用した「堕落論」(坂口安吾)
 
 
東電OL殺人事件(新潮社・文庫・佐野眞一著)のなかで坂口安吾の堕落論を佐野さんは引用します。さらにその部分を引用すると、
「堕落自体は悪いことに決まっているが、モトデをかけずにホンモノをつかみだすことはできない。表面の奇麗ごとで真実の代償を求めることは無理であり、血 を賭け、肉を賭け、真実の悲鳴を賭けねばならぬ。堕落すべき時には、まっとうに、まっさかさまに堕ちねばならぬ。」　(プロローグから・11p)
 
うーんと唸るばかりです。​
「まっとうに」というのにシビレますねぇ。
坂口安吾を卒業研究のテーマにした友人が居て、その話を聞いたとき、私は、「ふーん、そう」で済ませたが、あれは軽率だった。​
出身地である新津市に行ってみたい、と切に思う。これまで何度も旅の途中に通過しながら、知らないために通過してきた。出会いとはこんなものだろうけど、自分体内で自己発生した好奇心だからこそ、面白い。
​
| 2004-10-10 08:42 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま(2)　東電OL殺人事件(佐野眞一)
 
 
東電OL殺人事件を読んだ。1997年、東京・渋谷の繁華街から外れた裏通りで、慶応義塾大学出身で東京電力のキャリアの社員だった女性が殺害された事件のその公判を題材にしている佐野眞一さんのルポです。この談話室ができた頃にちょうど夢中で読んでいたのですよ。
 
私のクラスメートに伊藤君という奴が居て、彼は高校時代に進学先の話をすると、「慶応大学に行きたい、だって壇ふみって素敵じゃないか」とよく言っ た。結局、奴は早稲田文学部に進むが、慶応は高嶺の花だった。後に私も都心に通い慶応との品格の差を体感した。(渡邊泰子と同い年なので似た時代に学生を していたことになりますので余計に)
その慶応義塾を母校とする渡邊泰子は、売春婦として渋谷の街を徘徊し、一晩に何名もの客を取り、それも数千円という格安での商売をしていた。ホテル 代をケチって、路地裏の駐車場などでやっているところを目撃されていたりする。どうして年収が1千万円もあろうかというキャリアな人がそんなことをしなけ ればいけないのか。
1997年3月、彼女は殺害されて、渋谷のアパートで発見された。マスコミはこの学歴と意外な事実を過剰なまでに報道した。
記憶にある人もあろう。
ひとりの容疑者があがり、後に逮捕され、最初の公判で無罪になる。その過程を、渡邊泰子が側からの情報はまったくないまま、容疑者を調べ、事件を調べ、公判を佐野眞一はくまなく傍聴した。
----
個人的には、例えば鎌田慧や本多勝一のルポとは正反対のルポですが、佐野さんの書き方の問題だから許すとして、まあまあ、面白かった。少し歯がゆいところもあるが。​
でも、佐野さんって、宮本常一のことをその前に書いていてすごく気に入っていたのに、ちょっと、小説っぽく、やや減点気味かなというのが総合的な感想です。
坂口安吾の堕落論が引用されています。この引用は刺激的で、私は堕落論を読み返し、考える日が続きました。坂口安吾ときたら、壇一雄・・・・というわけで、私の手が伸びるところは果てしなく拡散して行くのです。(ジュニアの人にも堕落論を読んで欲しいな、と思いながら)
こういうときに、ドロンと断ち切らせてくれるのが宮本輝さんで、9月末から「森の中の海」(上・下)を読み始め、台風のさなかに読み終わりました。そのお話はまた別に。​
| 2004-10-09 23:58 | 読書系セレクション |
 
 
原民喜　夏の花
 
 
椎名麟三を取り上げる前は太宰治だった。絶筆のグッドバイの話を聞いた。私はどうしても太宰が好きになれず、いったいこいつのどこが面白いんだ、とばかりこぼしていた。
しかし、椎名麟三の話になって「深夜の酒宴」を読んで、まったく新しい世界に飛び込んだように小説に魅せられてゆく。
 
カウンターは続いた。原民喜だった。(そのあとは武田泰淳だった)
どこがいいの?って
腹の底に力を入れてできる限り小声で、しかもできるだけ遠くに居る人に聞こえるような声を出し、この本を読んでみたくなる。一行を読み終えると、必ず次の行を読みたくなる。​
一体何が書いてあるのか、本当は分かっていないのかもしれないが、文字を綴る人の心が、手に取るように伝わってくる。そう思った。
もしかしたら私が高校時代にも既に教科書に載っていたのだろうか。だとしたら、高校の国語をサボっていたことが残念でならない。　(内田先生、もっと勉強すりゃよかったね>オレ)​
単に戦後文学と言ってしまいたくない。このマイナーな作品は、明らかに、文学という作品だと思う。
------------​
(或る所で書いたレビュー)
原民喜という人を知ってますか?​
太宰治、椎名麟三と続けば、書かないわけにはいかない。​
黒い雨(井伏鱒二)に無反応でもやっぱし書くわ。
​
「もし妻と死別したら1年間だけ生き残ろう。悲しく美しい1冊の詩集を書き残すために」​
と原民喜は言った。
40歳で被爆し、戦争をする愚かな社会に失望し、6年後に鉄道に身を投げる。
原爆の被災を書かねばならないと彼は強く思った。
「崩れ堕つ天地のまなか一輪の花の幻」
…覚えてますか? 
------------​
| 2004-10-07 23:18 | 読書系セレクション |
 
 
椎名麟三　美しい女 (10/07 23:14 )
 
 
斎藤先生の講義は文学という一般教養の中の科目です。教育学などと合わせて幾つかの教科の単位を取ることが中学高校での教員免許の一般教養の必須で、私たちは数学の教員になり人だけが規定の講義を履修した。とりわけ目立った科目ではない。(失礼をお許しください)
私は、微分積分学演習と文学には出かけた記憶がある。それが気に入っていただけで(演習の先生は女性だったし)、極悪学生だった。
代数幾何学、解析学、ベクトル解析、関数論、微分方程式、確率論、情報理論、統計学、物理学、物性工学、交流理論、電磁気学、高速フーリエ変換など、理工 学系の学生が1,2年の時に絶対に避けて通れない科目はあまり好んでは出かけなかった。　(専門課程では比較的、よく出かけた。研究室時代は住み込んでい た・・・・交通費節約?)
 
文学という、どうでもいい科目で学生生活の方向を決めてしまったのかもしれませんね。講義に出たかどうか明言はしませんが、古本屋で数冊の本を買い、急々と家路を駆けた。
​
ジュニアに書いたメッセージ:------------​
斎藤末弘先生という人がどんな人なのか、あの時も今もさほど知らないのだが、教壇に座り淡々と椎名麟三のことを先生は話された。前週までは太宰治でその日 から椎名麟三になった理由など私にはどうでも良かった。美しい女、永遠なる序章、深夜の酒宴、自由の彼方に、邂逅という作品の話をしてくださった。単位も 欲しかったが、そんなものよりも作品が面白かった。戦後文学を片っ端から読み漁る大学時代。その最初の1冊だった。​
------------​
| 2004-10-07 23:14 | 読書系セレクション |
 
 
ロボット絶望工場　鎌田慧著
 
 
みなさん、ドキュメンタリやルポルタージュは読みませんか?
小説やビジネス書とはまた違った味わいがあります。
 
しりとりを考えていて、「ろ」から始まるのが少ないので苦心してたら、ポッと思い出した。​
1975年頃から1980年代にかけて、工業用ロボットやマイコンと呼ばれる(今ではチップですね)コンピュータが、人間の仕事を片っ端から機械に置き換えていってしまった。そのことは時流として認めるものの、副産物も多かった。
企業の研究開発部門で基礎から商品まで関わってきましたが、チームの作品(商品)がTV-CMの登場するのを快感と思っていた時代もありました。数 多くの特許にも関わってきた技術者として、やはり、工学の人間として100%自信を持って胸を張るべきなのだろうけど、二十歳のころに理学への憧憬があり ながら実利を取って工学に進んだ後悔があってか、どうしても、現代社会で工学が大手を振っていることに対して何かしら咎めの一撃を出したいものだと、心の どこかで思っている。
鎌田さんのルポルタージュは、風化しないな、としみじみとそう思います。​
昭和63年4月第1版(講談社文庫)
------------------------​
ジュニアの書名しりとり;​
中卒高卒者が金の卵ともてはやされた時代の後に、工場内に技能者​
の時代が来る。それと同時に大卒者の数も増加し始め、標準化とい​
う個性を刈り取る時代がやってくる。それは製造メーカーの現場だ​
けではなく教育の現場でも表出し始め、その結果が生み出したイン​
テリゲンチャが現代のひとつ前のプラットホームを作った。技術全​
盛時代の到来で人間らしさを失った賢人が溢れる。工業社会・技術​
概論の副読本として今も価値が高いと思う。​
| 2004-09-29 18:04 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま帖・その3:せつない (09/28 23:59 )
 
 
遅く帰ったので、子どもは自室にいってしまっている。
そこで、夕飯を食べながらうちのんに言った。
 
「なあ、せつない…ってどんなもんやろ」
さすがに困った様子である。​
「うーん、ふーん。・・・」　　(沈黙が長い)​
こういう心境を、言葉にできない、というのか。​
(なんで、この歳になってアンタにこんなこと、聞かれなぁアカンのよ!　…という気持ちかも)
誰だって「せつない」の意味くらいはわかるだろう。​
頭の中を過去の記憶が駆け巡る。それはアナタ(ワタシ)だけの秘密かもしれない。
「せつない」作品を読むと、物語の進行に合わせて、きっとそれを共有できるから…かもしれない。
言葉にしてはいけない。​
理屈もいらない。
​
読者のなかで、「せつない」と耳にして、しばし考え込んだりした人があったら、気兼ねなく読書系で投稿デビューをしませんか。
せつないを…言葉にすればシャボン玉　　(ねこ作)​
| 2004-09-28 23:59 | 読書系セレクション |
 
 
追悼:森村桂さん、天国にいちばん近い島 (09/28 22:38 )
 
 
「昭和45年3月1日初版」の「天国にいちばん近い島」が手元にあります。
 
--->​
　　ずっとずっと南の地球の先っぽに​
　　天国にいちばん近い島がある​
今になって思うと、父は出まかせをいったのかもしれないのだが、というのは、父は土人島なんかに行ったことはないのである。​
---<
これが書き出しです。中身はあまり憶えてないけど、この始まりは印象的です。
森村桂さん。なくなられました。私が読んだのは、昭和45年発行のこの1冊だけですが、結構、これが読書人生に影響を与えているかもしれない。
本棚から取り出した書籍が、日に焼け、シミだらけになっている。
ははあん、私も同じなんだろうね。とほほ。​
| 2004-09-28 22:38 | 読書系セレクション |
 
 
御斎峠
 
 
御斎峠ですが、峠には御斉峠とあります。
やっぱし御斉峠が正しいかな。字の意味からすると「斎」だけどな。
さて、ノートをひっくり返してみましたら、ありました。
そのまま貼ります。
 
※eデモ・ツーリングクラブができたりして・・・
峠の説明書きから​
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-​
御斉峠
御斉峠は標高630m　多羅尾の東方にあたり、滋賀、三重両県の県境​
である。​
この峠からの眺望のすばらしさは古来より語り伝えられ伊賀地方、奈良、​
金剛の山々が展望できる。本能寺の変で徳川家康が堺、枚方、宇治田原​
を経て伊勢へ逃れる際も多羅尾光俊父子に警固されこの峠を越えたと伝​
えられている。​
御斉峠の名の由来は鎌倉時代に臨済禅の高僧夢窓国師が伊賀三田の空鉢​
山寺へ来られた時　この峠で村人が接待(斉)したところから出ている​
といわれている。​
峠の南に関所の跡がある。 ​
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-
切通し　多羅尾寒風　押し通る 誓子
の句碑が建っています。​
| 2004-09-26 20:42 | 読書系セレクション |
 
 
梟の城　司馬遼太郎著
 
 
司馬ファンはこの会議室にもたくさん潜んでいると確信してます。別スレッドで、浅田ファンがポロポロと登壇いただいて、とっても喜んでいますが、司馬ファンはその思い入れが大きくしかも重過ぎて一筆書き始めるのに時間が掛かるのかも。
もしもそうなら、安易に談話室に登場したらアカン…いえいえ、そんなことは一切ないですから、お越しください。
司馬ファンも、(例えば)阪神タイガースのファンも、ファン談話室は同じです。同じ雰囲気でワイワイやれば良いと思います。
 
さて、梟の城をジュニアで書きました。​
題名のしりとりは、終わる文字が「あ」～「ん」まで均等でないため、特定の文字で始まる書名を要求されることが多く、いつかはやめようと思ってるのですが、やっぱし、「山頭火句集」と「広辞苑」を書くまではやめられない。
「ふ」は難しい。「風神の門」も候補に上げたのですが「ん」で終わるので、今回は直木賞の「梟の城」のほうにしました。これって映画(またはドラマ)になった作品らしいですね。​
時代物でも、「風神の門」や「梟の城」のように忍者が出てきて、ドキドキする場面があったりするとドラマ化しても面白い作品になりましょうね。
本で読むと、のめりこんでゆくときにその人物の像を自分で作れるので、それが何といってもいいですけど。
女性を魅力的とジュニアで書きましたが、司馬さんの女性は、ぎこちないですが、照れもせずに書いてあって好きです。
御斎峠は、素晴らしい眺めの峠です。​
山岡荘八は、「徳川家康」で御斎峠のシーンをサラリと書いてしまってますし、NHKのドラマも面白くなかった。僕は徳川家康という人物がどうしても好きになれないので、この御斎峠で家康がやられていたら面白かったのに、、、と悪口を言います。ファンの方お許しを。​
「梟の城」のクライマックスシーンで、家康が死んでいたら、と思うと、考えるだけで楽しくなります。
結構読ませてくれます。初期の作品ですけど、それなりの味があります。
------------------------​
ジュニアの書名しりとり;​
>梟の城　司馬遼太郎著　　NO[213][2004-09-22]​
>この作品は司馬さんにしたら異色かもしれない。しかし三十数年後に​
>歴史小説ファンを痺れさせるような小説家になったからそう思うので​
>あり、テレビなき時代にはさぞかし人を魅了しただろう。​
>御斎峠を舞台に物語が始まります。御斎峠は光秀謀反の朝から数日間、​
>心を許した伊賀者に先導を受け家康が地を這うように生死を彷徨い越​
>えたという峠です。登場人物の女性がまた美的・知的・魅惑的。生が​
>鮮烈に知に刺さります。1960年直木賞​
| 2004-09-26 17:45 | 読書系セレクション |
 
 
猫さんのよもやまノート(2)
 
 
▼一週間のご無沙汰です。(うそうそ)　そんな歌謡番組があったなーと思い出したので、マネして思わずそう書き出してみただけ。
▼みなさん、毎日、お仕事に忙しく、残業の連続で家族一緒に夕食も共にできない人もあろうかと思います。そんな状態で、eデモが毎日増殖していったら、読 み残されてしまうなあ。スローな談話室という側面が必要であり、また一方で、ペースなどをとやかく言わずに「不易流行」的な談話も必要だと思います。しば らく遅れて読みに来ても、すんなりと談話に参加していただければ、単なる談話だったものが重みを増して、ひとりひとりのなかに戻ってゆける。そんな談話室 だったらいいなあって思います。
▼読書の秋ということもあって新聞社各紙(朝日、毎日、読売、日経、産経、中日)の読書欄(日曜や月曜が多い)、新刊広告、そのキャッチコピーに心を躍ら せています。この読書欄の拾い読みってのが癖になりそうで、先週や先々週の記憶を、曖昧ですが、辿ると、川上弘美、角田光代、石田依良、田辺聖子、島田雅 彦…などなどのエッセイ・書評、愉しませていただいてます。
▼ベストセラーは読まない、文庫になるまで待つ、古本屋を活用する、などと大雑把な決め事はあるものの、そんななかで「邂逅の森」(熊谷達也)-- 2004年131回直木賞--は早く読みたいなって思ってます。図書館に行っても待ちだろうな。(図書館で借りると後で買わないことがあるから、文庫版待 ちが多いです)
▼ネットの知人の話によれば、「宮本常一の描き出す民俗的な世界も垣間見える内容」だそうでして、「こんな本を手に1週間ほど旅出たいなー」と言ってました。どなたか読んだ人があったら、ご感想を。
▼熊谷さんはBMWのGSというバイクに乗ってるらしく、私も2気筒ビックオフローダーに乗ってますし、何か共通するものがあるかも。宮本常一の名前が出てきて、ことさら気に掛かる。
▼↑のように書きながらも今日は「森の中の海　上・下」(宮本輝)を買いに行くんだっ。うちのんにお金もらったもん。東電OL殺人事件(佐野真一)をもうすぐ読み終わるので。
| 2004-09-22 11:46 | 読書系セレクション |
 
 
 
ビタミンF　重松清著
 
 
声に力を入れて薦めるものでもない。私は読書系の部屋をそういう部屋にするつもりはないし、なって欲しくないし。
 
何かしら意図を持ってここを覗いている人で、その人が40歳から50歳代であれば、ささやかな家族を持っていると思うのだが、そんな人が、まんざら読書も嫌いでなく「ビタミンF」を知らないならば、ぜひとも、いかがですか、とオススメします。​
保障はしませんが、何名かの友人・知人たちは、気に入ったと便りをくれました。
年代が近い。​
普通のサラリーマンふうで、儲かっているふうの小説を書かないし、ストーリーもしっかりしてる。​
直木賞が必ずしもいい作品とは言いませんが、この作品を読むと、なるほど直木賞でも読んでみるか、と頷いてしまいます。
​
ジュニアには、以下のように書きました。意味不明だったか。​
-----​
重松さんは朝日の記事で「住んでいたのは大学に近い、6畳ひと間のアパートです。風呂なし、トイレと流しが共同で、家賃が1万5000円」と言っている。 私は大学から西武線に少し乗った所で4畳半ひと間で裸電球、2万5千円の賄い付き。学年もひと回りのうえ違うので共通するところは、みすぼらしいひと間住 まいということだけだが、この人の作品には惹かれるモノがある。西門から神田川にゆく狭苦しい裏通りでバッタリ遭いたいね。​
-----
私のアタマの中には第二文学部にいたシマダ君という友人ことが焼きついていて、彼とはよく早稲田界隈で飲んだ。彼は演劇の方面が専門だったので私にはチンプンカンプンだったが、感性を発散させる奴だった。​
文学部というのは一種の芸術的な要素を持ち合わせていて、理系の私には理解できないところがある一方で、彼らの仲間入りをしたいと思わせることもシバシバありました。
文学部に進学しようと思っている若人よ。損得を考えずに、打算概念を棄ててならば、進みなさい。感性を磨いたオトナになれると思います。
※「みすぼらしいひと間住まい」が共通と書きましたが、この表現の裏には、風呂なし、トイレ流し共同、部屋のカギなし、当然冷暖設備なし、など似たようなな条件を共有しています。​
| 2004-09-19 16:10 | 読書系セレクション |
 
 
秋の夜長の徒然に・・(宮沢賢治)
 
 
そうですね。(冒頭から引用しますと)
----
おかしなはがきが、ある土曜日の夕がた、一郎のうちにきました。
かねた一郎さま　九月十九日
あなたは、ごきげんよろしいほで、けつこです。
----
 
「どんぐりと山猫」は「注文の多い料理店」(角川文庫)の最初にあります。​
14ページほどの短編ですから、ちょっと時間の空いたときにでも、まだのかたはどうぞ。
ごらんのように、一郎に宛てた手紙は、9月19日の日付になっているのが、グットタイミングですね。(明日ですね)
私はこの文庫を1996年、宮沢賢治生誕100年のイベントをしている盛岡市を訪ねた頃に買っています。日記では7月30日でした。あの夏は暑かった。盛岡市やその郊外では、賢治の足跡も訪ね歩きました。​
----------------------------------​
[7/30-1](花巻にて、宮沢賢治関連)​
生誕100年で賑やかである。童話村というのがオープンしてピストン輸送のバスまで繰り出している。「裏の畑にいます」の素朴さがいい。沢山の資料やカタ ログをもらったけど帰りに全部落としたので何も書けませんが、賢治記念館は三内丸山遺跡と共に今回の二大ビックテーマでしたので満足です。子供と来たかっ た。​
| 2004-09-18 10:06 | 読書系セレクション |
 
 
千夜一夜物語　(アラビアンナイト)
 
 
国立民族学博物館(大阪・万博跡地)からのメルマガが届いたのはずっと前なんですが、そこにこの9月9日～12月7日まで「アラビアンナイト大博覧会」が開催されることを書いてました。
 
「やってくれるじゃないの」　そう言いたくなりましたね。
リムスキーコルサコフも交響組曲として「シェエラザート」をかきました。​
そう、この世で最も美しく魅惑的な女性を想い描いてしまう。​
それだけで幸せになりません?​
その女性が語る膨大な物語なんですね。​
アラビアンナイト。
シェエラザートが、何故に王様に物語を聞かせなくてはならなかったのでしょうか。​
そんなことを色々調べているだけで、アラビアンナイトも次の積読リストに上がってしまうぅぅぅ。
​
アナタは…きっと​
みんぱくサイトのアラビアンナイトの記事を読んだら絶対に行ってみたくなる。千夜一夜物語を読んでみたくなる。
------------------------------​
参考:国立民族学博物館(みんぱく)サイト​
http://www.minpaku.ac.jp/​
| 2004-09-13 12:26 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま話
 
 
▼閑古鳥が鳴いてもかまわない。きっと読者を掴んでみせる。そんなふうに考えていたのだけれど、やっぱし発言が無いと焦ってきます。でも動じませんからね。
▼みなさんがアップしてくださる様々な形の談話に私がひとつひとつお礼やベンチャラを書いても始まらない。だから、余計に・・・。いやいや、ここひとつという、ねこふうのエスプリを、と思ってます。
▼なかなか本を読む間がないなーって、どっかで誰かも書いてたけど。お昼休みに少しずつ読んで、司馬遼太郎の竜馬がゆくや、吉川英治の宮本武蔵を読み終えてきました。3ヶ月ほどかかりますけどね。
▼通勤の車の中で、長めの信号待ちの間に読書に耽る人も居ますね。時間は使いようなのかね。オススメできませんけど。
▼秋の夜長に読む本の話をしたいのだが。。。どんどんスレッド作って書いてくれーーーオススメ、インプレ、読感などなど。ほんでもって、秋の夜長に手放せない本。。。私?そりゃあ、山頭火句集です。この話は近いうちに、ね。
 
| 2004-09-10 22:21 | 読書系セレクション |
 
 
無言館　戦没画学生「祈りの絵」　窪島誠一郎著
 
 
そろそろ読書の秋ですし、旅愁が湧いてきますよね。
 
♪京都の秋の夕暮れは・・・なんていう語りの歌もあったけど、京都嵐山界隈を散策する小さな旅に出かけるのもいいなあ。常寂光寺、落柿舎、祇王寺・・・。平家物語の世界なんですよねぇ。
さて、水上さんが亡くなって、その息子さんである窪島誠一郎さんの「無言館」という本を手にとってみました。窪島さんは、信州、上田盆地の外れにあ る高台に「無言館」という美術館を建ててられます。もう数年になります。開館のときに行きましたが、素晴らしい美術館です。戦争で命を落としていった人た ちの描きかけの作品など、夭折の画家の作品を展示しています。少し暗い目の館内に並べられた無念の作品に見学者の言葉も詰まりぎみです。その作品をひとと おり紹介した本が　無言館戦没画学生「祈りの絵」という本です。
無言館について詳しいことは、またの機会に書くとして、この窪島さんは水上さんの実の子どもなんですね。ずっと表明されずにいたのですが、数年前にちょっとした話題になったような。
秋・・・ちょっと小さな旅に出てみたいなって思ったら、信州・上田盆地を訪ねて「無言館」に寄ってみてください。田沢温泉や別所温泉という名湯につ かって、高台の美術館で絵を鑑賞する。9月も中ごろを過ぎるとこの付近は稲刈りの季節です。10月になると2千メートルクラスの山々から、錦繍のじゅうた んが舞い降りてきて、鄙びた集落が秋色につつまれてゆきます。
手元に無言館の前で撮ったコスモスの写真があります。1冊の本に触発されて旅に出るってのもナカナカいいじゃないですか。​
----​
検索キー:水上勉、窪島誠一郎、無言館
| 2004-09-09 22:30 | 読書系セレクション |​
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植村直己；青春を山に賭けて
植村直己を知ってますかね、今の若者たち。
1970年代から80年代、世界を冒険する男たちはそれほどたくさん居たわけではありませんでした。
山岳冒険家の使う道具も、現代のように科学技術を駆使して開発されたものではなかった。今では想像できないほど、重く、大きく、不細工だった。​
(世界のエネルギーだって現在の半分程度しか消費していなかったんだよ。)
五大陸の最高峰をあっという間に制覇し、北極圏を犬ぞりで走破してしまう。まさに本物の冒険家だった。
この本は、そのウエムラの若いころに山に賭けた情熱を綴っている。
若い時代に読めば、必ず山が好きになってしまう・・・というような魔法のような本だった。今の若者はどんな気持ちで読むか私は知らないが、ニセモノの情熱をドラマティックに仕立てたりしているのに騙されないようになるためにも、ホンモノに触れておくといいです。 
| 2007-02-12 23:38 | 読書系セレクション |​
2010年9月29日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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福永武彦;忘却の河
「私がこれを書くのは私がこの部屋にいるからであり、」で始まるのがこの忘却の河であった。この一風変わった書き出しを真似して、友人に手紙を書いたものだ。忘却の河を読み終わった後は妙に落ち着いた自分がそこに居た。 
 
斎藤末弘先生が非常勤講師で母校に来てくれていたとき、一般教養・文学で福永武彦を取り上げたのが私と福永武彦との出会いだった。 ​
先生は、きょうこれから遠藤に会いに行くですよ…講義の合間に話し、遠藤周作のことを表からウラまで語ってくれる。遠藤周作や島尾敏雄、椎名麟三などを取 り上げる前に福永武彦だったのか、後だったのかはもはや私の記憶には無いが、電気通信工学科という文学に全く無縁の学科での講義でありながら、先生の話は 燦然とした思い出となっている。 
二十歳前の学生にこの小説の何がわかるか。まだまだ人生の苦汁の欠片も知らない、いや知ったかのように錯覚しているような若造に、この本の読了は無理だ。もしも、読みきれたとしても、一体オマエに何がわかるのか。
しかし、このときに1度は読了しておかねばならない。何故ならば、30年経って再読をしたときにこの作品の素晴らしさ出会うためには、二十歳で読みきることが必要だったのかもしれない。 
私はこの作品を初めて読むときに、この次のページで投げ出そうと何度も思いながらも、とりつかれたように読み耽ったと思う。でも、再読をする今は、 次のページを読めるのがいつになろうとも何も恐れることは無い。作品の一文一文をじっくりと味わって読もう、と考えながら幾日も費やして読み進んだ。 
30年前に買った文庫本は、これほどまでになるものかと驚くほど茶色く日焼けしている。ページを捲ると便箋を剥ぎ取るときのようにバラバラになるところもあった。 
ずっと心の中に大事に30年の間仕舞い続けていたものを1枚1枚棄てなさいと教えられているような気持ちになりながらページを捲った。
| 2007-12-02 11:55 | 読書系セレクション |
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自由自在に 
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(書き出し)
私がこれを書くのは私がこの部屋にいるからであり、ここにいて私が何かを発見したからである。その発見したものが何であるか、私の過去であるか、私の生きかたであるか、私の運命であるか、それは私には分からない。 
[image: ]​
(1章　66ページ)
私は昔ギリシャ神話を読んで、うろ覚えに忘却の河というものがあったのを覚えている。三途の河のようなものだろう。死者がそこを渡り、その水を飲み、生きていた頃の記憶のすべて忘れ去ると言われているものだ。 
福永武彦　【忘却の河】から 
■
不思議な魔力によって、からだじゅうを縛られてしまったかのように、私は動けなくなる。これほどトーンの低く暗い小説はそう多くは無いかもしれない。 
しかし、詰まらないから投げ捨てるとか、しばらく間が空いたから続きを読むのを断念するということは一切無い。 
仏教の経典を読むように淡々と活字を追いながらも、場面は著しく展開もしないにもかかわらず、そのまま私は読み続ける。3-4ページ読むと1-2ページ戻って何かを確かめ、また先へと読み進む。 
私は、この書物の放つ波動のようなものを全身で受け止めて、体内の歯車を、またはそれは積み木のようなものかもしれないが、そういったものを丁寧に組み直しているような気がする。 
身体の中に潜んでいたものや、腐敗と思って放置していたものが、蘇えることもあれば焼き捨てられてしまうこともある。 ​
ヒトは、時々、冷静を装いながらもヒステリックに、ときには酔ったように、過去を千切り棄てることも必要だ。 
--- 時間を戻すこと出来ないんだよ。 ​
--- 大丈夫よ、ボクの記憶の中では自由自在さ。
Tags:忘却 自由 見つめる ​
| 2007-11-16 20:57 | 読書系セレクション |
銀マド：読書系　─　アーカイブ　(前半)　から切り出したものです。
 2010年9月29日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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遠藤周作セレクション
イエスの生涯​
おバカさん​
さらば、夏の光よ​
ピエロの歌​
マリー​
ユーモア小説集​
わたしが・棄てた・女​
遠藤周作について​
何故・遠藤か​
何故遠藤周作なのか​
海と毒薬​
海と毒薬2​
楽天大将​
金と銀​
口笛をふく時​
女の一生1部キクの場合​
女の一生2部サチ子の場合​
深い河​
深い河2​
聖書のなかの女性たち​
青い小さな葡萄​
灯のうるむ頃​
白い人黄色い人​
母なるもの​

 
青い小さな葡萄
 
青い小さな葡萄​
遠藤 周作​
講談社
◇
コーヒーの宣伝に出ていたころだろうか。私が読んだ文庫は昭和54年の6月に7版として出版されたものだ。1版は昭和48年8月。 
ブックカバーもあの頃(30年ほど昔)を思い出させてくれる、イカス雰囲気のものだ。 
永年、私の本棚で眠っていたのを、私が再読するために引っ張り出してきた。所々に沁みができ日焼けして可哀相な姿だが、そこには遠藤周作が30歳の ままで生きていたのだ。 
若い文章がとても新鮮味を出しているし、まだ、あの頃は「原民喜」や「椎名麟三」を熱く論じていた遠藤さんだっただろうからこそ、こんな作品が書け た。 
読み始めると、戦前の外套のようなコートにくるまれた遠藤周作が、文学の語っているような筆致で物語が進む。 
戦争が終わって10年も経たない世界の(日本の)姿など知らない人が読むのだけれど、遠藤さんの頭のなかには、戦争がもたらした深い傷と、切り口が 見えないような自分の心のなかにある傷を、どうやって文学作品として読者に投げかけるか、という大きな命題がある。それは、苦悩であり、着々と遠藤の文学 が出来上がってゆく喜びでもあっただろう。 
そんなことを思いながら一文一文を追いかけてゆくと、晩年には見られないほどの素晴らしい美的な文章が埋もれていることに気付く。 
宝石のような作品だ、と思う。
| 2008-03-07 17:40 | 読書系セレクション |
 
昨日、「白い人・黄色い人」を走り書きしてアップしたあとに自室の書棚で遠藤さんの本と私は向き合った。 
白い人の文庫を取り出してみると、それはページの周辺が無残にも茶色く変色していた。裏表紙に「50」と鉛筆書きがしてある。まぎれもなく古本屋で 買った証拠だった。おそらく買った当初は変色しておらず、私の本棚で色があせてしまったのだろう。
ホームセンターで売っているスチールの5段済みの棚に、奥行き方向に3列、上に2段重ねにしている本棚。それを部屋の中に櫛型(図書館のように人の 隙間を開けて並べている様子を想像してください)に並べているので、奥の方なら日焼けしないはずなんだけどな。
予定外に、「青い小さな葡萄」が目に付いたので手に取ってみた。
作家は作品を重ねて大物になってゆくのは事実だ。司馬さんだって宮本輝さんだってそうだ。そう!村上龍もそうでね。
遠藤周作を知るためには、深い河ではなく、この時代を読まねばならない。そう確信しますね、この作品で。(はっきり言って、そんなに面白くないっ す)​
| 2005-05-25 22:26 | 読書系セレクション |
 
深い河
 
あなたの心の中にいる神に恥ずかしいと思わないならば、すなわちあなたの心がまことなのだ。自信を持って生きなさい。そう語りかけているような気がしま す。 
信仰とはなんですか。​
敬虔な心で善にあるいは悪に直面したときに、アナタはどんな行動をしますか。​
長い年月をかけてそういうところに達してゆくわけですが、その過程には遠藤さん自身の加齢も影響してると思います。後半にユーモア小説系の作品が少なかっ たのは、人気のせいで忙しかったこともあるものの、じっくりとこの「深い河」を導き出すための心の準備をしていたのかもしれない。
深い河。遠藤さんは、この「深い」という途轍もなく重い形容詞を、最後の物語に使ったのは、決して偶然でないのでしょう。そんな気がしますけど。ど うなんでしょうか、遠藤さん。
先にもあげた「ユーモア小説集」(1～3集)を読まずして遠藤を知ったと言うなかれ。​
「わたしが・棄てた・女」の読感をいっぱしに書かずして遠藤を語るなかれ。
そう遠藤ふうの口調で言い続けている私ですが、遠藤さんは、ひとりの人間がどんな生き方をして、何を考えて、何で悩んでいるのかを上手に飾り付け て、私たちの人生に重なり合わせて、これでもかというほどの作品をぶつけてくれました。重い作品やユーモアなものを交えて。。。
すべての作品について感想を書く機会があったら書いてみたいですが、いったんはこの辺で終わって、他の人も振り返ってみようかな、と思っています。
そうそう、「棄てる」という言葉は、「紙くずを籠に棄てる」というように使うんです。「捨てる」とは違って「棄てる」と書いたその深い意味をどれだ けの人が知ってるのでしょうか。最近のメッセージを書きながら、どうしても絞りきれないオススメ本・二冊には、「わたしが・棄てた・女」と「深い河」がい いかな、と思い始めたのでした、私。​
| 2005-06-06 20:00 | 読書系セレクション |
 
深い河　(再)
 
「深い河」を再読し始めて、何日も過ぎます。通勤の車の信号待ちや居間での短いくつろぎ(あるいはトイレだったり・・・)に少しずつ読んでます。 
「わたくし・・・・必ず・・・・生まれかわるから、この世界の何処かに。探して・・・・わたくしを見つけて・・・・約束よ、約束よ」
そんな台詞を盛り込む一方で、​
「人生は自分の意思ではなく、眼にはみえぬ何かの力で動かされているような気さえする」​
などと書いている。
このような方法は宮本輝の小説でも盛んに見られまして、ひとつの人生哲理を代弁してもらっているような共感とその快感を私たちは味わえますね。
ここでも居ました。
・「ガストン」というドン臭い外人さん。​
・要領よく生きてゆくことのできない弱い人​
・知的で且つ現代的で、冷たそうな面と深い人間味を備えたスゴイ美人そうな女性(私が男だからそう思うのかな)​
・哀しい眼差しの犬
そういう人たちが、いかにもありそうなドラマの中で絡み合って、私たち読者の性善説なる心を刺激しますね。
生きてるころの遠藤さんの話し振りをよく知っているだけに、台詞のひとつひとつが真顔の遠藤から発せらているように思えて(ジョークも同様です が・・・)なりません。
「テレーズ・デスケルウ」への強い思い、その後、「イエスの生涯」「海と毒薬」「沈黙」を経て、さらにユーモア小説集や中間小説で構想を磨き上げ、 遠藤さんは「深い河」へと辿り着いたのでしょう。若いころの遠藤から加齢とともに確実に成長してきたあとのひとつの提示であるような気がします。遠藤が普 段から冗談のように茶化して語っていたその本意も含めてすべてが盛り込まれているような気がします。​
(まだ300ページあたりなんですけど、ね)
| 2005-07-03 12:52 | 読書系セレクション |
 
深い河2005年07月05日 のメモから
今、遠藤周作の深い河を読み終えたところです。9年前に読んだときとはまったく違う気持ちで読みました。私も遠藤の年齢に近づいてから読んだという ことで、感じるモノも随分と変わってきました。 
終わり間際での美津子のセリフ。 
「本当に馬鹿よ。あんな玉ねぎのために一生を棒にふって。あなたが玉ねぎの真似をしたからって、この憎しみとエゴイズムしかない世のなかが変わる筈 はないじゃないの。あなたはあっちこっちで追い出され、揚句の果て、首を折って、死人の担架で運ばれて。あなたは結局は無力だったじゃないの」 
私はこの無力という言葉に果てしないチカラを感じるのですが。
---​
※深い河、で検索してもらうと関連が幾つかあります。​
| 2008-05-14 17:41 | 読書系セレクション |
 
女の一生　1部　キクの場合
 
女の一生のレビューを書きました。
この本は先日、ドボドボと血が出ているにもかかわらず、絶対に時間を作ってでも読もうと思って病院に持ち込んだものです。
病院の食事の前後に、手を合わせてお祈りをしてしまうようになったのは、本当です。
━ ・ ━ ・ ━ ・ ━ ・ ━ ・ ━ ・ ━ ・ ━
この小説は朝日新聞に連載されていたもので、毎日切り抜きながら読んだことを強く記憶している。連載を読みながら大事なことに気づかずに読んでいた ことを、今回、25年ぶりに読み起こして知った。
女の生きかた、いやそれは遠藤周作のひとつの理念として確たる形を持っている女の人生というべきもので、同時に男の人生でもあるのだが、初読のころ の私は学生だったということもあり、今、私の人生に数々の襞ができたことも大いなる理由となり、「女の一生」という物語が私に再発見という形で投げかけた ものは大きかった。
遠藤周作は若いころから、形を変えて人生というモノについて書いている。それはありふれた題名のものであっても、中味が濃く、予想以上に深い思いや 願いが込められてきた。あるときは神聖なものとして、またあるときはユーモアを交えて、遠藤氏の分身が物語に登場する色合いが格別に面白く人気の秘密でも あるのでしょう。そんな小説に加えて、海と毒薬、イエスの生涯、母なるもの、沈黙などという作品に出会った学生時代、私は遠藤を知ったかぶりしていたのだ ろうか。
15年以上も遠藤周作から遠ざかり、その間に彼自身が亡くなってしまっている。最後の作品と言われる深い河に触れた去年、私自身は30年前へとタイ ムスリップした。そこで遠藤さんと再会し、文学者としての遠藤周作の姿を別の角度から見ることができる。何というか、奥までやっと見通せ始めたような気が したのです。
「女の一生」は、新聞小説というメディアが今以上に末層の人々の心を捉え、活字が日常に与える憩いのようなものの活発な時代の作品で、彼のファンた ちはこの作品を上位にランキングすることも多い。
ミツとキク。
彼は、女を書くと天才的な筆致を見せてくれる。それが代表的な彼の作風であり、陋劣でうだつのあがらない男、他人の悲しみをごく自然に自分の気持ち に重ね合わせることのできる女がいる。​
しかもその清らかな女に深い悲しみが襲い掛かるという展開。強い男、弱い女、そして弱い男。​
こういうのをドラマチックというのだろう。
ここまで書いてはたと困ってしまう。​
キクのような女は、どう表現すればいいのだろうか。
この作品を読んで、私は、私が歩んできた人生や喜怒哀楽、数々の軋轢、失意などを瞬時のうちに思い起こし、同時に私なりのキクを増殖させて「美し く」「母なるもの」としてキクをイメージしている。​
人には人の生きかたがある。捉え方は千差万別だろうけど。
またしても、湧き上がってくる疑問。​
何故、遠藤周作なのか。
解決しようとしても、お茶目にジョークを飛ばしている彼の姿しか思い浮かばないから、もしかしたら、​
「バカだなあ、そんなこと考えてるのがバカなんだよ、キミらは。もっと僕の小説を読みなさい」​
と真顔で話す遠藤の姿は実の記憶なんだろうか。​
| 2006-03-15 13:08 | 読書系セレクション |
 
女の一生　2部　サチ子の場合
 
実は、出血している箇所以外は元気なので、一生懸命読書に励んで、オイオイと泣きじゃくっていたのですが、看護師さんがカーテンをバサッと開けたときは、 恥ずかしかったなあ。
一部と二部は、続けて読みましたが、あっという間の入院生活でした。
看護師さまが天使様に見えるし…。
去年、長崎に行ったときにこの本の事をすっかり忘れていたことが、悔しいな。​
長崎。行きたい。
--
1部と比較すると遠藤周作自身のイメージ像に重なり合う場面や人物が多くなる。​
戦中から戦後に掛けてを背景として、彼が人を描くドラマはそういう点でも生き生きしていて面白い。​
すでに評されているようにように、重苦しく書く必要は何もない。純文学というものが胸を張らなくても (張っても大いに結構ですが) 遠藤氏は十分に数々の作品を通じて命題を解決しようとしてきているのだから。
あたかも自伝的小説の如く、力強くあり、また悩ましくもある作品としたことで、1部とはまったく違った色合いが出せたのではないでしょうか。そこ に、長い間、閉ざされていた遠藤作品が再着火し、そいつがペーソスが少し入り混じったものだだけに、1部と同様に目頭を拭うタオルは欠かせないものの、少 し余裕も持って読むことができる。
遠藤氏の身体のなかを脈々と流れるひとつのテーマは、数々の作品を通じて姿を変えて感動を呼ぶ。遠藤氏は決して美文を書く人ではないのに、多くの ファンが美しいと褒め称える原因は、物語が刻む心のクロックのようなものをわきまえていて、感動する瞬間を上手に載せてくるところにある。読み手を催眠術 に掛けてしまったように、うっとりとさせてしまう術があるのでしょう。
強く、かみ殺すように悔しく哀しい物語でありながら、悲壮感を照れで誤魔かしたようなところが、彼らしいと言えるし、何年にも渡って嫌味もなく人気 作家であり続け、なおかつ文学者だったひとつの理由だろうか。
戦中を背景とした作品を書かせて、これほどまでに、明るくもあり暗くもある作品を書ける人は、遠藤周作をおいて他に誰一人としていない。​
(ですよね?)​
| 2006-03-15 16:42 | 読書系セレクション |
 
王妃マリー・アントワネット　遠藤周作
 
結末の明確なこの人のドラマを、いったいどのように書こうというのだろう。手にしたときは、そんな疑いのような気持ちでいっぱいだった。読み終われ ないかもしれない。
遠藤さんがこの作品を雑誌に連載していたときに断片的ではあるが読んでいたこととその連載の挿絵がかすかに記憶としてあるだけで、他には、何ひとつ 映画もドラマも演劇も本も知らないままで読み始めた。
まず最初にどうしても書かねばならないことは、マリー・アントワネットという女性が、想像以上に魅力的だったことだ。というか、遠藤さんは、そうい う女として彼女を書きたかったのだろうと、切々と感じた。
史実を冷めた目で眺めては作品の良さが見えず、それではもったいない。文学として物語りを心躍らせて愉しませていただくのが一番よろしいようです。
劇的な悲哀を描くわけでもなく(いや、劇的でしょう、と反論されたらそれも否定できないけど)、淡々と死刑という歴史が残している結末へと進んでゆ く。​
(中弛みや、話の濃淡が出来るのは仕方が無いことだし、それを乗り越えて遠藤周作の媚薬のような　─　人物ご自身からは想像も出来ないほどの　─　ロマン チズムととろけるような気障な文章が、くすぐったいのですが、麻薬のように本を手放せなくしてくれる。)
遠藤周作は、数々の作品の中で数々の女性を書いてきました。それは大抵が弱者で、幸運という偶然で左右することの出来ない運命を背負った女性で、し かも、その人の不幸を容赦なく不幸として冷たく書き、助けようとはしなかった。
もちろん、それは助けてはいけない掟があるからだが、周作さんのペンは精一杯暖かい手を差しのべているのが、手にとるようにわかるのが伝わってきて 私の心を揺るがす。
「人間にはそれぞれの役目というのがありますね」​
ポリニャック夫人は首をふった。​
「その役を負わされている方が心のなかでどんなに孤独かはだれにもわからないでしょう。でも、その孤独に耐えて、その役を勤めおおせることが高貴な方の生 涯だと」(一部略)　上巻304ページ
こういう箇所などは、周作さんの頭の中からひとときたりとも離れることのなかったことなんでしょう。
ひとりの女性を、それは美人でなければ、フランス革命という時代に生まれなければ、何の変哲もないただの王妃だったかもしれないのに、こうしてひと つのロマンのあふれた物語の主人公にしてしまった遠藤さんの凄さは、彼のジョークなトークからは想像も出来ないマジメな人柄そのものであり、彼がずっと心 の中に抱き続けているひとつの疑問なわけです。
彼は、物語の中に「孤独」で「高貴」な女性、マリー・アントワネットを書きながら、彼女のことを彼が自作でこれまでに登壇させた「聖女」たちと同じ ように思っていたのではないだろうか。​
もしも遠藤さんにそう尋ねたら「そんなこと、質問することじゃないだろう」と叱られるかもしれないが。​
作成日時 2007年07月07日 09:14​
| 2007-07-07 21:15 | 読書系セレクション |
 
海と毒薬
 
学生時代に医用電子工学講座というところでお世話になっていたので、動物実験が度々ありました。Kさん(M2)は人口膵臓の研究者で、糖尿病の犬を飼って 時々散歩をさせたりしていました。犬は人懐っこく、学内を何度か散歩に連れて回ると飼い主を覚えているのが分かりました。動物実験では、この糖尿病犬を 使ってインシュリン投与の制御実験をします。別のグループにいた私には、詳しいことはわかりませんでしたが、犬はその日のうちに実験の最中に死んでしまう のをいつも見て知っていました。大の字に固定され、幾本ものチューブや計測器に繋がれていた犬の姿を思い出します。そういう実験を年に何度もやりました。
私の場合は犬ですが、まあ、それでも可哀想な話なんですが、人間を実験に使う「罪悪」というものを問い、それに苛まれ続ける医学生たちの良心、倫理 観。さらにはそこに「時代」がどっぷりと重くのしかかる。
海と毒薬は、犬ではなく、人間で実験をおこなうという実話を参考にした話です。主人公の勝呂という医学生は、戦争中の米国人捕虜を使った人体実験に 参加せざるをえなくなります。戦争という時代背景が何というか、私には悔しかったなあ。
すべての人間が貧しく、必死で生きようとしている。一寸先は闇で、幸せなどまったく予期できない世の中で、自分はどうして生きながらえてゆけばいい のか。人を踏み潰して生きて行くのが正しい道か。
戦争を自分の目で見て大きくなった人々の書く文学の火を絶やしてはいけないと思いますね。遠藤さんと同年代の皆さんが次々と逝ってしまえば、それで この時代の文学は終わりで、次にやってきた新しい現代の小説が売れていればいいというものでもないでしょう。
遠藤さんの5冊を挙げれば必ず選ばれる1冊ですね。いかがですか。​
| 2005-05-27 18:43 | 読書系セレクション |
 
海と毒薬(その2)
今は亡くなってしまったけど、私が学生時代の遠藤さんはベストセラー作家でした。キリスト教作家として、重い文学作品を投げてくる傍ら、「ほら吹き 遠藤」としても有名で、ユーモアのある人気作家でした。
戦争を生きた作家たち。彼の友人・仲間たちがそれぞれの持ち味で戦争のなかをどのように生きてきたのかを書いています。例えば、阿川弘之さんの数々 の作品がそうです。
遠藤さんは戦争に行かなかった人ですが、戦争の真っ只中を生き抜いてきた人でした。まさに生き抜くという言葉が相応しく、神様から戴いた命を大事に しながら戦後の人々の心を潤す文学作品として数多く書いている。
小説の中では彼は言葉を使って物事の考え方などを説き伏せようとしてこない。作品のなかに、読者にゆっくりと考えさせて提起するだけです。
この物語で事件を扱って以来、多くのフィクション、ノンフィクションの作家たちが、事実を追い続けることになりました。
私たちの暮らしのありふれた一場面の、その延長上に遠藤さんの書く小説の舞台があります。 ​
あのとき、偶然、あの曲がり角を曲がっていたら、同じ悲劇を自分も味わうことになっていたのかもしれない…というような感じで哀しみや歓びを共感させてし まう。そういうところが遠藤さんのさり気ない凄さですかね。
時代は刻々と過ぎているのですが、この作品も学生時代に読破しておくべき1冊ですね。やはり、時代背景を十分に学んでから読み始めて欲しいです。
(…と言うことで、阿川弘之とセットで、どうぞ)​
| 2006-07-15 16:00 | 読書系セレクション |
 
何故・遠藤か。　---虚空を彷徨う儚いもの---
 
私はこのテーマをひと月余前に挙げてから、再び遠藤の作品を手にとるようになりました。そして、あるところで著作紹介として書き始めたものを、このブログ のなかの「読書系セレクション」カテゴリーに転載しています。(全部を引用するわけにはいかないのでお許しください)
没後、彼の作品から遠ざかっていましたが、逆に没後から彼を読み始めた人もあると思います。そういう様々なファンをごちゃ混ぜにできるこういうコ ミュはある意味で面白い。
さて、 ​
遠藤は晩年、芥川賞の選考委員をしていましたが、そのあとに宮本輝が同様に選考委員になっているのは偶然でしょうかね。
二人の文体は決して似ているとは思えませんが、読み手の頭のなかに映像の動きを連想させるよりも、心の動きを想像させるような部分が多いように感じ ます。そんな側面があると思います。簡単な文章です。中学程度の国語で十分に理解できるような文章により、複雑に絡み合う心をさり気なく綴り出し、作者の 生きる哲学のようなモノを所々に散りばめてゆく。
彼ら二人はこのような書き方を何の意識もなくするのですが、それが大きな魅力です。遠藤に至っては、元気な折にTV出演も時々こなしまして、カメラ の前で話をしている雰囲気とは別人を想像させるようなタッチで小説やエッセイを書き上げてゆきました。
小説自体が、虚空を彷徨う儚いものであるなればこそ、彼らが求めている世界にはある種の強い提示が潜んでいて、それが私の読書に向けた波長に頗る同 期していることで、この波長を通して二人が似ていると感じるのではないかと私は思います。
みなさんの感想を読みながら、これが私のなかにある感想と相まって、遠藤の魅力を増殖させます。
昨日「深い河」の文庫を書棚から手元に取って来ました。激しく日焼けしてしまっています。驚くことに'96.6.23(月)と書かれていました。 ちょうど9年前の昨日です。何かのお導きかもしれませんね。
-----
このように書いて、私は遠藤周作の深い河を再び読み始めたのです。9年ぶりに。
★「わたくし・・・・必ず・・・・生まれかわるから、この世界の何処かに。探して・・・・わたくしを見つけて・・・・約束よ、約束よ」
しばらくは、この本に浸ろうと思います。
| 2005-06-23 09:53 | 読書系セレクション |
 
ユーモア小説集
 
書き出しは・・・​
>読者諸君。​
>この女は嘘つき、嘘つきでないかを見極める方法を狐狸庵、教示いたそうか。
遠藤さんを取り上げてきました。しかし、書庫のすべてを挙げても面白くないので、一部を抜粋してお送りしています。あんまりしつこくやっても個人的 に遊ぶなと(既に遊んでいますが)叱られそうなので、そのうち終わりにしようと思います。
この、「ユーモア小説集」という作品は「第三」まで我が家にありますが、その後はわかりません。現在出版されているかどうかもわかりません。でも絶 対に、古本屋に行けば百円程度で買えると思います
ぜひ。
| 2005-06-02 08:53 | 読書系セレクション |
 
イエスの生涯
 
十年ほど前に青森県の三内丸山というところで縄文時代の大規模な遺跡が発見されたんです。そのときの報道記事を読んでいてグググと惹かれモノがひとつあり ました。
縄文時代の生活のなかで、生まれたばかりの子どもの埋葬の方法について記事は書いていました。
ムラが形成されているなかに、いわゆる、死んでしまった人を葬る区域がある。その、ムラの外れのいかにも墓地に相応しいところでありながら、しか し、どうしても不可思議な骨が見つかるというのです。
人々が暮らしていた家の、住居の中の壺の中に生まれて間もない、おそらく1 2歳未満の赤ん坊の骨が発見されるという。つまりそれは、子どもが何らかの事情で死んでしまっても、大人が死んでしまったのとは区別をして、子どもは自分 たちの暮らす家の中に埋葬した痕ではないか。
私は、それを読んでナルホドと思いました。
次のまとまった休みに枝葉をつけて2週間ほどの旅程で東北まで出かけました。三内丸山遺跡には3日間滞在して、その遺跡を(まだ発掘過程でしたがそ のほうが感動も大きかった)くまなく見て回りました。
人は、死んでしまうという概念を持たない世紀には、息をしなくなった自分の子どもが、もしかしたら生き返ってくると思ったんでしょう。死んでいると 誰も決めることができないのだから、赤ん坊であればいっそう、わが身のそばに置いて留めておこうとしたのでしょう。
いえいえ…​
イエスキリストという人物が何をどのように話されたのかは私にはわかりませんが、イエスの生涯を読むとき、宗教とか信仰などという人の心を包み抱きかかえ てくれるような概念が、この世紀にはどんな形で存在していたのだろうか…と思います。
人は無力に対峙し、強くもあり、弱くもある。遠藤さんは割りと早い時期に「イエスの生涯」を書いて、ずっと考え続けておられたんでしょうね。「深い 河」に至るまで数々の苦悩や喜びがあった。作品すべてが遠藤さんの実像ですな。​
| 2005-05-29 20:37 | 読書系セレクション |
 
ピエロの歌(上・下)
 
このタイトルを読むたびに遠藤さんがピエロに扮しておどけている姿を想像してしまう。​
そういうひょうきんな面が印象に強く残る。
小説は作り話なのだから実際にそんな話などがあるわけではないのだし、大体がそんな限られた人間だけで、しかもグッドタイミングで事件が次々と起こ るはずも無い。​
冷めてみれば、所詮、遠藤さんの作り話で、読者はそれを愉しめばいいのだと言う人もある。わかっていながら遠藤さんの文庫に手を延ばす。​
そういう人が多かったからでしょうか、講談社・遠藤周作文庫というのがあったのです。今は絶版かもしれません。興味のある人は古本屋でも探してみてくださ い。
私の手元にある「ピエロの歌」には1979年(S54 年)　6月12日　火曜日と裏表紙にメモがあります。古本屋さんが値段を鉛筆書きで書いていて「2冊で300円」と書かれてます。
詳細に記憶は無いですけど、​
ハイライトが80円。セブンスターが100円。銭湯が95円。確かビール大瓶も95円ほどだったように思います。​
東村山市から都内の江古田に引っ越し移り住んだ下宿屋は、夕飯の賄い付きの下宿代が2万5千円。洗面所は共同で当然風呂なしの裸電球の4畳半で、カギなし の戸板で廊下と仕切られた部屋でした。(仕送りは5万円だった。)​
北側に小さな窓があり、机に座ってその窓を開けると道路を隔てた南国屋さんという食堂の2階が真正面で、そこに下宿している女性の部屋が丸見えでした。彼 女は名前も知らないけど、私のことなどは気に留めないでお気楽に下着で部屋を歩き回るし、窓には平気で下着を干すし、二十歳そこそこの学生にとっては結構 刺激が強かったけどドラマのような毎日でした。
ストーリーは申し訳ないですが全然憶えていません。
「滑稽でチョッピリ哀しい若きピエロたちの青春小説」(上)、​
「思いもよらぬ都会の密室を利用した謀事が巻き起こす、若い男女のロマンに満ち満ちた恋と革命の青春小説」(下)​
とブックカバーに裏に書いてある。
私も青春時代だった。​
| 2005-05-26 17:19 | 読書系セレクション |
 
白い人・黄色い人
 
阿川弘之や島尾敏雄、石川達三には「さん」を付けないのに、遠藤周作には「さん」を付けてしまう。川端康成が、、三島由紀夫が、、と違和感は無いのに、遠 藤が書いた、、と書くのが妙な感じです、私には。
実際に元気な時代を知っていることもあろうが、作家として作品を通じて伝わる以外に、遠藤周作という人には庶民性があったということなのだろうか。 これは疑問のままです。
大好きな宮本輝さんは、やはり「宮本輝さん」というように書いていることが多いですねえ。
さて、タイトルには「白い人　黄色い人」をあげました。このスレッドを書き始めたときに決めていました。それは、遠藤さんが文学界に姿を出した初期の作品 で、遠藤さんは作家になって一番に伝えたかったことがエッセンスとして詰まっているのではないか、と思うのです。(もちろん、深い河や死海のほとりを抜き にしているわけではありません。)
芥川賞に今も昔も変化が無いとすると、「白い人」も昨今の作品と同じような評価だったのかも知れません。しかし、そこには遠藤さんの若さがあり、若 きが故に持つ悩みも書かれています。
私は学生時代にこの作品を読みました。このころ、石川達三や椎名麟三、原民喜、島尾敏雄、阿川弘之、福永武彦なども読みました。若い時期に書かれた 遠藤さんの作品を私も若いときに読んだことが、ある意味で幸運だったような気がします。
もう一度、読み返したら若返れるだろうか・・・(ギャフン)​
| 2005-05-24 19:48 | 読書系セレクション |
 
おバカさん
 
涙を流しながら笑うというのは、このような本を読んだ後のリアクションをいう。
ガストン=ボナパルト。もう25年以上も前に読んだ本の主人公など、はっきり言って覚えていません。伊豆の踊り子だって忘れました。​
でも、おバカさんの主人公は覚えているんですよね。
ユーモア小説とか中間小説というジャンルを切り開いた遠藤さんの功績は大きいし誇りですね。​
純文学というジャンルで真面目に、静かに、訥々と、重く訴える。だからこそ、ユーモア小説が生きてくる。同じテーマで物語れば、読者はやられてしまうの だ。
やっぱし、遠藤さんは照れ屋だったから、恥ずかしがり屋だったから、ユーモアでごまかしてみたり、ヘンな変装をして笑わせたりしていたんだな、と思 う。そう私が書けば、きっとウンウンと頷いている人が何人もいるはずです。確信します。
犬が出てくるんですよ。弱くて、意気地がなくて、訴えかけるように哀しみを秘めた眼差しで見つめる犬が…。​
ほかの小説でも登場します。遠藤さんはこの犬で何を表現しようとしていたんでしょうね。​
ねぇみなさん。お読みになったみなさん。如何に感じながら読まれましたか?
まだ読んでない?　だったら、おバカさんから始めませんか。
| 2005-05-23 17:52 | 読書系セレクション |
 
おバカさん
角川書店(角川文庫)\530
遠藤周作でも読もうかなと娘がいう。​
遠藤周作が生きていたら「でも読もうとは何だ!」と笑いながら怒って見せる顔が思い浮かぶようです。
そこで、おバカさんでも読んだらどうや、と無理やり渡しました。
貧乏な学生時代にこの本を読んで遠藤周作の世界に深く深くはいっていった。記念すべき一冊です。すかさず友人にも薦めてました。ちょうど、娘ももう すぐ三年生。30年違うのですが不朽の名作を読みなさいな。
周作さんが亡くなってから随分とたちますから、若い子はどんな人だったのか知らないのでしょうね。作品(純文学・中間小説・エッセィ)と実物は随分 かけ離れているように思われがちですからね。
しかし、こういう作品の隅々をきちんと読むと周作さんの人柄が出てきます。そのためにも必須の一冊です。
ガストンは、遠藤周作の化身でしょうか。​
バカで正直で、一直線。​
どん臭い。​
「深い河」にも登場していたので驚きました。
というわけで、遠藤周作が好きだという人は、この一冊は欠かせないでしょう。
そういえば、悲しい瞳で見つめる犬、あいつもよく登場します。​
| 2008-03-21 15:08 | 読書系セレクション |
 
何故遠藤周作なのか
 
色々と迷ったのですが、やはり、遠藤周作さんのことを振り返って、ココでみなさんに問うてみたくなったのです。
「ホラ吹き遠藤って言うんだよ、今から会いに行ってくるんだ」 ​
そう先生が講義中に話していたのを思い出します。25年以上前の一般教養の講義だったな。
私はそれ以前から遠藤さんに出会っていたけど、学生時代にグイグイと引き込まれていったのはあの講義を聴いたからでした。慶應文学、いいねぇーって いう、そういう時代だったな。
○　みなさんの遠藤さんとの出会いは何ですか? ​
○　なぜ、遠藤周作なのでしょうか、どこが好きなんだろうか。
語ってくださいよ、ねえ。​
| 2005-05-15 16:12 | 読書系セレクション |
 
わたしが・棄てた・女
 
自分の無力を感じるとき、どうしようもなく心が疲れて、それを何処にもぶつけてしまうことができないときってのがあります。社会や人の繋がりの中にいるこ とさえ嫌になってくるとき、一種の虚脱感が私を襲ってくる。オトナだったら酒でも飲めば解消できるでしょッ、っていう人があります。そんな生半可な程度 じゃない。とことんどん底まで沈んでしまうようなコイツに襲われたら、自分というモノがすべて消えていってしまう。
そんなときは自室に篭もることが多かったです。椅子に腰掛けて本棚を見上げる。中国古典モノ、司馬さんのような歴史モノ、本多さんのルポ、などな ど。どれもが私の踏み出す一歩にヒントを与え勇気付けてくれたものばかりです。そういう本を見上げて、何を考えていたのかねぇ…。
「わたしが・棄てた・女」は異色ですが、手に取ってパラパラとめくると、荒波の上にいた船が凪に入ったように心に静寂が蘇えってゆく。不思議な本で す。どうして惹かれていくんだろう。
------
>あの日も渋谷に雨が降っていた。​
それは小説のなかのひとつの情景です。​
都会の雨は冷たい。
(これを読んだ時代)​
履歴書に書けない時代をアチラコチラで足踏みしていた私はつまりは卒業するのが少し遅れてしまって、恋人気取りだった人は私よりもひと足先に銀座の大手商 社に入って働いてました。その子と月に何度か落ち合うために銀座をぶらついたことがあります。待ち合わせスポットの人ごみの中にいると溢れている雑踏が私 を押しつぶしてしまうかのような錯覚に陥る。自分はトコトン孤独なんだ。たった一人の人だけを頼りにソコにいる寂しさを感じながら待ち続けます。
主人公の森田ミツも孤独だった…。
私はこの本を書店(古本屋)で手にしたあと、横断歩道を渡ったりしているときも、もちろん電車の中でも読み続けたのを憶えています。​
遠藤さんを読みあさるきっかけとなった作品がこの作品です。ひとりの作家に集中して全作品を読むというようなことを私は滅多にしませんでした。ですが、遠 藤周作さんという人の作品は結構片っ端から読みました。​
今風にいうと「ライト」な感覚の小説です(軽小説)が、小説の軽い重いを認めても、主題はもとより作品の質にライトな感覚は何ら関係がない。立派な遠藤周 作の代表作品だと思っています。
(ジュニアで書いたこと)​
本棚にはこの本が何冊もありました。​
街を歩いていて本が読みたくなってどれにするか迷ったらこの本を買うからです。​
主人公森田ミツを通してひとつの生き方を提起してくれます。​
イエスキリストとか愛という言葉を使わずに、人の心の本質というものに迫る。​
あの日、森田ミツが歩いた渋谷の坂道にも霧雨が降っていた。​
霧雨に遭うと必ずといっていいほど、私はこの小説の一場面を思い出します。
遠藤さんは、すごく茶目っ気のある人で、真面目なことを真面目に話すのがとても照れくさい人だった。​
そういうこともあって、少しオーバーなホラをふいて自分を誤魔化してらっしゃった人でした。友人たちに「ホラ吹き遠藤」といわれてもそれはまったく悪い意 味ではなかった。それを知りながらライトな小説を読めば、何ら「海と毒薬」の読後感と変わりがないことに気付くことでしょう。​
| 2005-01-27 10:04 | 読書系セレクション |
 
わたしが棄てた女
誰に読んで欲しいか。若者に読んで欲しいですね。
神島に行った時に、「今の若者は果たして潮騒のような恋愛モノに感動するかどうか」という話も出ていました。​
「私が棄てた女」を読んで読んで感動するヤツがいるかどうかも、推測しがたいところですが、まんざらそんなに寂れてもいないんじゃないの、ってのが私の期 待です。
古本屋で講義の帰りに----サボってではないことにしておこう----100円程度で買って、歩きながら読み、飯も喰わずに貪り読んだ一冊です。
あの日も渋谷に雨が降っていた。​
そう、先日読んだ「東電OL殺人事件」も渋谷の街の裏通りだった。​
わかるかなー、このやるせない感じ。
■NO[ 236 ]　[ 2004-10-30 ]​
私が・棄てた・女　遠藤周作​
遠藤周作さんを引っぱり出しました。本棚にはこの本が何冊もありました。街を歩いていて本が読みたくなってどれにするか迷ったらこの本を買うからです。主 人公森田ミツを通してひとつの生き方を提起してくれます。イエスキリストとか愛という言葉を使わずに、人の心の本質というものに迫る。あの日、森田ミツが 歩いた渋谷の坂道にも霧雨が降っていた。霧雨に遭うと必ずといっていいほど、私はこの小説の一場面を思い出します。
| 2004-11-04 23:05 | 読書系セレクション |
 
聖書のなかの女性たち
 
約30年前の赤茶けた蔵書の発掘は続いています。
果たしてこの本も絶版になってはいまいか。 ​
心配ですが。
青い小さな葡萄 ​
白い人黄色い人 ​
を貪るように読んだころ。
この本も何気なしに手にとったのでした。 ​
あのときにはこの本の意味がそれほど分からなかった。 ​
ちょっとした理屈でしか理解していなかったのでしょうが ​
彼が40歳のころにどんなことを訴えようとしていたのかが ​
今頃、やっと、わかるような気がするのだな。
□
遠藤周作 ​
聖書のなかの女性たち
遠藤周作の「死海のほとり」を読みましたとか、「イエスの生涯」を、「沈黙」を、「海と毒薬」を読みましたと幾ら声高々に言っても、「青い小さな葡 萄」、「白い人黄色い人」などを知らずして遠藤を知ったことにはならない。
さらに、この「聖書のなかの女性たち」を遠藤周作がどんな気持ちで書いたのかを知らずして彼の作品の裏に隠された彼の本心を知ることはできない。
「深い河」は素晴らしい作品で彼の最高の作品ですと感想を書く人が、次々と出てくるなか、私はその方々に「それは本心ですか?」と問いたくなること がある。
それほど「深い河」は素晴らしいか。その絶対的な評価はまたの機会とするにして、相対的にあの作品をそれほどまでに高く評価できる人の心理に一歩踏 み込みたい。
遠藤氏がどんな人間で、何を考え何をバックボーンに尊大なるテーマに向かい合っていたのかを考えるときに、安易な作品評価は出来ない。
まあそんな堅苦しいことは言うなよ、と遠藤氏自身も言ってくれるかもしれないが、若いころの作品を、真剣に読んで欲しい。40歳になるまでに書かれ た作品群には彼のポリシーがみなぎっている。
しかし、初期作品がそんな重要な作品であると断言しながらも、これは、軽くてわかりやすいエッセーであったというのが、彼の隠されたユーモアなのか もしれない。
この作品はなるほど確かにエッセーであると分類されるらしいが、その数々の重い作品の最後の章に「秋の日記」というのがある。まずこれから読まれる ことをオススメしたい。
全ての遠藤作品を読む前にこれからどうぞ、と言ってもいいくらいだ。​
| 2009-12-24 22:37 | 読書系セレクション |
 
母なるもの
 
母なるもの​
新潮社​
遠藤 周作​
1975​
200円
表紙を虫が食ってしまって、トムとジェリーに出てくるチーズの表面のように穴ぼこだらけになってしまっている。​
昭和五十一年十二月十日、第三版だから(200円)、初めて読んだのもこのころだろうか。二十歳前後ということになる。​
このころは、まだ、遠藤周作を読み始めて間もない。しかも、小説というモノに興味を抱き始めるのも18歳のころであったことを考えると、私にとって小説= 遠藤作品のようなものであったのかもしれない。
「母なるもの」というタイトルは、素晴らしいと思う。​
これが、44歳で苦悩の中で生まれた作品で、その後、深い河に至るまでの、彼のすべての作品の中を脈々と流れ続け、彼が永遠に追い続けた自分の神にしか見 せることのない姿を、そこに映し出しているような気がする。
作品はエッセイ風に進むのだが、後々に遠藤周作の作品を読むに当たって必ず必須となることが散りばめられている。
何故、再び、30年も前に読んだ作品を今頃になって読むのか。
「母なるもの」が私をいざなったとしか言いようがない。​
| 2009-02-22 14:12 | 読書系セレクション |
 
遠藤周作さんのファンに、そのきっかけの作品を問いかけると「女の一生」、「深い河」という答えが返ってくることが多い。
やはり、亡くなられてから年月を経てしまったこと、生前のあのひょうきんさの裏にある真面目な素顔を、実物で見て知っている人が少ないゆえに、名作 としてリストアップされる作品が同時に人気を持つのでしょう。至って当然のことなのです。
しかし、「テレーズ・デスケルウ」(遠藤周作翻訳/講談社文芸文庫)や「母なるもの」を抜きにして遠藤さんを語ることはできない。
遠藤周作を知るためには、「母なるもの」を読み、「ホラ吹き遠藤」の異名を確立させる「狐狸庵閑話」シリーズをよみ、中間小説というジャンルを切り 開いた代表作「わたしが・棄てた・女」「おバカさん」を読み、同時に「死海のほとり」や「深い河」にも手を伸ばす。
遠藤周作の世界に浸ることで人生観が変わってしまう人が絶えない理由は、彼の優しいまなざしにある。「母なるもの」に遠藤周作の原点があるともいえ るのではないか。​
| 2005-05-22 17:37 | 読書系セレクション |
 
金と銀
 
「金と銀」 遠藤周作文庫　講談社　300円
手元に取り出したのは、遠藤周作文庫(講談社)であるが、どうやら絶版らしい。
遠藤周作の初期のころの作品で、中間小説というものが定着していなかったのではないだろうか。彼のユーモアもちょっとこの頃は馬鹿馬鹿しいともいえ るが、それがよかった。
この頃は、まだ文学者(評論家)としての勢いがあって、文学作家への途上でもあったのかもしれない。
作風が若々しいというか、素人みたいなところもある。
最初からオモロイのは、梅崎春生や原民喜の名前をもじった主人公が登場することや「もてさせ屋」という商売が登場する。名前をジョークにしてし まったり、このいかがわしい仕事を考え出したりするのは、このころから少しずつ楽しくやっていたのだろう。もてさせ屋はほかの小説でも使われたと思う。
ばかばかしいのだが憎めない。
40歳。昭和38年。
日本は、今の時代からは全く想像できない国だった。 ​
街の風景も、その当時を描写していて、面白い。
狐狸庵と自称するのもこの歳から。 ​
わたしが・棄てた・女、もこの年の作品。 ​
しかし、普通に読んでいる人には、同時期に書かれたものとは思えません。 ​
流れるものは同じだけれど。
|2008-08-28 18:20 | 読書系セレクション |​
|2011-03-23 |　改定
 
さらば、夏の光よ
 
一時帰省をしていた娘に、​
「わたしが・棄てた・女」と「さらば、夏の光よ」​
を持たせようと思ったら、​
持って行かんというので、私が読みました。
遠藤周作、30年もの。拾遺選シリーズ。
映画にもなってるけど、あれはアカン。​
郷ひろみと秋吉久美子。​
いわゆる、アイドル映画にされてしまったんだなー。(悲)​
ジェームス三木が若いときにシナリオを書いたんですが、​
若いという点では、いい。
*さらば、夏の光よ (講談社文庫)​
*遠藤 周作​
*講談社
遠藤周作という人は、ほんとにお茶目で悪戯好きだったという。売れっ子作家でありながら人間味もあった。
それには、理由があって、彼自身が常に弱者というものを見つめていたし、弱者の立場も理解をしていた人だったからだろう。
純文学作品を幾つも書き上げしっかりとしたファンを捉え、このような中間小説で、化けたような側面も見せてくれる。
しかし、遠藤周作の全ての作品の(今風に言うと)ネタ帖を、ガラガラと広げて掻き集めて物語に仕立て上げたのがこの作品だ。
彼の日常から超マジな顔までを知っている、すべての作品を読んだ人だけが分かる快感だ。
哀しい目をした小禽や犬たち。報われず注目されないサエナイ奴ら。もてない男。 ​
そして、通りすがりに「まるで小石を見るように」気にとめられない人たちが、それぞれの人生というひとつのレールの上で交差し、まさにドラマを成してゆく 展開。
どの小説でもそういう「弱く」て「哀しく」て「儚く」て「無力」な人々が織り成す物語に、分かっていながらも引きづり込まれてゆく。
どうしようもない哀しみと、解決のしようのない運命のようなものを引きづりながら、読者である私たちが「どん底」に突き落とされるような閉塞感に襲 われないのは、まさに遠藤周作のポリシーが燦然と美しいヒトの心をマリア様のように輝かせながら書いているからだろう。
遠藤周作が42歳。情熱を漲らせているときに書いた作品です。優しいくせにイジワルそうにふるまう彼の笑顔が蘇えるような作品ですね。​
| 2008-06-27 22:03 | 読書系セレクション |
 
口笛をふく時
 
講談社文庫(絶版らしい)
歳月という言葉の意味をずっしりと重く感じる。そんな作品だ。
30余年前、正確には1976年5月3日に私はこの本を購入している。ブルーブラックの万年筆でそう記してある。その色褪せて滲んでしまった私の筆 跡がまたこの物語を読み進むにつれてずっしりと心に圧し掛かってきた。
それは私が上京した年で、東村山市の萩山病院の裏に在った寮に住み始めて1ヶ月あまりという時代だった。高校時代に短くスポーツ刈にしていた髪もま だそれほど伸びていなかったはずだ。(この年の夏に志村ケンがブレークし、東村山音頭が有名になった)
当然、私には人生について深く考えることのできるような経験もなかったし、人にも事件にも出会ったりしていない。そんな時代に、こんな作品を読んで 分かったのだろうか。そう、今更ながら大人の視点で振り返るが、18歳の若造はそれなりに感動していたらしい。
書棚の奥から出てきたこの本には買った当初のカバーなどなく、こげ茶色に変色した背中と柔らかみを失った一枚一枚のページが、30年という時間のな かでじっと誰かに掘り出されるのを待っていたのかもしれない。(ご主人の私が掘り出すか、私が死んだときに紙くず屋に放出されるときに誰かが触るくらいし か想定できなかったけど)
読み進む途中で、決して荒っぽく扱った訳でもないのに、製本の糊付けがパリッと音を立てて割れたと思ったら、2、3日のうちに真っ二つに切れてし まった。読み終わるときは無残な姿に変化してしまっていた。
ページを捲るたびにタイムマシンに乗ったように時間が巻き戻る。物語は簡単に脳裏に蘇えってきた。私の頭のなかには、かび臭い寮の部屋も蘇えってき た…。
赤鉛筆で線が引いてある。その箇所が、現在の私がまさにその一行に引いてしまうだろうという一文であることに驚く。私はこの歳になっても、いつまで も子どものままなんだろうか、と苦笑する。
遠藤周作のこのような作品は、彼の純文学と呼ばれる作品と共に、非常に重要な位置にある。一行たりとも無駄な記述がないのは、むしろ中間小説と呼ばれるコ チラの作品群だろう。
遠藤周作が51歳のときに書いたこの作品の随所には、彼が戦争中に青春時代を送りその暮らしや数々の出会いがもたらした棄て去ることのできない悲哀 が、ユーモアと苦味をブレンドして綴られている。遠藤という小説家の人間味を漂わせてくれるシーンやセリフで満ちている。
主人公の30年前の記憶と、作品が書かれた時代(1973-74年)とを折り混ぜながら物語は展開する。それは遠藤氏自身の夢の物語であり、そし て、おそらく自分のために送ったそれまでの人生への労いであり、ペーソスにのせた社会に対するささやかなる批判でもあったのだろう。
テレビに出演しては楠本健吉や北壮夫、佐藤愛子、阿川弘之たちとおバカなことをやっていた。しかし、キリスト教を主題にした純文学作家遠藤氏の本当 の心の中を探るためには、このような(絶版になったらしい)作品を読まずして始まらない。
古本屋を漁り尽くしてでも、遠藤を語ろうという人には読んでいただきたい。語れない人は研究不足だとキッパリと言えましょう。
---- ​
32年後に再び読み返してみたことを良かったなと思います。
18歳のときに読んだ小説。 ​
遠藤氏が51歳に書いた小説。 ​
それを、彼が書いた年齢になって読んでみる。
この感動と、作品自体がもたらす感動とで、今、満ちています。​
| 2008-06-04 11:09 | 読書系セレクション |
 
遠藤周作　口笛をふく時
せつない、という言葉を知らないころに、もしも、この物語を読んでいたら私はどんなふうにそれを人に伝えたのだろうか。きょうは、「口笛を吹く時」を選ん でみました。​
(遠藤周作文庫・講談社は絶版だそうですね。復刻しないかな。。。)
どの作品を取り上げても共通するモノが深い深い所を流れていることに気づきます。作家遠藤周作は、高額納税者リストのトップに毎年顔を出しながら、 嫌味な面も気取った顔も見せずに、ヒット作品を送り続けました。
ニコニコと冗談を飛ばし、​
「なあ、アナタが嘘つきかどうか一発でわかるんだ、当ててやるよ。僕の質問に答えてくれよ。お風呂でオナラをしたことがあるかい?ねえ?」​
などとやっていたのであるが、
(作品最後から)​
美しいもの、懐かしいものはここだけではなく、日本のすべてから消えていく時代なのだ。平目も愛子もこの地上にはいない。それなのに自分だけが生き残って いる。小津は今、愛子や平目が自分の人生にとって何であったのかが、わかったような気がする。すべてが失われた今、それが残した意味がわかったような気が する…。
実はそのこには、遠藤さんが従来から語りかけてきた、世代の違い、人生の交錯、戦争の傷跡、弱き者、答えの無い問いかけ…、が作り上げるドラマの源 があると思う。
人は、涙を枯れさせて悲しい悲しいとただただ泣き続けてしまうことがある。​
悲しいという感情や概念の原点って何だろう。「無力の悔しさ」でもあるのではないか。​
所詮、小説、作り話…である。しかし、答えの無い問いかけは続くのでした。
さて、次は何を読みましょうか。​
| 2005-05-29 10:53 | 読書系セレクション |
 
灯のうるむ頃
 
「気をつけなよ。父さん。歩きかたが下手だなあ」と龍馬が言う。​
そうです。人生を歩んでゆくのが下手で、不器用な奴がいて、遠藤周作はそんなヒトに焦点をあてて書いてくれる。
30年前に(1979年6月に)御茶ノ水駅から坂道を下る道筋沿いの馴染みの古本屋で私はこの本を買った。「100円」と裏表紙にペンで記録してあ る。​
小説にも出る明治大学界隈は私にとって日常の風景であり、そこに自分を立たせて、そして、間違いなく登場人物の龍馬に自分を重ね合わせて引き込まれていっ た。貧しく冴えない学生の私は、息子の視点でこの作品に埋没した。
今、既に父も亡くし子どもが二十歳を回ったところまで歩んできた。決してひと息ついているわけではないのだが、偶然に拾い出した書棚の遠藤作品を立て 続けに再読しながら、彼の作品群を布石として読んでいたあの頃に感謝している。​
そして、今回は主人公である父親側に自分を重ね合わせている。
サクセスストーリーでもハッピーエンドでもないが、物語は至ってシンプルだ。極端な悲哀もなく、非現実的な「小説」である。
しかしながら、小説とはそうあっても一向に構わないことを実証し、一連の遠藤作品が訴えるものを、とても「クサイ」物語として読ませてくれる。クサ イがゆえにオロオロと大泣きもせず、その代わりに、何度も本を置いて空を見上げてしまうことが多かった。
赤鉛筆で直感的に下線を引いていた箇所が、今の私の気持ちと一緒だった。それは昔と何も変わっていない感覚の自分を証明しており、可笑しく嬉しい。
言うまでもなく、熟成しきれていない筆致と未完成な作風が、即ちこの時代の遠藤周作の魅力でもあり、それは詰まるところ、私が遠藤周作と30年弱の 年齢差で人生を歩み、彼の青年期からの作品に影響を受けてきていたことなんだな、とも思うわけです。​
| 2008-05-03 09:32 | 読書系セレクション |
 
楽天大将
 
楽天大将を、30年ぶりくらいに再読しました。 ​
レビューは、改訂すると思いますが、とりあえずアップします。 ​
色あせてボロボロになっているのが、なんとも、卒業してからの日々を物語っているのだな。
しかし、学生のころに読んで感じたことが、蘇えってくるから不思議です。​
赤鉛筆で線を引いているところがあるのですが、まさに同じところでそう感じているから。
まだの人。どうぞ。 ​
裏切らない作品ですから。
---
楽天大将は、「おバカさん」、「わたしが・棄てた・女」と並んで遠藤周作の傑作です。
随所に、遠藤周作ならではの書き方があるし、彼が持っている小説の風景がある。口癖もあるし、ひょうきんさも出てくる。物語のなかの人々の暮らしに 彼の暮らしや日常の話す様子が重なり合う。
悲しい瞳で見つめる小鳥、寂しそうに歩く子犬、定年を間近に控えた老いぼれの刑事、惚れた女性に一途の若い記者、それらを取り巻く人々の顔ぶれ。い い人、悪い人、そこにある不条理。遠藤周作は、日常生活のなかで非日常的なストーリーを創造し、作品の中でいとも簡単に手品のように物語を作り上げていっ てしまう。
純文学作品の中でそれらは、綺麗に飾り付けされ文学色を纏って出てくるのだが、軽めの小説では熟成される前の姿で作品に登場する。
全作品を読みとおした人なら、誰もが感じていることだろうが、このあたりが遠藤周作の小気味良さでないだろうか。
作品の主題には何も隔たりは無い。彼が目指しているものが知りたければ、これらの作品を読めばいい。そういう小説であるといえる。
彼の純文学を読んで彼の本髄に迫ることは大事なことなのだが、彼は照れくささを隠しながらもマジメに考えて、ひとつの作品として楽天大将をまとめあ げた。
30年が過ぎた今の時代になっても決して陳腐化しない作品であった。
…と書きながら、東京の中を描写する部分などを読むと30年前の東京を思い浮かべています。
この作品は昭和53年9月に文庫で出版されている。私はその第1版を買っていますが、遠藤さん、この頃から遠藤的手法を尽くして「聖女」を書いてい たんですね。
もしも尋ねたら、 ​
「志乃は聖女なんですよね」 ​
「そんなことは聞かなくてもよろしい」 ​
きっとそう言われるのでしょうね。
---- ​
(第1版では400円、昭和53年9月15日)​
| 2008-04-23 16:20 | 読書系セレクション |
 
遠藤周作について
 
30年前に、どっぷりと読み込んで​
しばらく、のんびりと読んで、​
その後、休憩していましたら​
遠藤さん、逝っちゃったんですよ。
このごろになって、また読み始めてます。​
色褪せて、凄いことになってるんですけど、​
遠藤周作の情熱を、(これは昔以上に)感じるんです。
娘が、私より遅れること30年、文学部でね、​
私の本棚をごそごそと、探ってます。
黙ってみてるのですけどね、ハラハラです。
 
 
2010年9月29日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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宮本輝セレクション
宮本輝
 
泥の河(宮本輝)
 
 
学生時代のことです。(昔です)​
大事な就職の説明会があったにもかかわらず、私は小栗康平の泥の河を、開館と同時に入って見始め、日が暮れるまで4度続けて見た。映画館に入れ替えのない時代だからこんなことができた。​
(泣けて泣けて、映画館から出れなかったという説もある)
小説は先に読んだか、映画の後で読んだか、覚えがない。​
しかし、この作品では、そんなことはどうだっていい。映画がモノクロであったように、物語もモノクロで淡々と進んでゆく。
東京で学生生活を終えて、関西で社会人となった私は、大阪駅から近いこの小説の舞台を訪ねたことがある。​
大阪は水の都です。大きな川が悠々と流れている。もしも自信を失いかけていたとしても、この川の流れを見ていると勇気が湧いてくる。
もう少し上流に行くと、造幣局の桜を見に行く川べりがあり、蕪村が「春風馬堤曲」の舞台にした毛馬があります。大阪は心斎橋だけじゃないんだよ。(住んだこともありませんので、あまり知りませんけど)
泥の河　宮本輝著　​
--​
「堂島川と土佐堀川がひとつになり、安治川と名を変えて大阪湾の一角に注ぎ込んでいく。」この景色を見るために大阪まで何度か足を運ん だ。大阪駅からそれほど遠くない。ついでに川べりを散策してくると大阪の人々の暮らしが思い浮かびやすいかもしれない。映画を小栗康平はモノクロで撮って いる。しかし人の目は明るくきらきらと輝いた。私たちにもこんな心があったに違いない。大阪のこの付近の河は堂々と且つ静かに流れている。
| 2004-10-26 22:56 | 読書系セレクション |
 
 
続:「泥の河」(宮本輝)角川文庫
 
私が宮本輝という作家に出会うのは、泥の河という映画が上映された頃だったでしょうか。何げなしに通りかかった新宿の映画館で、先に映画を観て、後から本 を買ったかも知れない。とても大事な就職の説明会があったにも関わらず、朝一番で映画館に入り2回か3回繰り返し観て、説明会には遅れて行った記憶があり ます。今回のタイトルにあげたのは、その時に読んだ「泥の河」です。しかし私は「蛍川」「道頓堀川」と続けて読んでしばらく彼の作品から遠ざかり、別の人 の作品に夢中になってしまってました。
 
ところが、7、8年前のある夜のことです。出張の仕事を終えて大阪・難波から乗った近鉄特急のなかでの事です。隣席にはひとりの若い女性が座ってい ました。そして彼女は文庫本を読んでいました。一方で私は、仕事の疲れもあるし、オフになったので缶ビールを飲みながら、いつものようにぼんやりとしてい たと思います。
ふとした事で彼女の開けた本の一行を盗み読みしてしまうのですが、そこにひとつの驚きに似た歓びがありました。その一行には、再び読み始めていた 「春の夢」と同じような匂いが漂っていたのです。しかも、ぷんぷんと。紛れもなくそれは宮本作品だと私は確信しました。その女性は貪るようにように読み 耽っているのを見て嬉しくなります。
そこで「それ、宮本輝ですよね」と声を掛けてしまったわけです。「ええっ…」と戸惑いがあった。30過ぎのほどの男が、情けない軟派をしてるように も見えるかも知れません。直感的にその小説が宮本輝の作品だと私が思っただけの事件ですけど、私にはなりふりかまわず声をかけても惜しくないほどの感動で した。
堂島川と土佐堀川が合流し安治川と名前をかえる所で物語は始まり、終わります。宮本作品に数々触れるとこの大阪の淀んだ川が幾つもの作品で登場します。人の心の裏の、誰にも見せないし見せてはいけない部分を、ひとつの哲学めいた綴りで投げかけててくれます。
あの近鉄特急の隣席に座っていた子、その子が私を宮本文学のファンにさせてしまったその人です。松阪駅で降りて、階段を上がって彼女は右に、私は左へ。たったひとことだけの会話をした切ない夜のお話でした。
-------------​
2000/06/12　の日付でパソコンの中に残っていました。あるミニコミ誌に書いた文です。​
| 2004-10-27 18:19 | 読書系セレクション |
 
 
道頓堀川(宮本輝)
 
泥臭いところや、人の心のふれあいを、現代の小説がいう切なさとは全然違う切なさで綴っていますよね。
 
人物が私自身に肌を擦り合わせてくるようなくらいに、没頭して読んでしまいます。
最後のビリヤードは、泣かせますね。それまでの道頓堀で繰りなされた様々な出来事が、何の言葉も使わずに甦ってくるのがわかります。親父と息子の無言のなかのふれあい。宮本輝は数少ない対話でそれを実現してゆくから泣かせます。
| 2007-06-07 22:20 | 読書系セレクション |
 
 
鎧駅のこと　(宮本輝、海岸列車)
 
今はベンチも新しくなっていると聞きました。
 
私が行ったころも、やはり駅のホームの内側ではなく、海のほうに向いてベンチが並んでいました。そこに腰掛けると入江が満遍なく見渡せました。
歩き回ってみました。汽車は来ませんので線路へも自由に降りて写真を撮ったりしてました。
入江に降りる坂道はコンクリートになっていたと思います。ごく普通の田舎の、山の斜面にある畑の中の道でしたが、思い入れのあるぶんだけ、あらゆるものが特別にみえました。斜面の中ほどで畑を耕すおばちゃんも絵になっていましたからね。
しばらく佇んでいたら、ディーゼルが入ってきましたので、私はそれがトンネルに消えてゆくのを見送って、しばらく余韻を味わってからそこを発ち去ったのを記憶しています。​
| 2007-06-05 22:42 | 読書系セレクション |
 
 
朝の歓び　宮本輝
 
 
昔
紫色の雷光が、夜の海の上で烈しく走りつづけるのを眺めながら、江波良介は、海辺の旅館の窓辺に坐ったまま、ひとりで四十五歳の誕生日を祝ってウィ スキーを飲み始めた。小説は能登半島の夜を舞台にこう始まる。40歳を少し越えた時にこの本と出会い、能登は何度も訪ねていたのに本を手に猿山岬を目指し て旅に出る。予想通り猿山岬には誰も居らず、バイクを停めあてもなくあたりを歩き回ったのでした。独り占めしてセンチメンタル。
と書いた。
いつもしりとりを書くときに、作品を200字で書くなんて…と思うが、よく考えてみるとなかなか良いシステムですね。補足をすると詰まらなくなる。
でも、少しだけ書くわ。
幸せとは何だろう。そう考えたことは誰でもあるが、それをさらに突き詰めて考えるとなると枝が広がって各人様々になると思う。私にとって非常に身近 に思えるストーリで、読み始めるとぐいぐいと引き込まれてしまう。逆の人もあるだろうが、それはまあ人生いろいろあるんだから、共鳴もすればチンプンカン プンもあるだろうけど。
恋愛モノのようで、実はもっと奥が深く、エッチな描写もあるが、話の展開とうまくマッチして、すっかり自分がドラマの中に納まってしまっていくのです。
自虐的でもないのだけど、​
自分を不幸に陥れて愛の成就も不完全なまま生きてきて、幸せとはどうあって然るべきなのか、私の心はどんな姿で行き続けるのが幸せなのか・・・ (←ストーリーとは無関係)　そんな自省の念を胸に抱いて生きてきたわけでもないけれど、作品には溶け込んでしまいます(どの作品も)
宮本作品は、この程度の長さのものがちょうどいいかな。1,2週間かかって読みますが、テレビも恋人もグルメもスポーツも、みんな忘れて、小説の中に溶け込める作品です。
能登半島に行きたくなります。(そんでもって、行ってしまったわけですけど)
| 2007-03-16 08:28 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝著　約束の冬(上・下)　文春文庫
 
約束・・・・。それは、お互いが信じ合い、心を通じ合い硬く未来に何かを叶えるために誓い合うことであり、また、誓い合う内容である、のだろうか。国語辞典も引かずにそんなことを考えている。​
つまりその私の出した答えが、間違っていても、私はそういうものを約束と呼びたいのだ。
 
学生時代に「約束」という映画があった。斎藤耕一監督の名作だ。岸恵子が若いんです。映画ファンの人なら昔の名作も見てください。おっと脱線だ。
その「約束」という映画で、2年後に刑務所を出られる女性(岸恵子)が
│2年たったら出られるの​
│2年たったらあの公園で待ってて​
│2年後の今日よ　約束して
と叫ぶ。日本海の冷涼とした海原から冷たい風が吹き付け、雪片が舞い飛んでくる。
約束とは、そういうものなのだ。
宮本輝は人間の姿を書くのがうまい。姿がどのようにあるべきかということを、彼流の言葉で表現しながら、ドラマのさり気ない箇所でそっと置いて去る。それを読んで、おおっと思っている読者を横目で見るように話を展開させてしまう。​
しかし、ストーリーの中ではしっかりとテーマを支える「哲学」のような彼の言葉の響きが読者の心を揺する。
私は、見事に揺すられながら酔いしれてゆく。
あとがきで、
│「約束の冬」を書き始める少し前くらいから、私は日本と​
│いう国の民度がひどく低下していると感じる幾つかの具体​
│的な事例に遭遇することがあった。​
│民度の低下とは、言い換えれば「おとなの幼稚化」という​
│ことになるかもしれない。
と書いている。言葉にしないで小説の中で表現することは難しいのだろうが、最後にどうしても短く言いたかったのだろうと思う。
│そこで私は、「約束の冬」に、このような人が自分の近く​
│にいてくれればいいなあと思える人物だけをばらまいて、​
│あとは彼たち彼女たちが勝手に何らかのドラマを織りなし​
│ていくであろうという目論見で筆を進めた。
新聞小説だし、宮本さんのひとつの特質として、途中で書くのに疲れたのかなと思わせるような感じで話が少しテンポを乱したり、ひと息つくところがあるのだが、それも難なく(読者を篩いにかける如く)クリアして、まあ予想通りの終章となってゆく。
「いい顔をしている」と誰かに言わせてみる箇所もある。人間は顔をそむけては生きてはゆけないのだ。だから、いい顔でありたいと願う心があってよい。
小説はひとつの夢の実現だと思う。だから、読む人がこの物語を読んで綺麗になり、勇気を持ち、夢を抱けるのが良い。​
彼はそれを作家として裏切ることなく叶えてくれるからファンが絶えないのだろう。
この小説を読んで葉巻に興味を持たれるかたも多いようだが、古典文学に惹かれてゆく人はいないのだろうか。
私は彼の魔術にかかったように、無性に上古・中世に惹かれてゆくのだ。
│そうですわね。平家物語、徒然草、西行、奥の細道、山頭火…​
翠英という女性にそう話させている。
私のカラダがピクピクする。(苦笑) 
| 2006-06-17 10:21 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝著　胸の香り
 
そもそも、この短編集に手を伸ばしたキッカケは、リンクを貼ってくれてるみほこさんがブックレビューを書いていたからでした。
 
短編集ということで少しばかりの戸惑いとためらいを私は持っていました。短いゆえのインパクトの薄さをどうしてか好きになれなず、重松清の短編を読 んだときに少し先入観を変更しつつあったものの、どっしりと重たい宮本輝の作品ばかりを読んでいた私は、宮本さんが書く短編とはどんなものなのかが想像で きなかった。
そういうわけで、怖いものを触るように…という感じで、みほこさんのオススメの胸の香りを読み始めたのでした。
しかし、何も心配することはなかった。宮本輝は私を裏切ることなく、むしろ細かいところまで行き届くように気を使って作品は書かれています。一字一句に作品への想いが感じられる。​
短い作品には、小説が小説としてある続けるために持っている、ささやかな感動があったのでした。
| 2006-05-23 12:55 | 読書系セレクション |
 
 
天の夜曲--「流転の海」シリーズ第4部(宮本輝) 
 
遂に出ました。天の夜曲。
 
早速、今日、本屋に行って買ってきます。​
大事に読もう。
流転の海シリーズの第4部です。第1部の「流転の海」は15年前に映画化されてますが、★絶対に見ないでください!!
宮本輝さんの母校の追門学院大学内に「宮本輝記念館」ができるそうですなあ。テルニストは感涙ですね。
第一部:流転の海​
第二部:地の星​
第三部:血脈の火​
第四部:天の夜曲​
第五部:未​
第六部:未
どんな本ですか、って?​
勇気が湧いてくるんですよ。​
第二部「地の星」を読んで四国まで行きました・・・勇気を見つけに。​
| 2005-04-03 09:49 | 読書系セレクション |
 
 
天の夜曲　宮本 輝 
 
さて、先日読み終わった「天の夜曲」。ハラハラドキドキの連続ですが、大きな波がまだまだ続きますね。ドラマやなー。史実なんだろうか・・・・ 
 
宮本文学らしく、大きな波の中に乗せられて、ドラマが展開してゆく。 ​
数々の場面が適確に読み手に伝わって、気持ちを揺さぶってくれます。 
読後は、いつものように、心に勇気が湧いてくる。 
裏表紙のページメモを参考に、一部を書き出してみました。 ​
---- ​
自分はこうしたいと思うても、そうはことが運ばんことがある。ジグザグの道をぎょうさん歩いた人間のほうが、そうでない人間よりも、いざというとき強うなれる。(p20) 
自分の人生にに、目指すべき大きな目的を持っていない人間の自尊心を傷つけてはならないのだ。釈迦が、堤婆達多を人前で恥をかかせ、とりわけ強固な自尊心をあえて傷つけたのは、大目的に向かうために、堤婆達多という人間を鍛えなければならなかったからだ。(p60) 
いま俺は、自分の生命力が衰えていると感じる。気力でもない、体力でもない。生命力なのだ。(p556) 
土佐堀川で、燃える近江丸の炎が照らしだした伸仁をみつけたときの、全身が震えて粟立ったあとに襲ってきた、あの思いのなかに自分は戻らなければならぬ。 ​
「自分の自尊心よりも大切なものを持って生きにゃあいけん」とは、この俺に向かって言う言葉なのだ・・・・・。(p565)
| 2005-06-16 15:37 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝著　森のなかの海
 
或るトラックバックから(一部略)
 
新しいジャンルへと踏み込む。これって、後で考えるとすごい幸運な巡り会い。​
恋人に出会ったような感動ですよね。(わたしは20年前です(照))
さて、わたしは宮本輝さんの大ファン。​
タカコさんていう後輩と、「春の夢」の話をしてからハマってます。​
ここまでハマるには、月日もかかったし、旅もしました。
再生のドラマを書く人と言われています。​
ストーリーテラーとも言われています。​
でも、私にはそんなことを言ってもらってる宮本さんはそれほど好きじゃないのですが。
やっぱし、読み終わると勇気が湧いてくるんだなー。ひとことで言えば。​
| 2004-12-06 22:38 | 読書系セレクション |
 
 
森のなかの海(上)(下)　光文社文庫　宮本輝
 
 
久し振りに宮本輝さんを読みました。(22号台風の夜に読了でした)​
阪神大震災の朝から物語が始まります。震災の話だけが事実で、あとは、まさに宮本流のストーリーで展開します。物語を作り上げることにおいてはこれほどの人は他にいないと思う。
最初が少し現実っぽくなったので嫌だったけど、後半は大きな流れの中に、ドラマを作るポイントが確実に散りばめられて、当然の如く、輝哲学のような 言葉が各所に登場する。非常にバランスよく出来上がった作品でした。その他の作品は、後半にやや息切れを感じるモノが多いだけに、予測が外れてプラスに転 化しました。
新聞広告で見つけておいて、お店に行くのを決めたら、行って即購入しました。文庫のイラストも気に入りました。ただ、残念なのは、イラストを含めて 本の表紙をスキャナで写しこの会議室で皆さんにお見せしたいので、輝さんにその旨をメールして許可をお願いしているのですが、残念ながら半月ほどしても音 沙汰がありません。少しイメージダウン。ダメならダメ、良しなら良しと回答して欲しいな。
宮本輝さんは女性の主人公を書くのが上手です。私はその女性に随分と惹かれていきます。生き方であるとか、モノの考え方なども。他の作品の例では、 「月光の東」という作品も、ひとりの凛冽な女性を主人公にして、スケールの大きいドラマを作り上げています。少しミステリアスに。
森の中の海では、主人公やその周辺の人々がほとんど女性で、その彼女たちの生き方や考え方が、私たちの実社会での些細なことを絡ませてちょっとした主張をしている。そしてそれは私たちの生きる姿であり、私たちの理想であり、夢の社会でもあり、哲学(ポリシー)でもある。
物語は当然のことながら架空のことでありますが、自分のアタマのなかにある喜怒哀楽が反応してしまう。だから、自分でも不思議なくらいのめり込んで行ってしまうのでしょう。​
宮本輝さんは再生のストーリーを書くのがうまい、と言われますが、月光の東----これは賛否凹凸が大きいでしょうが----や森の中の海を読むと、「再生」とは何かがよくわかる。
読後・・・・、​
信念を持つ自分に勇気が湧いてくるのがわかる。​
森とは何か、海とは何か。考え続けています。
-------​
宮本輝…何から読もうかな、という人には・・・・​
短編なら「錦繍」、中くらいなら「道頓堀川」、長編なら「海岸列車」、のめり込むマニアになるなら「流転の海」----1部から3部まで文庫化されてます。2部は「地の星」3部は「血脈の火」----をお薦めします。
| 2004-10-17 20:58 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝全短篇　(上下)　のその後、読書部Ⅱから
 
詩集です　　から、ここへ
 
読書部Ⅱへのメッセージから
この作品は、まさに、詩集といってよい。​
(必ず頷いてくれている人が居ると確信してます)
私は日記にも挙げましたし、そこでコメントを戴いた方にもそのようにおこたえしました。
手にとって、ずっしりと重く、
通勤列車に揺られながら、​
景色を見たり、​
書面に眼をやったりしながら、​
大事に大事に読んでいます。
どの作品を読んでも、彼の作品は彼が詩人であることを匂わせますが、心身ともに充実してなければ、なかなか、このような作品を吐き出せるものではない。
そういうふうに考えると、そのことは、彼にたったこれだけしか短篇がないということの理由になるのかもしれないですね。 ​

 
| 2009-08-12 11:11 | 読書系セレクション |
 
 
 
詩集です
 
宮本輝全短篇　(上下)
 
コメントをくれた方々にしたお返事から
短編集は、小説集ではないですね。 
詩集ですね。 ​
まさに。​
| 2009-08-09 16:37 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝全短篇　(上下)
 
実のところを白状すると​
図書館で借りてきたのです。
 
欲しいわ。
美味しいお肉とか​
カッコいい服とか​
素敵な指輪とか
そんなものはいらんから​
この本が欲しい。
上下で5千円なんですよね。
本屋さんにしばらく預けておこうと思っています。
宮本輝全短篇 上​
宮本 輝​
集英社​
\2,625
文庫本になっている作品は読み終わっているが、 ​
今ここで、​
読み終わっていることはまったくどうでもいいことで、 ​
すべての作品をパラパラと見ながら、 ​
この人がどんなことを思いながらこの作品を創作していったのだろうかと想像してみたり、 ​
美的結集である書き出しを声に出して読んでみたりしながら、 ​
どっしりと重いこの本を左手で包み込むようにだかえて ​
そっとページをめくってゆく。
本の放つ安らぎと活字の齎す味わいを愉しませてくれる本だと思う。
----
宮本輝全短篇 下​
宮本 輝​
集英社​
\2,625
感想を上巻に書いて、下巻を放り出しておくのがいやだった。
作家生活30年を記念して作ったというだけあって、素晴らしい本です。
読むために買うのではない。
(だって買う人の殆んどは、既に出版された作品であれば読み終わっているだろうし)
手に暖める。​
| 2009-08-07 10:19 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　花の回廊―流転の海第五部 
 
花の回廊―流転の海第五部 ​
2007​
新潮社​
宮本 輝
 
昭和32年という年は、非常に私たちの歴史の上でも意味の深いひとつの節目でもあったのだ。その時代を舞台にし、人々が貧しさのどん底に暮らしていたことを背景にしながら、宮本輝は壮絶なドラマを第五部としてくれた。 
人間は何のために生まれてきたのか。如何に生きてゆかねばならないのか。社会の中でどんな責務を果たし、人のためにそして自分のために、生きねばならないのか。 
それは、「ねばならない」というような強制的な色合いの物ではなかった時代であるにもかかわらず、個人が必死で生きていればある意味で美しく潔かっ た時代だった。悪は悪で存在したものの、良い社会を無意識で目指す人々がお互いに人間として認め合っていたと言うべきなのかもしれない。人と人との温か み、これでもかというほどの貧しさ、それらがあったからこそ5年後10年後の輝かしい未来を夢見て生きていた。 
そういう重苦しい時代背景のなかに、「泥の河」や「道頓堀川」に登場する人間臭い町の風景があり、他の小説でもチラチラと顔を出していた人々の行為や発言、縺れたような人間関係が存在して、ああ、やはりここが原点なんだなと感じる。 
人間そのものを書いてもよし。人間関係を描いてもよし。人の弱さと強さ、暗さと明るさを描いてもよし。 
なかなか文庫が出ないので図書館で借りてきました。文庫でも買いますが、待てなかった。しばらく宮本輝を読まないと、無性に読みたくなる。そいうときに流転の海シリーズを手にすると、あきませんね。 
最近、文章に気障が薄れたかなって感じますけど。
---
もう2年ほど前に第五部まで来てたんですが、文庫が出ないのでまってました。 ​
我慢できずに図書館で借りました。 
既に第六部も始まっています。​
| 2009-06-12 19:00 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　錦繍
 
手紙形式(往復書簡)で物語は進んでゆく。その風景は、宮本輝がデビューのころに書いた大阪から段々と広がり京都の街まで移って来る。私が永年住んでいた 右京区、嵯峨、嵯峨野、嵐山、太秦などが目に浮かぶ。地名こそそれほど出て来ないものの物語を読み進むにしたがってそこへと帰ってゆきたくなる。今度、実 家に行ったら散策してみよう…と思いながら読んでゆく。 
 
「前略　蔵王のダリア園からドッコ沼へ登るゴンドラリフトの中で、まさかあなたと再会するなんて、本当に想像すら出来ないことでした」という冒頭 は、数多くの読者を魅了し、当然私も例外なく惹き付けられてしまった。頭に焼き付いて暗誦できる人が、そこにもあそこにもってな具合だろう。 
ああ、燃えるような恋がしたいね。そんな風に読後、呟いてしまうのだが、単に恋を綴った物語ではない。二十歳のころに読めば、二十歳の若者らしく純 粋に人生を捉え、幾つかの苦難や悲哀を味わった人が四十歳を過ぎてから読めば、自分の人生を振り返りもって胸に手を当てて読めるのである。 
往復書簡の形式に違和感を感じる人もあるようだが、宮本輝以前にもたくさんの人がこのような手法を使っている。読む人の心の中に、優しく届けられ、敷居も無く素直に落ち着いて読み続けることができる。 ​
作品が短いこともあって、だから、夜が明けるまで一気に読んでしまったという人も多い。私もその1人だ。「決して平日には読まないでください」(笑)と言いながら薦めて差し上げるようにしている。 
「春の夢」で哲之が「夢を見ていたときの自分と、目を醒ましたときの自分と、どこがどう違うというのだろう」と母の傍らで朦朧と考えている場面が あった。宮本輝の頭脳のなかには、「泥の河」「蛍川」「道頓堀川」「幻の光」などのなかでも悉くこのテーマを物語のなかに滲ませて、その後の現在に至って も遠大なる提起として堂々と小説の骨にしている。 
「生きていることと、死んでいることとは、もしかしたら同じことかもしれない」 ​
この誰にも結論付けることができず、将又、どのように解釈してもそこに正解も不正解も無いテーマ。錦繍が名作と語り継がれる大きな理由は、その哲学的な疑 問を、誰にも心の片隅に持ち続けていて誰にも打ち明けたりしないような心の襞のようなものと一緒に、この短い小説の中で彼らしい波動に載せて綴ってゆくと ころにあろうか。 
小説が放つその揺れに同期しながら引き込まれてゆく多くのファンは、最後の一節を読み終わってもその酔いから解放されること無く、ぼんやりとその本を見つめ続けるのだ。 
(2005年12月31日に書いたレビューがあったのですが改訂・加筆しました。)
------​
この厚みの小説で ​
誰にも邪魔されずに ​
どっぷりと浸りながら 読むなら、 ​
錦繍(宮本輝) ​
わたしが・棄てた・女(遠藤周作) 
年末は、細雪(谷崎潤一郎)です、ってすでに書いたっけ。(老化か)​
| 2008-12-21 10:10 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　蛍川
 
この人の作品が持つ波長のようなものが、私の感情を左右する波長と、不規則でありながらも非常に高度な確率で一致するからだろうと思う。どの小説を取っても、その波の動きに上手く乗って、私は物語のなかへと入ってゆくことができる。 
 
波と波。それが全く重なるということは万に一度の確率ほどをみてもありえることではなく、せいぜい波のピークがそちらのピークに近づく…という程度のもので、言わばその引力の及ぼし合う力に任せて私はふわーっと小説のなかで呼吸している。 
物語は大きく息を吸い込むように、彼が丹精を込めて綴ってゆくひとつの情景が、その展開する速度を緩める。人々の動きが止まり、景色は変化せず、心 だけが急展開をする。大きく吸った息は、大きなため息となって放出されるとき、再び私はその、今度は流れるような波に乗るかのように激しく動く心の揺れを 愉しむ。 
太陽が沈む。雨が降る。人が去ってゆく。誰かが何かを話す。日常のごく自然の場面を、大きく息をしながら眺めて、真正面より少しずらした視線で、幸福よりも遥かに不幸に近い高さで、生きるということよりも生かされている人間の立場になって見つめている。 
すると、きっと今まで目の前には表れてこなかった無数の、幸せを誘なってくれる虫のようなものが、目の前に見えてきたのではないだろうか。実は、それがこの物語のなかで主題となる蛍の化身ではなかったのだろうか。 
いつか幸せになってやろう。自分はもう散々不幸のどん底をさまよったではないか。一度だって美しくキラキラと輝いたことがなかった日本海を背に、厳冬の北風に凍えて暮らしたときがあったのだ…、と回想しながら拳をきつく握っている作者の姿が見えるような作品だった。 
昭和55年2月29日初版。宮本輝は33歳。私は泥の河を読むためにこの文庫を買ったのでした。10歳離れているのですが、暗くて貧しくて辛くて、 でも必死で人々が生きてこれた時代背景を判る人だけが共有できる物語なのかもしれない。そうと思うと、私は少し置き去りにされかけ…なんだな。悔しい。 
文庫のタイトルは、泥の河「蛍川」収録　となっています。​
| 2008-12-14 16:58 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　幻の光
 
この小説に出てくる曽々木や輪島市内、さらに輪島から西へ猿山岬へと旅をしたことがる。夏のことであったので、小説「幻の光」の背景に映る哀しみを帯びて冷涼とした感を、そのときには抱かずに寂れた村落を走った。 
 
日本海沿いの貧しい集落には夏でも間垣が所々残っていて、冬の風の寒さは想像できた。誰も歩いていない漁村のどの場所に停止して日本海を眺めても、明るさや歓喜に満ちるようなものはない。 
宮本輝は、静かに自分の昔のあるときを思い出すと、そこには能登半島や富山の海があるのだろう。きっとそうに違いない。朝の歓びでは猿山岬を訪ねる が、アクティブにあの黒い海に対面しに行ったとしても、そこにあるものは、太平洋では決して見ることができない荒々しく冷たい海の姿だ。 
雷鳥を降りてからもローカル列車に乗り換えしばらく揺られてやって来る小さな街は、都会からとてつもないところにある。そんな街へ子どもをひとり連 れて降り立つ女の気持ちを、簡単に理解してやることなど、誰でもができるわけが無い。もしも、できるという人がいたならば、軽はずみでいい加減な質の低い 人だろう。 
作者は、そんな誰にも理解してもらえない寂れた土地へ主人公を追いやり、自分自身に語らせるのである。 
そこには映像では決して実現できない、宮本輝が吟味に吟味を重ねて綴った物語がある。誰にも真似が出来ない筆致は、もしかしたら宮本輝自身でももはや再現が出来ないかもしれない。何故ならこの作品を書いた31歳という時代は、遥か昔になってしまっているから。 
この小説は冬の寒いときに、厳しい寒さにじっと堪えている能登半島を描きながら読むのがいい。吹きすさぶ北風に積雪もままならない。世の中に存在する様々な人生の悲哀を思い浮かべることのできる人でなければ、この小説が問いかける先を理解できないのかもしれない。 
「お母ちゃんのお尻に、そばかすあるかァ」という主人公の言葉には泣かされる。 
海は、夏より冬の方がキラキラとよく光る。太陽の入射角の加減と思うが、しかし、日本海に、光ることができるようなひとときがあるのだろうか。 
作者は誰かにその「光る海」を見せてあげたいのかもしれない、そんなことをふと思った。
--​
(後日、追記)
この作品の最後で
「人間の精を抜いていく病気があるんやと、あれ以来わたしは考えるようになった。体力とか精神力とか、そんなうわべのものやない、もっと奥にある大事な精を奪っていく病気を、人間は自分の中に飼うてるのやないやろか。」
「そんな病気にかかった人間の心には、この曽々木の海の、一瞬のさざ波は、たとえようもない美しいものに映るかも知れへん」
と言っているんです。
その後、数々の宮元作品の中を脈々と流れるひとつのモノが、ここにすでに形を持ち始めていたのですね。
| 2008-12-11 17:30 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝;道頓堀川
 
坂口安吾のときにも、今、話題になっている三島由紀夫の潮騒であっても、半世紀前の人々の暮らしは貧しかった。その貧しさを名目とし純粋を通し、あるとき は悪さもする。大阪の町の中に必死で生きている人間の心を、現実を拠り所にしてドラマにしている。人が人にまみれて生きてゆけば、信用した人を騙すことも あるし、恋もする。熱い恋は深い愛になり道頓堀川を舞台に生きている激しさを切々と綴っている。若い人に読んで欲しい。
 
そんな200字感想を書いたことがある。
泥臭いところや人の心のふれあいを、現代の小説がいう切なさとはまったく違う切なさで、綴っている。だから、人物が私自身に、肌を擦り合わせてくるようなくらいに、没頭して読んでしまう。
最後のビリヤードは、泣かせてくれる。それまでの道頓堀で繰りなされた様々な出来事が、何の言葉も使わずに甦ってくるのがわかる。親父と息子の無言のなかのふれあい。宮本輝は数少ない対話でそれを実現してゆくから泣かせる。
「痺れる」作品だ。
---
気持ちが落ち着いて、この物語の持つ哀しさと激しさと優しさを、十分に受け入れる準備ができると、もう一度この本を読んでいる。
読後には宮本文学らしい爽快感が待っている。しかし、それを期待して読む訳ではない。何も望まない。ただただ、作品に浸りたい。この時代の大阪にタイムスリップして、この人たちと共有の時間を送りたい。そんな感じか。
宮本輝のこのころの作品は純文学だ。何度読んでもそう思う。文章もよく考えて書かれているし、話の流れもしっかりしている。話に無駄がひとつもない。何よりも全てが若々しい。
---
「辛い悲しいことが起こっても、いっこうにへこたれんと生きていけることが、しあわせやと思いますねェ」
話の終盤で武内にそう言わせた作者の一面に触れることができる素晴らしい物語だった。
---
「あの戦後のことは、私にとったら昔のことやあらへん。何て言うたらええんやろ。いっつも私の前にあるねん」
「・・・・前?」
「うん、そうやねん。私の前方にあるねん。想い出と違うて、未来みたいなもんや。そんな気がすることが、ときどきあるねんなァ」
---
これはユキとの会話だ。​
魅力的な人ばかりが登場する。
※2004年頃からバラバラに書いていた感想があったので、ひとまとめにして再編しました。​
| 2008-11-29 07:45 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝;春の夢 　(読後)
 
この作品は、初読して、その後に宮本輝の主要作品を読んでからもう一度読むと、一層、持ち味を受け入れることができます。そういうことを書きたかったけど、書けなかったもんね。 ​
---- ​
春の夢 (文春文庫) ​
宮本 輝 ​
文藝春秋 ​
\540 ​
---- 
 
宮本輝の作品は「泥の河」の他に幾つかを読んでいたがそれほど夢中になったわけではなく、追手門学院出身だった後輩の薦めで「春の夢」を読み始めた。 
こんな他愛無い切っ掛けが出会いで、後に殆どを読んでしまうのだから、この小説は不思議な力を秘めた作品だったのだろう。 
爽やかで逞しく生きてゆく二人の心の動きを上手に表現しながら、人間というもの心の奥に潜んでいる何者にも背けない真理のようなものを考えつづけ、宮本輝は遠大なるテーマをこの作品の中でも見せてくれる。 
決して青春文学などと言ってしまってオシマイにはできない作品だ。(そういう意味でも「青が散る」とは全く異質で、作品としての出来栄えにも大差がある) 
初読で感動した読者も多い中、何度も読み返す人が多い作品としても「春の夢」がリストアップされるのは、そういう無意識の引力が物語のなかに隠されているということなのかもしれない。 
哲之が、「夢を見ていたときの自分と、目を醒ましたときの自分と、どこがどう違うというのだろう」と母の傍らで朦朧と考えていることに驚き、再読し た人には、きっと「生きていることと、死んでいることとは、もしかしたら同じことかもしれない」(錦繍)という一節が蘇えったはずだ。 
沢村千代乃の死の場面では、月光の東で「きっと人間は、自分のなかに淀んでいるものをさらけだしてしまわないと、他人の言葉を受け容れることができないのであろう」と表現した深い流れを感じ取った。 
にぎやかな天地では、「死というものは、生のひとつの形なのだ」と書き始めた。うーん、と唸るしかない。
この作品を発表した後、文庫にすれば上下巻に及ぶような作品も発表している。しかし、彼の作品の中でテーマがほどよく熟成するのはこのくらい短いも のが適度かなと思うものの、どっぷりと酔いしれてしまうには上下巻に及ぶほどの長い話のほうが酔いつぶれてしまえて満足なのか。 
そんなことを思いながら読み終わった本を閉じ、表紙を二三回さすって、赤茶色に日焼けした本をじっと見つめてしまった。​
| 2008-09-07 15:05 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝;春の夢　(途中)
 
春の夢。 再読中。途中です。​
大事に読んでいるので進みません。​
(ペンを手に戻ってばっかし)
 
輝さんの「春の夢」を読んでいると、「青が散る」は駄作だと思うけど、「春の夢」は違うなって感じるのよ。​
(「青が散る」のファンの人、ごめんね) 
悲しくも悔しくもないのに、読む手を止めて、じっと外を見るでもなく車窓のほうを向いていたりしてね。泣いている訳でもないのだが… 
まだ、読み終わってないけど 、35歳くらいのときに初めて読んだんだろうと思うんですが、 あれからまだ15年程しか過ぎてないのか。そうか。 
もう10歳から15歳くらい若く、二十歳ころに読んでおくのもいいな。 
人生の節目に何度も何度も読み返す。 ​
そういう価値ある作品のような気がする。​
| 2008-09-06 08:59 | 読書系セレクション |
 
 
花の降る午後(宮本輝)
 
花の降る午後。 
 
新刊のときに買って、宮本輝にしては珍しく艶っぽいシーンもあったので、とてもいい作品ではあるものの・・・と言葉を濁すような読後感想しか残して いなかったのだが、その理由も明確にしないままだったことが少し気がかりだったので、もう一度、それなりの年齢になったので読み返すことにしたいと思って いた。 
司馬遼太郎の坂の上の雲を第4巻まで読み終えたのを機会に、次の並行読書本はこれに決心して、16日の朝、京都行きの電車に乗るときにカバンにぽんと放り込んだ。 
いまから1週間ほど、通勤の電車の中で、行きは司馬さん、帰りは宮本さんと言うような感じで楽しむことになります。 
少し始まりを読んでいますが、結構、覚えているものです。嬉しくなってくる。宮本輝にしか書けない文章だ。嬉しい。 
--- 
人間には二種類ある。辛くて寂しくて哀しいことは、いつまでもつづかない。必ず終わるときが来る。その終わったときに、弱くなるか強くなるかの二種類だよ。(p23) 
黄色いマーカーで線がひいてあるんだが、その色が随分と褪せている。 ​
私は深い訳があってこの部分に線を引いたのだろう。 ​
いま、そのときの心理をすべて思い出すことはできないけれど、読み進むことで必ず蘇るだろう。いい作品には、そんな力があるね。​
| 2008-08-17 09:48 | 読書系セレクション |
 
 
花の降る午後　宮本輝　(その2)
 
10年以上前に新刊(講談社1995)で買って一度読んだきりで本棚に仕舞ったものを取り出して読んでみた。あのころの私は、不惑の年齢を控えていた。 
 
「人間には二種類ある。辛くて寂しくて哀しいことは、いつまでもつづかない。必ず終わるときが来る。その終わったときに、弱くなるか強くなるかの二種類だよ。」(p23)　 ​
という箇所に呼び込まれるようにしてのめりこみ、ドラマの展開の中で幸福とは何かと考え続け ​
「しがらみを捨てるってことは、煎じ詰めれば、人生からおりるってことになるのよ。人生からおりた人間の未来に花が咲いたためしはない」(p468) ​
に頷いたりしながら、自分の人生というものを悩んでいたのだった。 
宮本輝の魅力は、登場人物の心の変化を叙情的に綴ってくれる点にあり、どうしてこんなに女性の心理がわかるのだろうかというだけではなく、読み手を上手に魔術にかけてしまい、その魔術にかかった状態の読者をコテンと痺れさせてしまうのだ。 
だが、この作品の濃厚シーンが多いところは好きになれなくて、物語のバランスとしても、宮本輝の腕にかかればそんな箇所はサラリと流してしまって、 宮本節をたくさん散りばめてもよかっただろうに…と思う点もあるもの、まあ、作家には作家の構想というのがあるだろうし、そのときに作品と向かい合ってい た自分の様々な心理や思惑もあったのでしょう。 
ドラマの中で、人間関係を修飾するために作られた数々の設定にはあまり面白さを感じれず、このまま終わったらB級作品になってしまうと心配までしたのだが、そこはきちんと、大阪駅のプラットホームのシーンなども入れて持ち直してくれたので、星をひとつ増とします。 
「登場する人物が、みな幸福」になってくれるように途中から変更したとあとがきで書いている。やはり、それはある意味では正解で、この人の作品には 大きな事件であるとか、どんでん返しなどは不要で、ただひたすらに彼の筆致がもたらしてくれるさざなみのような波長で綴られた物語に私たちは共感して感動 するのがいいと思う。 
--- 
講談社文庫の装丁の美しい絵は大好きです。ドラマの舞台がこんな坂道の上ってのは深い意味があるんでしょうかね。脳裏に自由に主人公や登場人物を描いて、その人なりに愉しみ味わうのがいい作品でしょう。映像にした履歴もあるようですが、それは封印です。​
| 2008-08-20 17:58 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　海岸列車
 
(小説の始まりの章で)
 
駅から入江への急な斜面には、かつてサバ漁で賑わった鎧港の名残として、錆びて風化した鉄のレール敷きだけが一直線に下りている。陸あげしたしたサ バを列車に積み込むためのケーブルの残骸であった。その横に、村へと下りていく折れ曲がった錆色の道がある。列車の車輪とレールとが撒きちらす鉄粉によっ て色を染めた道は、ほんの数十メートルで、黒ずんだコンクリートに変わるのだが、かおりは、その道の錆色の部分しか歩いたことはない。　(Page25)
と書いています。
幼い日に母に捨てられた兄と妹は、それぞれ、自分の深い想いを持って海岸列車に乗り鎧駅を訪ねます。
----
宮本輝は物語を作り上げるのが上手い人ですが、その地盤には彼が強いポリシーとその主張を正々堂々と作品の中で読者にぶつけてくるという、宮本哲学のようなものがあるから感動するのだと思う。
そしてその手法は様々であるのだが、読者はその作品を読みながら個人が持つ哀しみや弱みなどと照らし合わせ、また自分の迷いや気力に似たものをシンクロさせながら、吸い込まれて行ってしまう。
人生に悩んでいた人がいたならば、その人に勇気と活力を与え、その拠りどころのヒントを差し出してくれる。
海岸列車では、冒頭のシーンでインパクトを与えて、登場人物たちがそれぞれの視点でドラマを織り成してゆく。
物語の原点は鎧駅から始まっているので、私たち読者はその地を何度でも訪ねて行ってしまう。
----​
小説に出てくる向こう側のホームのベンチも、またそれが海側を向いて置かれていることも、そこから見下ろす港に倉庫らしい建物が見えることも、私にとっては期待通りでありまた新鮮で嬉しい。
ひとりごとをぶつぶつ言いながら私は周辺を歩き回っている。そしてぼんやりと海を眺めては、時々、シャッターを切る。畑で仕事をしているおばあちゃんにはそんな姿が変に映ったかも知れない。それでも私は、向こうのホームに行ったりこっちに来たりを繰り返していた。
時刻は8時20分頃で、下りの列車が来てホームに止まった後、二、三分で上りの列車が入ってきた。降りる人も乗る人もいない。列車の中の人影は疎ら で、行き交う列車を遠巻に私は眺めていた。やがて重そうな車両を動かすためにディーゼルエンジンの音を山に反射させて列車は動きだした。黒い煙の匂いが私 の所まで届いて、その後、列車はまたトンネルに消えて行った。　​
(日記から)
----
もしかしたら人生を歩んでいくのに疲れていたのかもしれない。ひとりで旅に出て、駅のホームから小説の舞台となる海を見下ろし、勇気が満ちてくるのを私は感じたのだろう。
「まっとうに生きる」という言葉を輝さんは小説の中で使います。ずっしりと響いてきます。
生きる「拠りどころ」と「勇気」をこの作品から得てきた人は数限りなくあることでしょう。​
自分の弱さを感じたら、ここに戻ってくればいい。​
| 2008-08-11 17:03 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　にぎやかな天地(上)　おぼえがき
 
 
にぎやかな天地(上)　宮本輝　を読み終わったところで、おぼえがき。 ​
---- 
「そやけど、そうやって必死で自分のなかから引きずり出した勇気っていうのは、その人が求めてなかった別のものも一緒につれて来るそうやねん」と涼子は言った。(232p) 
にぎやかな天地(上)を読み終わった。この部分がいいなあ。いつものようにさり気なく、人物に語らせている。 
「その人のなかに眠っていた思いも寄らん凄い知恵」 ​
「この世のなかのいろんなことを大きく思いやる心」 
宮本輝が物語を、どんな思いの中で思考しながら作り上げていったのかは、ご本人にお聞きするしかないのだが、読み手はその連鎖反応で幾つもの情景を連想しながら物語に没頭してゆく。 
私の心を大きく揺さぶりながら、小説と、自分の人生の軌跡とを重ね合わせるように本のなかに私は埋没してゆくのでした。 
-- 
図書館で借りる人についても書いていた。 ​
「学生であるとか、経済的に苦しい状態にある人だけではなく、本というものに金を使いたくないという理由でそうする人が多くなっている」 
「図書館の概念は、書店でみつけることの難しい専門書や全集や、いまや絶版となった名著を市民が読めるようにするところであり、好きな本を自由に手にできない青少年たちに優れた書物と出逢えるようにするところ」(348-349p) 
と書いている。(そう考えている主人公を築き上げている) 
そんな箇所に、大きく頷かされながら読み進む。このあたりから、いよいよ宮本輝らしくなってきたなあ。 ​
でも、昔の作品と比べると人生を振り返るような気持ちのところも多いなあと感じながら…。 
「死ぬ前の、いったい何年間が満たされたら、人間は幸福やろって考えたんや。人生の何たるかを知り、必要なだけの金があり、生きとることが楽しくて 仕方がなくて、自分と縁のある人たちも、いろいろと悩みはかかえとるが、まあなんとか息災にやっとる。ああ人間に生まれてきてよかった。頑張って生きてき てよかったと・・・・・。そういう時間を、人は人生の最後に何年間くらい持てたらええのかなァと考え」(362p)ている。 
そこには、宮本輝さんが、流転の海シリーズでも登場させている松坂熊吾という父親のことを脳裏にはっきりと描いていることが分かる。大きな畏敬の念があってこそ出来上がってくる作品である。 
道頓堀川や春の夢などに背景になったであろう人生前半のあの頃のこととそういう時代の人たちが現在の作品の基盤になっているのだ。そんなの当然だと いえるのだが、ただ売れればいいという小説ではなく、この人が揺るぎなく小説に架ける情熱のようなものを、私は肌で感じながら読んでいる。​
| 2008-05-14 09:01 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝　にぎやかな天地(下)
 
上巻で、勇気を生み出すものは自分自身の決意だといった。 
 
そして、その決意は、生半可なものではなく、「勢いのあるときは、がんがん行きなはれ」(下・129p)というような言葉で背中を押しているように、若さ溢れるモノであって欲しい。 
* 
ヒトは、自分ひとりで生きているわけでもない。銭や金を追求して、まして損得だけを求めてこの世に存在をしているわけではないし、そうあってもいけない。 
お互いを慈しみあいながら、授かった命を天からのものだと思い、一生懸命にまっとうに生きていかねばならない。 
宮本輝は、この「まっとう」にという言葉を、大事なところですかさず使ってくれる。 
熊吾から戴いた命を守りながら、ここまでやって来るまでに自分の人生に多くの影響を与えてきた人々や環境、暮らした町のあらゆるもののお蔭で、こうして暮らしているという敬虔な気持ちが根底を流れているのだろう。 
生きることと死んでいること、運命ということを、なおも考えつづける。 
* 
上巻で少しざわめき始めた主人公の身の回りが、さらに賑やかになってくる。 ​
なるほど、これが「にぎやか」と宮本輝が最初に構想していた人々(登場人物たち)の生業だったのだ。 
にぎやかなヒトの上昇気流を「命の振動」と同期させ(259p)、「冥利」という表現で提起し(296p)、「心は巧みなる絵師の如し」(302p)という言葉で私たちの心のなかに、この物語の大事な主題を(気持ちを)そっと置いてくれる。 
下巻の後半、彼の初期の頃の作品のような、湧き上がるような響めきを投げかけながら、物語りが走り続ける。 ​
私たちに勇気というものを、「ほら、後は自分で考えなさい」、というように。​
| 2008-05-22 20:39 | 読書系セレクション |
 
 
宮本輝
 
>歳を食ってから読むと、味わいが出てくるとき 
 
このことをテーマ(なんて大層なものでもないけど)に、みなさんの読後感想などを読んだ後に、少し考えたりします。 
宮本輝さんご本人が歳を食ってゆくのと同時進行で私も一定の年齢差(10歳ほど)をあけて追いかけている。 
若いときには、若いなりの感じ方、受け取り方がある。未熟さもある。作者も未熟なりに書いてきているときがあったに違いない。 
花の降る午後、なんていうちょっと異色にも思えた作品が、あれは私が新婚の頃だったのも理由でしょうが、今になって読むと別の作品のようにも思えてくる。 
そういう視点で読んだときに、つまらなくなる作品と、味わいが出てくる作品があって、ひとつでもそういうモノに出会えると得した気分になれるのだ。 
でもよく考えると、そういう作品は作者の人生や人生に対する姿勢に厚みがあるからこそ放たれることができるもので、やはり数限られた作家にしかできないことなのだろうなと思ってみたり。。。 
こういうことは、これから読み始める人に、どれだけ話してもアカンのやな。共感の糸口ってのは、お互いに同じものを読むことですな。 
人それぞれの人生の中で、それぞれの思い当たる節を、こちょこちょと擽られているような快感がなんとも、苦々しく時にはセピアだなと。
| 2008-07-30 07:29 | 読書系セレクション |​

 
 
2010年9月29日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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正高信男
正高信男　0歳児がことばを獲得するとき―行動学からのアプローチ
 
 
この本を書かれたのは、(今は教授になっているのですが)正高信男先生がまだ助手だったかもしれません。
 
研究者というものは、若い時期には、ひとつのテーマに対して捧げる情熱に新鮮味があって尚且つ真剣味がある。
子どもが言葉を獲得して行く過程を、行動科学やら心理学という側面から、たくさんの実験を取り入れて分析してゆくようすの報告です。
新書崩壊の現代ですが、このころは中央公論社も新社に合併する前で、ある意味純粋に燃えていた時代でもあったのかな。
本の内容も、読者にかなりわかりやすい工夫がされていて、工学部で数理科学や情報理論をやっていた私のような人間でも、溶け込みやすい解説であったと思う。​
(残念ながら、図書館で借りたので家の書庫に無いのだ。正高先生の本ではこの本が一番インパクトが強かっただけに、手持ちに無いのが悔しい)
ちょうど、子どもが生まれて数年のころに読んだので、私自身の子育ても並列に頭に蓄積されて非常に面白かった。ただし、この理屈を理解していても子育てが上手く行くという本ではないです。
人の行動を分析することを、実験を交えてやってゆくと、未知なことをひとつずつ崩しながら非常に面白く進むのだという、刺激の強かった本です。​
(でも、私はもうこの分野のことを専門的に勉強するには遅すぎたかな) 
| 2009-05-16 15:57 | 読書系セレクション |
 
 
ケータイを持ったサル「人間らしさ」の崩壊 正高信男著
 
 
ケータイを持ったサル「人間らしさ」の崩壊 中公新書 正高信男著
 
現代のあたり前の風景。[下※]​
ケータイでメールを打つ姿、靴のかかとを踏み潰した高校生、電車の中での化粧…。​
正高氏は「家の中主義」という。
正高先生の研究って、文科系方面のことと先入観を持っていたが、「0歳児がことばを獲得するとき―行動学からのアプローチ 中公新書」を読んだときに、その実証の手法が科学的で、計画や要領も数学屋のすることに違いないと思った。
書物の中では、高校生などには少し馴染みの薄い実験などがあるかもしれないが、ひとつずつしっかり理解して読み進もう。>高校生のみなさん
​
思えば心当たりはあります。電車の中での化粧もそうですし、地べたに座る行為もそうだ。どうしてケータイを持つと、このように行動が変化し、仲間との間に信頼関係が築けず、自分の世界だけにいられるのでしょうかね。
モヤモヤと私は心のなかで考え続けていたの。
>「ITは、コミュニケーションに加わる者の要件である空間的近接性と​
>時間的永続性を決定的につきくずしてしまった。​
>人々は「どこからでも」「いつでも」という利便性に魅惑される。」
だから、勝手気ままに生きてゆけるわけです。
>「空間上の近接性と時間上の持続性を欠いたコミュニケーション」
は、彼ら彼女らをどんどん臆病にし、いわゆる「家の中」に閉じ込めてしまい、お互いの信頼も薄れる。
緻密な実験による実証が唸らせる。
| 2004-11-25 09:08 | 読書系セレクション |
 
 
続・ケータイを持ったサル、の話
 
 
1.メル友を300人以上持つグループ​
2.ケータイを持たないグループ​
投資ゲームをします。​
5000円程度の金額で、実験だと思わないで実際に自分が今直面して取引をしていると思い答えを出すように、として実験をしていました。
押しなべていえば​
--------​
まさに、情報理論の講義で習う「囚人のジレンマ」のようなゲームです。​
2人の囚人がいて、それぞれの独房に入れられて5年の刑に。​
そしてそこで取引を持ちかけられます。
相棒の罪を証言したら、オマエは許す。相棒は、10年にする。​
ただし、相棒もオマエの罪を証言することがあるぞ。そのときは2人とも7年だ。
相棒を裏切って5年で出てこようとしますけど、よく考えると相棒も裏切るので7年になる。​
結局、相棒を暴きあうことなく、5年の刑を受ける所に落着くだろうというお話です。​
一方だけが戦略を変えれば、囚人の利得率は減少する。​
--------​
第4章で記述してますので、立ち読みの参考に。​
実験ゲームでは、いわゆる、上で書いた囚人たちが落着くような傾向を示さず、ケータイを持ちメル友のあるグループには、投資をする勇気がない傾向が顕著に 出ています。正高氏の本は、こういう点でも、面白く読めて背筋がゾクゾクする結果で、たまには小説から逃げてくるのもいいかな、と思わせますよ。​
--------​
ゲームの理論は、情報工学科に入ったら宿命です。確率理論と代数学は当然、必須。記号の嵐を浴びると体が痺れて快感となります(嘘)。​
囚人のジレンマ:わたしも25年の間に虫喰ってしまった教科書を探りながらですので、詳しいことは尋ねないでください​
| 2004-12-01 21:29 | 読書系セレクション |​

 
 
2010年10月 1日 (金曜日) 【読書室】（銀マド）
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井上靖
井上靖著　風林火山
 
 
だいたい、大河ドラマに取り上げられてしまうと、ちょこっと寂しいような気がするのは私だけですかね。
 
去年の「功名が辻」も例外ではなく、大学時代に進級試験が迫っておいそれと読書などしている暇のない時に、読書願望が沸沸とこみ上げ教科書を脇に置いて読書をしたというのが司馬遼太郎だった。
勇気を頂けて、あれはあれでよかった。十分に試験からも逃避できたし。(結果は聞いてはならない)
​
そういうわけで、この「風林火山」も大河ドラマの原作となってしまった。最後の部分は川中島の霧が晴れてくるところだったと記憶しますが、30年ほど前に読んだので記憶は当てにならない。
井上靖といえば、「あすなろ物語」「しろばんば」「夏草冬濤」「北の海」など自伝的作品が数多く、どれも文学として秀作ですね。
時代物として、「敦煌」が有名で、私はこの作品が最も好きです。
風林火山も時代物で、彼の書く歴史小説は、飾り気のない不器用なペンが味を出している、、、、と思いながら次へ次へと急いだものです。
※　学生さんにもオススメですね。特に「敦煌」を。​
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【GREE】​
| 2007-01-13 09:10 | 読書系セレクション |
 
 
敦煌　井上靖
 
 
読書部に作家別シリーズのトピックを作っています。
このたび、「井上靖」を作った(@GREE)ので、「敦煌」を回想してみました。
 
回想すると、また読みたくなるなー。
「細雪」は中巻を1ヶ月以上掛かって読み終わって、ただいま下巻に突入して、岐阜県まで雪子ちゃんがお見合いに行くところですけど、
敦煌になっちゃうのかなあー。
2冊あります。​
よっぽど読みたかったんだろうな。​
出かけ先で、家にあることがわかっているのに買っている。
----
敦煌 (新潮文庫)​
* 井上 靖​
* 新潮社​
* \460
趙行徳が進士の試験を受けるために、郷里湖南の田舎から都開封へ上がって来たのは、仁宗の天聖四年(西紀一〇二六年)の春のことであった。
この感動的な書き出しが私の読書観を大きく変えていくきっかけになる。​
ラジオの朗読番組を何気なしにつけて聞き入ってしまうことで「敦煌」に出会えた。昭和52年3月17日。(当時大学生の)私は万年筆でそうサインをしている。昭和51年8月21日第19版、200円
高校時代に「あすなろ物語」「しろばんば」を読んで少しは知っているつもりであった井上靖が、まったく別人のように迫ってくる。
井上靖。​
大きな影響を与えたひとりです。
そして​
中国。
理系なので余りしっかりと歴史の勉強もしなかったし、その面白さも楽しむほどのことさえしていなかったので、私にはこんな面白い歴史物語の世界があるのか……と驚いたのでした。
ご存知のように、井上靖の書く文章だから、無駄もなく甘みも辛味もない。ストレートな文学です。
物語は、莫大な仏典が見つかるところまでで終わりです。敦煌の歴史的な意味を書いた作品ではなく、趙行徳という人物のドラマを書いている。
風林火山でも似た感じですが、井上美学とも言っていい終わり方。最高。
(今の若者にも読ませたい)
| 2009-03-07 17:45 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月 2日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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阿川弘之
阿川弘之　春の城
 
 
阿川弘之という人は、私が戦中文学というものに興味を持つきっかけになった人かもしれない。原民喜や島尾敏雄 、梅崎春生とともに、どっぷりと毎日、浸るように読み耽った。
 
ある意味で、このように読み耽ることが必要で、私にしたら戦争は仮想の時代なのだが、そこへと招き入れられて、彼らと同じように青春を過ごしてみるということは、大切なことであったのだと思う。
戦争は異常な時間であった訳ですが、そのドキュメントに似た体験は、幾年の時代が過ぎても必須のことで、どれほど今の時代の人が幸せで何不自由なく暮らしていたとしても、せめてこのような文学で対面しておいてもいいと思う。
阿川弘之は、ある意味ではエリートで、私たちとは別世界の人であったのであろうと思いながらも、その戦争時代の体験はあまりにも悲惨で悲しすぎるので、多様の反発は感じながらも、貧しかったその時代を私に教えてくれたことに感謝する。
小説とは、とにかく、きちんと作文が出来ていることが大事で、その綴り方の中で読者を動かす。阿川弘之の文体は小説の原点にも戻るようなもので、常にクールであった。小説とはこういうのを言うのだと教えてくれた一冊でもあった。
| 2010-05-17 21:39 | 読書系セレクション |
 
 
山本五十六 　阿川弘之著
 
 
簡単なレビューは上巻で書きました。「コタツで読書」シリーズで書いたもので、少しでも若い人に歴史上の人物を知ってほしいと思いました。2005年ころのことです。
 
山本五十六 (上・下巻)　新潮文庫　阿川弘之著 
NHKのそのとき歴史が…で登場したからとか、本屋で高く積まれていたとか、そういう単純なきっかけで読み始める。 ​
おそらく、読んで良かった、という本の代表作かも知れない。坂の上の雲(司馬遼太郎)が注目を集めているようですが、それを読んでから、こっちを読んでも いいでしょう。または、阿川作品を何冊か読んでから、山本五十六でもいいでしょう。他の阿川作品とはちょっと味が違いますが。 
高校生の、受験前の学年くらいに読むとか、大学生の教養課程のころに読むとかいう人が多いかな。 ​
宮本武蔵(吉川英治)でも竜馬がゆく(司馬遼太郎)でも、じっくり腰を落ち着けて読むのがいいです。そんなに面白いところばかりではないけど、味がある作品で、自分に大きく影響しているのがわかる。 
ちかごろは、お笑い芸にしても瞬間的にぱっと燃えるものばかりで、落語や講談のような芸術的な笑いというモノがカスレテきています。 ​
それを否定しても始まらないけど、愉しむ側はそんなモノに同化されずに自分の「愉しみ術」のようなモノをしっかりと抱かねば、やがてこういう世界は腐って行ってしまう。 
読書も同じで、自分を読書家だと潜在的にでも自負する人たちはいつの時代からでもあるのですが、本質的な点で自己満足になって腐らないためにも、いい作品、ホンモノ作品に出会えることが必要ですね。
------ 
コミュで書いた紹介文を。 
◆　阿川弘之著　山本五十六 ​
を、まず最初に書こうかなと考えていました。 ​
12月ころでしたし、真珠湾攻撃を勉強してみるのもいいだろうと思っていたからです。 
きょう、くしくも、本日に防衛庁が防衛省と名前を変えることになったのですね。 
​
山本五十六という人は、最後まで日本が合衆国(合州国)との戦争を始めることに反対をした人でした。合州国の凄さを実感としてして知っていたのでしょうね。 
戦闘で怪我をした軍人さんを見舞うときも、いかなる区別もなく真摯に熱く握手をして、元気付ける言葉を投げかけていたいうようなくだりを読んでも、我々が先入観として持っている軍人としてのイメージは間違いであり、最後まで開戦に反対をした人。 ​
時代の先を読んでいた人という点が伝わってきます。 
小説は事実と必ずしも一致しているとは言い切れないのかもしれませんが、故意に重要なところを捻じ曲げて作品にはしていないと思います。 
歴史を学ぶことで厚みを持ち、人物を知ることで読者は自分に磨きを掛けることができる。 ​
そう思います。
--------------
「コタツで読書」シリーズで書いたもの。 ​
2005年12月12日のメモから。 
山本五十六 (上・下巻)　新潮文庫　阿川弘之著 
先日、NHKのそのとき歴史が…でしたか。あれを見て思い出しました。 
25年程前に読んだ本ですが、若いときに読めてよかったと思っています。 
名著に出会ってください>みなさん
| 2009-04-18 11:52 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月 3日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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三浦しをん　セレクト
三浦しをん著　まほろ駅前多田便利軒
 
まほろ駅前多田便利軒(三浦しをん)
 
この作品を読みながら私は3箇所のページ番号に丸をつけた。そのうち2箇所は偶然にも解説に取りあげている箇所に一致している。
私にそれほど眼力あるわけではないと思うので、もしかしたら三浦さんの作品には、丸をつけるような箇所が少ないともいえるか。
あっさりした小説と思わせるのは、そういうところかもしれない。
面白く軽快で、楽しくて明るい。​
若者向けの小説かもしれないが、丸をつけたところなどは、一概にそうともいえない。
だが、三浦さんはそんなに人生の薀蓄を語れる年齢でもないのだから、ちょっと不思議。
いつものことながら…って、​
まだ、「風が強く…」、と、「神去なあなあ・・・」くらいしか読んでないけど​
人物設定には工夫していますね。
でも導入部は面白くない。これは作家の特長かな。
アニメのような作文は、とても直木賞とは思えないけど、ストーリーと人物の醸し出す哲学的暗示は、ちょっとだけ、頑張ってるなーって感じ。
ゴメン。星はとりあえず三つにさせてくれ。だって、同じ直木賞の熊谷達也や車谷長吉と較べてしまうと、仕方がないのだ。
丸をつけたところを、紹介しておきます。​
---​
◇(P105)​
「だれかに必要と必要とされるってことは、だれかの希望になるってことだ」​
◇(P163)​
生きていればやり直せるって言いたいの?」​
由良は馬鹿にしたように笑みを浮かべてみせた。​
「いや。やり直せることなんかほとんどない」​
◇(P196)​
「愛情というのは与えるものではなく、愛したいと感じる気持ちを、相手からもらうこというのだと」​
---
いや。​
ほんと。​
やり直せることなどほとんどない。
でも​
だから、​
こうして​
生きているのだ。​
そういう点からみれば、30代の人が書いた言葉とは思えないところもある。​
| 2009-08-28 09:44 | 読書系セレクション |
 
 
三浦しをん　風が強く吹いている 
 
昨日の夜に読み終わって​
寝不足になってしまったのです。
 
私は、あまりこういう作品は読まないのに、机には「まほろ駅前多田便利軒」の文庫が有る。
先に娘が読んでしまったらしい。
「神去村なあなあ日常」も読もうと思っている。​

でも​
こんな漫画チックな物語は好きじゃない。
そのくせ読み返して、ウルウルしている。
秋に映画になるそうで​
きっと映画は素晴らしいでしょう。
青春バンザイ。
風が強く吹いている​
三浦 しをん​
新潮社​
\1,890​
---
ひとりの男のポリシーとひとりの男の刺激的誘発と、それぞれの個性がオンボロの下宿に集って、箱根駅伝に出場できるレベルになってゆく。一本の襷で 10人の個性がつながってゆくその1年間を書いた青春の真っ只中を駆け抜ける物語だった。オマケに……ゴールでこのチームが、2秒差でシード校なってしま うという劇的で、ホロリとくるお土産までついていた。
全速力で駆け抜けたあとには静けさがあった。そう言いたい。
作者には「神去村なあなあ日常」で出会う。我が町の上流にある小さな村を舞台にした「神去村」を読み、村まで行って村人の話を聞いてきた。そのあと直木賞作品を机に積み「風が強く吹いている」に手が伸びた。
駅伝の話だとは全然想像しなかった。
冒頭にオンボロ下宿が登場し、それが私の学生時代の西武沿線の「賄付き2万5千円、風呂無で共同トイレ、部屋の扉は戸板スライド式、鍵なし、裸電球、四畳半…」という状況に非常に良く似ていた。
あの下宿にはスポーツマンは居なかったが、都の西北の法学部、商学部、文学部の連中で構成され、理系の私は異色人間だった。30年のタイムスリップをしながら引き込まれた。
「こんな作品を書く作家なんか絶対の好みとちゃうなー」とぶつぶつ言いながら次第にマジで読み始める。
人生は理屈ではなく馬鹿げたことに似たような始末の連続であり、似たようなことを作者は投げかけてない?と思うと真剣味が増してくる。
強くあれ、速く颯爽と駆け抜けろ、美しく羨まれるように綺麗になれ。そんな夢がある。しかしそれらが、なかなか言葉にならずに苦労している。私たちの夢を、何かで叶えたい。​
それがこの物語ではないかな。ちょっとした哲学も散りばめてある。メルヘンだけど、バカにできないモノが有る。
それは、素直で実直で潔いもの。1回目に急いで読んだときは平気だったのに読み返すたびに目頭が熱くなる。​
| 2009-07-30 10:13 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月 4日 (月曜日) 【読書室】（銀マド） 
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松本清張　セレクション
松本清張　火の路
 
 
随分と長くかかって読んでいましたが、きのう(H20.2.9)、最後まで辿り着きました。 
新聞小説だったらしいのですが、連載中は見てません。何しろ30年ほど前に学生時代をやってたころに既に文庫であったと思います。それを友人が薦めてくれたのを記憶してます。
 
作品は、もっぱら面白くないという評判で、清張さんの失敗作か、と想像したりしてましたけど、失敗じゃないですね。 
清張さんの凄さと執念と頑固さと、ちょっと古さも感じたかな。 古いというのは、現代の流行りに対してそう思うだけで、今の流行りがノンポリな雪崩現象的、空洞現象を考えると、こういう作品のほうが小説らしい小説と言えましょうか。 
梅津は最後に亡くなってしまうのですが、このへんがそんなにドラマティックじゃないなって思ってみたりしてマス。ただ新聞連載の最後のほうなので、読み手も疲れていたと思いますから、あっさりしてて良かったとも言えるかな。 
女性にもう少しドキドキさせられたかったですね。「詩城の旅びと」みたいに。 
スゴイ考察をしてます。意地で書いた論文ですね。正直言ってコレを全部きちんとは読み切れないです。 
けれども、明日香に行きたくなります。春になったら行こうかなと思ってます。ミステリーという言葉がやたら使われているようですが、こういう作品で使って欲しい。​
| 2008-02-10 10:48 | 読書系セレクション |​

 
松本清張傑作コレクション　宮部みゆき責任編集
 
 
11月21日のよみうり堂(読売新聞)に、いい記事が載ってましたね。
 
松本清張傑作コレクション　宮部みゆき責任編集
----​
260の短編を読み込み一押しの「一年半待て」から「地方紙を買う女」「真贋の森」「共犯者」など29作品をセレクト、構成から目次まで取り仕切った。
直木賞受賞作「理由」では書き出しを清張のまねっこで書いたというほど清張ファンだが、編集しながら「文章の言い回しからリズムまで、自分が思っていた以上に清張さんの影響を受けている」ことに気付いた。「市井の人々の姿を見つめるところも影響を受けていますね」​
----
ううーーーーん。
文春文庫全3巻。各667円​
私の「年末年始の20冊」に入れることにします。
蒼穹の昴　全4巻　講談社文庫各590円(浅田次郎)、が既に入っていますので、この時点で既に7冊となってしまってます。
おっと、「邂逅の森」がたぶん未読だろうから、8冊。
早くこいこい、お正月。
※「年末年始の○○冊」みたいな特集。まもなく募集したいと思ってます。ブレーンストーミングの嵐のように、読書系文庫100冊…みたいにアップしたいですなー。
| 2004-11-22 22:42 | 読書系セレクション |
 
 
よもやま話・松本清張さん
 
 
朝日新聞の11月17日の文化総合欄に「松本清張　ドラマで脚光」という記事がありました。「冬の時代」といわれる連続TVドラマ界で、清張さんの小説を原作としたドラマが人気を集めていることを取り上げています。
宮部みゆきさんは「物語が持つ普遍性のせい」という。「お金が欲しいとか,ちやほやされたいとか、築いた地位や名声を保ちたいとか、人間には変わらない欲 望があ」り、この「黒い部分が外へ出てゆくときの根っこは共通」であるから、作品には時代を超えても残れる要素があるという。
 
「黒革の手帖」(テレビ朝日系)は、先にTBS系で成功した「砂の器」を真似ているのでしょうね。私の感想としては、シリアスに作っているように思 えるが、撮影シーンの美的度合いから比較すると砂の器のほうが遥かに高かったと思う。金もかけていると思う。米倉涼子さんなどの俳優さん人気でひきつけて るのかな…。
ちょうど黒革…が始まる少し前、我が家の階段書棚に積んであった、カバーもなくなって茶色に変色した「黒い福音」を、まだ残暑も厳しかったこともあり、風通しの良い吹き抜け階段に腰掛けて読み出したら、止まらなくなってしまった。
新聞でも書いていますが「時代が変わっても古びない」ものを私も感じる。そして、「黒」というものが意味する「悪」、それは社会悪であり、社会の裏である私たちのもうひとつの面で、これをを上手にストーリーに組み込んでいる点が吸引力なのだろう。
近頃は、ドラマのシナリオやその出来上がりの質そのものよりも、俳優であるとかストーリーの面白さなどに吊られて、人気度が先行することがある。ま あそれも時代の産物と思わねばならないでしょうが、そう言いながらも、ホンモノを見極めるチカラを持って欲しい。そのためには良い作品をたくさん見るまた は読むことではないでしょうかね。(もちろん、ホンモノとか美的上質って何よ?と問われたら主観によるものなので、これについての論理などは脆いものとも 言えるが)
やっぱし、清張さんといえば、砂の器の他には、火の路、波の塔、点と線、詩情の旅人、ゼロの焦点、あたりが真っ先に浮かびます。みなさんはいかがでしょうか?
----​
※この記事を実際に新聞でごらんになると、隣には「文芸の風　第1部　女性作家たち」の第五回、「江國香織」さんが写真入りで載ってますね。これについては、誰か書いてよ。​
----​
※朝日新聞以外は購読してないので分かりません。皆様の投稿メッセージを期待してます。教えてね。図書館に読み行くためにメモしておくから。
| 2004-11-17 12:04 | 読書系セレクション |
 
 
松本清張　ゼロの焦点　再読了後
 
 
再読了したのですが、もうかなり前に読んだので、細かいところは割と記憶から消えている。映画化ということで、再度手に取ったのだが、100周年というバカ騒ぎはやめて、そっとしておいて欲しいような気もするな。
 
作品の構成は非常に古い手法といえるが、これかが書かれたときは、斬新だったと思う。最後に様々な謎を解き明かして纏めているというタイプだ。
また内容でセピアなモノを感じるのは、かなり初期のころの作品や「点と線」のなかに出てくるように、夜汽車で遠くまで移動したり、駅へ見送りに来るシーンなどで、世相や社会背景、風俗、人間関係観などが細かなところでも読み取れる。
つまりこの物語の核心的な部分は、清張さんの作品に共通して流れているし、ふとしたことで過去の汚点を知った人物に出会うところなどは「砂の器」で伊勢市内の映画館で写真を見て方向が変わる設定と似たものがあって、こういった展開が読んでいて嬉しくなる。
松本清張は、あの怖そうな顔でこっちを見るから損していると思う。しかし、実は優しく、繊細な人物だったのかもしれない。社会の矛盾に腹を立てていたのかも。目線が厳しいな。
能登半島を舞台にすると、暗い話になっていきがちになりますが、そのさきがけがこの作品だったかもしれない。寒くて寂れているのだが、物語の舞台にするには、そこそこ秘境で、景色も良くて、魅力的なところだと思う。
その能登半島なんですが、初めて行ったのが1978年ころではないかな。車の運転の初心者のころだったような気がします。半島を廻るために狭い道路を行きました。標識も何もない寂しいところばかりでした。豪快な荒々しい断崖の景色や寂れた漁村を訪ねて移動して行きました。
今、地図で見るとあのころに走った道はおおかたがバイパスに代わってしまっているようです。
この作品を読むには、この昔の道を辿って能登半島を巡ってみる必要があると思う。
映画化ということですが、時代背景などを考えて見ることが必要ですね。​
現代人のボケた視線でみるんだから、相当に現代化にアレンジしなきゃならんでしょ。だったら、松本清張じゃなくても東野圭吾で十分やなと思う。
​
| 2009-11-11 15:30 | 読書系セレクション |
 
 
松本清張　詩城の旅びと
 
 
一時期、こたつで読書、という雑文をある掲示板で書いていて
短い紹介を載せていた。
---
「コタツで読書」シリーズで書いたものです。
2005年12月12日のメモから。
 
推理小説の最高傑作。​
清張さんは他にもありますが、ちょっと異色なところでこれを。​
松本清張著　詩城の旅びと​
けっこう引き込まれて、熱くなれます。​
単純な推理小説ではない。きっぱり。​
九州まで行って、舞台を訪ねてきました。​
さすが南フランスには行けませんでしたが。​
いつか行きたいという夢を持ちつづけさせてくれる1冊ですね。​
コタツで読書。しましょう。​
---
​
いま、松本清張、生誕100年ということでざわめいている。
砂の器、ゼロの焦点、などが有名なとろなんでしょうか。
波の塔もNHKの連続ドラマが良かったなあ。​
あのころのNHK。素晴らしい娯楽TV映画を撮っていたなあ。
結構、この作品は読んでいない人が居るかも。​
じっくりと、休日に、渋滞のニュースでも見ながら読んでみるのもいいでしょう。
| 2009-04-25 11:08 | 読書系セレクション |
 
 
ゼロの焦点　(松本清張)
 
 
ゼロの焦点のことなんですけど、読書感想は書いてないから日記系。
​
きのう、何かの話のときに、間違って「点と線」の映画が最近話題で…と書いたけど、​
あれは、「ゼロの焦点」だったわけです。
きょうになって、そのことに気づいて、そしたら急に「ゼロの焦点」が懐かしくなってきましてね。​
ちょっと読み返そうかと思って本棚ごそごそしたら2冊ありました。
昭和53年版の文庫があって、さらに、もう1冊は昭和37年発行のカッパのベルです。​
もう、めちゃ懐かしい。
​
車の免許を取り立てのころですから、'70年代の中ごろですかね。​
能登半島を旅まして、何も知らずに、何も考えずに鶴来町まで来て、旅館案内所で紹介された旅館に泊まった。​
そしたらそこの食堂には、いっぱい写真が貼ってあって、へーって感じだった。​
ずっと後になって、その旅館が小説に出てくる旅館だった気がつくのです。​
えええーーーって感じで、悔しいような嬉しいような。
​
ゼロの焦点。​
あれは名作ですね。​
といいながら、手元に出してきてしまいました。
| 2009-11-07 17:14 | 日記系セレクション |
 
 
続　ゼロの焦点　(松本清張)
 
 
2009年11月09日​
浮気日記。
娘が
風が強く吹いている
を、買ってきてあっという間に読んでしまって​
もう一回読み直すと言ってました。
映画向きやろ？​
と聞いたら​
そうでもない、本もおもろい​
というてました。
若者の感覚。やね。
-----
私は浮気心で
ゼロの焦点（松本清張）に手を出したら​
昭和37年版の挿入写真の入ったその本にけっこうハマってしまってます。
金沢の駅前の写真なんて、焼け野原の東京みたい。​
恐るべし昭和30年ころ。
| 2009-11-09 22:08 | 日記系セレクション |
 
 
続いてきて　　その3
 
 
松本清張に限らないのだが、昔の作品を掘り出して読むと必ず感じることがある。それは、読む味わいと読ませる術の存在をそこに再発見することだ。面白さとか人気、売れ筋などに左右されないもっと奥深い骨髄のような部分で作品を色付けしているとでも言えばいいのか。
或る作品を取り上げて例えば現代風のTV人気番組のレッドカーペットのようなコントにする、また、落語仕立てにする、講談風にする、歌舞伎風にする など、些か理論的だが、こういう風味の作品に分類していってみると、数々ある文学作品や文芸作品の持ち味が見えてくるような気がする。
松本清張(ゼロの焦点)にしても先ごろから読んでいる福永武彦にしても、講談風や落語風あるいは歌舞伎調に書いてあるのかもしれない。読むほうもそういう味わい方で愉しむ。
現代風のコントを貶しているのではなく、庶民のなかを流れている文芸を愉しむひとつの歴史の、過去の部分に存在した文芸は、こういった味わい方も想 定して書かれていると思うし、こういったところを作品の素晴らしさだと作者は考えながら書いていた面もあろうから、ひとまずは昔の作法で味わってみるのが いいかもしれない。
だから、これらの作品を現代映画にする際には、上記の観点からそのアレンジが非常に難しいことになろうかと思われ、賛否や評価は激しく分かれることになろう。映画化の話はまたするとしよう。
円楽師匠逝去の ときに「きく文化」を失いつつあるのではないか、と書いたが、「きく」は「聞く」であり「聴く」である。松本清張の推理小説が単に推理を愉しむだけもので ないことは大多数の人々が認めるところで、その社会性、庶民的視点、政治的背景などに男と女、人生、運命が絡んでくるから、これをただ単にざっくりと推理 サスペンスとして一回きりでオシマイにしてしまってはファンが黙っては居ないし、誰が考えてももったいない話だということになる。
社会派といわれ、根強い人気を今も尚保っているのは、長い歴史の中に或る普遍性をしっかりとつかみ出し分析している点にある。そしてその社会的なテーマとそこに潜むモチーフを、小説的な手法を用いて私たちに投げつけたからだろう。
あの時代にはテレビも無く人々は貧しい暮らしをしていた。物語に出てくる夜汽車の風景や人間関係の描写、風俗の様子も、この作品の時代の人々の当た り前の風景である。そして、その時代の人々は、自分たちの遥かな未来で、私たちのような今のような暮らしが実現されているということを、おそらく想像もし ていない。そんな人たちが主人公であり登場人物なのだ。そこにはおおきなヒステリシスのようなものが存在する。それを理解しながら、この時代というものも 一緒に味わうことが大事ではないか。そうすると2倍楽しい(そうしないと半減する)のではないかと思う。
40年も前の小説を味わう。特に若者たちにとっては、なかなか奥が深い作品なのだが、奥まで覗くかどうかは、ゴミのように散らばって消えていってしまった昭和にどこまで近づけるかではないか、とも思う。 
 
 
2010年10月 5日 (火曜日) 【読書室】（銀マド） 
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五木寛之　のこと
青年は荒野をめざす　五木寛之
 
 
青春の門のレビューを書いていたら脱線していき、「青年は荒野をめざす」という作品もありますと紹介した。
 
そこで​
◆　青年は荒野をめざす　についても一筆。
学生さん、新しい流行モノばっかし読んでないで、こういうのも読みなさいな。​
古本屋さんで簡単に手に入るから。
限りなく透明に近いブルー・・・(村上龍)のようなタッチで書かれているようですが、こっちのほうが作品としての完成度や面白みは格段に高いですね。
冒険旅行とか冒険小説などと書いている評もあるようですが、この時代の流行の大学生の頭の中にタイムスリップするにはこのような作品に触れるのが一番でしょう。
父よ、母よ。(その世代の人たちよ)
ああ僕の青春・・・というカンジで作品を思い出した人は、ジジイ、ババアの域に達してます。
美的なジジイになりたいな。
(意外とそういう年代の人がこのコミュにもいるみたいなので、ちょっと刺激をしてみただけです。)
-- ​
最近は法然や親鸞を書いておられる五木寛之さん。この作品は三十代の時の作品なんですね。若いって素晴らしい。バンザイ!って叫んでみたくなる。 
学生時代に読んだのですが、30年経って読み返しても面白い。 
| 2009-01-23 21:41 | 読書系セレクション |​

 
五木寛之 青年は荒野をめざす 　その2
 
 
〔GREE　mixi日記から〕
 
五木 寛之 ​
青年は荒野をめざす ​
1974 
わかってください。 
偶然に、いや、気にかけて ​
自室の本棚のこの本に手を延ばし 
読み始めると止まらんから、怖いなーと思いながら ​
読み始めたら、ズルズル。 
30年前に読んだ本ですが ​
今読んでも全然違う味わいの本ですね。 
--- 
二十歳くらいの若い子なら ​
30年経ってから読み返せるようないい本を今のうちに読んでおこう。 
30年前に読書に浸った人なら、 ​
もう一度、あの本を読み返してみよう。 
嬉しくて泣けてくる。
| 2009-01-24 11:39 | 読書系セレクション |
 
 
青春の門　五木寛之著
 
 
◆青春の門　五木寛之著
 
40代50代のおじさんおばさんで、読書が好きなら、まず読んでいるかも。​
五木寛之の自伝的な小説ですね。
今の五木さんはすっかり仏教の人になっていますが、このころは​
「青春とはこうだ!、ボーっとしてたらアカン!」​
と刺激するような、熱い小説家でした。
| 2007-04-01 14:30 | 読書系セレクション |​

 
 
2010年10月 6日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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重松清 セレクション
重松清　ナイフ　新潮社
 
短編モノには、短編モノの面白さがある。面白さというよりも、ある種の文学性を持ち合わせていると思う。
 
面白くなくてもそれで十分なのだが、それが結構なほどに私を引きずりこんで、喜怒哀楽を主人公と一緒になって感じてしまう。(そういう自分が少しアブナイくあり、可哀想でもあり、恥ずかしいのだが)
単にイジメの話ではないのかもしれない、と思いませんか。
実際にこのような日常があるのかどうかは私の世代からはわからない。しかし、大人は、いや、親はそういうような心配事を抱きかかえながら、子育てに翻弄している。
重松が見ている(訴えている)社会は、子どもの姿を通しているものの、そこには大人の私たちが決して無視できないような、ささやかでありまた些細な出来事が上手に物語になっている。
そこには大人が日常でさまざまに悩んでいることのデフォルメのようなものであったりするから、ドキッとさせられる。
つまり、大人のための小説でもあるのではないかと思うのです。
子どもたち(たとえば結婚をしていないような若者たち)のための、物語ではない。
だから、というわけでもないが…私は、難しい年頃の子どもを持った世代の母にも、ぜひとも薦めたい。
短編作品集は、詩篇のようなせつない物語が多いですね。​
重松の本質を知りたいなら短編。実力を読みたいなら、長編ではないのかなと、ふと思った。​
| 2006-10-01 14:15 | 読書系セレクション |
 
 
きよしこ　重松清
 
やっとのことで「きよしこ」(重松清)を読み終えました。すごく時間がかかったなー。
 
やっぱし、ラストは良かったね。
重松清という人は、どうしてこういうさりげない題材を輝くようなストーリーにしてしまえるのでしょうかね。 
| 2005-09-23 22:08 | 読書系セレクション |
 
 
流星ワゴン　重松清　　読了!
 
読み終えました。​
通勤の車のなかで、信号待ちごとに読んだ日もあります(そういうことはオススメしません)
 
読みながらいろんな方面の人の読後感が届いてくる。
泣きました!　とか​
子どもを持つ親になって初めてわかると思います・・・　とか。
異色なタッチの小説ですけど、素直に読めます。​
死んだ父の生前の言葉を思い出して、本を少し閉じて考え込んだり、受験生の子どもとたった今交わした言葉と、小説のシーンがオーバーラップしたりしながら涙もなく、淡々と読み進みました。
一体どこで泣くんだろう。泣いた人って、自分を泣かせることに快感を感じてんじゃないの・・・とか思いながら終盤まで来て納得しました。
17日、壇上の姿だけでしょうけど、重松さんにお目に掛かれますね。​
「流星ワゴン」を持っていって、裏表紙にサインが欲しいなって、マジで思うよ。
素敵なロマンをありがとう。>重松清さん、コレ、読んでます?​
肩車するシーンがいいですね。
| 2005-04-15 16:12 | 読書系セレクション |
重松清　流星ワゴン
 
 
 
2010年10月 7日 (木曜日) 【読書室】（銀マド）
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小川洋子　セレクション
薬指の標本
博士の愛した数式
[image: ]
博士の愛した数式　小川洋子
 
この本を日記に書いている人を探して少し足跡をつけて歩きました。
先日から少しずつ読んでます。​
久々にまともな作品に巡り合えましたので報告します。
mixiで日記とか検索しても、コメントを書いている人が多くてまたまた驚く。​
それでたくさん足跡つけました。
コミュで教えてもらって思い切って買いました。コミュのおかげですね。
文学ですよ、彼女は。
| 2005-12-22 21:51 | 読書系セレクション |
■
いいモノだけを少しずつってことで、やっと読み終わりました。
まだの人、どうぞ。
苦労して書いているのか、スラスラ出てくるのかわかりませんが、書き手の筆の動きが伝わってくるような、味わい深い文章ですね。​
至るところでひとこと感想を書くんですが、「彼女の作品は文学なんです」と思いました。
ストーリーが荒削りで躍動感のあるモノや、感動の押し付けのような作品が巷には多いこのごろ、素直に小さな物語を、しかも、文学的に彼女は綴っている。​
こんな作品は次々と生み出せるようなものではなく、作者の宝物のような感性を繊細にかつ満遍なく出すのですから、きっと彼女の中でも数少ない名作になることでしょう。
今年最後に出会った「お気に入り」の作家です。
| 2005-12-28 23:15 | 読書系セレクション |
 
薬指の標本　小川洋子　新潮社　\380 
 
私たちの日常には、おやっと思うような些細な夢のような出来事があって、そのことは無意識のうちに消えていってしまうのですけれど、小川さんはそれを上手に纏めてしまっておいて、自分の心の喜怒哀楽にのせて物語にしてしまう。
だから、読んでいると自分の体験したようなコトが出てきたり、よく似たことがストーリーであったりする。
言葉も巧みで、甘く、ときには気取って綺麗であったりする。
やや、曖昧なところもあって、強い熱情とか激怒とかは出て来ない。そこが気に入っているのだが、凸凹感が少ないので、それは小川さんの性格なんだろうかなと思って許してしまう。
激しく怒ったり泣いたりするような作品を立て続けに読んだ後には、麻薬のように思うんだよね。
| 2006-08-31 12:00 | 読書系セレクション |
 
 
 
 
2010年10月 8日 (金曜日) 【読書室】（銀マド） 
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新田次郎　セレクション
新田次郎著　アラスカ物語
 
 
書きとめておきたい本は、山のようにあるのですが、なかなか整理がつかない。
 
近ごろ、それって自分の人生の整理もつかないってことなのでは、と思ってみたりします。
何を書いても遺書のようになってしまうなあ、と泣き言ばかりを言っていますが、死んだらこの本はみんな灰になるだろう。
私の遺言だけ新刊で出版できればいいか。
+++
新田次郎著　アラスカ物語
もう何年も昔のことで、私が受験生だった昭和50年ころまで遡るような気がする。当時は本を読むことに馴染みなどなかった。ひとりの高校生が単行本 を持ち歩いたりカバンに文庫を忍ばせている風景は珍しかった。そういう奴は本の虫かガリ勉か、遊ぶことを知らないひ弱な奴の分類に入れられかねない、そう いう時代だった。
なぜアラスカ物語だったのか、それは朧な記憶になるのだが、きっと誰かが単行本を贈り物としてくれたのではないか。そんな気がする。私を読書家と勘 違いした親友がその1年前に遠藤周作の「どっこいショ」の単行本をプレゼントしてくれたということもあったし、「アラスカ物語」も何かの理由があってプレ ゼントされたか、それらの本に感化されて私自らが買ったのかもしれない。何れにしろ、私の読書人生のスタートラインのころの1冊であることは間違いない。
さらに、この本を読了して、受験期間を終了したころに、新田次郎作品では「火の島」を読み、さらに「栄光の岸壁」「槍ヶ岳開山」に出会い、私も山を旅する人へとなってゆく。出会いとはそれ程、偶然で簡単なものでもあろうし、また、それほど恐ろしく感動的でもある。
この作品の主人公であるフランク安田という人は、教科書ではおそらく習わない。だが、人物伝というものが人を育てるというならば、このような人の信 念や考え、行ないを今の子どもたちにさり気なく教えてあげればいい。人の生涯描いた物語は新たな時代の人へと受け継がれ、また人を育てるのだろう。
新田次郎という人は、このような人の生きる美しさにこだわりを持っていたのではないか、と思う。それは山に懸けた登山家や冒険家の人生にも存在する。カッコよくないとか非合理的であるという理由で、現代人が御座なりにしている最たるものなのではないか。
新田次郎の小説と向き合う姿勢は、小説家への動機やその後の歩みを見てもよく分かる。彼をこれから読むという人は、まず、「火の島」を読み次に「アラスカ物語」へと進むと良い。彼の真正面からの顔が見えてくるのを感じるだろう。 
| 2010-07-02 20:27 | 読書系セレクション |
 
 
新田次郎　孤高の人
 
 
新田次郎を掘り出してます。
 
昔に簡単に書いておきながら、再び思い出して書いたので、下巻に今日書いたモノをアップしておきます。
---
孤高の人 (上巻) (新潮文庫)​
新田 次郎​
新潮社​
\620
​
「コタツで読書」シリーズで書いたものです。
2005年12月12日のメモから。
孤高の人​
新潮文庫​
新田次郎著
新田次郎入門としてはちょいと重いかも知れません。​
「栄光の岸壁」くらいか「火の島」あたりがいいかな。​
でも、冬に読むなら、コレでしょう。​
冬山に行きたくなる。​
間違いなし。
----​
コミュで書いた紹介文を貼っておきます。
■　新田次郎著　孤高の人
これは新田氏の作品でもっとも評価が高いのではないだろうかね。​
比較的初期のころに書かれた作品だと思います。​
(調べずに書いてスミマセン)
​
単独行の加藤文太郎という人を取り上げた作品でして、いわゆる、山岳小説の魁でもあり、加藤文太郎を有名にした作品でもあります。
彼の勇敢で生き生きとした姿を新田次郎の不器用なペンが感動的につづっています。
ちょいと長いのですが、真剣に読もうというならこれからです。
---​
---
孤高の人 (下巻) (新潮文庫)​
新田 次郎​
新潮社​
\620
​
上巻でレビューを書いたのを忘れてた。また書いたので折角だから載せておきます。
単独行の加藤文太郎。
この名を知らぬ人は、登山を知らない人かもしれない。​
いま、いわゆる今どきの登山人(登山家とは呼びたくない)は知らないかもしれない。
自分たちの現在に歴史は不要だという考えが多くなっていることも想像できるし、登山そのモノが、アウトドアなレジャーに毛が生えた程度に考えているかもしれないし。​
そのこと自体は大いに結構ですけど、登山というモノをする以上は、促成栽培の技術や大量資金を簡単につぎ込んで一夜でキャリアのあるかのような出で立ちになって欲しくない。
新田次郎には、間違いなく、加藤を知って欲しいという強い願望があったに違いない。山を愛する人であれば、簡単にその心は理解できよう。
兵庫県の人。​
努力の人。​
単独で、努力を積み重ね、勉強も登山も、自分の力で解決する。
教科書に載せたいような人物です。​
六甲で緻密に訓練を重ね、北アルプスへ。
その名は、単独行の加藤と知られるようになる。
一度だけ、パーティーを組んだことがある。結婚してまもなくのことだったと小説では確か書いていた。そこで、小説が終わらねばならない結末を迎えるというところが、何とも現実でも小説であっても無念である。
加藤の努力と不屈の精神とパワーを感じ取りたい。
| 2009-07-09 15:39 | 読書系セレクション |
 
 
新田次郎　槍ヶ岳開山
 
 
新田次郎の作品を思い出していたら 
学生時代の下宿で、彼の作品を片っ端から読んだ日々が甦る。
 
山へのいざない。 ​
ちっぽけな恋より美しいなあ。​
---
槍ケ岳開山 (文春文庫)​
新田 次郎​
文芸春秋
---
播隆というお坊さんがいた。越中の出身の人だった。
お坊さんが槍ヶ岳への道を初めて開くのである。
槍の姿を、せめて隣の峰か峰の麓からでもいいので、見上げたことのある人なら、あの山の魅力をわかることができるだろう。
その槍を舞台にしている。
山は信仰のもので、神が宿る気高いところだ。​
まして北アルプスの山々は自然のなかにあるその勇姿といい、天に突き出る荘厳さといい、この大山塊は霊の峰峰だったに違いない。
まだ、誰も登らぬ霊峰へ。​
播隆上人が笠ヶ岳登山を成功させ、初めて登山道というものを開いたのだ。
この時代(1820年代)登るだけでも多大な苦労が伴うのだが、登山道を開き、信仰の道としても完成させてゆく人物の物語。
目の前に槍ヶ岳がある。
誰もをこの素晴らしい神の宿る山へといざないたいと願った播隆上人は、槍ヶ岳への難所に鎖場を設けるなど、登山道を切り開くのだ。
本屋でこの本を発見したときに、あの「槍ヶ岳に登る本」なのか、と単純に飛びついて買ったのであったが、中味はどっしりと重い人物伝であった。
新田次郎が書くから、さらにマジメで、面白い。​
| 2009-07-09 14:45 | 読書系セレクション |
 
 
新田次郎　栄光の岸壁
 
 
剱岳という映画が話題だそうで 
何故に今頃、新田次郎さんなん?と不思議です。
 
アラスカ物語、という作品を木村大作のカメラで撮ったときは話題になったけど、あの木村大作さんが注目されてるのかな。 
​
八甲田山死の彷徨、のときもメディアは騒いだなー。 
​
新田次郎は、あの無骨な作文と、緻密な進行、正確な情報などが味わいなのだ。 
剣岳。 ​
見ないで、読んでくれ。
栄光の岩壁 (新潮文庫)​
新田 次郎​
新潮社
気象の勉強をしたかった私は結局(新田さんの真似をして)電気通信工学科に進むものの、「火の島」を読んだりして気象学への憧れを断ち切れない日々を送っていたのですが、その火の島で出会った新田次郎という人の二冊目がこの「栄光の岸壁」でした。 
後に、殆んどを読みつくしてしまうのですが、その引き金になるには素晴らしい作品です。 
新田次郎の文章は飾りも無ければ、叙情豊かに書かれているわけでもない。山登りにかける男の心の闘いを、唐突と書き続ける。そこには正確で計算されつくした構想があるのでしょう。 
もちろん実在の人物を取り上げて作品に仕上げているのですからリアルではありますが、新田次郎さんの気迫が大きく覆いかぶさる。 
冬の山を知り尽くし、怖さも素晴らしさも体感している新田次郎さんだから書けたのではないでしょうか。プラス彼の真面目さもあったでしょうか。 
北岳バットレス、アイガー北壁、マッターホルン。 ​
当時私は聞いたことのないところでした。 ​
登山の用語もまったくわかりませんでした。 
しかし、大学生だった私は、このときほど山に登りたいと強烈に思った時代は無かった。読むほどに身体中が奮えだし、山に行きたいと思う。 
強く生きることのバイブルのような作品です。 ​
まだお読みでなければぜひ、作品からいかがでしょうか。 
(もう30年以上も前に読んだのに、あのころ奮えたったのを思い出します)
| 2009-07-08 15:54 | 読書系セレクション |
 
 
新田次郎　火の島
 
 
火の島
新田 次郎
新潮社
 
新田次郎の作品の感想を1冊も書いていなかったので、30年前を思い出しながら書きます。
火の島は、気象観測の業務で鳥島に駐在する新田次郎氏の緊迫した時間を物語にしています。​
昭和40年ころ、まだ、首都高速や東海道新幹線が開通して間もないころです。日本は今の姿から想像することは難しいほど、まだまだこれからの時代。いわゆる発展途上中。そういう時代背景をしっかりと把握して読まねばならない。
新田次郎さんの小説は、ワクワクさせられたりドキドキさえられたりしながら、ドキュメントタッチで読めるもの、伝記のばあいでも、クールに書かれているので、文学っぽくない。​
しかし、彼は、新田次郎という小説家として、大いに名を残したから、人間味のまじめさというか、実直さというようなモノを感じる。
私は、気象庁のような所で、自然現象を相手にするような仕事がしたくて、「火の島」を手にしたんだろうな。​
読んで「通信」の世界のことを知って、新田さんがそういう分野出身だったこともあって、「電気通信工学科」に行けば気象ができるかも・・・と如何にも二十歳前の青二才が考えるような判断をして、電気通信を専攻していました。​
その後、諦めきれずに、在学中に気象大学校の願書を気象庁まで直接出しにいったりした経験もあるのです。
新田次郎さんの火の島は私にとってはそういう記念的な作品だということで、第1冊目の感想は火の島です。 
--------
藤原正彦氏は、新田次郎さんの息子というのは、ちょっと驚きです。というのは、新田次郎さんって、藤原先生の親の年齢だったか・・・ということです。 
この作品は、そんな年代の新田次郎がかい書いた初期の作品です。 
のちに山岳小説という大きなジャンルとブームを作り上げた功績は、やはり称えねばならない。 
藤原先生の「国家の品格」(新潮新書)は、世の中の新書ブームに追い討ちをかけ、新書というジャンルをことごとく粉砕してしまって、いわゆる構造改革的に破壊して、新書から魅力を奪ったわけで、その責任は重い。これは出版社にいえるのかな。 
いまや、新書は、新書というか、雑誌ブックレットですね。 
藤原先生は別に悪くないが、社会がちやほやしたのか、当たり前を称えたのが悪いのか、ベストセラーになるべき物とならざるべき物が、世の中の一部の勢いで扇動されてしまうという例をつくった。 
いまや社会の常識にもなりつつある新書のブックレットレベルへの転落という悲しい変化を、どうしてくれるのですか。 
​
新田次郎さんから脱線してゴメンなさい。 ​
山岳小説。 ​
少しずつ、書いていきたいと思います。​
| 2009-04-11 11:28 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月 9日 (土曜日) 【読書室】（銀マド） 
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椎名 麟三　のこと
永遠なる序章 (新潮文庫)　　椎名麟三
 
 
永遠なる序章 (新潮文庫)
* 椎名 麟三
* 新潮社
 
昭和30年に発刊された文庫を手に取っている。買ったものは昭和50年の27版で、間違いなく御茶ノ水駅から坂を下ったところの古本屋さんで、100円で買っている。私の家の古本の100という筆跡はここのオヤジさんのものに間違いない。
大学にも行かずに食堂で飯を食い、古本屋に寄って4、5冊の本を買い、坂道をあがって来たときにたくさんの友人たちに出会うが、そこに一番の友人であるJが居たら、そのまま聖橋ほうまで昔からの約束事のように歩いて行き、欄干に肘をかけて凭れて、奴と話す。
キリスト教の話しのこともあれば人生論であったりする。赤色に白線の地下鉄丸の内線が通ってゆくのが見える。神田川を運搬船が行くのも見える。
椎名麟三が、永遠なる序章の書き出しで、医科歯科大学から聖橋に来る様子を書いている。​
御茶ノ水からシーンで始まらなければ読み始めなかったかも知れないが、自分がこのあたりで学生時代を送っていた幸運もあって、椎名麟三を何冊も読むことになり、虚無主義の満ちたわけのわかったかわからないような物語に、私は二十歳のころにどっぷりと浸かっていった。
高校時代に、受験体制に遅れをとっている高校のカリキュラムに反発したり生きることの疑問を爆発させながら思い切り反抗期を送った私にニーチェの哲 学書を薦めた教師が居たほどだから、受験を終えた私にとって勢いがつけば読みやすかったのだろう。自分の書く日記にも、彼の小説の筆の色合いを真似してし まうほどに影響を受けるまでじっくりと読んだ。
「永遠なる序章」が彼の一連の作品では読みよいかもしれない。30年以上も前に読んだ本だから内容は覚えていないけど、無作為にページを開けて読んでみると結構覚えているから不思議だ。
小説の捉え方や人生哲学などにも、(今の自分にはわからないが)相当に影響を与えたことは否めない。二十歳のころにこんな本を読んでおいて、大正解だったと思う。​
| 2009-03-21 10:11 | 読書系セレクション |
 
 
椎名麟三、のこと。続き
 
 
永遠なる序章から
 
椎名麟三、のこと。続く。
​
ほんと、赤茶けた30年前の文庫を電車の中で読んでいます。 ​
(細雪は、放置してしまって、ゴメンなさい)
​
例えば、日常の連続テレビ小説風に細雪が進んでゆくならば 椎名麟三は、深夜につけたラジオから流れ始めた朗読の時間で読むに相応しいような作品で、
福永武彦を読んで、どんよりとしながらも、感動が満ちてくるのを味わったときのように、一行ずつを噛み締めながら読めます。 
戦後を、文学にした人の功績は大きいなあ、とつくづく感じます。 
本屋に山積されたベストセラーを嫌う人たちの、結局のところの自分だけの読書観というものにも、あきれるというかその狭量に無言になるのですが、そういう人たちにこそ、福永武彦や椎名麟三をオススメしてみたい。 
直木三十五の「南国太平記」のように、場面が手に取る様に展開してゆくのとは正反対に、暗くて貧しい戦後の街の様子を(私も実物は見たことがありま せんが)、これでもかと小説が泥を捏ねるように展開してゆく中で人の心の奥に迫る小説あったわけで、この頃の本屋ではもう見ることができない。
だから、椎名麟三、恐るべし。なんです。
| 2009-04-04 11:20 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月10日 (日曜日) 【読書室】（銀マド）
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石田三成と明智光秀
石田三成―「知の参謀」の実像　小和田 哲男
 
 
明智光秀のほかに小和田先生は、石田三成も書いてます。
 
■　小和田哲男著;石田三成―「知の参謀」の実像　PHP研究所
関が原で徳川家康と戦ったという歴史的事実があたえる印象が大きすぎるのです。
しかし、ぜひとも、徳川側の視点で石田を見たお話や記事ではなく、石田三成自身をじっくりと見てやってください。
彼は日本を十分に新しい時代へと変化させるだけの政治力と知才を持ち合わせた人でした。
いつの世でもそうですが、勝者側から(徳川の側から)歴史が残りますので、石田の魅力に触れないまま終わってしまう方も多いと思います。​
歴史に、もしも・・・はないのですが、もしも石田に、、と思うとその後の愚かな足跡が変わるのだから、ちょっとしたロマンも感じます。(まあ、夢ですけどね。)
ぜひ、歴史に隠れてしまった有能な政治家の本当の姿に触れてみてください。彼の無念を噛み締めながら、関が原を訪れたくなりますから。
| 2007-01-28 11:15 | 読書系セレクション |
 
 
明智光秀―つくられた「謀反人」　　小和田 哲男
 
 
■　小和田哲男著　明智光秀―つくられた「謀反人」　PHP新書
本能寺の変の首謀者。織田信長の暗殺者として知られている光秀ですが、私たちは彼のことを随分と悪者扱いしてきたように思います。
知らないことがたくさんあるにもかかわらず、そんなに彼を悪者にして、織田信長を美しく思っていいのか。
実は明智光秀という人は、非常に知にも技にも優れた優秀な政治家としての素質を持ち合わせていて、今で言うなら期待の新人になるべき人だったのかもしれない。
彼のファンになれるほど、感動の一冊。
| 2007-01-28 11:00 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月11日 (月曜日) 【読書室】（銀マド）
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環境関連　アーカイブ
バイオマスは地球環境を救えるか
 
 
(岩波ジュニア新書)
 
バイオマスという言葉は、実はすごく奥が深くて難しい言葉ですが、この本の中では簡単に説明をしています。
これからの地球上で暮らすためには、どのようにエネルギーと向き合って行かねばならないのかということを、バイオマスの話を中心に書いています。
環境に限らずですが、知ったかぶりの専門的な本は、やたら数字を前面に出し、後楽園何杯分の・・・などというような表現をします。​
それはそれで、勝手にやってもらって構いませんが、知りたいのは我々です。
ジュニア新書は、定期的に環境問題を考えることができるような書籍を出していますので、二十歳以下の皆さんならなおさらのこと、こういう本を入門書にされると良いと思います。
この本の中で記述されている内容は、十分に大学教養課程で使用できるものですし、言葉で書いた箇所を数式やグラフ化すれば専門家もビックリするような内容が多かったです。
地球温暖化を騒ぐだけの時代は過去のことにしてしまい、すぐにでも、新しいライフスタイルを実践するには何をするべきかを考え、実践しなければならない。​
その参考資料としても、また環境問題の常識としても、この本をお役立てください。
| 2008-01-14 12:38 | 読書系セレクション |
 
 
生態系ってなに?―生きものたちの意外な連鎖
 
 
高校を卒業したのち、工学の道を選んだのですが、そこでは数学や物理を基礎学問としていて、高校時代にとても面白かった生物という分野からは遠ざかってしまっていました。
 
ところが、この歳になって(数年前)理学部生物学科出身の方と仕事をするようになり、フィールドにもちょくちょくと出るようになって、生態学ってオ モシロイと思い始めたのです。ところが、生態学なんてモノは俄か勉強じゃ簡単に身に付くようなものでもなく、まあ興味を満足させる程度に留まっていたわけ です。
環境が仕事ですから、生物という未知な分野や苦手な化学の分野とも付き合う中で、環境を守ってゆくことや地球温暖化を防ぐことと生物のこととが一体どんな風に関係を持っているのか、実は100点満点ではよう答えんかもな、と不安なこともあります。
生態系って何かという基礎学問の中の「はじめの一歩」を分かりやすく教えてもらえば、後の勉強が変わる。​
興味の無かった人が読めば、進学コースは生物学系に、なんて言い出す人が出てくるかもしれない。
| 2008-01-14 12:36 | 読書系セレクション |​

 
〔続〕松井章著　環境考古学への招待
 
 
　環境と考古学。このふたつの言葉を融合させた学問がちょっと注目されています。人々の生活や文明に環境がどのように影響していたのかということを遺跡などの出土品の中から探ってゆこうという学問です。
 
　気候や地形、地理的条件の影響を受けて人類は暮らしてきました。つまり、古代人の生活や食事、暮らしを調べて、動物学や植物学、文献史学、生化 学、昆虫学、寄生虫学などを集大成させて遺跡や遺物に取り組むのです。そして、環境が文明にどのように影響を与えていたのか、ということを考古学的な視点 で考察してみようとしています。
　「縄文時代に戦争はなかった」とおっしゃった佐原真先生に深く薫陶を受けたという松原先生の本が面白いです。どうぞご一読を。
◆参考:松井章著　環境考古学への招待―発掘からわかる食・トイレ・戦争　(岩波新書)
---​
メルマガを書いてますが、その編集後記に上のようなことを書いて紹介しておきました。校正が入ってボツにならなければ配信されると思います。そのときはヨロシク。​
| 2005-03-19 17:04 | 読書系セレクション |
 
 
スローライフ―緩急自在のすすめ　筑紫哲也著
 
 
◆　スローライフ―緩急自在のすすめ
◆　岩波書店
◆　筑紫 哲也
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本多勝一；戦場の村
どうしても書いておきたい1冊を何にしようか。散々迷ってその挙句に、私はこの本を手に取りました。ここに書く最後の書物としてどの本を取り上げるか。今 まであてもなく書きながらも、そんなことを常に思い続けていました。それを探りながら何冊かを取り上げ、どうやって締めくくろうかと思っていましたが。考 えるのをやめました。
 
本多勝一の「貧困なる精神」と「極限の民族」が私の読書人生に大きな刺激を与えたことは間違いない。しかし、そんなことでセンチにもなってもおれな いですよ。私の本棚の中の、奥まった所に静かに収まっていながら、椅子に腰掛けてじっと棚を見上げると必ず目にとまる1冊ですし、この本を最後にしてしま おうかと、さっき決めました。
何を今更。​
近年の芥川賞の文学性を決して否定をするようなことはしたくないし、このルポルタージュとそれらの文学作品を比較することなどにも論理的に矛盾があるのは承知ですが、それでも書きたい。​
おい!文学(ブンガク)、それでいいのか!
私の中では、遠藤周作の重いテーマ、松本清張の描く社会、司馬遼太郎の紐解く史観、いわゆる戦後文学といわれるものの時代背景、山頭火の虚空、北山 修の視線、本多氏のルポルタージュが伝えるもの・・・などなど。それらが攪拌されて、私自身の人生に刺激を与え続けてくれました。
こうしてここで様々な本を書きなぐるために本棚を見上げる夜があったことは幸せなことでした。
2010年10月12日 (火曜日) 【読書室】（銀マド）
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向田邦子；男どき女どき
 
長かったですね。 ​
こんな薄っぺらな本を ​
何度も読む。 ​
繰り返して読む。 
ちょいと戻る。 
少し読んで考えてる。 
書き写す。 ​
また考える。 ​
少し読み進む。 
そんなことの繰返しでしたが。 
[image: ]
男どき女どき ​
向田 邦子
 
わたしは、今年の年賀に筆で「初心忘るべからず」と書いた。 ​
世阿弥の言葉である。この世阿弥という人がいったいどんな人であったのかはわたしのような門外漢が語ることでもなく、推測するのもおこがましいのだろうが、言葉は頂戴している。 
さぞかし、気性の激しい人であったのではなかろうか。それを燻る炭火のようにエネルギーにかえてしまう力も備えていたのかもしれない。 
男時、女時。​
このことについて世阿弥は語る。 
立ち合い能を競う勝負の場における勝負のときには「勢いの波」というものが常についてまわる。つまりそれは、何事にも勝負どきというものがあると言 うことを示唆し、このとき、我方に勢いがあると思うときを「男時」、相手方に勢いがあるときを「女時」と呼ぶのだ……という。 
人生は、呼吸の如し、である。 ​
息を吐き、息を吸う。 
失敗もするし成功もする。 ​
幸運と不運。​
明と暗。 
向田邦子は、そういう苦楽を肌で感じていたのだろう。わたしの母より2歳年上だから生きていればもうすぐ81歳になるのだが、52歳になる直前で不意に逝ってしまう。今のわたしより1歳若かった。 
そんなこともあってか、向田邦子が四十代後半から亡くなる間際までに書いているエッセイはズキンズキンと染み込む。わたしの母の小言のようにわたしを撃墜してくれる。 
男どき女どき、というエッセイは「父の詫び状」ほどにも手厳しく来ないものの、この人の感性がよく出ている。 
断片的にメモを取りながら読む。原文を走り書きで書き写したのだから、ちょっとあやしいところもある。 
「独りを慎む」というのがある。 ​
〈ソーセージを炒めてフライパンの中から食べていました。小鍋で煮た独り分の煮物を鍋のまま食卓に出して小丼にとりわけず箸をつけていました。座る形も行儀が悪くなっている。〉​
などというくだりがあったりする。
大勢の読者は、このことそのものをなるほどと感じるのだろう。しかし、わたしはそれだけでは無いような気がする。そんなことは既に自分の中で気づい ていたし、実際に戒めてみたりしてきたのだ。向田氏があるときにふとこういうことをペンで書き綴ろうとした瞬間にわたしは感動する。生きている眼がよく似 たところを彷徨っている。
「笑いと嗤い」のなかでは ​
〈同じ人間でも男の笑いと女の笑いは別である。にらめっこがおかしくなくなったとき、男の子はおとなになる。女がヘンな顔を見ても笑わな くなるのは、老婆になったときに、死に目に近いときであろう。箸が転げて笑うのは女である。男はそんなものでは笑わない。女は、身に覚えのあるもの、目に 見えるものしかおかしくないのだ。政治や社会現象は目に見えない。抽象画である。女は笑うことが出来ても、嗤うことは出来ない仕組みに身体が出来ているらしい。〉 ​
などとも書いていた。
この理屈も、それが正しいとは言わないし、そうも言えないかもしれない。人間が老けてゆくというのは身体が衰えることと並行して、精神が鈍感になり、一部分が研ぎ澄まされてゆく。そのキレがいぢらしいほどに伝わってくる。
「花底蛇」では ​
〈花をいけるということは、やさしそうにみえて、とても残酷なことだ。花を切り、捕われびとにして、命を縮め、葬ることなのだから。花器は、花たちの美しいお棺である。花をいけることは、花たちの美しい葬式でもある。この世でこれ以上の美しい葬式はないであろう。〉 
人生を様々なものにたとえ、人それぞれが思うように回想する。わたしもそのひとりなのだが、きっとこの人も誰にも言えない厳しい節目を体験したのだろう。そういう人でなければ安易にこんなことは書けない。
「無口な手紙」では ​
〈昔、人がまだ文字を知らなかったころ、遠くにいる恋人へ気持ちを伝えるのに石を使った、と聞いたことがある。男は、自分の気持ちにピッ タリの石を探して旅人にことづける。受け取った女は、目を閉じて掌に石を包み込む。尖った石だと、病気か気持ちがすさんでいるのかと心がふさぎ、丸いスベ スベした石だと、息災だな、と安心した。「いしぶみ」というのだそうだが、〉
一番人気が出るもっと前からドラマのファンだった。この人を有名にしたシリーズのドラマは殆ど見なかったが、単発で投げてくるものは欠かさず見た。詩人のような面も持ち合わせるもの、そういう甘さよりも辛辣さのほうを生かしたのが好きだった。
数々の作品を何冊かのエッセー集から甦らせることが出来る。メインのシナリオ作品をもう一度読もうと決心するにはしばらく時間がかかる。その間合いを愉しませてもらうことにしよう。
長くなったが最後に。​
わたしが拾い上げたこれらの一文だけを読んでもまったく面白くも無く、なるほどとも思わない。ズキンとも来ないだろう。向田邦子って不思議な力の持ち主だったのだ。
 
 
2010年10月13日 (水曜日) 【語録選】 , 【読書室】（銀マド）
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時実新子；小説新子
時実新子という人は、もしかしたら私の人生を指一本で変えてしまったような・・・・なんて言ってしまいたくなるような人です。
 
◆　小説新子。　朝日新聞社 (朝日文芸文庫)
アサヒグラフ、週刊朝日に川柳新子座というのを長年連載しておられ、この作品評がこの世で一番の痛快さだったので、私はこの人に惚れてゆくのです。
なぜ惚れるのだろうか。​
何処に魅力があるのだろうか。
それは、この小説新子を読んだときに自分で解決できました。​
新子さんの川柳は、この世の中でもっとも爽快な17音。
川柳というものへの概念が根底から変わってしまった。​
しかも、こういう感性で生きていきたい。
激しい、行きかた。
| 2007-03-06 21:42 | 読書系セレクション |
[image: ]
私の「川柳」との出会いは、イコール時実新子さんとの出会いです。
何というか、新子さんは私の心をこれほどまでにスパッ!と書いてくれて、とっても嬉しくなります。
 
ちょっと意地悪なこともあり、ちょっと意地っ張りなこともある。​
弱い人のときもあれば、強いときもある。​
そう、淫らな雰囲気もあり、清いこともある。
女心をそっとつづる。​
男の心にズバッと迫る。
この人の半生をつづった本がありました。​
朝日新聞社(朝日文芸文庫)の「小説新子」です。
きっとアナタも川柳が好きになります。​
いかがでしょうか。​
| 2005-03-29 19:26 | 読書系セレクション |
2010年10月13日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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車谷長吉；赤目四十八瀧心中未遂
[image: ]
上手に生きてゆけない男が、身体が震え上がるような女性(アヤちゃん)に出会い、名門の出であることを密かにプライドにしながらも表には出さず、どん底の泥の中を歩いてゆく人生を選んでしまっていたのは、他ならぬ自分のせいだったと、およそ認めながら今を生きている。
 
この作品が私を捉えて放さなかった理由は、この小説の根底を流れている生き様と、そんな寂れた人生がもたらす偏屈な眼差しと、日々の出来事に触発さ れて狂うようにいきり立つ感情の根源のようなものが、あまりにも私の人生と重なり合ったからだろう。この作者は、私のひとつ前のステージを走っているもう ひとりの私ではないのか、とさえ思えてきた。
インテリを棄て名門を棄て、どん底のドロを味わっている。こんなにも、小説に自分が重ね合わさるものかね。こんな失態をやらかした奴はそう多くはない。だが、私はこの小説の節々に共鳴してしまうのだ。
名門を出て約束されていた人生を棄て、否、棄てざるを得なくなり、どん底の生活とドロドロの感情のなかで、生きてゆく。人間関係は、未知に溢れているものの決して複雑ではなく、一度生きることを諦めてしまった者にとったら何も面倒なものでもなかったのだろう。
作者が自分を見つめて書いた小説として、全ての箇所で、何ひとつの無駄も無く、冷静で美的で、かつ激情に包まれるように詩的であったために、最後に アヤちゃんが博多に行ってしまうのではないかという微かでありながら妙に確定的だった予感が、現実に起こるときも、下駄の鼻緒に足が掛からなかったという 些細な不運でドラマにしてしまう。しかもそこでオシマイ。
--
人々に突き落とされ、蔑まれ踏みにじられて生きてきた人間だけが持つことができる眼と、青空しか見たことの無いような眼とを、その二つを主人公は持っていて、自省的に綴られる物語の隅々でもその本性をまったく見せずに、純粋な男の心もきちんと残している。
しかし、私に見えてくるのだ。アヤちゃんの美貌も、纏わり着く男たちの容姿も、主人公の純粋さも弱さも、見えてくる。
ドラマはシンプルなんのだけれど、きっと誰もこの作者が書きたかったことはわからない。そんな気がする。だから、アヤちゃんの美しさも、様々な人の 狡さも、怖さも、そこに隠れた優しさも、名門からどん底までを彷徨った作者と--作者のように表に飛び出せない阿保な私にしかわからない。 
天王寺で泊まって、赤目四十八瀧へと向かい、既に死んでしまった人間のように瀧に沿うてゆく。この僅か一日二日の二人の心は、もう誰にも覗き見ることはできない。
直木賞などという陽の当たるところに置かずに、静かに何処かに密かに飾っておきたいような、哀しい哀しい話だった。
物語のその後がハッピイなのか、実はそうでもなかったのか、わからないままで、悔しいけど、それが人生、それがどん底の生きる道なんだと、私はそんなことを呟いてしまったほど、泣けない小説だった。
匂い袋の放つ甘い香りと臭いアパートの匂いが、物語を思い出すたびに甦ってくる。ピュアな心が漂う。
--
図書館で借りて読み始めるのだが、あまりの素晴らしさに文庫を買うつもりになる。買いに店に走る前に読み終わって新品の文庫が有る。これは家宝となるだろうな。
文章のなかに悲哀を詩的に、さり気なく書ける人は少なくなった。​
1歩、間違えれば、泥臭く、誰もが読みたがならないような物語になりかねないのに、間合いがわかっているのか天性なのか。
私に車谷長吉を教えてくれた友だちに感謝の乾杯をしたい。
---
文庫を買いました。 ​
図書館で借りた本は全部読んで返却しますが、もう一度文庫を読もうと思っています。 
でも ​
多くの皆さんにはそれほどオススメしないと思います。 ​
この話に共鳴できる人にだけにオススメしたいが、こればかりは読まねばわかりません。 
ひとり静かにじっくりと読んでください。 ​
一文一文を作者が吟味して書いたのが伝わってきます。 ​
それがわからない様では、あきません。
| 2009-08-04 21:29 | 読書系セレクション |
 
 
車谷長吉　「赤目四十八瀧心中未遂」　の読後のその後
 
私は、本の虫、とか、活字中毒という言葉がどうしても好きになれず、コミュニティーのなかでも、意図していい意味あいでは使ってきていません。 ​
しかし、そういうことを少しも読み取ることができないのか、無視しているのかわからないけど、いっこうにコミュニティーに「虫」や「中毒」を自称する人が絶たなかった。 
 
来て欲しくないとまではいうつもりはないのですが、そうでない人が流れを作って欲しかったのです。 
(閑話) 
近ごろ、コミュに来る人たちは、バイクでも読書でも、設立者という者が気にかからない傾向に有るらしい。参加するときに足跡がないのだ。私は足跡は 欲しくないしどうでもいいのだけど、気にかからない人というのはその人物を見ないでコミュに入るのだから、コミュの意思がわからない可能性が有る。 
そのコミュが何を目指すのか、理解しないのなら、来ても無意味だと思うが、どうなんでしょうね。承認制にしてまで、フィルターにはかけたくないし、衆議院じゃないけどいったん解散してもいいのではないかと思ってしまうのだ。 
(閑話休題) 
多読で、年がら年中読書をしている人でも、「虫」や「中毒」でない人はいるのだから、できればそういう風に意識を変えていけばいいのに、と思った。変化を望まないのならそれなりの理由が有るのだろうから訳を聞かせてもらって私も納得したかったのです。 
「風が強く吹いている」を読み終えた後、みんな、こういう本が大好きなんだろうなあ、悪くいう人は多分誰一人としていないのだろうな、と思いながらも、こんな本を読んでいると、読書家になって行ってしまうんだろうな、なんて考えた。 
 
兼ねてから早く読みに掛かりたかった車谷長吉「赤目四十八瀧心中未遂」があったのでさっそく読み始めた私は、最初から彼の独特さに迷いながら加速度的に夢中になってしまって、図書館の本を読みきる前に自分の文庫本を買おうと思っているうちに読み終わってしまった。 
新品の文庫を買って大事に机上に置いている。 ​
赤ペンで線が引けない。 ​
手垢のない美しい本だからではなく、そこに書かれた物語が、汚れていない本から漲っているように思えるから、なのだ。 
赤目四十八瀧心中未遂。 ​
読書部Ⅱのレビューへもいつか貼りたい。 ​
そんな作品だった。 
(補足) ​
この本のタイトルの「心中未遂」という言葉は、非常に哀愁を漂わすので、人を惹きつける魔力が有る。しかし、物語にはそんなものとはまったく無縁の、激しさがあった。それは今にも心臓が止まりそうな呼吸のようなもので、読者はそれを追いながらそれぞれに心で叫ぶのだろう。
| 2009-08-05 12:58 | 読書系セレクション |
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吉田修一；悪人(上・下)
老眼鏡が無いので ​
なかなか読み進まないとぼやきながら、 ​
やっと読み終えました。 
一気に読まないからといってオモロク無い、というわけではないです。 ​
ぶつ切りでゆっくり読める、優しい作品と思います。 
​
東野圭吾を読んだときよりは、味があった。 ​
彼の作品は「手紙」を読んで、それ以降手をつけていないけど、 ​
この人の作品はまた何か読むかも。(少し) 
そんな感じ。 
吉田修一 ​
悪人(上)(下)​
[image: ]
悪という言葉が、時には烈しく刺激的過ぎると思う。その言葉を上手に使ったといえば営業的成功といえようが、文芸を純粋に職業としているのだからそれななかっただろうと思う。
 
悪人という言葉を探るために、殺人と純愛と悪からの逃避を重ね合わせて物語を作るのだ。 
* 
「逃げる」とはどういうことか。その心理とはどのようにして生まれるのか。作者にもそのような実体験があるとは思えないし、まして「殺人」の経験が あるわけでも無いだろう。しかし、「逃げる」「殺す」ということを、ドラマから離れて自分のまぶたに浮かべて考えて、悲劇を共鳴させていた。 
人(ヒト)は、哀しい生き物だとつくづく思う。自分の意思を通せば必ず壁にぶつかり、そこで間違いなく妥協なり屈辱を味わう。そうでなかったとして も、諦めが待ってるのではないか。だとすると、諦めるというある種の不幸せを目指して生きることは、幸福を目指して生きるはずだった自分の夢に逆らうこと になる。 
逆らうのは嫌だ。 ​
だから、世の中を生き抜くのは難しい。 
​
ドキュメント・ルポのタッチで、特に後半からそのような色合いで、物語は進む。しかし、小説なのだから、新聞のルポを読むような雰囲気はない。昔に読んだ 「東電OL殺人事件｣(佐野眞一)のように、事実の物語ではない。あの作品は佐野眞一がすっかり詩的なドラマ仕立てにしてしまったルポ(としては最低の作 品)だが、この作品は、小説を佐野風・ルポ風に書かれたといっても良いかもしれない。そういう意味でリアリティがあって、面白い作品だったといえる。 
しかし、なあ。 ​
やり場のない屈折感が残る。 ​
残らなくては作品の持ち味がなかったともいえようが。 
* 
作者は最後の一行で 
─　その悪人を、私が勝手に好きになってしもうただけなんです。ねぇ？そうなんですよね？ 
と、書く。 
これを書くために何ヶ月にもわたり連載をしたとは思えないが、メインテーマにあったことは間違いない。 ​
ありふれているといわれようが、私はこういうメジャーコードで終わるような音楽のような結末は好きだ。 
新聞連載中はそれほど目立った話題でもなく、のらりくらりと眼を通し真剣に読まなかった私だから、煌びやかさもなかっただろうと思う。あとから上手 に味付けしたとも言えなくはないが、地味な作品だったと思う。(しかし、改めて読むと新聞小説の特徴が非常に顕著に出ていて面白い。毎日読まなかった私が 悪かったな) 
映画化で話題を呼んだらしい。出演者の写真が文庫本にカバーとして巻いてあったが、さほど興味もなく棄ててしまったのだけれど、ホームページでPRを少し見るとイメージに合う出演者が多いようだ。さぞかし映画は面白かったのだろう。 
ただ、小説は活字だ。 ​
その活字で女の心や弱い人間の気持ちを或いは醜い人の心理を書いているのだから、映像は別文化だと思う。映像にするにはその心理表現を映像化する技術が必要だし、見るほうはそれを読み取るだけの力も必要だろう。 
もしもこのストーリーを作品にするならば佐野眞一に書かせて、甘く切ないタッチのほうがいいのかもしれない。だが、吉田修一のペンはルポ風にもなりきれていない優しさがあるから、なかなか、うまくいかないものだ。 
確かに純愛劇なのかもしれないが、社会的な問題提起もしっかりとしている。 
─　大切な人もおらん人間が多すぎったい。 
現代社会に存在している「愛」というものも見つめている。
2010年10月17日 (日曜日) 【読書室】（銀マド） 
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林芙美子；放浪記
「コタツで読書」シリーズで書いたものです。 
2005年12月12日のメモから。
[image: ]
何冊目かわからんようになってきました。 ​
林芙美子著　放浪記　新潮文庫 
小説とはこういうのをいうのだと思いましたね。何しろ文体が素晴らしい。天性の美文なのかも。 ​
読みながら声に出して読みたくなるんだから。 
彼女はよく泣きます。読み手も一緒になって泣く。 
ぐいぐいぐいと引き込まれてゆきます。こんな文学が少ないね、近頃。 [image: ]
(加筆します、2006.7.15) 
2006年の新潮文庫100冊にも入っている。名作のジャンルらしい。このなかの本は全冊を学生時代に読んでおくことをオススメするのですが、さらにこの放浪記を最初に挙げます。 
時代背景を知り、彼女の心を想いながら、読む。 ​
強くて逞しく、また女らしく、ときには哀しい彼女の自伝です。
| 2006-07-15 16:03 | 読書系セレクション |
 
 
 
2010年10月18日 (月曜日) 【読書室】（銀マド）
 
87
[image: ]
福永武彦；草の花
この人の作品を読んでいると、自分がどんどんと気障になっていき、どんどんと詩人になれるような錯覚に陥る。
[image: ]
自分を見つめる眼がこれほどまでに暖かくもあり、時には冷静でもあるのだということが、自分にも当てはめることが出来るならば、もしかしたら、二十歳のころにこれを読んだ私は、催眠術にかかったように美しい恋をして激しい愛を実現させようとしたのだろう。 
福永武彦は、小説で何を実現させようとしたのだろうか。自分の内面にある詩的で、激しい愛に向ける気持ちを、物語にしたかったのだろうか。 
この「草の花」を読みながら「死の島」も読み進めている。大雑把に感じることは「死の島」のほうがより洗練されて完成度が高いなと感じられることで、「草の花」が断トツで人気のあることに疑問を感じながら、愛の苦悩のようなものって根強い人気なのかなとか思ってみたり。 
忘却の河のように、奥の深さがあまりないだけに、この作品には物足りなさもある。人生は思い切り泥々としたもので、私たちはそういう宿命を背負って生きている、というようなのが私は小説として好きだな。 
[image: ]​
待ちきれず感想を少しだけ書いてしまった。 
「死の島」のほうが完成度が高いと思う。 ​
「忘却の河」のほうが、過去を背負った私のような男には感動や共感があるかも。 
| 2009-11-13 22:18 | 読書系セレクション |
2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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福永武彦；死の島その1
この素晴らしい作品が、絶版だなんて。​
儲かるとか儲からないとかいうまえに、出版業界の使命として、国民に提供するべき作品でしょ。​
[image: ]
すべてがそんな状態だから、何ごとを選ぶにしても、薄っぺらな判断力しか活かせなくなってきているわけでしょ。
世の中の人たちが、正札と能書き書と、あてにならないオススメ評をたよりに、モノを選んでゆくと、きっとどこかで歯車の合わない事態がやってくる。
耐久消費財でも​
イデオロギーでも​
政治でも​
何でもかんでも。
-- 
読み終わるのは、随分と先になるでしょう。​
<その2>は忘れたころに、あっちのブログで。
 
 
2009年11月14日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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福永武彦；死の島その2
その1に続いて 
 
感想文は書きかけなので、レビューとしては、またいつかまとめますが、ひとまずメモ程度に。 
* 
福永武彦は、1979年8月13日に亡くなっている。私はこの「死の島」の文庫(上巻360円、下巻320円)を買ったのが12月6日と裏表紙にメ モ書きしいていることから、もしかしたら彼の死のニュースを聞いて頭の片隅にそのことを置きながら年末に買ったのかもしれない。煙草一箱100円の時代だ から、300円は安くはなかった。 
キリスト教の作家や戦後文学といわれる作家を読み漁っていた時代だった。どのような順番で福永武彦に到達したのかわからないが、忘却の河を読んで草の花を読んで、それから死の島に辿り着いたのだと思う。 
このときはまだ22歳になったばかりで、学生時代の有頂天の真っ盛りであった。この後24歳まで学生時代を過ごすのだが、果たしてそんな青春の真っ 盛りに、福永武彦が読者の人生を変えてしまうほどの威力をつぎ込んで書いたのかもしれないこの作品に、私はどれほど刺激を受けていったのだろうか。 
文学とはまったく関連のない学部であったので、読後の感想であるとか福永武彦論を述べる必要はなく、お気楽に文学を読んでいるのだという自己満足に浸っていたのだろうか。 
今となってはどのように感じながら読み進んだのかは不明であるが、彼の書く小説作法には相当に影響を受けたことは間違いなく、忘却の河の感想を書いた時点でも、もう一つの自分が居るのではないかというほどに考えさせられているのが伝わってくる。 
30年以上のブランクで再び「死の島」を読む。現代の本屋にこんな本を高く積み上げても誰も買わないだろう。大きな影響を受けたともいわれる村上春 樹の小説を、巧妙な魔術のようなコピーと煽りでベストセラーに持ち上げても、福永武彦はそう簡単には売れないのかもしれない。今の読書人の持ち合わせてい る、インスタント食品でも美味けりゃ上等だというような感覚に似た、また、美味いか不味いかわからないけどみんなが美味いといってるから、というような感 覚の人たちに、福永武彦がわかってたまるか。 
面白いと思えるはずがない。 
絶版。 
私は★を5つ付けます。 ​
ほかの皆さんの真似をしたわけではありません。 
----------- 
一部を引用します。 ​
読書部にも書いたけど、また違った人の目にもとまるといいのになと思い、ここにも貼っておきます。 
死の島。 
(上・P268) ​
小説というものが己の内心の願望の現れであるかのように、まるで祈りのように、己はその架空の世界に、かくありたいという己の夢をありったけ託して、それによって己自身の不安からも逃れていたのだ。 
(下・P124) ​
もしも時間というものが或る一つの点から別の点へと流れて行く流れであるとするならば、初めと終りとは必ずあるだろう。しかしわたしにとって時間というも のは或る一つの平面の上を繰り返してじぐざぐに動いている線にすぎず、或いはまた限られた空間の中をぐるぐるまわっている曲線にすぎず、それらの線の動き の間には幾度も初めがあったし、終りもまた幾度もあっただろう。わたしにとって初めと終りとは結局は同じものにすぎず、わたしは螺旋を描いて同じ地点を繰 返し繰返し通り過ぎ、いつでも死を通り越して歩き、二度も三度もその同じ地点を通り、そうやって往ったり来たりすることでわたしの時間を所有してきたの だ。それがわたしの時間なのだ。 
(下・P441) ​
人は眠りから目を覚まして、どういう夢をみていたかを思い出すが、しかし思い出さない夢もたくさんあるのだ。必ずしも全部が全部思い出されるとは限らない し、思い出したつもりでも、すぐまた忘れてしまう夢もある。とすれば大事なことは、夢を見ることではなく夢を思い出すことだ。単に見られつつある夢という のは幻影にすぎない。見た夢でなければならない、ということだ。夢はそれを見つつある現在に於て、あらゆる夾雑物を含む混沌としたアマルガムだ。それは僅 かばかり砂金を含んで流れて行く河の水だ。問題は川の水に手を涵していることではなく、そこから砂金を採取することなのだ。 
(下・P443) ​
それが小説を書くという行為ではないのだろうか。小説もまた、恰も我々の見た夢の破片を我々が思い出すことによって夢が成立するように、現実のさまざまの 破片を思い出すことによって成立するのだ。思い出すということの中には、無意識の記憶もあるだろう、無意識の願望も含まれるだろう、もっと暗く混沌とした 暗黒の意識も含まれるだろう。思い出すということは殆ど想像するということと同じだ、しかし小説によって、己の「小説」によって、死者は再び甦り、その現 在を、その日常を、刻々と生きることが出来るだろう。己の書くものは死者を探し求める行為としての文学なのだ、いなそれは死そのものを行為化することなの だ……。 
| 2010-03-07 22:32 | 読書系セレクション |
2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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福永武彦；死の島その3
その2につづき　その3 
 
さまざまな感想があるようですが、それらを読んで、文学者というのはオモシロイ人たちだな、という感想のほうが先に出てきてしまいます。いきなり失礼なことを書き出して、文学(ブンガク)のご専門の方々を不愉快にさせてしまったかもしれません。 
まったくの文学は専門外で、社会人になってからも悲しきかな三角関数や代数幾何学、微分積分とか、こういう無機質なものとお付き合いをしていながら、小説とか文学作品に遊んでもらって暮らしてきました。 
だから、ブンガクのみなさんが、ブンガク作品を、また熱烈な読書家の方(や可哀想に読書中毒になった方々も)、作品のことをやいやいと理屈付けておられるのを読むたびに、一般的表現で言うと「引いて」しまうわけです。 
これらの遠因は、高い教養レベルを実現し多くの知的文化人を育成しようとする現代教育の賜物なのでしょうか、ブンガクとか読後感想をひとつの囲いに包んでしまって近づきがたいものにしてしまった感もあります。 
もしかしたら、福永武彦が読者に投げつけたかったものは、そういう一面性をもった読者たちへ向けたものでもあったのかもしれませんが、私は言葉の遊 びの感覚を少し発展して変形させくらいに捉えて、誰にも読まれないかもしれない詩集を福永武彦がひとりで長篇に編み上げ直しただけのようにも思えてきて、 これは彼の自己満足の集大成なのではないか、とさえ思うのです。 
しかしながら、作品としては、誰もが★五つも進呈するほどのものにふさわしく、どの数行であっても読者を魅了する。いや、私は魅了されたのではな く、一種の催眠術にかかったように取り付かれてしまうのでした。他のどんな作家にもない不思議な力で、惹かれ過ぎて疲れると池澤夏樹のカデナを読んでいた り、宮本輝をぱらぱらと見ていたりするのです。別に死の島なんて最後まで読まなくてもええわと思いながらも、何ヶ月も掛かって読み終わってしまったわけで す。 
良質のフルコース料理を戴いているような感動。これはこの作品を読んで共感できる人にしかわからないものでしょう。絶版になってしまっているのは、 単に読者が減っているというだけのものでもないと思いますが、TVでいうなら視聴率狙いのようなばかげた作品を賛美する時代だからこそ、こういうバランス の取れた、作品をまだ知らない人にささげたい。 ​
| 2010-03-10 10:51 | 読書系セレクション | 
2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
 
91
[image: ]
重松清 ；疾走
【便箋1から】
都内のホテルで静かに読み終わった。それは、シュウジの終わりと同じように、(いつものうように涙をぬぐいながらではなく)、「静かに」というのがふさわしかった。
「やっとひとりになれたんだね」、というような、ねぎらってやる気持ちになっていたらもっと号泣していたかもしれない。予想をしていたのだけれども、些かのやり場のなさも感じたりもしていた。でも、すぐには泣かなかった。
女が魅力的だ。​
アカネはヤクザですれっからしで、顔も可愛くないとされながらも惹かれる優しさを持つ。​
みゆき。この子だって子どものクセに、抱きしめて連れ去って、大事にしておきたくさせるような、細々しい弱さがある。​
エリは…。私はこの子に惚れましたと正直に書きます。​
カワイクナイ。冷たい。ひとりで、孤高で、でも、スマートで、キレのある腺で姿も性格も書いてある、魅力的な子でした。一体何を考え、何を言いたいのか、明確にしない素振りばかりで、強さを失わずに、ひとりを貫く。でも、弱いんだ、ほんとうは。
ひとりで生きているのだろうか。​
二人で一緒に銃弾を浴びたらもっと幸せになれたのに…と何度も思った。話をそこでストンと終わらせても良かったにと。でも、それは、私がエリを好きだからだったのだろう。
物語はスローテンポで始まり、前半から終盤へと、起承転結を明確にした形で進む。後半の急展開も慌てていない。
そういう流れの中で、一人の人間の心の奥を、きわめて詩的に綴っている。でも、ブンガクっぽくはない。いや、ブンガクじゃないのかもしれない。風景が見えてしまいすぎるのです。
誰の人生にもある「裏のドラマ」。​
心の中にあって、上手に書けずにモヤモヤしている小さな出来事や喜怒哀楽を、わたしたちがすっかり忘れてしまっている視点から甦らせてくれた。そう思う。
----
【便箋2から】
何故、人は走るのだろうか。
それは自分との「闘い」ではない。人が無心になって求めるモノ、それを探し続ける人にとって、ひとりで走り続けることを「闘い」とは呼びたくないだろう。​
自分との出会い、ひとりの自分と出会えるところ。それは、果たして走っているときだけなのだろうか。
苦しいけど、苦しくない。全速力で走りきったところに何があるのか。走った人にしかわからない。
--- ねえ、エリは聖女だったんですね、遠藤さん、周作さんはどう思いますか?​
--- ねえ、エリはシュウジが好きだったんですかねえ。そんな気持ちを越えたもっと高貴な所を走っていたのでしょうかね。追いつけなかったのですか。何処に幸せがあるのですか?​
--- きっと、エリは抱かれたかったんでしょうね。でも大切なモノをなくしてしまったし、表現の方法を失ってしまったのでしょうか。
----
ちょうど今、私は都心へ仕事で来ています。すごく大勢の人がいます。​
みんながシュウジで、みんながエリなんだろうか。
読み終わってから、じわじわっと、来ました。​
都会の夜に、ひとりでホテルで泣きました。​
| 2005-11-19 00:06 | 読書系セレクション |
 
 
2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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死の棘、出発は遂に訪れず　島尾敏雄
死の棘　島尾敏雄著(その一)
[image: ]
　浅蜊汁すすりて夫の無言なる 凪子
 
このあと「あははー昨夜の我が家の風景です」と凪子さんが書いてらっしゃいます。​
普通の家族の春の風景なのでしょう。
[image: ]
「出発は遂に訪れず」を書いた島尾敏雄という人は、膨大な作品を残したわけではなく、数こそ少なくとも文庫となって出版されているものはどれを取っても意味深く、文章というものの重さを切々と感じさせてくれる。
「死の棘」も然り。​
凪子さんの一句を読みながら家族の普通の姿を思い浮かべたときに、島尾敏雄の経験した「死の棘」のような人生を思い浮かべた。​
こういうブンガク(文学)を映画にすることを試みた映像芸術家の心意気や感動は称えることができるものの、人の心を映像にすることは相当に困難だったのではないか。
映画の評価がいかがだったのかを、申し訳ないが、私は知りません。​
死の棘のあの忍び寄るような閉塞感を、筆者が文学作品として記録しておきたかったのだと考えるならば、やはり活字をひとつずつ読みたい。文学とはこういうものなんだと迫るモノがある。
奄美大島の加計呂麻島呑之浦の特攻基地跡に彼の文学碑が建立されたことを報じる新聞記事(1988年12月)を切り抜いてその言葉を私はメモした。
病める葦も折らず　けぶる燈心も消さない　　　島尾敏雄
| 2005-04-07 12:11 | 読書系セレクション |
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島尾敏雄　死の棘　(その二)
 
静かに本棚を眺めていると​
学生時代に買って読んだ本が​
静かに過去を語りかける。
1000冊以上は読んだなあ。​
半分ほどは処分をしてしまったが​
残念なこととをしたなと思う。
こうして表紙を眺めているだけで​
この本を読んでいたころに立ち寄ったスーパーで​
買ったものとかは鮮明の甦るのだ。
しかし、不思議にも記憶には季節感がない。
なるほど、この作品らしいかも知れない。
「棘」なんだけど​
ほんとうの「棘」の意味まで​
わかる人がこの世の中にどれだけいるのだろうか。 
| 2010-01-17 11:19 | 読書系セレクション |
[image: ]
出発は遂に訪れず　島尾敏雄　その2
 
出発は遂に訪れず 改版 (新潮文庫 し 11-1) ​
島尾 敏雄 ​
新潮社 ​
\620 
 
部屋の窓から見える景色がこの原稿を書いている間にも少しずつ変わってゆく。冬枯れてグレースケールになってしまった家並みがさっきまでそこで何の主張も しないでひっそりと在ったのだが、寒波の襲来で空模様が遂に雪に変わってしまうと、あれよあれよと言う間に積もって、屋根が真っ白になってモノトーンの景 色になってゆく。誰に打ち明ける訳でもないが、そわそわと雪の積もる様子が私も気にかかる。亜温帯性の山茶花にも容赦なくぼたん雪は降り続いている。 
部屋の明かりをつけて本棚を眺めたら太宰治の『グッド・バイ』(角川文庫、1998年)が真っ先に目に付いた。津軽は今ごろきっと大雪だろう。津軽 を旅しても太宰の記念館には立ち寄らなかった私だが、もしも奄美大島を旅したならばきっと島尾敏雄の足跡は訪ねるだろうな。そんなことをぼんやりと考えな がらその隣に並んでいた『出発は遂に訪れず』を手に取った。太宰は嫌いではないが好んでは読まない。美学を感じるけど痺れてこない。 
島尾敏雄の作品を読むのは髄分と久しぶりだ。『出発は遂に訪れず』という作品よりも『死の棘』(新潮文庫、1981年)の方が先に発表されていたん だということを、原稿を書き始めた今ごろになって初めて知った。彼が亡くなったのは……と調べるとこれが1986(昭和61)年だったので、そんなに月日 が流れたのかと驚いた。速いものだ。新聞で訃報を読んだのが先ごろだと思っていた。そういえば奄美大島に詩碑が建ったという切り抜きがどこかにあったはず だ。 
そうこう考えていると、戦後文学というものは、つい先ごろまでは進化しつつあった文学であったが、21世紀になってしまって明治文学などと同じよう に歴史上のものになってしまった……ということを改めて思い知らされる。では、現在の潮流にのった浅田次郎などは何文学と呼ぶのだろうか。戦後文学の刺激 を受けて小説家になった人たちよ、もっと頑張れ。
| 2008-07-09 13:51 | 読書系セレクション |​
2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
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熊谷達也　セレクション
熊谷達也　氷結の森
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相剋の森、邂逅の森と続く三部作として知られている氷結の森の面白さは、樺太からソ連へと主人公を流離わせて、しかも史実の中に物語を晒しながら、熊谷達 也の荒々しい筆が人々のドラマとして纏め上げているところだと思う。主人公は北へ北へと逃げ延びてゆく。逃げるという言葉は相応しくないかもしれないが、 行く果てに事件が待っている。
 
熊谷達也は「森」をタイトルに入れて描く三部作として、その「森」をどこまで意識し頭の中で熟成したのだろうか。それは、林であるとか海であるとか、はたまた山であるとかいうものでは許されなかった。森でなくてはならなかった。
そうして森を考える始めると、それはだだっ広い大地や閑散とした林ではなく人々が物理的にも精神的にも絡み合い侵し合い傷つけ合い、ときには助け合 い励ましあうような人間関係の中に潜む人々の野性味を森の中に埋め込む必要があったのだ。そしてその中で、ときには激しく熱情的でありながらも冷静な視線 で物語を描いてゆく。
作者自身が深い森に彷徨い入るときにこそ、このような作品は完成することができるのではないか。そういう意味では、三部作はこれで完結しなければならないし、新しく始めるためには今ここで完結しておき、新たなステージで洗練された作法を得て築かれてゆくのだろう。
ニコラエフスク・ナ・アムーレ(尼港)事件を参考にして物語は構想された。後半は少し色合いが変わって、いかにもスケールの大きな劇映画を見るよう だった。しかし、おそらく物語は史実とは一切関係ないもので、事実と言えば樺太とソ連の厳しい寒さやその街の情景と、出来事を引っ張り歩く大きな事件だけ が事実なのだろうと思う。
相変わらず、自然を見つめる眼が途轍もなく優しく、人を容赦なく切り捨ててゆく筆は厳しい。前作などに見られるような物語の中盤での緊張の途切れもなく、安定して読み通せるいい作品だったと思う。 
| 2010-04-21 06:54 | 読書系セレクション |
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邂逅の森　熊谷達也
[image: ]
熊谷達也の作品は、初期のころに読んだモノに読後感想を残しておらず、ずっと気にかけています。
 
もう1回読みたいけど、それなりに長いし、テーマもどっしりとしたものが多く、またそのうち読みます。 
(最近、そういう本を再読したくて、それで人生が終わってしまうような気がする・・・。 ​
つまらない本が多すぎるからか) 
メも程度に感想を呼び戻した程度ですが・・・。
[image: ]​
邂逅の森 (文春文庫)　熊谷 達也​
文藝春秋　￥690
[image: ]​
「邂逅の森」と「相剋の森」はセットで読むことをオススメします。 
邂逅の森は、大正時代に東北地方でマタギとして生きた青年の人生を描きます。自然と共に、熊と共に生きてゆくひとりの青年の物語です。直木賞です。
こういうのを読むと、さすが、直木賞!と膝を叩きたくなります。
熊谷達也が相当に気合いを入れて書いた作品で、細かいところまで行き届いた構想はもとより、文章で物語を書き伝えようという情熱が溢れています。美文ではないのですが、読者に伝わってくるものが多い。
題材として取り上げるものも、環境問題や自然保護、狩猟という文化と対峙する様々な人々の視点など、本を読みながら物事をじっくりと考えてみる、同時に自分も見つめてみると言うようなタイプの人には、素晴らしい読後感が残ると思います。
一部では、私たちが直面する環境保護という課題を考えるのに取り上げられたりて、自然と調和して生きるには大いなる畏敬があるのだというような喚起 させる面もありましたが、私としては、背景はそうであっても、やはり小説として文章に溶け込み登場人物を味わい、熊谷達也の一番面白いところを味わうのが いいと思います。
| 2009-02-07 10:25 | 読書系セレクション |
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モビィ・ドール 　熊谷 達也
[image: ]
集英社文庫￥700
熊谷達也の作品には、多かれ少なかれの参考文献が挙がっている。そういう点が好きなポイントで、着想や内容などが全くの出鱈目ではなく、じっくりと調査もしたものを読むという満足感もある。 
私の仕事が環境と森林に関わるので、「森」の小説ではテーマやモチーフに大きく頷きながら、仕事の何かで紹介してやりたくなるような気持ちで読んだ が、モビィ・ドールも決して裏切ることは無かった。自然と関わる仕事をしている私にも、結構リアルなお話で、引きつけられるいい内容だった。 
「森」の小説よりも壮大さは無いものの、ちょうど真夏に読んだこともあるし、実際に(大昔に)伊豆七島へ旅した経験もあって、舞台が海に移っても小説として楽しく面白く読ませてもらった。 
作者の無意識な性格なのか、こだわりなのかは不明であるが、比嘉涼子という女性に読みながら魅了されるような、そんな綺麗で知的で躍動感のある女性が登場して、ここでも、こういう女性を書かせたら上手いなあ、と関心する。 ​
流れるような美文ではないのだが、男っぽい筆で、よく吟味して書かれたいい作品(マジメな作品)だと思う。
| 2008-08-20 16:49 | 読書系セレクション |​
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「ウエンカムイの爪」(熊谷達也)
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きのうは、「ウエンカムイの爪」(熊谷達也) を読み終えた。彼の作品は、長くて重かった「邂逅の森」のようなものも良いが、この程度のものも読みやすい。
むしろ、長い作品は、少し力が入りすぎている感があって、いわゆる男の料理を食べるような感触がある。
よく吟味して書かれているし、書くことが好きなんだなというのが伝わってくるいい作品だと思います。
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メモから
邂逅のの森、相剋の森、と読んで、このウェンカムイの森ときた。
物語としては、逆に辿ったことになるが、それでも楽しく、面白く読めた。順にこだわらず読んで構わない。ひとつひとつがそれぞれ持ち味のある作品だ。
作風は、この三作にあたっては、揺らぐことなく、読み手を惹き付けるのも上手だし、流れのテンポも良い。
大事に読もうと思っていたのに、例の如く通勤の車の信号待ちを使って読むだけでも、すぐに読み切れてしまった。
動物の生態をよく調査しているし、それを読み手に分かりやすく提供しているところなどからも、自然に対して持つ作者の畏敬の気持ちなども伝わってくる。
| 2006-05-13 08:28 | 読書系セレクション |
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漂泊の牙　熊谷達也
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女性がいい。 
美人で知的で行動的だ。
 
男がいい。 ​
ぶっきらぼうで、野性的で、優しさを隠し持っている。 
作品は面白い。 ​
邂逅の森、相剋の森と較べて、また、一味違う。 
詳しく丹念に調べて、じっくり考えて書いている。 
そういうところが伝わってくる作品ですね。 ​
文脈の流れが素晴らしいわけではないけど、つまり私の好みとはちょっと違うのだけれど、ぐいぐいと惹かれて一気に読んでしまいました。 
栗駒山系は色々と思い出深いし、じっくりと山の様子なども思い浮かべながら読めました。
しばらく余韻に浸ろう。
| 2005-10-26 15:44 | 読書系セレクション |
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相剋の森　熊谷達也
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熊谷達也著「邂逅の森」と「相剋の森」を読みました。セットで読むのがいいですね。
 
　前者は、東北地方でマタギとして生きた青年の人生を描きます。自然と共に、熊と共に生きてゆくひとりの青年の物語です。直木賞。 
　後者は、ツキノワグマの棲む森の自然と共に生きている人間たち、そして主人公の女性ライターが、自然とはいったい何なのか、保護をするとは、共生とは何かを考え続けます。ちょっとイデオロギーな話あり、ドラマありといった素晴らしい作品です。 
　「邂逅の森」は大正時代、「相剋の森」は現代を舞台に、環境問題や自然保護、狩猟という文化と対峙する様々な人々の視点を踏まえ、私たちが直面す る環境保護という素材を取り上げた凄みのある小説です。どちらも小説ですが、自然と調和して生きるには大いなる畏敬がそこにあることを暗示している秀作で す。
| 2005-07-24 15:41 | 読書系セレクション |
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熊谷達也　いつかX橋で
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2010年06月04日
出版社とは勝手なもので、これを青春小説と紹介していた。​
確かにそうなのかもしれないが。
この物語は、戦争が終わる直前、7月の仙台空襲から始まってその後の2年ほどの間の時代を生きた二人の男と一人の女の物語だ。
今は既に、戦争経験者は殆ど無い時代だ。豊かな時代に生まれて、何を今更、そんな文学にさえも興味を示さねばならぬか。そんな潜在的な人があふれる中、熊谷達也は、どんな気持ちでこの作品を書き出したのだろうか。
森シリーズのイメージが強い作家だけに、読者としてはハズレは読みたくないという思いもあるもの、熊谷氏が彼の独自の作法で綴ってくれる、幾分荒っぽい筆と、吟味された優しい筆がミックスした物語を読みたくなるのです。ときどき。
あの独特の優しい視線で、魅力的にまとめてくれる女性が登場し、愚直に生きようとする男がいて、その者たちをひきたてる荒っぽい男がいる。(そう、女性が途轍もなく可愛らしく綺麗で魅力的なのだ、いつもながら。)
熊谷氏の生き方のどこかに潜んでいる彼の哲学のようなものと、小説への情熱をブレンドするとこんな物語が出来上がるのだろう。
物語の流れも終結も残酷である。誰もが望むハッピーなど無い。しかし、そうでなければこの時代は成り立たないのだという、当然の摂理を捻じ曲げることなく、読後にこれほどまでの満足感を与えてくれたのだから、私はとても満足している。
ただ、読後(直後)が深夜だっただけに、眠れなくなってしまって困った。眠れない夜などもう30年も昔から1度も無かったのに。でも、許せる感動だったかな。
[image: ]
阿川弘之のレビューを少し前に書いたばかりで、彼の作品は紛れもない戦中文学だ。そのイメージと少し似かよった始まりなのだが、本質的にはまったく違う。宮本輝も松坂熊吾の生きた戦中を書くが、これともまた違う。
人間模様は、重松清を連想させるところもあるが、そんなに滑らかで美しいものでもない。やはり、熊谷達也の作風だと思う。
ドラマを上手に作るTV局で、4回連続くらいの真剣なドラマにしてくれたら、見てみたいような気がする。
熊谷達也の頭の中には、そんなお洒落なところもあるような気がする。
| 2010-06-04 11:47 | 読書系セレクション |
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関野 吉晴；グレートジャーニー―地球を這う
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関野 吉晴　グレートジャーニー―地球を這う
〈1〉南米～アラスカ篇
関野 吉晴　筑摩書房　2003
(環境を)考えさせられる1冊
 
▼約400～500万年前にアフリカのタンザニア・ラエトリに人類が誕生した。そして、百数十万年前にアフリカを飛び出し、私たちの祖先は、ユーラシア大 陸を横断しベーリング海峡を渡り極北の地を越え、北米を経て、ついには南米大陸最南端のパタゴニアへと到達した。東アフリカから南米大陸に至る5万キロに 及ぶ大遠征の、壮大でロマンに満ちた道のりを、一人の探検家が逆ルートで辿った。この旅をグレートジャーニーと呼び〔名付けの親はブライアン・M・フェイ ガン/英国の考古学者〕、マスコミやTVメディアが取材した。関野吉晴さんは、1993年に、南米ナバリーノ島を発ち2002年にアフリカのラエトリに到 達し冒険を終えた。関野吉晴著:ちくま新書 「グレートジャーニー -地球を這う (1)南米～アラスカ篇」 を読む。 ​
▼旅は過酷であった。にもかかわらず、最後までやり遂げられたのは、彼が旅の途上で様々な人々と出会い、その人々の生活文化を理解し打ち解けあい、また自然というもの、人間というものを素直に見つめていたからだろう。 ​
地球上には文化的な大きな段差のようなものがあるが、通じない言葉、異なる文化の壁を越えて飛び込んでゆき、彼は考え続けた。人類の心の奥深くにある神への心を見つめ、自然への畏敬を持ち続ける。 ​
「私たちの祖先はどんな世界を見てきたのだろうか? 現代人には感じることのできない形で自然と触れあっていたのではないか? 火、水、時間、森、言葉、食、数、音楽、踊り・・・」 関野さんはさまざまな「自然」とのつながりに想いを馳せる。 ​
▼日本を始め先進国に輸出されるために丸ごと伐採されてしまう森に直面する。それは、遥か昔から先祖が恩恵を受けてきた森で、この森とともに暮らしている 人々がいた。あるときは道路も通じていない村々を訪ねたことがある。決して物資が豊富でもないし便利でもない。しかし、そこには経済的にも文化的にも自立 した素晴らしい人々の姿があった。「世界の中心は大都会にあって、そこから距離的に離れるほど文化果つるところ」という意識が大きな誤りであることに気づ いたと関野さんは書いている。 ​
▼今、地球環境とか私たちの社会というものを、何もかしこまって「考える」必要などない。 ​
地球上にいるほんの一握りの人間が、膨大な軍事力や神懸り的な覇権意識を持ち、最先端の科学技術文明を良きものと信じ、豊かな経済社会の実現をして、地球 を統治している。そして、我々はこの上ない幸せな暮らしをしていると思っている。確かにその通りである。しかし・・・である。有事法案が成立した夜、再び この「グレートジャーニー」を読み返して、(極力短い言葉で表現すると)「人間は愚かだな」と思った。なぜ愚かなのか。それは、愚かなことに気づかないか らである。「考える」必要などない。気づくことから始めればよい。 　2003/06/25 07:33
| 2006-03-20 20:40 | 読書系セレクション |
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関野 吉晴　グレートジャーニー―地球を這う (2)
筑摩書房　2005​
関野 吉晴
 
出るっていいながら出なかったので、待ちました。 ​
----- ​
以前、関野吉晴著 「グレートジャーニー　─ 地球を這う」という本を紹介したことがあります。 
　約400～500万年前にアフリカのタンザニア・ラエトリに人類は誕生します。その人類が、百数十万年前にアフリカを飛び出し、ユーラシア大陸を横断しベーリング海峡を渡り極北の地を越え、北米を経て、ついには南米大陸最南端のパタゴニアへと到達する。 
　東アフリカから南米大陸に至る5万キロに及ぶ大遠征の壮大でロマンに満ちた道のりを、関野吉晴さんは逆ルートで辿ります。まさに、グレートジャーニーと呼ぶに相応しい感動的な旅です。 
　シベリアのコルフという町にやってきて、食料・雑貨店でインスタントラーメンやスナックを買って宿で食べたとき、 ​
「みるみるうちにごみが出てくるので驚く。日本では当たり前のことなのだが、トナカイ遊牧民のキャンプから帰った直後だったために、強い印象を受けたのだ。」 ​
　「遊牧民のキャンプではほとんどごみが出ない。トナカイは余すところなく食べる。野菜などの生ごみはトナカイや犬が食べてしまう。基本的に一番無駄な『包装する』ということがない。缶詰はほとんど食べない。」・・・と書いています 
また、魚やカニなどは各家庭や親戚で分配するが、大きな鯨が獲れたときに、 ​
「分配という行動は、高等なサルのあいだでも見られない人間特有のものだ。」「ここシベリアでも、狩猟民の間では分配がごく普通に行われていた。」「この 人間を人間たらしめている行動様式は、われわれの社会ではいつの間にか影を潜めた。いい車を持っている。立派な家に住んでいる。モノを独り占めする者が、 社会的な地位を獲得するようになっているように思う」…とも書いています。 
素朴でありながら、冷静な分析ですね。いかがでしょうか。 ​
---- ​
職場で発行しているメルマガの後記で紹介したので、転載。​
| 2006-03-20 21:41 | 読書系セレクション |
2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
 
95
[image: ]
高村薫　3冊
レディ・ジョーカー
照柿
マークスの山(上・下)
[image: ]
(はじめに)
 
うーん、と唸ってしまう。​
何故、高村薫がこれほどまでに人気があって、★が平均して4個以上というのは、今の活字離れの時勢にあって、まことに不思議だ。
私のように偏屈、変人といわれる人が熱中するなら理解も出来るが。
いずれにしろ、軽薄、短小、いい加減、人気伺い、金儲け、売れ筋迎合、ベストセラーミーハー人気などなどと(私が)言っている本屋のワゴンの中にあって、この作品は光り輝いている。
照柿​
マークスの山
と続いて読んできたのだが​
少し、異色を感じた面もありながら、​
確かに、高村薫を女性と思っていなかったというひとが多くいるだけある。​
そういう色合いがある筆が濃く出ていた。
でも​
どれをとっても​
素晴らしい作品ばかりだ。
[image: ]
マークスの山は直木賞作品で、内容を見てもかなり分かりやすい。
レディ・ジョーカーは、壮絶で予想さえも出来ないタイトルからして、「よし、高村薫を読むぞ」、ぐらいの気合がいるのかもしれない。
2010年10月20日 (水曜日) 
1
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高村薫；レディ・ジョーカー
(では、感想を)
合田と加納という用意された二人の人物に、自分の内面を内面から見つめさせたり、あるいは客観的に静観させたりさせる。さらに、静観ではなく激しく批判的にも見ることもあったかもしれない。二人の違った視点を絡め合わせることもある。
人間である以上、誰もが持ち合わせている自省観念を、多角的な視点で扱いながら、練り上げた物語を現実味の帯びたドラマへと仕立て上げてゆく。
次のページが重苦しく厚い壁のように見えることもある。しかし、読者は遅々として進まないドラマの次を待っている。些細な展開の中に散りばめられた日常的な変化も見逃してはいけないし、その心理も御座なりにできない。
美文でもないし、報道記事風でもない。やはり、小説なのだと思う。これが、朝日や読売新聞社社会部のドキュメント記事のように綴られていたら面白いかというと、決してそうでもないだろう。
どんなキャラが好きか、嫌いか。ある方にそう問われたことがある。考えたこともなかったというのが正直なところで、私という者が人一倍に好き嫌いの感情がはっきりしている人間でありながらも、冷静で淡々と成り行きを見守っていることに改めて気づかされた感じだ。
感動を伴わないわけではないし、好き嫌いも無くはないが、そういうものは本質とは関係なく、男と女の間でいうならば許し合える程度のものかもしれな い。それよりも、登場人物たちのそれぞれが自省と対話をする姿や心の叫びを、あたかも自分のことのように読み耽るとき、好きとか嫌いという観念が引き潮の ように見えてなくなり、物語の中を流れる冷静で眩しいスポット光源が私の心に差し込んでくるのを感じる。
高村薫の小説作法が、先にも書いたが、美文でもなく、また分かりよいものだと言えるようなものでないだけに、この作家の人気の理由は、この泥泥とし て汗臭いような小説自体にあるのではないだろうか。松本清張が新しい推理小説を開拓したというなら、高村薫は再びジャンルを超えた社会派といえる。
残念ながら私は、商法や企業法、物権、債権などには縁の無い日常でして、この物語のひとつのポイントを読み解いてゆくのは難しい。法学や経営学の知 識がもう少しあればと思うものの、一般社会で暮らすには実際には不自由もしないので、この小説レベルの話はお茶の間ドラマを見る感覚でサラリと流させても らった。
しかしながらそういうことを片目で見ながら、高村薫がさり気なく読者に投げかける社会悪や不条理への感情は、少し物語から脱線しながら作者自身の新聞論説なども思い浮かべて考察したくなってくる。(これはこの本の感想では無いので省略)
高村薫という人は、ルポライターでない分、小説がルポっぽくない。詩人で無いから詩的でない。少しドタバタでギクシャクなところがあったが、これだけの長編ならば大きく差し引いて、読者の読書観を捻じ曲げてしまいかねないほどの刺激的な作品だになっている。
合田警部補(のちに警部)の、弱弱しい面と知的な面と不良でヤクザな面が、素晴らしくミックスされて、程よい加減だ。人物を取り上げると、どの人も味が出ている事に気がつく。これは高村薫の普段からの人間洞察力としか言いようがなかろう。
「東電OL殺人事件」のような作品をこの人に書いてもらえたら、私は痺れて動けなくなるだろうな。​
| 2010-05-28 19:17 | 読書系セレクション |​
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高村薫；照柿
刑事事件や殺人が起こるが、決してサスペンスや推理モノではないし、高村薫がそんなジャンルの人ではないと友人が教えてくれた。だが、何故に第1冊目に着 手できなかったか。この人が女流作家でありながら、性別を感じさせないほど--男性だと思わせてしまうほど--の作風だから読み切る自信がなかったのかも しれない。
 
解説は「罪と罰」と書くが「赤と黒」や「レ・ミゼラブル」でもよい。そんな作品が持つ浮き足立たない筆致がファンを惹きつけるのだろう。お笑い芸人 が観客をダシにしたネタをやったり自分自身が笑いながら演じるのに似た小説が蔓延する昨今、このように朗読家の頬が締まるようなペンは小気味よい。
そういうわけで、話は全く進展しない物語でありながら、これでもかというほど作者のアクのきいた風景や心理の描写に引きずり込まれてゆく。
ブドウのような黒目がちな女性・・・のような記述があったところで私はこのオンナに惹かれてしまう。二人の男も泥臭い。埃臭い。そして場面のひとつひとつが、セピアのように暗い。熱い。うるさい。​
もう読むのをやめよう。別の作品を読んだあとに続きを読もうと、何度も途中で考えるのだが踏みとどまる。それには私なりの理由があった。
自分の人生、それなりに心当りのある葛藤がある。なかには、醜いことも汚いことも、歓びも悲しみも。​
小説というのはあくまでもフィクションであるが、その作家の意思が私の心の性感帯のようなところを--それはエロチックなものや性的なものでは決してなく、もっと神経に近いようなものですが-擽る。
それは、麻薬のようであり、かつて恋におぼれて身体中が融けてしまいそうになった瞬間のように、もうひとつの自分の世界に堕ちてゆける。
照柿を「罪と罰」と比喩する人にも、私のような誰にも話せない過去があるのかもしれない。​
| 2007-03-28 10:50 | 読書系セレクション |
 
3
[image: ]
高村薫；マークスの山(上・下)
上下を一気に読み抜けてしまいたい気持ちが逸るにもかかわらず、密度の濃さになかなか進まないという状況に脳味噌の片隅がやめちまえと反応するなかで、ど うしてもやめられない理由が見つからないまま、ミステリアスの裏に秘められたドラマが、じっくり、どっしりと感動を蓄えさせてくれて、最後まで読ませてく れた。
 
高村薫の作品は読んで即座に嫌いになる人もあれば、私のように連続的に夢中にならないものの、また再び買ってしまったという人もあろう。 
彼女の筆は、考えに考えを重ねて書き留められているのがよく分かる。そいつが、ある種の作品を噛み砕いて味わいたがっている私の気持ちに突然襲い掛 かってくるので、何が読みたいわけでもミステリージャンルが好きなわけでもないのに、自分を苛めるような、ちょっとヒステリックな衝動のに似たものを伴な いながら、私はこの人の世界に呼び込まれてゆく。 
「照柿」を先に読んで随分と間を空けている。相当に勇気を持って恐る恐る読み始めたというのがホントのところ。こんな作品、最後まで読み切る人が居 るのだろうか、と頭の中で考えながら一行一行を着実に読み進むとそれはあっという間に数ページ進んでいて、密度の濃い濁流のようなもののなかに(という表 現が果たしてただしいのか分からないが)、時間や情景、人々の心理までも圧縮してくれている。 
真剣勝負で読み進む。単にストーリを追い、面白さを味わうだけの作品ではない。他人が勝手に映像化することなどは絶対に不可能だろう、もしできたと してもそれは全く別物と化してしまい間違いなくこの作品の本質を生かせないに違いない、と思える作品であるだけに、物語の展開と数々のシーンを私自身が作 り上げ、共感し、考えながらというある種の苦難のような読書になるのだが、そのあたりがこの人の作品の魅力であり多くのファンが居る理由であろうか。 
私の普段の仕事にも多かれ少なかれ関係していることもあるのだろう。法のもとで管理されながらも絶大なる権力というものを持ち、その背中に万人からも監視されているという日常の我々の心理をも緻密に組み上げているところなど、業界人から見ても精巧に書かれていて面白い。 
ミステリアスな題材を扱う物語であるのだが、決してそのようにあらかじめ決められたような言葉でジャンルを決めて欲しくない小説だ。テーマも構成も充分に吟味された味がある素晴らしい作品だと思う。 
(直木賞作品です。こういう作品を読んだあとは直木賞に大きく拍手を送りたくなります。)​
| 2008-08-04 08:57 | 読書系セレクション |
 
96
[image: ]
司馬遼太郎；竜馬がゆく
ひとりの青年がこの文庫を手にしていたので声を掛けた。そしたら目を潤ませて「ほんと、熱くなりますよ」と応じてくれた。こちらまで嬉しくなってしまった瞬間だった。
「あなたの理想の人は誰ですか」と訊ねると坂本竜馬だという若者も少なくなったかな。四国、土佐の国を旅するとそういう一本気な旅人に出会う事が多い。そういう私も「竜馬がゆく」を片手に土佐に旅立ったことがある。
司馬さんの小説には一種独特の語りがある。それが何かというと、物語の本筋から少し脱線して、しかも少し長引くところにある。ドラマではあまり許さ れる手法ではないのだろうけど、彼の小説にはそれがあるから面白い。竜馬がゆくにどれだけ脱線があったかは記憶にないが、物語にぐいぐいと引き込んでいく 魔力がある。だから、その魔力が利きすぎて四国へ旅立つ人が跡を絶たない。
かくいう私も99年の黄金週間には「坂本竜馬・脱藩の道」を辿っていた。天気は快晴。高知県、梼原村への旧街道の峠道を味わうようにトレースした。 出かけ前には「街道をゆく・27」も読み返してきた。梼原村に入って、関門旧跡の前でひと息ついて四万川から坂本川沿いへとバイクを進める。六丁なんてい う在所がある。そこを越えて韮が峠に私は立った。この峠から生まれた土佐の町を竜馬は振り返ったに違いない。そしてこれからの時代への夢と大志を抱いてこ の峠を下ったのだろう。
ひとつの歴史なんて自然の生命からしたらちっぽけなのかも知れない。しかし、そのちっぽけな歴史を多かれ少なかれ動かしたひとりの人とその精神がこ の峠で、もしかしたらある決意をさらに固くしていたのである。竜馬の脱藩は文久2年3月24日。桜は七分咲きの頃だったと「竜馬がゆく」には記載されてい る。​
上の記述は私があるミニコミ誌に書いたものです。(ミス記述もそのまま)
読書系では、竜馬がゆくをまだ紹介していなかった。
それは大事なものを取っておくような感じにも似ているけど、出し惜しみしても仕方ないし、また何度書いてもいいものはいいだろうから、ここで書いておこう。
| 2005-01-30 10:21 | 読書系セレクション |
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旧暦3月26日に竜馬は韮ヶ峠を越えたんですね
司馬遼太郎さんの「竜馬がゆく」を書棚の奥から探してきたら、まっ茶に色あせてます。もう20年近く前に、「功名が辻」を読み終えて、150℃くらいまで熱くなってしまっていた私は、次に竜馬がゆくを手にしたのだった。
文春文庫「竜馬がゆく」第2巻、P401あたりから声に出して読んでみると、ぐいぐいと引き込まれますね。吉田東洋の暗殺あたりです。ぜひ、この数字を憶えてから本屋を訪ねてくださいね。
脱藩のあたりは何処だったかな・・・と思い私が今手元に持ち出した本にはメモ用紙が挟んでありました。ツーリングに出る際の持ち物リストです。バン ダナ、カッパ、手袋、リップクリーム、ライター、YH会員証、手帖、コンロ、シュラフ、電池、電灯、ろうそく、箸、トレーナー、フリース・・・​
などと書いてある。
当然、このメモを挟んだ文庫本を持っていったこと疑う余地もない。
脱藩のくだりは、第2巻最終ページまで続きます。
| 2005-03-13 08:58 | 読書系セレクション |​
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2010年10月20日 (水曜日) 【読書室】（銀マド） 
 
97
[image: ]
銀色夏生詩集散リユク夕ベ
山が笑う。 
初夏の風に吹かれながら、儚かったときを思う。
 
コミュに銀色夏生のファンの人がいて、 ​
思わず昔の詩集を手にとって見た。 
2年前に、【銀マド：ひろちゃん】に書いた。 ​
そうか、あれから2年が過ぎるのか。 
--
この詩集。 ​
1998年の出版なんだ。 ​
あの子。 ​
初版を買ってきたんだな。 
偶然出会った作品が、とても素敵な作品で ​
偶然出会ったオンナが、人生を捻じ曲げてしまったオンナで 
本当に、魔女のような奴だった。 
初夏の風に吹かれて涼しい目で遠くを見てた。
--
人は、一年中恋をしていなければイケナイ。​
それも​
途轍もなく激しい恋がイイ。
今、千夜一夜、を書いているが、激しかったときのほうが私なりに美しい作品が書けていると思う。
女は、触媒のように不思議な魔力を持つ。​
散ってばかりだ、私。
​
 ​

 
| 2008-05-03 09:35 | 読書系セレクション |
 
 
 
2010年10月23日 (土曜日) 【読書室】（銀マド）
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車谷長吉全集2。恋文絵
きょうは、車谷長吉全集2の返却日ですが、延長してもらおう。 
車谷長吉。​
恋文絵。
ええわ
 
赤目四十八瀧心中未遂がいいです。​
まず、読んでみてください。
2010年10月27日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]
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井上荒野；切羽へ
忘れる準備
 
言葉になんの気取りもなく、キザなことも何ひとつ書かない、淡々とした男性的なモノを感じながら、ゆっくりペースで読み進んだ。この作品にはこういうノロさがイイな、と自分で納得させながら。
井上光晴のムスメさんだとは全然知らなかった。それよりも先に文学部出のウチのムスメが朝日のコラムエッセイを見て、この方に注目していることを教えてくれ私も荒野さんのことを知った。
作品は特別に詩的でもない。着飾ってもない。しかし、こなれた文筆力の様なモノがあって、同じ直木賞の熊谷さんなどとは正反対の滑らかさで、ちょっと魔法にかけられてゆく様な感じ。
文庫の背表紙の解説が邪魔だ。営業とか読者数字など気にして欲しくない。詰まらない読者や詰まらない数字を稼ぐことなく、決して人気者にならないで欲しい。文学ならば読み始めれば分かる。
作品は、作者の詩的風味とは全く逆に、随分と詩的でありながら古典的風味を持つ完成度を放っている。詩篇を物語にしたようにキラキラしている。
でも、チャラチャラしたものはない。どっしりと、じっくりと、さあ、というか感じ。だから、急いで読もうとしなかったのかも知れない。
恋愛小説ではない。もちろん。いろんなところに、形を変えたテイストが散りばめられている。でも、ドキュメントライターだって事件の成り行きを一部始終書けるわけないのだから、そのあたりにも美的で詩的なところがある。言葉に着飾りもない。
物語は激しくなく、面白くもなく、期待通りでもなく。でも、それが期待だったのか。でもでも、本当は、激動だった。わたしの想像が正しければだけれど。
わたしは小説家ではないのでその作法というモノはまったく想像の域を超えているが、主人公が住む島に作者を重ね合わせてしまうのは誰もが同じだろ う。作者という人物を知らないし、身近に感じる手応えもないので、物語はあくまでも小説なのだと、つまり、自伝や実話ではないと、思うことにしている。
作家というのは不思議な能力を持ち、現実と創造の狭間をアレンジして立体化してしまうから、真似たくても真似ができない。だが、現実の出来事に勝る スリリングで熱情に満ちた物語はこの世に無いと思うだけに、物語の出来映えが期待以上であればあるほど、それは幻想ではなかったのだと思いたくなる。
まあ、でも、どうだっていいの。詩的を装うことなく詩的だったことが嬉しいのだ。わたしは。
忘れる準備。日常。​
お互い。揺れる。空間で絡む。
わたしは、サイドノートにそう書いて残している。そう、この物語には本筋などなく、全ては思わせぶりだったのではないか。その、時空をわたしはわたしの想像で彷徨えた。
夏が過ぎ秋、冬が終わり、​
ストンと消える。​
照れのようなもの。
きっと作者は照れ屋なロマンチストなのかも知れない。
（R2)
2010年12月10日 (金曜日) 【読書室】（銀マド） 
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谷崎潤一郎 細雪 (上・中・下)
谷崎潤一郎 細雪 (上・中・下)
 
細雪　谷崎潤一郎のレビューを、読書部Ⅱにアップしてきた。(mixi)
​
殺伐とした作品やありきたりのストーリーだけを追うのに飽きたかなと思ったらこういう作品がいいです。
私は文学とは無縁の人間ですが、それっぽいことを素人なりに味わっているのは好きです。
めまぐるしく私たちを刺激し続ける映像メディアの真の面白さが何なのかを考えるときに、こういう作品を幾度も踏んであるかないかによって、視線の力に大きな差が出る。
女性たちのことについて、ここで語るのはやめよう。
谷崎潤一郎　細雪 (上・中・下) 
2011年1月22日 (土曜日) 
[image: ]
読書に関わる日記を書き写しながら読んでいる。
向田邦子さんの作品を読みながら「細雪」を読んでいたことがわかる。​
細雪は、娘が大学の講義関連で、たまたま読んでいて、私も手に取ったのがきっかけだった。
娘は文学部だが、私は工学部だ。
工学部でよかった。気楽に作品が読める。​
(平成22年7月28日記)
1
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谷崎潤一郎　上中下
細雪　上　　谷崎潤一郎
 
このような文学作品は、二十歳の頃に読み逃がすとそのままズルズルと読まないままで過ごしてしまい、時々読みたくなってきても、本屋の棚積みの本の ほうを先に手に取ってしまいがちなのだが、たまたま娘(文学部3年)が夏休みころに読んでいてその感想を断片的に聞かせてくれていたし、またそれが面白い ということだったので、読みたい本が何も無くて迷ったときなど、いつの日か必ず私も読もうと考えていた。
舞台は関西で、言葉も馴染みの或るものばかりであったことが、始まりの部分で投げ出さなかった大きな理由かもしれない。何故ならば、噂ほどでもな く、思ったほど面白くなく、谷崎の文章ってのは何てわかりにくくて、一体この文章のどこが美文で何が文学なんだと怒りすら湧いてくるほどの始まりだったの だが、途中で投げ出す前に次の段落まで読んでみてから…の連続で少しずつ先に読み進む。
通勤列車の30分だけで読むのだからほとんど進まないし、昨日の内容は尻切れトンボで終わっていたりするともう一度数ページを戻って読んだりの連続だったが、1ヶ月ほどでとりあえず上巻を読み終わることとなった。
この作品がなぜ今の時代になっても読み継がれてきている訳は、文学に詳しくない私にはよくわかならない不思議なことだが、話の内容が内面的な感情を あれこれというものばかりではなく、映画の原作のようにストーリーがしっかりしておりきちんと凸凹もあるからだろう。テレビの無い時代に小説を愉しむとい う人には、現代の連続テレビドラマのような物語であれば、さぞかし新鮮であり文学であった。相当なベストセラーにもなれただろう。
昭和10年頃の時代背景で物語が進む。東京に転居した鶴子が、空気が綺麗なのでワイシャツの洗濯は三日から四日になったという話を手紙に書いてよこ していることやお見合いの時のひとつひとつのシーンやエピソード、さらには、着ている服、(蒸気機関車の)特急に乗って関東と関西を行き来する話など、果 たして現代の学生さんが読んでわかるんだろうか…外套ってどんなものか見たこともなかろうに(私は子どものころにありましたから)などと思い、また、こう いう作品を受け継ぐことは大事だなと考えたりしながら騙されたように上巻を読み終わってしまった。先にも書いたように急いで読まなくても連続ドラマのよう にだらだらと続くので、中古の文学作品を現代訳文で読むような調子に慣れれば、なかなか面白く読める。
(そう書きながら中下巻と読みきるかどうかも不安な作品で、また読まなかったとしても惜しくも無いような感じである)
そんなところが上巻までの感想です。
 
 
| 2009-05-25 15:30 | 読書系セレクション |
 
 
(中巻での感想はなし)
 
下巻読了後感想
この物語のようなものを文学というのだろうか。​
そんな反問がいつも頭の中をよぎりながら、ダラダラと終わりの無い文章を読んでゆく。
面白いか、面白くないかといえば、面白いほうかもしれない。しかし、ピーキーな事件が溢れている現代で、こんなのんべんだらりとした結論もあってないような物語は、果たして受け入れられるのか。
活字中毒と言われる(自称する人もあるが)人たちが、ニコチンやアルコールの中毒の人たちがそれらを求めるのと同じように活字を追い続けるとすれば、面白くて適しているのかもしれないが、少なくとも私には「文学」を味わうほどの才器はないみたい。
​
作品としては上巻でも書いたように、大阪京都と東京を舞台に4人の姉妹が織り成す物語として面白く、例えば映画やドラマのように自分の頭の中で思いをめぐらせながら読むといいかも。
5ヶ月くらいかかって、通勤列車の中で読み続けたのだが、その間に別の文庫が何冊も追い越していった。そういうふうに道を譲れるような作品だ。日常 の中に溶け込んで、読んでも読まなくても構わないようなもので、終わりも知りたいとも思わないし、知らなきゃ損するものでもなかった。
褒めなかったけど、薦めないかというとそうではない。読書好きならお読みなさい。昭和の初期の世の中のこともようく見えてくるし、人々の生き様など がきちんと物語化されていて、小説から何を得るのかというようなことを考えるなら、ぜひとも読んで谷崎潤一郎は何を書きたかったのかを考えるのもいいだろ う。
ひとつだけ自分用のメモとして書き残して置くならば、3番目の妹の雪子ちゃん。こんな寡黙で大人しくて、しかも綺麗な子がいたら、私はすぐにお嫁にもらいに行きます。
 
 
2010年7月28日 (水曜日) 【読書室】（銀マド）
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